




















































































ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか７
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　湿った空気が漂う岩窟がんくつ内で、乏とぼしい燐光りんこうが揺らめきを作る。

　うっすらとした光によって地面に伸びるのは怪物モンスターの影だった。火炎を吐き出す黒犬ヘルハウンドが唸うなりながら鼻を鳴らし、白い毛並みの一角兎アルミラージの群れはきょろきょろと愛らしい顔を振って、時折その長い耳をぴくりと動かす。鋭い嗅覚と聴覚が探し出そうとしているのは、この迷宮に足を踏み入れてくる、酔狂かつ命知いのちしらずな侵入者達の気配だ。

　無数の道が錯綜さくそうする洞窟然とした迷路内を、獲物を求めるモンスターが徘徊はいかいしている。

　そんな中、奥まった通路の先から──ガツッ、ガツッ、と。

　岩を抉えぐり、砕く音が響いていた。

「おい……本当にここで採掘さいくつできるのか？」

「あっ、リリを疑うんですか？　下調べはしてきました、上級冒険者達は、この地帯エリアから例の鉱石を沢山たくさん持ち帰っていますっ」

　少女の持つ携行用の魔石灯のもと、青年が小型鶴嘴マトックで岩壁を突いては、削り出していく。

　薄暗い迷宮の一角を光で照らしながら、ヴェルフとリリはひそめた話し声を交わす。

「ヴェルフ殿っ、リリ殿っ……まだですかっ？」

「モ、モンスターが出てきそうで、どきどきする……」

　小声で言い合いをしているそんな二人に、同じく囁ささやき声で呼びかけるのは命ミコトとベルだ。

　屈かがみながら岩壁を掘り起こしているヴェルフ達の傍そばで、身を低くするベル達は警戒に当たっていた。無論、モンスター達の襲撃をだ。

　場所は細い一本道を進んだ袋小路。広間ルームの広さには届かない半円形の空間で、四人のパーティは採掘作業を行っている。一つしかない道からモンスターが押し寄せる、あるいは周囲の壁面からモンスターが産まれ落ちたなら、もう逃げ場はない。一向に作業終了の目処めどがつかない状況に、見張り役のヒューマンの少年と少女は冷や冷やとしている。

　ヴェルフとリリが向き合う壁一面は散々さんざん掘り起こした跡があり、足もとには岩の破片が無数に転がっていた。未いまだ『当あたり』を見つけられず不毛な言い争いを続ける彼等を何とも言えない表情で窺うかがうベルは、ヴェルフの足もとに置かれた予備スペアの小型鶴嘴マトックを何なんとなしに拾う。

　冒険者の武装と同じ素材でできた、少々お高い金属製の採掘工具を、試しに二度三度と壁へ打ち込んでみた。

　すると、崩れた壁面から、ぼろぼろっ、と。

「あ」

「「「あ」」」

　音を立てて、光沢を帯びた滑らかな鉱石が、地面に転がり落ちた。

「や、やりました、『紅縞瑪瑙ブラッド・オニキス』です!?」

「でかした、ベル！」

「流石さすがです!!」

　パーティ一同が歓喜し、すかさず発見した三つの鉱石を収拾、ぱっぱっと荷物をまとめその場から撤退する。

　袋小路から幅広の正規ルートまで移動し、ベル達はようやく息をついた。

「依頼通り、二つ以上の『紅縞瑪瑙ブラッド・オニキス』を入手……これで冒険者依頼クエストは完了ですね」

　歩みながら、血の色にも似た紅と黒の縞状しまじょう模様の玉髄ぎょくずい──『紅縞瑪瑙ブラッド・オニキス』を小袋から取り出し、美しい輝きにうっとりとした眼差まなざしを向けるリリ。サポーターである彼女を守るように隊列を組む命ミコトとヴェルフも、釣られて笑みを交わした。

「もう一つの冒険者依頼クエストの、『アルミラージの毛皮』も先程の戦闘で手に入れていますし……」

「ああ、どっちも早く片付いた。……パーティを組んだ時から思っていたが、お前といると怪物の宝ドロップアイテムといい鉱石といい、何だってぽんぽんと出てくるな、ベル？　運うんがいいのか？」

「あ、あははは……」

　男神アポロンが開いた『神の宴』以前にエイナから直接受託じゅたくしていた二つの冒険者依頼クエスト。依頼期限が差し迫っていたそれらをこなすため、ベル達はダンジョン『中層』の13階層に赴いていた。

　ヴェルフに話を振られベルは空笑いする。約一ヶ月前、昇格ランクアップ時に発現した『幸運アビリティ』の効果──ギルド本部でエイナが口にしていた仮定──が脳裏を過よぎった。

　確かに昇格ランクアップ前より『ドロップアイテム』にお目にかかる回数が増えたような……と記憶を掘り返すベルは、そこでふと、思い出したように呟つぶやく。

「でも、良かったのかな？　冒険者依頼クエストの期限はあったけど……本拠ホームの引っ越しの仕事、放り出してきて」

「いつだって先立つものは必要ですよ、ベル様？　【ファミリア】が大きくなったところで、それは変わりません」

　依然としてご機嫌であるリリの声に続き、ヴェルフも笑みを投げかけてくる。

「それにお前も『戦争遊戯ウォーゲーム』が終わって、今の能力ちからを早く試してみたかっただろ？」

　大刀を肩に担ぐ兄貴分の鋭い指摘に、ベルは言葉に詰まった後、「う、うん……」と恥ずかしそうに頷うなずいた。

『戦争遊戯ウォーゲーム』という激戦を乗り越え、深まった絆きずな、手に入れた力、そして結成された派閥。

　今日が新生【ヘスティア・ファミリア】の、ダンジョン初探索だ。

「──みなさん、来ます」

　前方を見据えた命ミコトの声がパーティの間に響く。

　言うが早いか身構える彼女に遅れず、それぞれの武器を構えるベル達。通路の暗がりの奥に浮かび上がるのは、ギラギラと輝く無数の眼光だ。

　迫りくる激しい足音に、ヴェルフとベルが先陣を切った。

「正面は任せたぞ！」

「うん！」

　隊列から飛び出し、十に上るモンスターの群れに斬りかかる。

　火炎放射を行う黒犬ヘルハウンドをいの一番に狙ねらう二振りのナイフと大刀。高速の斬閃が複数のモンスターをまとめて解体し、鉄鎚てっついのごとき大斬撃が一際ひときわ大柄な個体を木っ端微塵にする。

「リリ殿、槍を！」

　戦端を開いたベル達に対し、後から続く命ミコトが黒髪をなびかせた。

　すかさずリリのバックパックから取り出されたのは、先に刃が取り付けられた短剣ほどの金属棒スティックだった。サポーターから投げ渡されたそれを勢いよく真横に振ると、瞬く間に伸長しんちょうし、二Ｍメドルを超す長柄武器に様変わりする。

　伸縮式の銀槍シルバーランス。武神タケミカヅチの眷族けんぞくであった命ミコトは中衛用の武装を難なく使いこなし、前衛の二人を援護した。繰り出される突きが素早い一角兎アルミラージ達を的確に打ち抜き、再起不能、あるいは灰の塊に変えてのける。

　苦し紛れにベル達へ投擲とうてきされた天然武器ネイチャーウェポンの石斧トマホークも、槍の薙ぎ払いでまとめて吹き飛ばす。

「う～ん、リリはすっかり要らない子になってしまいましたねぇ」

　後衛の位置で待機していたリリは、一分もかけず敵の群れを全滅させた仲間に目を細める。

　一人突出とっしゅつした力を持つ攻伐特化スコアラーのベル、そんな彼との連携に益々ますます磨きをかけるヴェルフ、そして前衛の攻守支援サポートをこなす中衛の命ミコト。彼女の増員がベルを前衛攻役アタッカーに押し上げたことでパーティの力量バランスは一回りも二回りも大きくなっている。上級冒険者と上級鍛冶師ハイ・スミスで編成された前衛と中衛は非常に強力であり、この層域のモンスターに後れを取ることはない。

「13階層ではもう敵なしです！」と自分の出る幕がないことをむしろ喜ぶリリは、モンスターの死骸に近付き、鼻歌交じりにサポーターの本業ほんぎょうである戦利品の収拾を行おうとする。

　しかし、その時だった。

　やかましい野太い大声と、モンスターの雄叫おたけびが鳴り響いてきたのは。

「これって、悲鳴？」

「こちらに近付いてきます……ま、まさか」

　ドドドドドドドドッ、と段々と大きくなる音と振動に、ベルと命ミコトは硬直する。

　そして、間もなく。

　彼等の予想を裏切らず、通路の奥から冒険者の一団パーティと大量のモンスターが姿を現した。

「リリ達のもとへ真まっ直すぐやって来ます……!?」

「ちょっと待てっ、前にもこんなことがなかったか!?」

　死に物狂いで走ってくる冒険者達、そしてベル達を見て歓喜に歪ゆがむ血走った瞳ひとみ。

　何かを思い出したようなヴェルフの悲痛な叫びに対し「ごめんなさいごめんなさい……!?」と命ミコトが必死に謝った。

『てめえ等ら、【ヘスティア・ファミリア】だな!?　喜べ、俺おれ達の獲物をくれてやるぞぉぉ!!』

「ふざけろ!!　要いるか!?」

「に、逃げよう!?」

　モンスターのなすり付け──『怪物進呈パス・パレード』に、ヴェルフの怒声とベルの悲鳴が重なる。

　三十を軽く超す怪物モンスターを引き連れた同業者達に、ベル達は背を向けて、逃げ出した。

「誰だれだ、この階層でもう敵なしだとか言ったやつ!?」

「時と場合にもよります!!　ああもうっ、『魔石』も何も拾ってないのにぃ……！」

「リリ殿っ、早く荷物バックパックをこちらに!?」

「で、出口ってどっち!?」

　大刀を担ぎながら悪態をつくヴェルフ、慌あわてて大型の荷物バックパックを背負う命ミコト、そして嘆く非戦闘員リリを抱え猛走するベル。

　興奮したモンスターの大群と冒険者達に追われながら。

　新生【ヘスティア・ファミリア】は、全力でダンジョンから脱出するのだった。
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　夜。

　闇やみに包まれ、弦月げんげつが浮かぶ空の下、無数の魔石灯の光が迷宮都市オラリオには満ちていた。

　荘厳な万神殿パンテオン──ギルド本部を中心にして栄える冒険者通り、鉄と鉄が弾はじける音が重なり合う工業区、大劇場シアターや賭博場カジノを中心に万雷の拍手と歓声が響き渡る繁華街。ダンジョンの恩恵を受けて今日も盛る都市からは喧騒けんそうが絶えることはない。

　繁栄を象徴するかのように賑にぎわう広大な都市、そのとある一角では。

　並んだ建物の間から、様々な快楽が混ざり合う嬌声きょうせいが漏もれていた。

　時に激しく、時にひそやかに交わされるのは、享楽きょうらくを貪むさぼる男と女の声である。揺れる灯りによって窓や壁にうっすらと浮かぶ二つの影絵が、寝台の上で絡からみ合っていた。

　あらゆる情欲を金へと換える、無数の娼館しょうかん。

　都市のどの場所とも毛色が異なる『夜の街』は、まるで他ほかの通りや区画から切り離されたかのように灯りを抑え、妖あやしげな雰囲気を漂わせていた。

「……クソッタレめ」

　人々が欲望に耽ふける娼館街。

　その中でも、最も高い宮殿の最上階に、彼女はいた。

　金銀を使った冠サークル、耳飾り、首飾り、胸飾り、腕輪と足輪。

　衣料と呼べるものは腰帯と腰布、そして豊満な乳房を隠す僅わずかな帯しかない。瑞々みずみずしい肢体にくびれた腰を始め、男を誘惑する褐色の肌を惜しみなく晒さらす姿は、国を滅ぼすとされる傾国の美女──それをも上回る神の美貌を誇っていた。事実、異性だけでなく万人ばんにんを虜とりこにするその体からは、むせ返るような甘い香りが漂っている。

　四方しほう全すべてが開け放たれ、涼やかな夜風が流れる薄暗い部屋で、彼女は都市中央の方角を見上げていた。あたかも仇かたきを見据えるかのように。

　彼女が今いる場所は、『夜の街』のどこよりも高かった。

　しかしそれでも、彼女は満足できなかった。

　なぜならば、そんな自分をあざ笑うかのように、都市の中心には天を衝つく白亜の巨塔がそびえていたからだ。

　彼女は巨塔の最上階を睨ねめ付ける。

　そこに今もいるだろう、己おのれと同じ『美の神』──銀髪の女神を憎んで。

「何故なぜお前がそこにいる？　どうして私ではなく、お前が王を気取っている？」

　気に食わない、気に食わない。

　あの女神おんなは一番高い場所からいつも自分を見下みおろしている。

　有象無象の一つとして、この地の最も高い場所から。

　都市オラリオで、いや世界で最も美しいという讃美を全て我がものにして、この自分を見下みくだしているのだ。

　ふざけるな、ありえない。

　下界の者こどもたちの目も、神々の目も節穴か。

　この自分を差し置いて、美しいなどと、絶対にありえないことだ。

　呪詛じゅそめいた思いを抱く彼女──女神イシュタルの美貌が、歪んだ。

「つけ上がるなよ、フレイヤァ……」

　布帛ふはくを全開に上げた大窓から月の光が差し込み、イシュタルの横顔を照らす。

　腹立たしいことに、相手は女神としての名声だけでなく、派閥ファミリアとしての力もイシュタルより上だった。後者に関しては追随を許さぬほどのものだ。

　その美貌と、都市最強派閥という地位をもって、女神はオラリオの頂点に君臨している。

　摩天楼施設バベルを睨にらみ続けていたイシュタルはそこで、クッ、と笑みを漏らす。

　見る者を『魅了』する美神の一笑であり、同時に黒い感情を帯びた、女おんなの笑みだった。

　もうすぐだ、と。

　もうすぐそこから引きずり下ろしてやる、と。

　イシュタルは、禍々まがまがしく唇を吊り上げた。

「今に見ていろ」

　最後にそう呟き、彼女は腰かけていた長椅子ソファーから立ち上がる。

　果物籠かごの隣に置かれた煙管キセルを手に取って最上階の部屋を出た。入り口の前で控えていた美青年の従者が流れるような所作で後に続き、彼とともに宮殿の中を下りていく。

　その深い色合いから紫にも見える編み込んだ黒髪を揺らし、煙管キセルをくわえた唇から煙を吐きながら、イシュタルは長い階段を経て大広間の上階部分に出る。

　階下にいる大勢の団員──娼婦しょうふ達に向かって、手すりの位置から声を張った。

「さぁお前達、客をもてなせ！　今夜もまた、愛あいを好きなだけ貪むさぼるがいい!!」

　愛らしい少女から肉惑的な女性まで、悍婦アマゾネスを中心とした団員から盛んな叫声が上がる。妖艶ようえんかつ情欲をそそる娼婦達を眼下に、イシュタルは笑みを浮かべた。

　女神の号令のもと娼婦達は一斉に動き出した。その色香をもって男を招き、誘い出し、目にかなう雄おすを好きなだけあさる。男達は己が獲物であることに気付けない。快楽に酔いしれるまま多くの金貨、多くの情報、多くの代償、そして愛さえも支払い、彼女達に貪り食われていく。

　退廃と淫蕩いんとうを象徴した古いにしえの都みやこのように、至る場所で享楽の宴うたげが開かれた。

「アイシャ、早くいこうぜー？　めぼしい男やつ、みんな取られちまうよ」

「ああ、今いくよ」

　同族に声を返すアマゾネスの女は、その長い脚を月の光に濡ぬらしながら、路上からある場所を振り返った。

　オラリオでは珍しい異国情緒に溢あふれた遊郭ゆうかく。

　島国の造りに倣ならった赤い柱と赤い壁の妓楼ぎろうの数々は華々しく、見る者を引き付ける。アマゾネスの女は灯りに照らし出された豪奢な屋敷の一つをしばらく見つめた後、惻隠そくいんの情を伏せるがごとく瞳を細め、長い黒髪とともに体を翻ひるがえした。

　仲間のもとへ向かう彼女が見つめていた先、遊郭の中では、張見世はりみせが並んでいた。

　通りに面した格子こうし付きの大部屋に多くの娼婦が集まり、道を行ゆく者達に声をかけ、あるいは艶あでやかに微笑ほほえみ、手招いている。

「……」

　しなを作る娼婦達の中で、一人、部屋の隅で粛然しゅくぜんと座ざす少女がいた。

　周囲の女とは異なり、膝ひざを揃そろえて折りたたみ、唇を開かず、ただその可憐な容姿と雰囲気だけで客の視線を引き寄せる。着物、と俗ぞくに言われる島国の民族衣装──鮮やかな紅の打掛うちかけが、細身の体によく映えていた。

　金の長髪に翠みどりの瞳、そして髪の色と同じ毛並みの尾お。

　長い獣の耳を持つ、美しい少女だった。

　首に黒輪をはめる彼女は張見世はりみせ──己を閉じ込める座敷牢ざしきろうの奥から。

　闇夜に浮かぶ上弦の月を見上げ、静かに呟いた。

「あと、七日……」
















　都市はざわめいていた。

「……一ヶ月？」

「本当かよ……」

　冒険者達は、ギルド本部ほんぶ巨大掲示板に貼はり出された、とある羊皮紙しらせを啞然あぜんと見上げる。

「あの野郎ッ……!!」

「ちょっとベート、早く見せてよー!?」

　とある第一級冒険者は、仲間の催促の横で、ある記事が書かれた情報紙を握り潰つぶす。

「ひひひっ、本物だぁ～」

　そして神々は、とある冒険者の公式昇格ランクアップの報せに、盛大にニヤけ、はしゃぎ回る。

　戦争遊戯ウォーゲームの興奮が醒さめやらない中、多くの者達を騒がせる情報が都市中を駆け巡った。

　──所要期間、一ヶ月。

　──ベル・クラネル、Ｌｖ．３到達。
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「──くしゅんっ!?」

　僕は、大きなくしゃみをした。

　両手で抱えている木箱を反動で落としそうになるのを何とか堪こらえ、かと思うと、すぐに二度目となる呼気の爆発を「へっくしゅっ!?」と繰り返す。

「何だい、ベル君。風邪かぜかい？」

「いや、そんな筈はずは……」

　瞬きを繰り返す僕に、前を歩いていた神様が振り返った。

　僕と同じように荷物を両手で持つヘスティア様は「誰だれかが君のことを噂うわさしているのかもね？」と微笑ほほえみかけてくる。まさか、と僕は苦笑を返した。

「それよりベル君、ほら、見ろよ！」

　テテテテー、と勢いよく走り出した神様の後を追い、それまで歩いていた建物の影から正面に回り込む。

　すると、完成した新しいホームの姿が、僕達の視界一杯を打った。

「わぁ……！」

「どうだい、今日からここにボク達が住むんだぜ!?」

　朝のうららかな日差しを浴びる美しい前庭の中で、抱えていた引っ越し用の荷物を下ろし、僕は目の前の屋敷をまじまじと眺めてしまう。

【アポロン・ファミリア】の館を改装して──というか乗っ取って──できあがった新しい本拠ホーム。神様曰いわく趣味の悪い外観から質素に、けれど品が良く、そして新築同然の邸宅となっている。三階建ての建物は石造りで、奥行きもあり、豪邸と言って差し支えない。

　正面の玄関口には【ヘスティア・ファミリア】を示す炎と鐘のエンブレムが飾られている。

　自慢げに胸を張る神様の隣で、僕は頰ほおを興奮で染めてしまった。

「神友ヘファイストスにボロい地下室を押し付けられてから、よくぞここまで……！」

　念願かつ立派な新居に、くぅっ、と目もとを腕で押さえ男泣き（女泣き？）する神様。

　僕は苦笑を浮かべつつ、あの教会の隠し部屋も住み心地は良かったけどな、と神様と二人だけの生活を振り返った。

　確かに不便なことは沢山あったけれど、壊れてしまったことを悲しんでしまうくらい……あそこには神様との思い出と、優しい時間があった。

（でも、まぁ……）

　仲間が、家族が増えて。

　みんなと一緒に生活できる広いホームを得て、僕もやっぱり、嬉うれしいのかもしれない。

　首の後ろに手を回しながら、こそばゆい笑みがこぼれてしまった。

「ヘスティア、注文通りに済ませたぞ」

「ああ、サンキュー。ゴブニュ」

　僕が大きな屋敷を感慨深く見上げていると、改装を終えた作業衣姿の職人達──【ゴブニュ・ファミリア】の面々がぞろぞろと帰っていく。声をかけてきた主神、ゴブニュ様に、ヘスティア様は笑って感謝を告げた。

　僕達はホームの改修をこの【ゴブニュ・ファミリア】に頼んでいた。鍛冶と建築を司つかさどる主神ゴブニュ様が率いるこの派閥は、依頼があれば建設作業も受け持つ都市でも珍しい【ファミリア】だ。多くの鍛冶師スミスを抱え一部の冒険者から熱く支持されているらしく、あの鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアに知名度こそ劣るとは言え、質実剛健の武具は探索ダンジョン系の上位派閥がいくつも求めるほど。実は、リリも小人族パルゥム専用の装備品ハンドボウガン作製を依頼したことがあるらしい。

　改装の依頼をしてから四日目、あの13階層の冒険者依頼クエストからは二日後。

　素晴らしい館の外観からわかる通り、仕事が早く、腕も一流の彼等に驚嘆する思いだった。

　ややあってお金の支払い先や屋敷の説明を終えたのか、引き締まった体を持つどこかドワーフ然としたゴブニュ様は、ヘスティア様の前から踵きびすを返す。

　去り際、僕をじっと見つめてきた男神様は、団員達の後を追って帰路についていった。

「さすがゴブニュ、しっかりやってくれたみたいだ」

「あ、本当ですか？」

「うん。みんなの要望通り、館の中や、外にも色んな部屋や設備を作ってくれたって」

　へぇ、と言いながら、僕は神様と並んであらためてホームを見上げた。

　この引っ越しの作業が終わったら、しっかり見ておかなきゃなぁ。
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「おおっ……!?」

　両膝ひざと両手を床につき、四つん這ばいになった命ミコトは、湯が張られた浴槽を覗のぞき込んだ。

　改装を終えた屋敷ホーム、その三階。己おのれの要望通り設けられた『お風呂ふろ』の存在に、彼女は引っ越しのための仕事を中断してしまっていた。

　もともとあったアポロン派の浴室を利用し、改良された広い浴場。風呂の導入を願った命ミコトに合わせてか、十人は軽く入れそうな大浴槽は極東きょくとう式の檜風呂ひのきぶろだ。新品の木材ヒノキの香りがほのかに漂ってくる中、じゃ～、という音を立てて湯口から温かなお湯が流れ込んでくる。揺れる湯の表面に、檜風呂を覗き込む興奮した少女の顔がうっすらと映っていた。

　四つん這いの姿勢のまま、湯を凝視していた命ミコトはバッと顔を上げた。壁から天井、床、柱や桶おけに至るまで全すべてが木造り──蓮口シャワーヘッドが備わっているのはご愛嬌といったところか──。

　極東きょくとうの風情ふぜいを感じさせるお風呂の内装に、命ミコトは感動で打ち震えてしまう。

　同時に、目の前で立ち上る湯気に──ごくり、と細い喉のどが鳴った。

「う、ううっ……!?」

　命ミコトの中で葛藤かっとうが生じる。

　未いまだ転居の作業中だ、他ほかの場所ではベル達がせっせと荷物を運び込んでいることだろう。こんなところで油を売っている暇は……と床に置いた荷物を見やる。

　だが、しかし──白い湯気はまるで魔法のようにこちらを誘惑してきた。

　今まで封印されていた欲求にとうとう抗えず、「す、少しだけっ」と命ミコトは浅ましい言い訳を口にし脱衣場まで戻った。通路に面している出入り口から顔を出し、通りかかる者がいないことをきょろきょろと確認してから、扉を閉める。

　服の帯おびに手を回し、しゅる、と衣擦きぬずれの音を立てた。




　ちゃぽ、と滑らかな足の指先が水面を震わせる。

　細いふくらはぎ、腿ももが湯をくぐり、そして一気に全身まで湯船に浸かった。

「くぅ～～っ……!?」

　肩まで湯に沈めた命ミコトは、幸福の吐息をついた。

　体を抱きしめてくる熱い湯の感触。両の目をぎゅっと瞑つむり、全身という全身を弛緩させる。

「申し訳ありませんっ、タケミカヅチ様、みなさん……！」

　風呂好きである同郷の家族に謝罪しつつ、命ミコトは顔を一杯にとろけさせた。

　男神タケミカヅチ達とオラリオに渡ってからは寂れたホームでの生活を余儀なくされ、風呂などはなく、シャワーのみだった。無論我慢がまんできたし、贅沢ぜいたくする気などこれっぽっちもなかったが……ここにきて秘めていた渇望が爆発してしまった。
















　思い出すのは極東でよく浸かっていた天然温泉だ。

　故郷の情景を一つ一つ思い浮かべながら、その肌を桜色に染める。

　大のお風呂好きである命ミコトは、この世の至福を堪能した。

　ちなみに、朝風呂であった。




「流石さすが【ゴブニュ・ファミリア】、仕事が早い」

　館の裏庭、その一角に建てられた石造りの小屋。

　扉を開けて入り口に立つヴェルフの口から、思わずといった笑みが漏もれる。

　屋敷の離れの位置にできあがったのは『工房』──鍛冶師スミスの聖域である鍛冶場だった。

【ヘファイストス・ファミリア】から与えられていた個別の工房と比べれば狭いものの、設備は負けないほど充実している。積み上げられた薪まきに、樽たる、鉄製の作り付けされた棚、おまけに地下室。小屋全体の強度といい、どれをとっても本格的だ。

　細く長い煙突が伸びる特製の大型炉に関しては、文句の付けようがなかった。

「同じ鍛冶派閥だけあって、わかってるな」

　入り口の位置から工房内を見回し、満足げに頷うなずくヴェルフ。子供のような活き活きとした表情を浮かべ、元所属派閥ヘファイストス・ファミリアから持ってきた大量の私物を運び始める。

　早速、工房を自分だけの城に変えていく。

　大小複数の鎚つち、鋏はさみ、鉄床アンビルなど、鍛冶道具を工房の随所に配置していく。今まで作り上げてきた武器うれのこりも地下室に飾り、なけなしの貯金で買い取っていた精製金属インゴットもここへ保管する。武器を始めとした大幅で重量のある物品の数々をたった一人で──その身体能力ステイタスによって──労ろうせず運び込んでしまった。

　最後に、ヴェルフは女神ヘファイストスから譲り受けた金槌ハンマーを手に、破顔した。

「ここから……またやってやる」

　工房の中心で、心意気を新たにする。

　己の鍛冶場をもう一度見回した上級鍛冶師ハイ・スミスの青年は、紅の鎚をぎゅっと握り締めた。




「倉庫などを除いてもあまっている部屋が二十以上、地下室に屋根裏部屋まで……」

　館内ホームの間取り図、地図を両手に、リリは屋敷の中を歩き回っていた。

　部屋を見つけては扉を開けて中を覗き込み、内装や特筆事項をメモしていく。

　屋敷を調査、もとい確認すればするほど彼女は困り顔になっていった。

「う～ん、リリ達だけには広過ぎます～」

　上質な石材をもって築き上げられたホームは三階建て。建物の広さは言うに及ばず、前庭や裏庭も備わっており、周囲は鉄栅で囲まれている。もともとこの館は【アポロン・ファミリア】──百名以上もの団員が生活を送っていた物件だ。主神を入れても五人しかいない【ヘスティア・ファミリア】には、はっきり言って全く釣り合いが取れていない。

「リリ達だけではとてもではないですが、掃除や点検などできません。……こうなったら家政婦メイドを募集して雇ってしまいましょうか？」

　お金はあまり使いたくないが、とこぼしながらリリは思い悩む。

　無所属フリーのまま、あるいは派閥の非戦闘員──『恩恵』を与えない臨時構成員──として所属させる。売り子確保かくほのため商業系【ファミリア】がよく行う手だ。

　主神かみでありながら鍛冶派閥ヘファイストス・ファミリアのバイトをしているヘスティアもこれに当たり、働き手を募集する派閥は都市の雇用に貢献する仕組みである──無論むろん派閥の機密情報とは離れた場所で働かせるのが常識だ──。

　専門の執事バトラーになってくるとギルド職員または下級冒険者並みの高給取りだ。やはりここは、魔石製品製造などオラリオが誇る都市工業に従事できない女性、常に働き口を求めていて安価でも済む彼女達に依頼した方が──とそこまで思案したリリは、不意に動きを止める。

「……ベル様が目移りするからいけません」

　異性を目にしてはよく赤くなっている少年のことを危ぶむリリ。年配ねんぱいの家政婦メイドであっても信用ならないと、融通の利きかない危機感を発揮する。

　脳裏には清々すがすがしく微笑む街娘シルの姿が思い浮かび、ぶんぶんっと頭を左右に振った。

「でも、うーん、しかし……」

　屋敷一階の回廊で足を止めると、視界には手入れも必須であろう植栽しょくさい豊かな中庭が広がる。直面している現状と乙女おとめ心を秤はかりにかけ、リリは懊悩おうのうした。

　ともあれホームの中では、団員達が新しい環境に浮き立つのだった。
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「本当に立派だなぁ……」

　引き続き引っ越しの作業に精を出しながら、館を仰あおぐ僕は感嘆した。

　改装された外壁が日の光を反射して心なし輝いて見える。新居に対して心が弾はずんでいる感情を抜きにしても、ちょっと贔屓目ひいきめが入っているかもしれないけれど。

（……このまま、ホームだけじゃなくて【ファミリア】も大きくなっていければいいな）

　ホームで動き回るリリ達をちょいちょい見かけつつ、独り言をこぼす。

　自然と笑みを浮かべ、僕は運んでいる荷物を「よっ」と抱え直した。

『このっ……いい加減にっ……！』

『い～や～っ……!!』

「んっ？」

　館の外壁に沿って、裏庭へ回ろうとしていた時だった。

　ホームの敷地の外、沿道で何か言い合いをしている二人組の少女を見つける。

　いや、あれは言い合っているというより……一人がホームを囲む鉄栅に抱き着き、もう一人は服を引っ張って引き剝はがそうとしている。前者は駄々をこねる子供のように半分はんぶん泣き散らして、後者は苛立いらだちを隠せないように怒っているようだ。

「って、あれって……カサンドラさんと、ダフネさん？」

　見覚えのある長髪と短髪ショートヘアー、そして両極端の性格の二人の正体を、僕は戦争遊戯ウォーゲームで戦った少女達──元【アポロン・ファミリア】の女性団員であると察した。

　流石に見なかったことにするのは……できないよなぁ。

「あっ……【リトル・ルーキー】」

　一度木箱きばこを下ろして小走りで近付いてきた僕に、まずダフネさんが気付いた。

　彼女に服を引っ張られているカサンドラさんも、特徴的な垂れ目をこちらに向ける。

「あの……その……」

　何かあったんですか、と尋ねたいのだけれど……上手うまく言葉が出せない。

　彼女達の居場所ホームを奪って浮かれている自分に、罪悪感を覚えてしまったからだ。

　気後れするそんな僕の内心を見抜いてか、ダフネさんは肩を竦すくめる素振りをした。

「勝ったのは君達なんだから、後ろめたくなんて思わないでいいよ。戦争を先に吹っかけたのはこっちなんだし」

　てんで気にした様子もなく告げてくるダフネさん。

　そう言ってもらえると気分も楽になるけれど……まだ僕が負い目を捨て切れないでいると、ダフネさんは「本当に大丈夫だって」と苦笑を投げかけてくる。

「ウチ等らはもともと強制的に入団させられたようなものだから、むしろこうなって良かったかもって思ってるよ。次こそはまともな主神かみの【ファミリア】に入ろう、ってさ」

「う～、う～っ」と依然いぜん鉄栅に縋すがり付くカサンドラさんの服をグイグイ引っ張り続けながら、ダフネさんは気軽に近況を教えてくれた。

　何でも、今はカサンドラさんと二人で何をしようか考えている最中らしい。上級冒険者ということもあって他派閥の勧誘スカウトも引っ切りなしだけど、どこも胡散うさん臭い神様ばかりで入りたくないのだとか。

　上位派閥にもなれば勧誘は来ないので高望みもできない、そして売り込む気もない。取りあえず今度は常識的で神格者じんかくしゃの【ファミリア】に入りたいと、ダフネさんはそう続けた。

　だから恨んでないし、他の団員達が恨んでくるのもお門違い。むしろ自分達に勝ったのだから胸を張ってくれ……彼女にそこまで言ってもらって、僕もようやく思い直すことができた。

　黒い鉄栅を挟みながら、笑みを交わし合う。

「それで、えーと、今は何を……？」

　ようやく本題に移ると、ダフネさんはその短髪ショートヘアーを揺らしながら溜息ためいきをついた。

　ぎゅううっ、と鉄栅に抱き着いているカサンドラさんのことを見下ろす。

「この子がね、今まで使っていた枕まくらをなくしたらしいのよ」

「枕？」

「そう。新しいものを買えばいいって言ってるのに……」

「あ、あの枕じゃないと駄目なのぉ～。あれがないと、私、寝付けなくて……」

　と、ここで初めてカサンドラさんが口を開く。

　涙目と涙声で、自分を引っ張っているダフネさんに振り返った。

　えーと、つまり……。

「カサンドラさんは、この館に枕を置き忘れたってことですか？」

　館を改装する際に、【アポロン・ファミリア】の置き忘れの荷物は全て出した筈なんだけど、枕なんてあったかな？

　僕が尋ねてみると、カサンドラさんは鉄栅越しに顔を赤らめ、おずおずと口を開いた。

「その、覚えてはいないんですけど……『予知夢ゆめ』でここにあるって、お告げを……」

「へっ？」

　ゆ、夢……？

「だからぁ！　そんな馬鹿ばかげた話を言うの、止めなさいってば!!」


「お願いだから信じてよぉ～～～～っ」



　枕がここにあるという『予知夢ゆめ』を見た、と言ってはばかららないカサンドラさんを、ダフネさんは叱りつける。

　大体わかってきた。つまり突拍子もないことを言って他派閥のホームを尋ねようとしているカサンドラさんを、ダフネさんは恥ずかしい真似まねは止せとばかりに制止しているのだろう。

　文字通りの夢語ゆめがたりを彼女はちっとも信じておらず、お冠かんむりのようだ。

　いや、まぁ、僕も『予知夢ゆめ』がどうたらっていうのは正直しょうじき信じる気になれないけど……。

　瞳ひとみに涙を溜めて訴えるカサンドラさんを見て、流石にかわいそうかと、そう思った。

「えっと、じゃあ、探してきますよ」

「「えっ？」」

　枕を、と僕がそう発言すると、ダフネさんとカサンドラさんは同時に動きを止めた。

　ダフネさんは啞然とした表情で、カサンドラさんは目に涙を溜めたままきょとんとする。

「しょ、正気……？　夢よ、夢っ、この子の妄想なのよっ？」

「も、妄想……んーと、でも、ここにあると思うんですよね？」

　うろたえるダフネさんからカサンドラさんに視線を移すと、固まっていた彼女ははっとなって何度も頷く。それなら、と僕は枕探しを引き受けた。

　具体的な場所を聞いてみると、彼女は夢で見たという内容を慌あわてながら教えてくれる。

「し、信じてくれるんですか……？」

　最後の最後に、カサンドラさんは恐る恐るそう言ってきた。

　僕は思わず苦笑する。

「大丈夫です、信じます。ちゃんと探してきますから」

　すると──カサンドラさんは感極まったように、瞳を潤うるませて僕を見つめてきた。

　そのうるうるとした眼差まなざしに、少し大げさではないかと汗を感じつつ「行ってきます」と場を離れる。ダフネさんの呼び止める声が聞こえてきたけど、大丈夫だと手を振り返した。

　ダフネさんも、そんなに頑かたくなにならなくてもいいと思うけど。

　夢で見た、ってくらいなんだから、カサンドラさんは少し覚えがあるんじゃないかな？

　……確かに、『予知夢ゆめ』の内容を信じたくない『呪力まりょく』みたいなものが、あの人からはひしひしと伝わってくるけど。

（それにしても……背中がちょっと熱くなったような？）

　背中──刻まれている【ステイタス】が、一瞬だけ熱を帯びた気がした。

　熱くなった箇所を、確かめるように指でなぞってみる。

「……『幸運』？」

　指の触れた場所が、アビリティのスロット付近であると、何となしに感じた。

　鏡越しに見たことのある背中の【神聖文字ヒエログリフ】を思い浮かべ、何だろう、と首を傾かしげながら。

　僕は枕を探しに、走って館の中へ向かった。




「これですか？」

「──これですっ!!」

　館へ駆け込んでから間もなく。

　枕を見事に発見して僕が急いで戻ってくると、カサンドラさんは歓声を上げた。

　差し出した薄紅色の枕を受け取り、ぎゅーっ、と両手で抱きしめる。目を瞑つむって喜びの笑みを浮かべる彼女の姿に、僕もつい嬉しくなってしまう。ちなみに、枕は彼女が夢で見たという内容通り、見えにくい柱の隙間すきまに何故なぜか挟まっていた。

　あたかも子犬のように枕へ頰ずりするカサンドラさんの隣では、「本当にあった……」とダフネさんが信じられないような表情を浮かべている。

「あのっ、本当にありがとうございました！　私を信じてくれて、本当に、本当に……!!」

「い、いえっ、そこまで感謝されることじゃないような……？」

　枕を抱きしめながらぺこぺこと頭を下げるカサンドラさんに、僕は流石に引きつった笑みを浮かべる。過剰な反応に体が軽く仰のけ反ぞってしまった。

　ホームの敷地を一度出でて、彼女達のいる沿道で向き合うこと数分。目の前で何度も頭を下げていたカサンドラさんは、やがて、胸に抱いた枕に顔の半分を埋うずめる。

　そして頰をほんのりと染め、上目づかいで、僕のことを見つめてきた。

　何だか熱のこもった視線に、えっ、と狼狽ろうばいし反射的に赤くなっていると。

　カサンドラさんは、まだ疑わしい目付きをしていたダフネさんに身を寄せる。

　枕を抱きしめたまま、こそっ、と耳打ちをした。

「えっ……本気？　それでいいの？」

「うんうんっ……！」

　驚きながら確認してくるダフネさんに、カサンドラさんは赤くなってこくこく頷いた。

　置いてきぼりを食らってそのやり取りを見ていると、ダフネさんは嘆息して僕に向き直る。

「【リトル・ルーキー】、一度いちど出直すわ。……またね」

　この娘この探し物を見つけてくれてありがとう、と言ってダフネさんは背を向けた。

　カサンドラさんは、はにかみながら僕に微笑みかけ、ぺこりともう一度お辞儀をする。

　すぐにダフネさんの後を追って、彼女達は沿道から去っていった。

「また……？」

　どういうことだろう、とダフネさんが言い残した言葉に疑問を覚える。

　ひとまず、作業を終わらせようとホームに戻り、庭に置きっぱなしの木箱を抱えた。

　先程までのやり取りを考えながら、僕は屋敷の中に荷物を運び入れる。

「あっ、ベル君！　それが終わったら、作業を一旦いったん切り上げてくれ！」

「えっ？　いいんですか？」

　二階の広間の前を通りかかると、部屋の中にいた神様に呼びかけられた。

　運び込んだ荷物はまだ碌ろくに整理してないですけど、という僕の言葉を遮さえぎって、鼻高々な表情をして手招いてくる。

「ふふっ、君がいないと格好がつかないからね！　まずはコレを見るんだ!!」

　広間の窓辺にいる神様のもとまで足を運ぶと、一枚の紙を見せつけられる。

　説明もなしに突き付けられるその紙を、手に取って読んでみると……。

「……『【ヘスティア・ファミリア】、入団希望者募集！　来きたれ、子供達!!』」

　共通語コイネーで記されているのは、派閥の入団希望者を一斉に募る会合かいごうについてだった。炎と鐘のエンブレムと一緒に詳細と日時が書かれている。

　そして肝心の日付けは……今日だ。

　ばっ、と驚きながら顔を振り上げると、神様は会心の笑みを見せる。

「これと同じ広告紙かみをギルド本部の掲示板や、おばちゃん達に頼んでバイト先に貼り出してもらったんだ！　紙に書いてある時間まであとちょっと……入団を希望する子供達が、そろそろ集まってくる頃ころだぜ！」

　そう言って、神様は窓の外に視線を飛ばした。

　僕も慌てて窓辺に駆け寄り、神様の視線を追うと──。

「う、うそっ……!?」

　屋敷の正面、鉄栅で造られた巨大な正門の前には。

　様々な種族の亜人デミ・ヒューマンが、人垣ひとがきとなって集まり出していた。
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「おい、募集した入団希望者をこれから見るらしいぞ。前庭に集合だ」

　山積みにした木箱を持ち運んでいた命ミコトは、廊下を歩いてきたヴェルフに声をかけられた。

　命ミコトが立ち止まって振り向くと、彼は何かに気付いたように苦笑する。

「お前……朝っぱらから風呂に入っていたのか？」

「あっ、いやっ、これは、その……!?」

　ほのかに立ち上る湯気、短衣シャツ一枚から覗く上気した肌、そして湿っている美しい黒髪。一目で風呂上がりだとわかる格好の命ミコトは、盛大に赤面した。

　素早く湯から上がったとはいえ、本能に屈して作業を放り出していた醜態は誤魔化ごまかせない。普段は結わえている髪を下した彼女は、悪戯いたずらが見つかった子供のように体を縮め、抱えている木箱の陰に隠れる。

　そんな少女の姿に、ヴェルフは苦笑を深めた。

「ベル達には黙っててやるから、後あとから来いよ」

「こ、これを運んだらすぐに参ります!?」

　こちらの心中を汲くんでくれる年上の鍛冶師スミスに、命ミコトは感謝やら羞恥しゅうちやらで真まっ赤かになりながら叫んだ。足早にその場から動き、ヴェルフと別れる。

「うぅ、精進が足りません……」

　恥ずかしさのあまり耳を赤くして猛省する。

　急いで空部屋に荷物を運び込もうと、命ミコトは木箱をガタガタと揺らしながら小走りした。

「おっと」

　上下に揺れる木箱の中から、一枚の紙がこぼれる。

　しまった、と口にしながら命ミコトは一度いちど木箱の山を床に置いた。ハラリと音を立てて廊下の真ん中に落ちた紙のもとまで赴おもむき、拾い上げる。

　そして、手触りだけでわかるその高級紙に不思議そうな顔をし、中身に目を通した。

「これは……？」
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「ゆ、夢じゃないよね……？」

　眼前の光景に、喉を鳴らす。

　正門が開放されたことで、屋敷前の庭には大勢の亜人デミ・ヒューマンがところ狭しと溢あふれていた。

　館の玄関前にいる僕は、その大きな人集ひとだかりに、間抜けな顔を晒さらして立ちつくしてしまう。

「現実さ、ベル君！　ここにいる子達は、みんなボク等の【ファミリア】を選んでくれたんだ!!」

　呆然ぼうぜんとしている僕のすぐ横で、神様が見よとばかりに手を広げる。

　神様が手を回した【ヘスティア・ファミリア】の宣伝を見聞きして、今日、これだけの人達が──五十人は超す入団希望者が、僕達のホームに集まったのだ。

「戦争遊戯ウォーゲームに勝利したことで一躍いちやく有名になってしまいましたからね。特に、オラリオに来たばかりの新人冒険者の目には魅力的に映ったのでしょう。今、一番いちばん勢いがある派閥ファミリアだと」

　神様とは反対側にいるリリが、入団希望者がこうまで殺到した理由を解説してくれる。

『神の鏡』を通して都市中オラリオに流れた対【アポロン・ファミリア】の総力戦はまだ記憶に新しい。格上の派閥を打ち破った戦争遊戯ウォーゲームでの勝利は、こんなところにも影響を及ぼしていた。

　商人や旅人の口から都市外そとにも情報と噂が拡散したのだろう、とも補足される。

　目を細めるリリの隣で瞠目どうもくしていた僕は、歓喜が顔一杯に広がっていくのがわかった。

「つ、ついに零細れいさい【ファミリア】脱出……!!　神様っ、やりましたね!?」

「ああ！　【ファミリア】を発足してから苦節くせつ三ヶ月ッ……短いようで長かった!!」

　念願の底辺派閥からの脱出に、僕と神様は手を取り合って喜ぶ。

　リリには苦笑されてしまっているけれど、それだけ僕達の喜びもひとしおだった。

　教会の隠し部屋で来る日も来る日も売れ残ったジャガ丸くんを二人寂さびしくモソモソ食べていた光景が、走馬灯のように頭の中を駆け巡る──いやジャガ丸くんは今でも食べてるけど。

　ともかく、嬉しいのだ。

　神様が何度も勧誘しても見向きされなかった僕等の【ファミリア】に、今はこんなに多くの人が集まってくれたのが。

　神様と手を握ったまま、目を潤ませながら人集りを眺めていく。

　ヒューマンは勿論もちろん、エルフやドワーフ、獣人にアマゾネス、小人族パルゥム、半亜人ハーフの姿だってある。いかにも冒険者志望のたくましい男の人から、この都市に来たばかりの旅装姿の女の人まで、沢山の格好の人が談笑し、喧騒けんそうを膨らませ、あるいは僕達のことをちらちらと窺うかがっている。

　青空から日差しが降りそそぐ下、僕には目の前の光景がとても眩まぶしいものに見えた。

「あっ……ダフネさん!?　カサンドラさんも!?」

　ホームの前庭に集まった人達を見回していると、僕はちょっと前まで話を交わしていた少女達を見つけ出した。短髪ショートヘアーと一見いっけん勝ち気そうな吊り目をしているダフネさんはこちらに手を上げ、長髪に垂れ目のカサンドラさんは緊張しながら会釈してくる。

　二人一緒に人集りの先頭まで出てくると、ダフネさんは苦笑いした。

「この娘こがね、君達の【ファミリア】に入りたい、って……」

　驚きを隠せないこちらの前で、ダフネさんが隣にいる少女の頭に手を置く。

　恥ずかしそうに微笑みかけてくるカサンドラさんのその姿に、僕はたちまち破顔した。

　さっきの『またね』って……そういうことだったんだ！

　何で僕達の【ファミリア】に決めてくれたのか理由はわからないけど、そんなこと気にならないくらい嬉しい!!　僕はつい大声で「ありがとうございます！」と叫んでしまった。

　熟達ベテランの第三級冒険者まで入団してくれる朗報に、飛び上がってしまいたい気分だった。

「随分ずいぶん集まってるな」

「あ、ヴェルフ！」

　一度いちど人込みの中に戻っていくダフネさん達を見送っていると、館からヴェルフが出てきた。

　僕が興奮した口振りで目の前の状況を説明すると、一つ高い目線から苦笑を返される。

「そんなに嬉しいか、団員が増えるのが？」

「うんっ！　だってこれで【ファミリア】は賑やかになるし、みんなで家族みたいに……！」

「人が多くても、いいことばかりじゃないぞ。逆にしがらみなんかも増える」

　組織としてもな、とヴェルフは、言葉を続けようとしていた僕にそう告げた。

　多くの団員を抱える上位派閥ヘファイストス・ファミリアに所属し、様々なことを経験してきたヴェルフの言葉には説得力がこもっていた。子供を教え諭さとすような目の前の笑みに、浮かれ切っていた僕は、少し冷静になる。

　そっか……【ファミリア】が大きくなるって、色々な一面もあるんだ。

「なに、ヴェルフ君安心あんしんしてくれ。これからこのボクが一人一人面接して、適性を見る！」

「えっ……み、みんな入団させるんじゃないんですか？」

　ヴェルフとの話を聞いていた神様が、横からそんなことをおっしゃった。

　ここにいる人達を全員ぜんいん入団させるものだと思っていた僕は、少なくない衝撃を受ける。

「神にも好みや司つかさどる事物があるように、それぞれの【ファミリア】には独自の規律、特色ってものがある。反りが合わない子を迎えても、逆に苦痛を与えてしまうだけだぜ、ベル君？」

「それは……」

「それにね、ボクは神だ。向き合えば子供達がどーいう人物なのかほぼ一目で見抜ける。神には噓うそはつけないし、ね。悪人わるいこはもとより、【ファミリア】の風紀を乱す子はお帰り願おう」

　神様の言っていることは、わかる。きっと正しいことだ。

　極端な話、人に乱暴ばかりするならず者や、臑すねに傷持つ犯罪者を入団させたら【ファミリア】の沽券こけんに関わる。僕もそんな人達と上手くやっていける自信は、ちょっとない。勿論ヘスティア様は前歴ぜんれきではなくその人の人柄で判断してくれると思うけど。

　派閥に必要な人材なのか、主神かみ様の眼鏡めがねにかなうかどうか。これは【ファミリア】に入団できるかという上で重要なことだ。オラリオに来た当初、沢山の派閥に門前払いされていた僕もそれはよく理解しているつもりだ。入団希望者を見極める必要は往々にしてある。

　でも、こうして入団希望者を前にすると……やっぱりみんな迎え入れたい、っていう気持ちが出てきてしまう。

「……それに、サポーター君のような子は厳重に取り締まらざるをえない。これ以上ベル君に色目いろめを使う泥棒猫やからを増やすわけには……」

「聞こえていますよ、ヘスティア様」

　神様とリリが聞き取れない声でぼそぼそ話す脇で、残念に思う気持ちを拭ぬぐえない僕は、頭の後ろに手をやって髪をかいてしまった。

「まぁ何はともあれ、こうして見ると……亜人デミ・ヒューマンもいますが、やはりベル様が団長を務めるだけあって、ヒューマンの方々が多いようですね」

　そうなのだ。

　実は、神様の指名と、後は『改宗コンバージョン』ではない元々の眷族けんぞくということで、【ファミリア】の団長には僕に白羽の矢が立っていた。

　正直、そんな大役が務まるのかという不安の方が大きいけど……今ばかりは照れてしまう。

　派閥別の入団傾向の中で、首領が己と同じ種族だと入りやすいという【ファミリア】の法則ほうそくが少なからず存在するらしい。形ばかりの団長ではあるけれど、こんな自分を見て入団しようとしてくれる人達がいるというのは、素直に嬉しいことだ。

　また、リリの言葉通りヒューマンの姿が多い以外にも、【ヘスティア・ファミリア】が探索ダンジョン系の派閥ファミリアを掲げているだけあって冒険者の格好をした人達が目に付く。剣や槍、盾、軽装から重装まで、様々な装備を身に纏まとう姿は迫力が十分だった。中には傭兵を連想させるいかにもといった風貌の剣士もいて、仲間になってくれたら頼もしいことこの上ないだろう。バックパックを背負ったサポーターらしき人もちらほらいるようだ。

　他派閥からの移籍者なのか、それとも都市外で荒仕事を取り扱ってきた無所属フリーの人達なのか判別はつかないけれど、多くの人が迷宮探索に意欲を示していることがわかる。

「それじゃあ、そろそろ面接を開始するかな！」

　僕なんかよりよっぽど冒険者らしい人達を見回していると、神様が意気揚々と口を開いた。

　正面玄関の位置から僕とリリ、ヴェルフと一緒に前へ進み出る。

　人集りの視線が集まる中、神様は満を持して入団式の刻限を告げようとした。

「ヘ、ヘスティア様ぁー!?」

　と、そこに叫び声が響いた。

　僕達四人が真後ろを振り向くと、屋敷から命ミコトさんが飛び出してくる。

　バタン!!　と玄関扉が開け放たれる大きな音とともに、大慌てで走ってきた。

「どうしたんだい、命ミコト君？」

「に、に、荷物の中からっ……!!」

　血相を変えたその様子に神様が小首を傾げると、全身を震わせる命ミコトさんは。

　冷静さを失った表情で、僕達と入団希望者の前に、右手で持っていた用紙を突き出した。





「借金二億ヴァリスの契約書がぁ────────────────────!?」






　瞬間、時が止まった。

「ぶうっ!?」

　眼前に突き付けられた高級紙にヘスティア様が噴き出す。

「は？」とリリは固まり、「にお、く？」とヴェルフは立ちつくし、大勢の入団希望者は例外なく目を点にした。

　そして僕は──凍結した。

　悲鳴とともに晒された命ミコトさんが持つ高級紙、そのド真ん中に踊る数字の羅列。


　二〇〇〇〇〇〇〇〇────二億ヴァリス。



　震える瞳がゼロの数を瞬時に数える。血の色で記される事項の数々は紛れもなく本物の『借金契約書』。共通語コイネーと【神聖文字ヒエログリフ】の両方で綴つづられた主神ヘスティア様の署名サインが現実逃避を許さない。

　止とどめとばかりに、用紙の片隅に書き記された【ヘファイストス・ファミリア】の署名サインを見つけ出し、全ての音が遠のいた。

（まさ、か──）

　キラリ、と今も腰に差している《神様のナイフ》が輝く。

　僕の想像を肯定するかのごとく、【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】の名を刻まれた漆黒のナイフが、金塊のように重くなる。

　次の瞬間、僕は意識を手放した。

「ふ、ぁ──」

「ベ、ベル様ぁー!?」

「おい、噓だろう……？」

　天を仰いで地面に崩れ落ちた僕の横で、リリが悲鳴を上げ、更にヴェルフの引きつった声が落ちる。

　そしてそれが契機だったかのように、前庭は瞬く間に阿鼻叫喚あびきょうかんの絶叫に包まれた。

「──帰るわよ、カサンドラ」

「えっ、えっ、ダフネちゃんっ？」

　ざざーっ、と波のように入団希望者達が大移動する音。

　白日の下に晒された【ファミリア】の借金額ばくだんに、誰もが僕達の前から姿を消した。

　それまでの賑にぎわいが噓だったかのように静まり返り、ホームに人っ子一人残らない中。

　視界が暗闇くらやみに閉ざされていく僕が最後に見たものは。

　石像のように固まった、神様のお姿だった。
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「どーいうことですか」

　説明してください、とリリの声が響く。

　ホーム一階の奥にある広い居室リビング。まだ荷物を出し切れてない木箱が乱雑に置かれている広間には、長椅子ソファーや壁に作り付された燭台しょくだい、暖炉が備わっている。装飾アンティークと化している蠟燭ろうそく台に火は灯さず魔石灯を利用し、僕達は部屋の中心に集まっていた。

　うーん、うーん、と情けない呻うめき声を上げて僕だけが寝込んでいる中、リリ、ヴェルフ、命ミコトさんは輪になって直接絨毯じゅうたんの上に座り込んでいる。そして、その中心には神様。

　あたかもリリ達に取り囲まれているヘスティア様は、非常に気まずそうな顔をしていた。

　秒針の音を奏でる壁の時計が示すのは日没の時刻。

　あの不発に終わった入団式から半日が経たち、既に窓の外は薄暗い。夜が間近に迫っていた。

「後始末やベル様の看病で遅れてしまいましたが、しっかりお聞かせください。例の契約書について」

「あ、あれはボク個人の契約書というか、その、派閥ファミリアに直接害がいがあるわけじゃあ……」

「その直接害がいがない筈の契約書のおかげさまもあって、入団希望者はゼロ。リリ達だって衝撃を受けています。眷族の契ちぎりを交わした我々に説明するのは、主神かみ様の義務です」

　みなを代表して喋しゃべり続けるリリの棘とげのある声に、うぐっ、と神様が詰まる。

　我を忘れていたとはいえ公衆の面前で借金を暴く真似をしてしまった命ミコトさんは申し訳なさそうにしているけれど、やはり説明を待っている。胡座あぐらをかくヴェルフもこればっかりは同じようで、眉まゆを下げて神様が口を開くのを見守っていた。

　リリ達と、そして横になりながら苦しげに視線をさまよわせている僕を見て、神様は観念したようにぽつぽつと話し始めた。

「実は……ベル君のナイフをヘファイストスに作ってもらった時、色々あって……」

　神様が語る一部始終は、案の定、僕が持つ《神様のナイフ》にまつわる事柄だった。

　神友であるヘファイストス様に無理を言ってナイフを作ってもらったこと。

　世界に一振りしかないこの武器は恐らく鍛冶神ヘファイストス様にしか作れず、とても貴重であること。

　そして、そんな貴重な武器の代償として、途方もない借金ローンを組まされたこと。

　もともと鍛冶派閥ヘファイストス・ファミリアに所属していたヴェルフは、この話を聞いて片手で目頭を押さえた。「文字列ロゴタイプが入っていて誰の作品だと前々から思ってたが……あの方かた直々だったのか」と《神様のナイフ》について呻くようにこぼす。命ミコトさんも億単位の借金ローンに踏み切った神様に喉を鳴らしているようだ。下級冒険者の時から不釣り合いなナイフを持っていた僕を知るリリは、何となく察していたのか「やはり……」と嘆息とともに呟つぶやいた。

　話し終えた神様は体を小さくし、両手の指をもじもじとさせる。

「……先程さきほど街に出て偵察してきましたが、今や神様達の手で噂は都市中に広まっていて……【ヘスティア・ファミリア】は借金漬けの爆弾【ファミリア】だと、そう認知されています」

「それは、ともすると……」

「ええ、もう入団希望者は現れないでしょう」

　顔を上げて【ファミリア】の現状を説明するリリ。命ミコトさんがおずおずと尋ねる中、無慈悲な宣告が告げられる。僕の目から静かに涙が流れそうになった。

　あれ、人が寄り付かないこの雰囲気、全く前と変わらないような……。

「現実問題……二億ヴァリスは、やばいだろ」

「非常に、やばいですね」

　絞り出すような声音を交わすヴェルフと命ミコトさんが、隣にいるリリを窺う。

　すっかり【ファミリア】の会計係として定着しているリリは、重い表情で口を開いた。

「本拠ホームの改装で賠償金はほとんど消費しています。派閥ファミリアの資産は、大して残っていません」

「……」

「また、戦争遊戯ウォーゲームでの勝利、更にベル様が昇格ランクアップしたことで派閥の等級ランクは一気に上がってＥランク。伴ってギルドに収める税も上昇します。年間で百万以上の徴収は、覚悟してください」


「…………」



「つまり……借金返済には今まで以上に迷宮ダンジョンにもぐり、稼ぎを上げてこなければいけません」

　車座くるまざとなっているリリ達の間に、重苦しい沈黙が落ちた。

　これまでより何倍もの稼ぎ高を得なければ、まともな生活すら送れず困窮するという現実が、みんなの口を引き結ぶ。

　沈痛な表情を浮かべるそんなリリ達に対し、神様は、慌ててその場から立ち上がった。

「か、勘違いしてもらっちゃ困る！　これはボクの借金さ、ボクが自分の手で返す！　いや、ボクが一人で返さなきゃいけないんだ!!」

　契約書を片手に胸をどんっと叩たたく神様は、派閥ではなくあくまで自分個人の借金であることを力説した。

「むしろこの契約書はベル君への愛の深さを示す結晶ッ!!　誰にも渡すものか!!」

「借金の塊が愛の結晶であってたまるものですか」

　二億の桁けたを指差してのたまうヘスティア様を、白い眼で見るリリ。

　困惑するヴェルフと命ミコトさんの視線も他所よそに、神様は「そもそもこれはヘファイストスの策略で、ここまで高い筈は……」「あの神友しんゆうはボクを働かせようと無理矢理むりやり口実を……」とぶつぶつ独り言らしきものを呟く。

　ややあって、結わえた髪と一緒にぶんぶんと顔を振った神様は、僕達を見つめて告げた。

「ともかく、君達が借金を請け負う必要はないんだ。ボクがバイトをしているのは知っているだろう？　あれの対価は全部ナイフの支払いに当ててる。何百年かかろうが返してみせるさ」

「……」

「借金を隠していたのは確かに悪かったけど……約束するよ、眷族きみ達には迷惑をかけない」

　入団希望者はもう来てくれないかもしれないけど……と申し訳なさそうに続けた後、「心配しないでくれ」と神様ははっきり言った。

　眷族が負う必要はないのだという主神様の主張に、リリ達は戸惑いながら顔を見合わせる。

「……でも」

　水の染しみ込んだ布を額から取り、僕はのろのろと上半身を起こした。

　毛の長い絨毯の上に座ったまま、立っている神様のことを見上げる。

「神様は……僕のために、借金までして、このナイフをくださったんですよね？」

「……」

　神様は答えてくれなかったけれど、その沈黙は肯定と同じだった。

　胸に痛みが走る。

《神様のナイフ》には一杯いっぱい助けられてきた。沢山の戦いを越えてここにいることができるのは、このナイフを用意してくれた神様のおかげだ。

　神様に重い負担をかけて、僕は今日までやってこれたのだ。

「……気に病まないでくれよ、ベル君。これはボクが勝手に……」

　優しく微笑みかける神様の言葉を遮って、僕は立ち上がった。

　腰に差しているナイフを手でなぞった後、神様のことを真まっ直すぐ見つめる。

「神様……僕は、二人で一緒にお金を返していきたいです」

　神秘的な青みがかかった瞳が見開かれる。

　驚く神様に向かって、僕は言葉少なに、けれど精一杯の想おもいを込めて懇願した。

　だって、このナイフは、きっと……神様と眷族の、絆きずなそのものなのだから。

「手伝わせて、ください」

「……」

　心の内を伝える僕に、神様は動きを止めていたかと思うと──苦笑した。

　右手をそっと、結わえている髪へと伸ばす。

「君に手伝ってもらったら、ボクの立つ瀬がないんだけどなぁ……」

　細い指が触れるのは、いつか僕が贈おくった髪飾り。

　蒼あおい花弁を彷彿ほうふつさせるリボンが揺れ、小さな銀色の鐘がリンと澄んだ音を鳴らす。

　頰を淡く染めながら髪飾りをいじっていた神様は、やがてふっと笑って、結論した。

「お金はボクが何年かかっても必ず返す。だからベル君達は……こんなボクを倒れないよう支えてほしい」

　今度は僕が目を見開く番だった。似たような表情をするリリ達のことも、神様は見回す。

　神様を支える。つまり、温かい食事や、家族ファミリアの団欒だんらん、そしてこのホームを──神様が笑顔になれる場所を守ってほしい。僕達みんなの力で。

　ヘスティア様は、そう言っているのだ。

「借金まみれの主神かみで悪いけど……いいかなぁ？」

「も、勿論です！」

　ほにゃ、と笑う神様に、僕は身を乗り出して頷いた。

　自分の手で返すとけじめを付けようとする、ともすればちょっと頑固な、けれど僕達のことを頼ってくれるこの神ひとのことを、支えて、一緒に力を合わせていこうと。

　目の前の朗らかな笑みを前にして、僕は心に誓った。

「……主神しゅしん様がこう言ってるんだ。眷族おれ達は逆らえないな」

「ふふっ、そうですね」

「もうっ。今後、こんなことはないようにしてくださいねっ」

　立って向き合う僕達に笑みを漏らし、ヴェルフと命ミコトさんが立ち上がる。リリも釘くぎを刺してきながらそれに続いた。リリに「大丈夫、大丈夫！」と笑みを返す神様の側で、僕は苦笑しつつ、神様の願いを受け入れてくれたヴェルフ達に感謝の念を覚えた。

　それから僕達は立ったまま輪になり、あらためて今後のことを話し始める。

「では【ファミリア】の現状と、方針の確認です。目下目標は十分な生活費の確保と、ギルドへの税に備えた貯金。これ以上の借金を増やさないため、資金集めは必須です」

「今後の派閥の活動も、迷宮探索が主導というわけですね」

「探索の効率を上げるためにも、派閥と団員の強化は急務だな」

「もう難しいかもしれないけど……団員の勧誘かんゆうを積極的にしていく、ってことだよね？」

　リリ、命ミコトさん、ヴェルフ、僕と順々に発言して情報を共有し合う。

　最後に、団長なのだから締めておけ、と笑うヴェルフ達に促され、恥ずかしく思いつつ僕は手を伸ばした。神様も含めてみんなで手の平を重ね合い、「頑張ろう！」と号令をかける。

　おーっ！　とこれからの【ファミリア】の歩みに向けて、声をかけ合った。

「よし！　そうと決まれば今日は精のつくものを一杯食べて、明日に備えようじゃないか！　今夜はごちそうだ!!」

「言ってる側そばから無駄遣いしようとしないでください!?　今日から少しでも節約ですっ、ヘスティア様は浪費癖が酷ひどすぎます！」

「おいおい、堅苦しいこと言うなよ！　いいだろう、今日くらい！」

「駄目です!!　もう主神ヘスティア様は信用できません!?　リリが派閥ファミリアの資産を管理します!!」

　ギャーギャーと言い争う神様とリリを三人でなだめた後、結局、今夜はごちそうとなった。

　神様に押し切られ、肉と魚を自分達で調理し、ホームの広い食堂で料理を囲む。

　鳥肉チキンの簡単な網焼きステーキに、何匹もの豪快な魚の丸焼き、極東きょくとう料理だという米を使った御握おにぎり、ジャガ丸くん、そしてちょっとのお酒。

　ぐぬぬっと唸うなるリリに苦笑する命ミコトさんが鳥肉チキンを勧め、ヴェルフはお酒を飲み、神様も熱々のジャガ丸くんを頰張る。そんな二人に挟まれる僕は、碌ろくに料理を食べられず右に左に振り回された。夜になって街がすっかり暗くなる中、窓の外まで笑い声と温かな光を漏らしていく。

　祖父との生活を思い出し、少し涙が出そうになったのは、誰にも言えなかった。

【ファミリア】。

　神様の血きずなを分け合った、きっと、もう一つの家族。

　育ての親を失って孤独になって、心の底で家族の温もりを求め続けて。

　オラリオに来て、良かったと。

　この人達に出会えて良かったと、今日、本当にそう思った。

　お腹なかを抱え、みんなで笑い合いながら、賑やかな食卓は夜遅くまで続いた。
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【ファミリア】の小さな宴会から一夜が明け、翌朝。

　朝早くから神様がバイトに出かけていった中、僕達も残っている仕事に務める。

「今日で引っ越しを終わらせなきゃな、っと」

　一人意気込みながら、館の廊下を進み荷物を運んでいく。

　ダンジョン探索を再開するためにも、今日中に引っ越し作業をやっつけておきたい。手分けして屋敷中を駆けずり回る僕達は、荷物の整理を急いでいく。

「命ミコト様ー、お客様です。千草チグサ様がお見えになっていますよー？」

「千草チグサ殿が？」

　一階部屋の一つで命ミコトさんやヴェルフと一緒に、木箱から荷物を出している時だった。

　扉から顔を覗かせたリリの呼びかけに、命ミコトさんは立ち上がって部屋から出ていく。

　千草チグサさんは、命ミコトさんが先日まで所属していた【タケミカヅチ・ファミリア】の一員だ。命ミコトさんと同じ極東の出身で、幼馴染おさななじみと言える間柄らしい。

　窓から外を見てみると、千草チグサさんは確かにいた。いつも前髪で瞳を隠している少女は、両手を胸に抱き、前庭の中心で落ち着きなく右往左往していて……何だろう、焦あせっているようだ。

　玄関から命ミコトさんが出てくると、彼女はすぐに駆け寄って話しかけた。

　千草チグサさんの様子にうろたえていた命ミコトさんは、会話が進んでいく内に、

「──ほ、本当ですかっ!?」

　と驚きの声を上げた。

「……何かあったのか？」

「さぁ、わかりません」

　一緒に並んで窓辺から眺めているヴェルフとリリが疑問を口にする。ここからでは聞き取れない会話をする焦った様子の命ミコトさん達に、僕も首を傾げた。

　やがて千草チグサさんは足早にホームから去り、命ミコトさんも部屋に帰ってきた。

「命ミコトさん、どうかしたんですか？」

「い、いえっ。別に、何も……」

　僕が尋ねてみると、命ミコトさんは目を逸そらし、素早く会話を切ってしまう。

「は、早く作業をっ」とどこか動揺しながら、荷物を持って部屋から出ていった。

　新しい仲間のそのぎこちない態度に、僕とリリ、ヴェルフは顔を見合わせた。
















「きょ、今日は早めに就寝させてもらいまーす」

　ホームで夕食を終えた後。

　四人しかいない居室リビングの中で、命ミコトは開口一番、そう言った。

　主神であるヘスティアは昨夜のベル達とのやり取りで火を付けられたのか、バイトの残業に勤しんでいる。今になってやる気を漲みなぎらせる女神は借金返済に燃えていた。

　どこか空々しく聞こえる少女の言葉を気にする素振りも見せず、ベル達は「お休みなさい」と見送った。まだ夜の八時前、彼等の声を背中で聞きながら扉をしっかり閉め、命ミコトは居室リビングを後にする。

　階段を上り、月光が窓よりそそぐ長い廊下を歩き、あてがわれている三階の自室に向かう。

　そしてその途中で──彼女は進路を変えた。

　音もなく二階の廊下を駆け抜け、窓から飛び降り、裏庭の隅に着地する。

　館の居室リビングの灯りがついているのを確認した後、こそこそと、裏門から外へ出ていった。




「よし、追うぞ」

「尾行は盗賊業以来ひさびさですねー」

「い、いいのかなぁ……」

　一方。

　街へ向かうそんな命ミコトの姿を、ヴェルフ、リリ、そしてベルははっきりと捕捉していた。

　あらかじめ館の戸締りを行い、居室リビングの灯りを付けたまま素早く屋敷の外に待機していた彼等は、ひそんでいた暗がりの中から抜け出す。

　あからさまに何か隠し事をしている少女の、追跡を始めた。

「街の様子が気になっているようでしたが……案の定、でしたね」

「あれだけチラチラ窓の外を眺められたら、気付くだろ、普通」

　今朝けさあった千草チグサとの会話の後、命ミコトはこれ見よがしに挙動不審となった。

　一日中、落ち着きなく幾度と街並みを見つめるその姿に、何か行動を起こすと見抜いたヴェルフとリリは、狼狽ろうばいするベルを巻き込んで、いつでも尾行ができるよう備えていたのである。

　いくら問いただしてもすっとぼける仲間の不審な行動を、見逃すわけにはいかなかった。

「あいつもお前と同じだな」

「えっ？」

「噓うそをつくのが下手、ということですよ。ベル様」

　噓がつけない生真面目きまじめな少女は、賑やかな街並みを歩いていく。

　心を逸はやらせ注意が散漫になっているのか尾行に気付かない。物陰に隠れては移動を重ねるベル達は、本拠ホームがある都市の南西から南へ向かう命ミコトを付かず離れずの距離で追った。

　ややあって、南のメインストリート──繁華街に到着する。

　周囲の喧騒けんそうはここにきて最高潮に達しようとしていた。大劇場シアターや賭博場カジノ、高級酒場。巨大かつ派手な建物が並ぶ大通りは、身なりのいい商人や冒険者、更に神々でごった返している。

　そんな都市活況の心臓部を他所よそに、命ミコトは大通りから道を折れ、とある路地裏の店頭にたたずんでいた少女と合流した。

「あれは千草チグサ様？　命ミコト様とお二人だけでしょうか？」

「あ、移動するみたい……ここからどこへ行くんだろう？」

　神妙な顔で頷うなずき合った極東きょくとう出身の少女達は、その場から離れ出した。

　建物の陰から顔を出すベル達は目を凝らして観察する。周りの亜人デミ・ヒューマン達から胡散うさん臭い視線を寄せられるが、構わず尾行を継続した。

　繁華街が見る見る内に遠のき、二人の少女は薄暗い小径の先へ先へと進んでいく。

「……おい。この方向は、まさか」

　命ミコト達を追っていると──ヴェルフが唐突に顔を上げた。

　標的ターゲットが向かっている、都市南東部の方角を見据え、硬い声を出した。

　青年の言葉を聞いて、はっ、とリリも体を揺らす。

　ベルだけが「えっ？」と何もわかっていない表情を浮かべた。

「ベルッ、お前はここで帰れっ」

「ベル様っ、帰ってくださいっ」

「えっ、えっ？　なんで、なんでっ？」

　両隣から同じ命令を叩たたきつけられ、ベルは混乱した。

　顔を左右に振ってうろたえる彼に対し、ヴェルフとリリは語気を強める。

「いいから聞けっ。お前にはまだ早い」

「むしろベル様が来ていい場所ではありません！」

「そんな、今更なんで……あっ、命ミコトさん達が行っちゃうよ!?」

　除け者扱いされることをごねるベルを、リリ達は必死に説得しようとしたが。

　道の奥へ行く命ミコト達を、見失いかけてしまう。

「あー、くそ。リリスケ諦あきらめろ、追うぞ」


「う～～～～～っ!?　命ミコト様、よりにもよってどうしてあんな場所にぃ……！」



　少年を諭さとすのを断念し、ヴェルフ達は壁の影から飛び出した。特にリリは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を浮かべて恨み言を口にする。目を白黒させるベルも慌あわてて彼等の後に続く。

　酔い潰れた冒険者が道脇に眠りこけている中、少女達の進路を辿たどるのだった。




「こ、ここは……」

　そして。

　道が開けたことで現れた目の前の光景に、ベルは、顔を引きつらせた。

　現在地は都市の第四区画、その南東のメインストリート寄り。

　地理的に隣接する繁華街とは打って変わって、場は淫靡な雰囲気が漂っていた。

　建物の壁や柱に設置される桃色の魔石灯。数少なにぼんやりと輝く街灯に照らされるのは、艶なまめかしい赤い唇や瑞々みずみずしい果実を象かたどった看板、そして背中や腰を丸出しにしたドレスで着飾る──蠱惑的こわくてきな女性達。

　アマゾネスを中心に、ヒューマン、獣人、小人族パルゥムまで揃そろっている彼女達は道を行く男性を呼び止めては魅惑的に、あるいは挑発的に微笑ほほえんだ。鼻をだらしなく伸ばす彼等と一言二言交わし、手を取って、あるいは腰を抱き寄せられながらそれぞれの店へ姿を消していく。

　ちらつく豊満な胸や、薄い肩、腿ももが視界のそこかしこで揺れている。どこからか漂う甘い香りは香水か、はたまた彼女達がうっすらとかいている汗の匂においだろうか。

「あ、あ、あの人達って……」

　ベルは震える指を向けながら、口をぱくぱくと開閉し、情けない声をこぼす。

　くらり、とどうしようもない目眩めまいを知覚した。

　あの色気たっぷりの女性達の正体は──娼婦であると、そう戦慄せんりつする。

　完璧かんぺきな、『夜の街』。

　他ほかの区画やメインストリートとは景観も匂いも異なる『歓楽街』に、ベルは大赤面した。

「だからベル様には来てほしくなかったんです……!!」

「ここの匂いは、どうも慣れないな……」

　浮かれきった男性客を店へ誘う多種族の女達を見て、ここが『どーいう場所』であるのかを察するベルの隣で、リリは真まっ赤かになって憤り、ヴェルフは顔をしかめながら腕で鼻を塞ふさぐ。

　二人の忠告はこういうことだったのか……!?　とベルは遅まきながら思い返す。

　早いどころか一生縁えんのない場所である、と頭をクラクラさせながら足を後退させた。

　そういえば、主神ヘスティアにも『南東区画だけには行くな』と以前から入念にしつこく厳命されていたような……幼い女神の血走った瞳ひとみが脳裏に過よぎる中、少年は全すべてを悟ったのだった。

「オラリオに……こんな場所が、あったの？」

「この区画は大通りも含め、日が出ている内は扉も窓も閉め切って閑散としています。ベル様がご存知ないのも当然です……」

　夜の街である『歓楽街』は、昼夜が逆転し、日中は寝静まっている。

　一般人は無論むろん住み着いておらず、傍はたから見れば寂さびれた印象しか与えない。金銭の問題から繁華街はんかがいにさえ近寄らなかったベルがこの区画の実態を知らないのも無理からぬことだった。

　少年のことをよく知る周りの人物が秘匿とばかりに黙っていたのも、原因の一つである。

　立ちつくすベルを連れ、ヴェルフとリリは前方にいる命ミコト達の追跡を再開した。

「カイオス砂漠の文化圏に、海洋国ディザーラ地方の建築様式……相変わらず、ごった煮だな」

「迷宮都市ここは『世界の中心』ですからね。娼婦しょうふ達も大陸中から来ると聞いたことがあります」

　多様な格好をした娼婦が行き交う幅広の街路には、東方や砂漠地域を始めとした、オラリオ近辺ではまず見かけない外観の建物が密集している。上階部分が開放的な東洋風の屋敷があれば、寒冷な北方を思わせる石造りの重厚な館も存在した。客である冒険者おとこを愉たのしませるために差別化──いや複雑化した結果でもある、とリリがくだらなさそうに談だんずる。

　世界中の様式の娼館しょうかんが広がる、あらゆる異国情緒が溢あふれ返った街並み。

　都市のどんな場所より異質な歓楽街に、ベルは別世界に迷い込んだような錯覚を受ける。

　知らない人、知らない街、知らない趣おもむき。

　初めて見る『夜の街』は、田舎育ちの少年にとってあまりにも刺激が強過ぎた。

「ヴェ、ヴェルフは、ここに来たことが……？」

「女神ヘファイストス様のもとにいた時、同僚連中に連れられたことはあったが、利用したことはないな」

　ベルが赤面して尋ねると、ヴェルフは「肌に合わなかった」と辟易へきえきした表情をする。精悍せいかんな顔付きの彼のもとに娼婦達が甘い笑みとともに集まってくるが、億劫おっくうそうに押し返す。

　ベルに近付く女を片っ端から威嚇いかくするリリもまた、「リリも幸いここには堕ちませんでした」と告げた。

「ううっ……命ミコトさん達は、こんなところで何を……」

　娼婦がのさばる辺りを見渡し、顔から赤みが抜けきらないまま、ベルは呻うめき声を上げる。

「こんな場所にうら若き乙女おとめが足を運ぶ理由……まさか、お金のために体を？」

「!?」

「いや、そんな玉たまじゃないだろ、あいつらは」

　推測するリリと驚倒するベルに、「見ろ」と言ってヴェルフは前を示す。

　彼の視線の先には、両手を胸の高さで握り合い、ビクビクしている命ミコトと千草チグサの姿があった。

　ベルに負けず劣らず顔を真っ赤にし、二人寄り添い合いながら周囲を何度も見回している。下卑げびた男性や娼婦にからかいの声をかけられる度、肩を大きく跳ね上げていた。

　不意に体へ手を伸ばそうとするニヤけ顔の大男が現れると、命ミコトは「や、止めてくださいっ!?」と両目を瞑つむったまま反射的に吹き飛ばした。相手を昏倒させるほどの威力で。

　千草チグサに至っては既に半泣きである。まるで迷子になった双子の子鹿のような二人に、リリは瞳を細め、ベルは汗をかき、達観にも似た納得の表情を見せた。

「確かに、うぶ過ぎる命ミコト様達が娼婦の真似事まねごとなどできる筈はずありませんね……しかし、それならどうしてこの歓楽街に？」

　リリが疑問を呈していると、命ミコト達は移動を続け、南東のメインストリートに出た。

　歓楽街は南東のメインストリート近辺の第三、第四区画が主な一帯だ。今までいた第四区画から大通りを横断して、対岸の第三区画入り口に彼女達は姿を消していく。

「不味まずい、行くぞ」

「う、うん！」

　間合いを有して追跡していたベル達は見失うまいと、ヴェルフを先頭に駆け出した。

　メインストリートにはより多くの娼婦が集まっており、呼び込みを行う彼女達の壁をかき分ける。四苦八苦しながら何とか人込みをくぐり抜け、第三区画に足を踏み入れた。

　第四区画と比べ明るさが増した街路をしばらく進むと、命ミコト達はすぐに見つかった。

　ニヤニヤと笑う美丈夫──多くの男神達に、絡からまれているところだった。

「こんな場所で命ミコトちゃん、いや【絶ぜつ†影えい】たんに会えるなんて！」

「やっぱり黒髪はいいなー」「極東きょくとうっ娘こ萌えー」

「あ、あのっ、じっ、自分達には重要な使命が……!?」

　壁際で半円状に包囲し、自分達と遊ばないか、と誘いかけてくる神々。

　あわあわとする千草チグサを背にした命ミコトも、流石さすがに神かみ相手では強く出れないようだ。超越存在デウスデアたる彼等に対し、言葉に窮している。

　そして、そんな命ミコト達の反応を楽しむように、神々はふざけ半分でちょっかいを出していた。

　わかっていながら困らせている愉快犯達に、ヴェルフとリリは溜息ためいきをついた。

「男神おがみ様、悪ふざけは勘弁してやってください」

　近付いて声をかけたヴェルフに、『ん？』と神々は振り向き、命ミコト達は驚いた顔をする。

　青年の後ろからひょこと顔を出したリリも、男神達を見上げながら口を開いた。

「こんなところで油を売っていていいのですか？　夜は短いですよ？」

「おっと、そうだった！　ジェシカちゃんのお店のサービスタイムが終わってしまう！」

「眷族達ファミリアの目を盗んでやって来たんだ、オレは今日羽目はめを外すぞ!!」

「大事な派閥の資金おかねちょろまかしてきましたー！」「あ、俺おれも」「僕も」「儂わしも」


『『『『ハハハハハハ!!』』』』と高笑いしながら、名も知らない男神達は去っていった。



　快楽主義者たる神々が歓楽街に出没するのは日常茶飯事であり、派閥によっては暴走する主神を拘束せんと、団員達が怒いかり泣なきながら手段をつくすという。

　嵐あらしのように過ぎ去った男神達を、ヴェルフ達は何とも言えない眼差まなざしで見送った。

「ど、どうしてここに……」

　神々から解放された命ミコトは、千草チグサとともにうろたえながら、声を絞り出す。

　向き直ったリリ達は嘆息した。

「命ミコト様のご様子がおかしかったので、失礼ですが付けてきました」

「一連托生の【ファミリア】になったんだ、隠し事はするな」

　リリ、ヴェルフと言葉を告げられ、命ミコトは「うっ……」と肩をすぼめる。

「あ、あのっ、命ミコトを責めないでください……。もとはと言えば、私のせいで……」

　揺れる前髪から片方の瞳を覗のぞかせながら、千草チグサが歩み出る。

　か細い声音で喋しゃべる彼女は、眉まゆを申し訳なさそうに下げながら「ごめんなさい」と謝罪をした。

　己おのれの赤い髪をかくヴェルフは、「説明してくれ」とことの経緯を問いただす。

「……実は、私達の故郷……極東きょくとうの知り合いと、似た人を、歓楽街で見たって聞いて……」

　命ミコトと顔を見合わせ、頷き合った千草チグサがぽつぽつと話し出す。

　少々しょうしょう話下手な彼女に代わり、命ミコトが言葉を継いだ。

「つい先日、千草チグサ殿は交流のある冒険者達からそれを聞いたそうなのです。……その、自分達と同郷のお方は、数年ほど前から行方ゆくえ知れずとなっていて……」

　後ろめたさから一転して表情をあらためた命ミコトは、詫びの件も含めて正直に全てを話した。

　消息を絶った知人の情報を得た、という話を聞いて「なるほど」とリリは呟つぶやく。

「その情報の真偽を確かめるため、千草チグサ様は命ミコト様に相談し、お二人でここへ来たのですね」

「はい。同郷の者同士の問題で、確証もありません。リリ殿達を巻き込むわけにはいかず……そ、それに、場所が場所だけに……」

　最後は赤くなってうつむき、途切れ途切れになりながら、命ミコトは声を繫つなげる。

　今朝千草チグサがホームに訪れた際にこの一件を伝えられた命ミコトは、今いま語ったように羞恥しゅうち心も手伝って、ベル達に打ち明けることができなかったのだろう。

「あの大男はどうした？　あいつも同郷で、腐れ縁だろう、連れてこなかったのか？」

　懇意派閥タケミカヅチ・ファミリアの団長、桜花オウカも名の字面からわかる通り極東の出身だ。命ミコト達とは幼馴染おさななじみであり、今も昔も同じ釜の飯を食う仲だと聞いている。

　ヴェルフが彼について触れると、今度は千草チグサが赤くなって、うつむく番だった。


「お、桜花オウカは、歓楽街ここに、連れてきたくなくて…………来てほしく、なくて……」



「あの、千草チグサ殿は桜花オウカ殿のことを幼馴染としてではなく、その……異性として」

　釣られて赤くなる命ミコトが説明を補足すると、千草チグサは耳まで真っ赤になり、益々うつむいた。

　そういうことか、と納得を示すヴェルフ。彼女が桜花オウカ達ではなく他派閥となった命ミコトをわざわざ頼ってきた疑問もこれで氷解した。

　複雑な乙女心を垣間かいま見みせる千草チグサに、リリがうんうんと同調するように頷く。

「しかし、人づての話だけで判断がつくものなのですか？　他人の空似ということも……」

「そのお方の種族は珍しく……特徴も聞く限り、無視できない点が多いようなのです」

　リリの疑問に命ミコトが答える。

　結わえた黒髪を揺らす命ミコトは、思いを持てあましているように、視線を地面に落とした。

「彼女は、自分達とは違って高貴な身分です。そんなお方がこの歓楽街にいるなど、とてもではないですが信じられず……この目で確かめずには、いられなくなって……」

　居ても立ってもいられず探しにきた、と怯おびえながらこの歓楽街に訪れた動機を語る。

　一方で話を聞いていたヴェルフは、ぴくり、と片眉を跳ねさせた。

　高貴な身分──貴族。

　鍛冶貴族クロッゾの生まれである彼の反応をリリは横目で窺うかがいつつ、話を切り上げるように喋る。

「事情はわかりました。ですが、不用意です。この第三区画は歓楽街であると同時にとある派閥が牛耳る勢力圏でもあります。探りを入れるなんて迂闊うかつな真似はしないでください」

　例え人探しでも難癖を付けられるかもしれないという注意に、少女達はしゅんと項垂うなだれた。

　反省する命ミコトと千草チグサを見やりながら、ヴェルフは「取りあえず」と口を開く。

「一旦いったん、ここを離れた方がいいな。同じ場所にとどまっていたら余計な誤解を招く」

　今いる街路の一角から移動することを提案すると、リリ達は了承した。

　場を変えようと体の向きを変えたヴェルフは──そこで、はたと気付く。

「……おい、ベルはどうした？」

「えっ？」

　ヴェルフの問いに辺りを見回し、リリも気付いた。

　白髪の少年の姿が、どこにも見当たらない。

「ベル殿も、いらっしゃったんですか？　先程からお二人しかいませんでしたが……」

「う、うん」

　命ミコトの後に、千草チグサも頷いた。

　彼女達と合流する前からいなかったという事実が、場の時を凍らせる。

　辺りから届く歓楽街の喧騒。固まる四人の間をすり抜けていく、娼婦の笑い声。

　ヴェルフは声を失い、リリは蒼白となる。

　──まさか。
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「は、はぐれた……？」

　ぽつん、と道の中央に立ちつくしながら、僕は一人呟いた。

　命ミコトさん達を追って大通りメインストリートを横断する際、『今からサービスタイムー！』と宣伝する娼婦の人達と男性客の波に呑のみ込まれ──ヴェルフ達と離れ離れになってしまった。

　ヴェルフ達の最後尾にいた僕が何とか人込みを突破すると、そこはどことも知れない娼館の前だった。人波に随分と流されてしまったのか、僕は慌てて見覚えのある道まで戻り、ヴェルフとリリの後を追いかけようとしたのだけれど……ご覧の有様だ。

　曲がった場所を、間違えた？

　心細いのを我慢して、大通りでリリ達が探しに来てくれるのを待つべきだった？

　迷路のごとく網目状に錯綜さくそうする街路の一角で、僕は顔を右に、左に、何度も振る。

　見知った人なんて誰だれもいない。むしろここがどこかもわからない。

　立ち並ぶ石造せきぞうの娼館、抑えられた魔石灯の光、そして四方から聞こえてくる女の人の黄色い声に──甘ったるい嬌声きょうせい。恩恵ステイタスによって強化された聴覚が、耳を澄まさなくても建物や路上の隅から漏もれる艶なまめかしい声を拾ってしまう。

　道の中央に突っ立ったまま、顔色が目まぐるしく変容する。

　心細くて不安なのか、羞恥でどうにかなりそうなのか、もう感情がぐちゃぐちゃだ。

　青くなったり赤くなったりを忙せわしなく繰り返す僕は、混乱の一歩手前に陥おちいっていた。

「ぼーく？　迷子なの？」

「へあっ!?」

　突然とつぜん声をかけられ、体が大きく跳ねた。

　振り向くと、そこには美しい肌白の女性──まるで色欲の虜とりこになったかのようなエルフの娼婦が、艶然えんぜんと微笑んでいた。

　深い切目スリットが入った白の衣装ドレスに、大きな胸。エルフに似つかない妖艶ようえんな雰囲気に声を失う。

　からかわれた僕は、「だっ、大丈夫です!?」と叫んで、その場から一目散に走り出した。

（ヴェルフッ、リリッ、命ミコトさぁん!?）

　心の中で仲間の名前を連呼しながら、周囲の景色から逃げるように駆け続けた。

　突き当たりを目前に街路を曲がると、たちまち細くなる道幅。夜の闇やみと同化するように薄暗い路地裏は背の高い娼館がぎっしりと軒を連ねており、上階の窓辺には妙齢の女性、あるいは少女達がいてこちらのことを見下ろしてくる。僕と同年代にしか見えない獣人の女の子が窓から顔を出し、投げ接吻キスを送ってきて、赤面と同時に転倒しそうになった。

『夜の街』の雰囲気に押し潰されていく。口の中で悲鳴を上げながら、僕は足を止めることができず、当てもなく歓楽街中をひた走った。

「はあっ、はぁっ、はっ……!?」

　文字通り迷走し続け、とうとう、息が切れた。

　ダンジョンでもないのに馬鹿馬鹿ばかばかしいほどへろへろになって、立ち止まってしまう。

　街路の端で息が絶え絶えになっている僕に、男性客らしき人達から奇異の視線が集まった。

　全身を火照らせながら両膝ひざに両手をついていた僕は、汗を拭ぬぐって、顔を上げる。

（こ、ここは……？）

　周囲の風景は、様変わりしていた。

　これまでの娼館街とは異なり、魔石灯の光が溢れ、明るさに包まれている。

　歓楽街を出[image: 鱈]目でたらめに駆け巡り、辿り着いたのは、どこか祭りを思わせる賑やかな界隈かいわいだった。

「……極東きょくとうの、建物？」

　朱色で塗られた形ばかりの門の先から、異国風の建造物が道の両端を埋めつくす。

　赤柱と赤壁で構築された木造家屋。どれも三階建て以上の高さを誇っており、その鮮やかな赤緋せきひの色は華々しい。瓦かわら、と呼ばれるオラリオではまず見ない建材が屋根や門の上に使われている。目の届く一帯が、全て同じ様式の建物だ。

　確か……遊郭ゆうかく、だっただろうか？

　異国風の建物を仰あおぎながら、命ミコトさん達の出身でもある島国の情報を掘り起こす。

　何故なぜか偏かたよった知識を持っていた祖父に教えられただけで、碌ろくな教養はないけれど、独特の造りの建物群に僕は当たりをつけた。

　石畳の造りが変わる中、祖父の記憶に刺激される形で、ふらりと誘いざなわれるように足を運ぶ。

（歓楽街ここには、沢山の国の建物が入り混じっている、とは聞いていたけど……）

　遊郭ゆうかく──異文化の街路はとにかく明るかった。魔石灯以外にも提灯ちょうちんと呼ばれる蠟燭ろうそくの照明具が道の至るところに吊るされており、その光の下を若い男女が行き交っている。女性、いや娼婦達が着ているあの変わった服は、『着物きもの』と呼ばれる極東の民族衣装だろう。

　広い路上の真ん中や脇に植えられているのは、迷宮のとある階層で発見されている蒼桜アジューラだ。ダンジョンから持ち帰られた迷宮産の樹は、季節に関係なく美しい花を咲かせ、蒼あおい花びらを石畳の上に散らしていた。月の光を浴びるあの蒼い桜が──白でも桃色でもない桜の存在が、精妙に形作られたこの遊郭は極東の模倣に過ぎないということを教えてくれる。

　遊郭の中でも幻想的な蒼い桜に感嘆していると、不意に、ある光景が目につく。

　朱塗りの娼館の一階。通りに面した格子状の大部屋に、沢山の娼婦が並んでいた。

　着物で着飾った彼女達は往来に向かってにこやかに声をかけ、客引きを行っている。店先で足を止める男性達は眼鏡めがねにかなう人を選んでいるのだろうか、木造りの格子越しに娼婦と一言二言交わして、店の中へ入っていく。

　そんな、仕切りの内側で客を待つ多種族の娼婦を、歩きながら珍しそうに眺めていると。

　大部屋の奥にいる一人の少女と、目が合った。


「────」



　光沢を帯びる金の髪と、翠みどりの瞳。

　髪の色と同じ獣の耳と太く長い尻尾しっぽが、彼女が獣人だということを教えてくれる。

　耳と尾の形状からわかる獣の属性は、狐。

　──狐人ルナール。

　初めて目にする獣人の種別。

　極東を始めとした、限られた地域にしかいない、少数種族だ。

　少女と大人の女性の間を揺れ動く彼女の容貌は、可憐で、美しかった。

　鮮やかな紅の着物を纏まとい、他の娼婦達に場を譲るように部屋の隅で座ざしている。細い首には装飾品だろうか、黒い首飾チョーカー……いや首輪をはめている。

　その美しさと、彼女の翠の瞳に、僕の足は止まっていた。

　まるで夜空と格子の外──牢の外にいる僕に、羨望と憧あこがれを抱くような眼差し。

　視線を絡ませる彼女は、唇を淡く綻ほころばせ、笑った。

　楽しげに振る舞う娼婦達とは異なった、その儚はかなげな笑みに、目を見開き固まってしまう。

　泣いているようにも見える美しい面立ちに、奪われる意識と時間。

　一瞬の視線の交差が、何十秒にも感じられた。

「──もしかして、ベル君かい？」

　ぽんっ、と肩を叩かれ、体が飛び上がる。

　意識を引き戻された僕は仰天しながら背後を振り向いた。

　目の前に立っていたのは、橙黄色とうこうしょくの髪と瞳を持つ男神様。

「ヘ、ヘルメス様!?」

「はは、やっぱりか」

　驚いた反応をする僕に、ヘルメス様は一笑する。

　僕より背の高い男神様は、目を弓なりにして優男やさおとこの笑みを浮かべていた。いつも同伴させているアスフィさんはおらず、どうやら今は一人のようだ。

　装いも普段とは少し異なり、頭には羽根付きの帽子、肩に小鞄ポーチを背負っていた。

「こんなところで会えるとはね。フフ、ベル君もお年頃としごろだなぁ」

「えっ……いや、待ってくださいっ、僕がここにいるのは……!?」

「張見世はりみせを見ていたようだけど、気になる娘こでもいたかい？」

　何か誤解されてしまい、赤くなってあたふたするこちらを他所に、ヘルメス様は面白おもしろそうに例の娼館の店先を見やる。はっとして僕も大部屋に視線を戻すと、あの狐人ルナールの少女は、賑にぎわう娼婦達と客の姿に隠れて見えなくなっていた。

　先程の光景が目から離れず、張見世はりみせと呼ばれた格子窓の部屋を眺めていたけれど、「何ならオレが選ぶコツを教えてあげようか？」とヘルメス様に笑われ「いっ、いいですよ!?」と叫ぶ。

　これ以上つつかれたら堪たまらないと、僕は狐人ルナールの少女のことを忘れ、張見世はりみせから目を背けた。

「え、えーっと……ヘルメス様は、どうしてここに？　あと、その小鞄にもつは……？」

「ベル君、歓楽街ここでそんな野暮やぼなことを聞いちゃ駄目だぜ？」

　帽子のつばを下げ、顔を軽く隠しながらニヤリと笑いかけられる。

　……従者アスフィさんの目を盗んで遊びにきたのだと、その橙黄色とうこうしょくの目を見て直感した僕は汗を流す。謎なぞの荷物については言及をはねのけられてしまった。

「オレがここにいたことは、くれぐれも内密に頼むよ？　約束だ」

　顔を近付けて念を押してくるヘルメス様に、「は、はぁ……」と頷かされる。

　でも……こうして会話して、ようやく頭の中が落ち着いてきたかも。

　知っている人と会えたという安堵あんど感が、歓楽街に押し潰されそうになっていた孤独感を遠ざけてくれる。

　ヘルメス様に会えてほっとする僕は、帰り道を尋ねようと口を開きかけた。

「それにしても、あのベル君が一人で歓楽街にね～」

　が、ヘルメス様はニヤニヤと笑いながら、するっと肩を組んでくる。

「ヘ、ヘルメス様？」

「こーいう場所に興味津々なようで、オレも嬉うれしいよ。勿論もちろんベル君も内緒で来たんだろう？」

「ちがっ……!?　ヘルメス様っ、だから勘違いです!?」

　僕は別に……!?　という釈明を遮さえぎって、ヘルメス様は言葉を被かぶせる。

「照れる必要はないさ。主神ヘスティアには何も言わないよ。──ほら、これは神オレからの餞別せんべつだ」

　無駄な理解力を発揮しながら、ヘルメス様はごそごそと小鞄ポーチをあさる。

　イイ笑顔で手渡されたのは、小瓶こびんだった。

　盤棋チェスの駒に似た透明な容器の中で、ちゃぷんと赤い溶液が音を立てる。

「な、なんですかっ、これ？」

「精力剤さ」

　──ぶっっ!?　と僕は盛大に噴き出した。

「それじゃあベル君！　お互い楽しい夜を過ごそうぜ！」

「ちょ、ヘルメス様ぁー!?」

　密着していた肩を離し、ヘルメス様は清々しい笑顔で爽快に立ち去った。

「い、要らないですー!?」と薬を片手に全力で追走する。

　こんな色街にまた一人きりだなんて耐えられない！　何よりこんな恥ずかしい精力剤ものを懐ふところにしまう勇気なんてない!?　一体どうしろっていうんだ!?

　爆弾を持っているような心境で、僕は必死にヘルメス様を追いかけた。慣れた足取りですいすい道を曲がっていく俊敏な神様を逃すまいと、激走する。

　遊郭ゆうかくをとっくに後にし、顔は真っ赤に染めながら、薬を返そうと無我夢中になった。

「──いいっ!?」

　ヘルメス様を追い続け、路地の曲がり角に飛び込んだ時だった。

　対面から歩いてきた人物に、出会い頭、ぶつかりそうになる。

「おっと」

　あわや正面衝突というところを、僕は地面を蹴けり、驚いていた相手も素早い身のこなしで動いたことで、肩を掠かすめた程度で済んだ。

　急激な進路転換をして「ととっ!?」と前のめりになった僕は、慌てて振り返る。

「すっ、すいませんっ!?　だいじょう、ぶ……」

　謝罪交じりの僕の言葉は、目の前の人物の姿を見て、尻しりすぼみとなった。

　まず目が奪われたのは、その美しい脚の長さだった。

　くびれている腰の位置はとても高く、美脚というのは恐らくこのことを言うのだろう。

　衣装は紫紺で統一されており、女神ヘスティア様にも負けない豊かな胸回りは短衣が隠している。肩や臍へそを始めとした他の部分は何も纏っていない。露出の高い上半身と比べ、下半身は足首まで届く脚衣ズボンに似た構造着で、下にいくにつれふっくらとした作りになっているけれど……生地が薄いのか、滑らかな布の奥でしなやかな腿ももの線や臀部でんぶの形がうっすらと透けて見える。靴は履はいておらず素足だ。首や手首を冒険者用装身具アクセサリーで飾っている。
















　身長は、僕より高い。一七〇Ｃセルチ以上ある。

　結わえられていない漆黒の長髪は臀部まで伸びていた。引き締まった体は鍛えられている一方で、その褐色の肌から男性の視線を釘くぎ付けにする色香が漂っている。

　踊り子のような衣装を纏った──アマゾネスの娼婦だ。

「……ご、ごめんなさいっ、急に出てきてっ。あの、その……し、失礼します!?」

　今日すれ違ってきた娼婦の中でも、一際ひときわ美麗びれいな相手から慌てて目を背ける。

　露出の激しい衣装と肉感的な体を前にして上手うまく呂律ろれつが回らない。顔全体を火照らせながら、ヘルメス様を早く追いかけなければ、と言い聞かせてこの場を離れようとする。

「待ちな」

　けれど、恥ずかしさに呻く僕が逃れるより早く。

　彼女の手は、こちらの腕を捕まえた。

「えっ？」

「見ない顔だね？」

　ぐいっと引き寄せられ、強引ごういんに反転させられ、腰に両手を回され。

　抱き寄せられて──いや下半身と下半身が密着した格好で、見つめ合うことになった。

「……!?」

　立ったまま至近距離で顔を観察される。

　僕は、真っ赤になることしかできなかった。腿ももに伝わってくる相手の柔らかい脚の感触や、眼前がんぜんにある潤うるおった唇、視線を下げれば即座に飛び込んでくるだろう胸の深い谷間。

　体の中は燃えるように熱いのに、手足は凍りついたように動かない。

「んー？」

　一方で相手は気にした素振りも見せず、腰から離した左手を頰ほおに添えてくる。

　顔をやや上に向けられ、今にも唇を奪われるような格好で、見下ろされた。

　瞳を細め、まじまじと僕の顔を覗き込んでいたかと思うと……彼女は笑った。

「へぇ……そそる顔をしているじゃないか」

　紅い舌が──ペロリと、自分の唇を舐なめる。

　ぞくっっ！　と僕は強烈な悪寒に襲われた。

「あんた、名前は？　私はアイシャ」

「えっ、はっ、えっ!?」

「今から、私の一晩を買わないかい？」

　温かい吐息に頰と首筋を犯され、卒倒しそうになった。

　体を焦こがす羞恥と恐怖が同時に発生し、渾然こんぜんとなる。

　駄目だ、不味い、離れろ!?　とがなり立てる本能に従い、今更いまさら抵抗を始めるけれど、

（──抜け出せない!?）

　腰に回された手を始め、相手の拘束を容易に振り解けない。

　Ｌｖ．３に昇格ランクアップした僕を抱き竦すくめるほどの『力』──能力ステイタス。

　相手は、『神の恩恵ファルナ』を授さずかった娼婦？

　アイシャ、と名乗った彼女は「暴れるんじゃないよ」と笑って一層強く抱き寄せる。

　強引なやり口と力の強さ、そしてその美貌から、『女傑じょけつ』という言葉が思い浮かんだ。

「今日は不作だー」

「何だか青い男の匂いがするー」

「アイシャ、誰それー？」

　更に、畳みかけるかのように周囲から……わらわら、と。

　方々ほうぼうの街路や路地裏から、沢山の人影、いや沢山のアマゾネスが姿を現す。

　ぎょっとする僕を他所に、見目麗しく潑溂はつらつとした彼女達はこちらへとやって来た。

「今ここで見つけたんだ、うぶな顔してるだろ」

「久しぶりだな、こういう男を見かけるのは」

「ふふっ、歓楽街に来るのは初めて？」

　彼女……アイシャさんの言葉を皮切りに、恐らく客寄せに出ていたのだろう娼婦達は口々に僕をからかってくる。気が付けば、周囲を囲まれていた。

　全員同種族アマゾネス、当然アイシャさんと同じか、それ以上の体の露出だ。未いまだ抱き寄せられながら、視界を埋める艶かしい褐色の肌に目がぐるぐると回り、意識が遠のいていく。

　その直後。

　アマゾネスの一人が、はっ、と何かに気付いたように肩を揺らす。

「ねぇ、待って。このヒューマン……もしかして、【リトル・ルーキー】じゃない？」

　その発言に、彼女達はぴたりと動きを止めた後、ざわついた。

「──白い髪に、赤い瞳」

「戦争遊戯ウォーゲームで、ヒュアキントスを倒した……」

「Ｌｖ．３の記録も樹立した世界最速兎レコードホルダー？」

　先日の戦争遊戯ウォーゲームは、下界の催しとして都市オラリオ中に一部始終を流された。今までと異なって僕やヴェルフ達の顔が割れているのは何ら不思議なことじゃない……んだけど。

　アマゾネスの一団が、揃って僕の顔を凝視し、呟きを漏らしていく。

　側にいるアイシャさんもまた瞠目どうもくし、じっと見据えてきた。

　──そして、豹変する空気。

　先程までのからかい半分の雰囲気が吹き飛び、女戦士アマゾネス達の双眼が一様にギラギラし出す。

　話し声が途絶え、全員の視線が輪の中心にいる僕のことを串刺しにした。

　それまでの安い煩悩など消え去り……僕は、滝のような汗を流していた。

　脳裏に浮かぶのは、震え上がる兎うさぎを取り囲む、大型の肉食獣の群れ。

　虎や獅子ししが、牙きばの隙間すきまから大粒の唾液をダラダラと滴らせ、舌舐めずりをしている。

　ひゅ、と喉のどが壊れた笛のような音を漏らす。凍りつく顔面は限界まで青ざめていた。

　に、逃げなきゃっ──と思った次の瞬間。

　わっっっ!!　と彼女達は僕に飛びかかった。

「強い男は大歓迎!!」

「ねぇ、あたしを指名しない!?」

「そんなちんちくりんより私の方が!!」

　アマゾネスの荒波に、僕は一瞬で呑み込まれた。

　歓声とともに四方から押し寄せる娼婦達が、肩を、腕を、服を、髪を摑つかんで、あらゆる方向に引っ張っては引き寄せる。夥おびただしい褐色の手が僕の体を離さない。

（痛いっ痛いっ痛いっ痛いぃ!?）

　しなやかで、瑞々しく、そして凄すさまじい腕力を誇る女戦士アマゾネス達の肢体の中で、攪拌かくはんされる。

　もはや逃走は不可能だった。全方位から閉じ込められ、肌と衣装の色以外いがい何も見えない。

　飛びかける意識。悲鳴も上げられないまま娼婦達の体に埋もれていくと──ぐいっ、と。

　僕の伸ばした腕を摑つかみ、強引に引きずり出す存在があった。

「──こいつは私が最初に目をつけた獲物さ。誰にも渡さないよ」

　他の娼婦を押しのけ、アイシャさんは、引きずり出した僕をその大きな胸へ抱き寄せる。

　胸の谷間に顔を埋めた僕が真っ赤になる中、『ブーブー!!』と大顰蹙だいひんしゅくの声が上がった。

　非難の嵐にどこ吹く風のアイシャさんは、みっともない体勢の僕を見下ろし、ツいているとばかりに口を吊り上げる。

　僕は全力でアイシャさんの胸から「ぷはっ!?」と脱出し、慌てて距離を取る。

「ち、違うんです!?　僕は、そのっ、変な目的があって来たわけじゃなくてっ、派閥ファミリアの仲間を探しに来て、迷っちゃってっ、だから……!?」

　全くおぼつかない言葉をまくし立て、どうか許してください、と懇願する僕。

　けれど素早い少女アマゾネスが、いつの間にか背後に回り、ぱっと僕の手からある道具アイテムを奪い取る。

「そんなこと言って、準備万端じゃない、ほら」

　僕の手が握りっ放しだったその小瓶の正体は、とある神様に押し付けられた、精力剤。


（ヘルメス様ぁ～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?）



　胸の内で泣きながら大絶叫すると、心の中の男神ヘルメス様は満面の笑みでグッと親指を上げた。

　言い逃れを聞き入れてもらえない決定的な道具アイテムを、僕は突き付けられてしまう。

「往生際が悪いよ。さ、来きな」

「ま、待ってっ、待ってください!?」

　アイシャさんに腕を組まれ、連行されていく。

　にやにやと笑う他の女戦士アマゾネス達も取り巻きとなり、集団での移動が始まってしまった。

　ヘルメス様を追って遊郭から離れた現在地は、砂漠地域の文化圏の色が色濃く表れていた。石造りの建物は日干し煉瓦れんがにも似た石材や切り出された岩を用いられたものが多く、かと思えば雪花石膏アラバスターが使用された高級感溢れる美しい白亜の娼館も存在する。見かける娼婦の服装はアイシャさん達のような踊り子風、あるいは露出の高い服装が多い。

「違うんです違うんです!?」「どうか話を!?」と僕は本気で泣き叫ぶものの効果はなく、ずるずると力ずくで引きずられていく。アイシャさんの手から抜け出すことができない。

　さっきもみくちゃにされた時だって碌に抗えなかったことから、二十人以上いる周りの女戦士アマゾネス達も少なからず第三級冒険者以上の能力ステイタスを有している筈だ。

　突破不可能の包囲網に絶望していると、やがて、ある建物が見えてくる。

　周辺一帯で間違いなく最も巨大な娼館──というか、もはや宮殿だ。

　広大な砂漠にそびえる王宮を彷彿ほうふつさせるほどの威容。金に輝く外装はとにかく豪華だった。

　円形の前庭を通って宮殿に近付くと、正面の大扉の上に見えるのは、他派閥ファミリアのエンブレム。

　覆紗ヴェールを被り顔の上半分を隠す裸体の女性……娼婦が刻まれた徽章きしょう。

　ここは【ファミリア】の所有施設？　いや、本拠ホーム？

　驚愕きょうがくする間にも引っ張られ、開け放たれている大扉から、中へ連れていかれる。

「お、お城……？」

　宮殿の中は外観に負けないほどの光景が広がっていた。

　摩天楼施設バベルの造りにも似た、遥か上階にまで続く吹き抜けの構造。それぞれの階では客と思われる男性と腕を組み、どこかに案内している品の良い娼婦の姿がある。

　今いま僕達がいる広過ぎる玄関ホール、白大理石の空間には赤い絨毯じゅうたんが敷かれ、高級そうな壷つぼを始めとした内装がそこかしこで目についた。

　大娼館の醸し出す独特の空気と、淫靡いんびな香りに、麻痺まひしていた緊張感が蘇よみがえってくる。

「本当に何も知らないのかい？」

　拿捕だほしている僕の様子を見て、アイシャさんが笑みを浮かべる。

「ここは私達のホーム、女主の神娼殿ベーレト・バビリ」

　僕を引っ張って玄関ホールを進みながら、言葉を続けた。

「この建物だけじゃない、ここらへん一帯は私達の島……イシュタル様の私有地さ」

　イシュタル、様……？

　派閥ファミリアの事情に疎うとい僕でも、耳にしたことのある女神様の名前にはっとしていると──。




「なんだ、お前達。ぞろぞろと集まって」




　吹き抜けとなった上階から、声が投じられる。

　耳朶じだが震えた瞬間、顔を振り上げると、僕は一人ひとり息を呑んでいた。

　情欲をそそる衣装に身を包んだ絶世の美女。僅わずかもない衣で張りのある乳房や濃艶のうえんな腰を覆い、褐色の肌を大胆に惜しみなく晒さらしている。金銀を使った冠サークル、耳飾り、首飾り、胸飾り、腕輪と足輪など、装飾品の輝きもあいまって女王という単語を連想させるほどだ。

　編み込まれた長い黒髪は艶つやがあり、紫の色にも見える。

　煙管キセルを片手に持ちながら、彼女は上階の一角で悠然とこちらを見下ろしていた。

（──『美の神』）

　一瞬で悟る。

　たたずまいや視線の動かし方だけで意識を翻弄ほんろうするほどの、行いき過すぎた魅力。

　記憶に鮮烈に残っているあの銀髪の美神、フレイヤ様とはまた別種の、扇情せんじょう的で、あるいは魔性を秘めた、匂い立つような美貌だ。

　イシュタル様ただいまー、と周りから暢気のんきな声が上がる中、僕は知れず喉を鳴らしていた。

「そのヒューマンは……」

　紫水晶アメジストのごとき瞳が、何かに気付いたように僕へ向けられ、反射的に背筋が震える。

　そして女神様の視線がそそがれた途端、たちまちアイシャさん以外のアマゾネスが動いた。

「イシュタル様は見ちゃ駄目ー!!」

「みんな骨抜きにしてっ、また奪われたら堪たまったもんじゃないよ！」

　その『魅了』の力を危うんで、団員達が一斉に僕を庇かばうように殺到した。

「あんたも見るんじゃない！」と後ろから両目を塞がれ「ほわっ!?」と奇声をこぼす。幼げな少女の声から悍婦かんぷの声まで響く中、僕は再びアマゾネスの手でもみくちゃにされた。

「ふふっ……今夜はこれから客が来る。今はそんな青い子供に、構っている暇なぞない」

　ずたぼろになる僕と女戦士アマゾネス達を見下ろし、イシュタル様は鼻で笑った。

　興味なさげに歩み始め、「タンムズ」と背後の青年従者に呼びかける。美青年の団員を引き連れながら、褐色の美神様は頭上の廊下から視界の外へ姿を消した。

（や、やっぱり……ここはあの、【イシュタル・ファミリア】の本拠地……）

　髪や衣服がボロボロと化しながら、僕は確信を得る。

　オラリオで迷宮攻略の成果を上げ、組織の勢力も都市有数である上位派閥……だった筈だ。

　意図せずとんでもない場所に来てしまった、とこれまでとはまた違った意味で青ざめる。他派閥の本拠地に連れ込まれた僕はアイシャさん達に脇を固められながら宮殿の中へ進み出す。

　一階の玄関ホールには、透けたドレスを身に付けた種族バラバラの麗しい娼婦達がちらほらと歩いていた。僕が一々赤くなっていると、アイシャさんは支配人らしき女性を呼び止めて何事かを話した後、三階へと移動する。

　豪奢な大階段を経てすぐ目の前、両開きの樫扉を開け、僕を中へ押しやった。

「うぐっ!?」

　部屋の中央まで追いやられ、最後はどんっと天鵞絨ビロード張りの長椅子ソファーに突き飛ばされた。

　柔らかい感触に受け止められ、慌てて身を起こすと、周囲は薄暗さに包まれていた。

　天鵞絨ビロードの椅子いすがいくつもある広間で、人気ひとけは少ない。光源は短脚の丸卓テーブルの上や壁にある燭台しょくだいの火のみ。漂っている香りは、高価な香水と……

「麝香じゃこうの匂いだよ」

　慣れない香気に鼻を覆う僕へアイシャさんが口を開き、対面の長椅子ソファーに腰を落とす。

　他の女戦士アマゾネス達も乱暴に椅子を持ってきて、僕を取り囲むように座った。

　男性客らしき人と、側でお酒を出すドレス姿の酌婦をぽつぽつ確認して、僕はこの瀟洒しょうしゃな空間が待合室──客をもてなす貴賓室だと察した。

「部屋が空いていないみたいだから、しばらくここで待ってもらうよ」

　別にここでおっ始めてもいいんだけどね、と不敵に笑うアイシャさんに、顔面が引きつる。

　何を始めるんですか、とは恐ろしくて聞き返せない。

「二番目はオレだ」「アイシャ、味見させてよ」と好き勝手に言いながら、女戦士アマゾネス達が目を細め周囲から女豹めひょうのように這はい寄ってくる。背後から細い指にそっと首筋を撫なでられ心臓が跳ねる中、慌てて震える唇を開いた。

「僕はっ、別の派閥ファミリアでっ……本拠ホームに迂闊に入れたら、不味くないですか？　だ、だからっ」

「構いやしないよ。冒険者なんて毎晩のようにここへ連れ込んでる」

　無理矢理ね、と間髪入れずアイシャさんが告げ返す。別の場所でもてなされている客──冒険者を流し目で見やりながら、全く気にもとめていない素振りだった。

　ある意味、敵を自陣に招き入れているというのに。

「それに戦やるっていうなら、上等だよ。建物ホームの中だろうと寝台の上だろうと、いくらでも受けて立ってやる」

　ドカッとその長い脚を丸卓テーブルに振り下ろし、むしろ戦いは歓迎するとばかりの発言。

　言葉を失う僕は、一見いっけん無防備で、用心棒などおらず、薄い衣装の女性ばかりいるこの大娼館の実態を理解してしまう。

　目の前と周囲にいる彼女達は、悍婦かんぷ、女傑、女丈夫。

　腕に覚えがある上級冒険者でも素手でのしてしまうほどの強者。彼女達に用心棒など必要ない。

『戦闘娼婦』──どこかで耳にしたことのあるその単語が、頭の裏で明滅した。

（イシュタル様から『恩恵』を授かった、娼婦の冒険者……）

　内心の動揺を押し殺して正面のアイシャさんを窺う。

　剛胆剛毅ごうたんごうきのアマゾネスを象徴するような人柄。隙すきのない身のこなしをして、自信に満ち溢れ、恐らく団員達の中でも中核的な存在だ。美しさとたくましさを兼ね備えたこの人が、この場で最も発言力があるに違いない。

　僕は鼓動をばくばくと鳴らしながら、勇気を振りしぼって、尋ねた。

「ど、どうすれば、僕を帰してくれますか……？」

　娼館などもとより異世界過ぎて興味を抱くこともできず、更に他派閥の本拠ホームに拉致らちされ情けないほど怯えている。

　異空間、場違い、恐ろしい、と緊張と混乱が入り乱れる中、僕は半泣きで願った。

「……」

　僕の哀願に、アイシャさんが髪をいじっていたかと思うと。

　給仕らしき娼婦が、女戦士アマゾネス達の輪を越えて僕の眼前にある丸卓テーブルへグラスを置いた。

　ぎょっとする中、アイシャさんはその高そうなお酒をひょいと手に取り、飲み干した。

「主神イシュタル様のお膝下で、高級娼館、なんて名乗っているがね……お高くとまるつもりなんて更々ないんだよ。私達、アマゾネスは」

　硝子細工のグラスを手で回しながらの、質問を無視した支離滅裂な返答。

　僕がうろたえていると、アイシャさんは目を細め、ニヤリと笑った。

「宮殿ホームで知りもしない奴やつを大人しく待つなんて、私達にはできない。強い雄は自分で探す」

　え、と固まる僕の耳に、彼女は身を乗り出して、囁ささやいた。

「アマゾネスの習性を知らないのかい？　男を攫さらって……食っちまうのさ」

　問答無用でね──その言葉に、ぶわっっ、と全ての汗腺が開いた。

　アマゾネス。

　一般的な心象イメージは武闘派かつ好戦的。地域の部族によって様々な武術を持つと言われている。

　ヒューマンと最も近しい体型、体の構造を持ちながら『子は女児しか産まれない』という性質せいしつを持った、五種存在する亜人デミ・ヒューマンの中でも特殊な種族だ。アマゾネスから産まれた子供は例外なくアマゾネスとなり、半亜人ハーフは存在しない。

　つまり、子をもうけるためには、他種族の男性の協力が不可欠である。

　協力とは名ばかりで、アマゾネスは男をさらって貪り食ってしまう……子孫繁栄のため『古代こだい』から続く獰猛どうもうな彼女達の習性は、神様達が降臨した現代でも少なくない被害をもたらしていると聞く。田舎の村では少年青年、既婚者が連れさらわれ廃人となって帰ってくるという話が実まことしやかに囁かれているほどだ。

　まるで血に飢えた獣のように、己が気に入った男を見つけ出し、連れ帰る女種族。

　それがアマゾネスだ。

　要は、僕はまさに『攫さらわれていた』。

　こちらの訴えなど、もとより彼女達は聞くつもりがないのだ。

「観念しな」

　硬直する僕に、アイシャさんは止めの一言を告げた。

　すぐ近くにいる周りの女戦士アマゾネス達も、野獣のごとき笑みを浮かべる。

　──蹂躙コロされる。

　闇の淵ふちに突き落とされた僕は、顔から色という色が抜け落ちた。

「……？」

　凄まじい悲観が僕を蝕むしばんでいく中、不意にアイシャさんが顔を上げる。

　同じ動きをなぞり、怪訝けげんそうにとある方向を見る他の女戦士アマゾネス達。絶望にうちひしがれていた僕も、遅れて気付く。

　激しい足音が、この貴賓室に近付いている。

「やばい、アイシャ!?　フリュネがここに来る!!」

　広間の扉を開け放ち飛び込んできたのは、一人のアマゾネスだった。

　僕達と驚く客の視線を一身に浴びる彼女の顔には焦燥が滲にじんでいる。

『フリュネ』……？

　何だか可愛かわいらしい名前に僕が困惑していると、アイシャさん達は目の色を変えた。

　こっちに来い！　隠れろ!?　と長椅子ソファーから強引に立たされたが──ソレの訪れの方が、早かった。

　轟音を伴って、扉が宙を飛ぶ。

　ドアの前にいたアマゾネスと、分厚い樫の扉が吹き飛ぶ光景に、僕は目を見張った。

「──若い男の匂いがするよぉ～～」

　大きな鼻穴をひくひくと動かしながら、彼女は、現れた。

　二Ｍメドルを超える、巨漢ならぬ巨女。狩猟着に似た赤黒の衣装から覗く褐色の短い腕と短い脚は比[image: 喩]抜きで筋肉の塊だった。身の丈もさることながら横幅も太いずんぐりとした体型たいけいで、手足と胴体との釣り合いがおかしい。

　極めつけは、その大きな顔。

　黒髪のおかっぱ頭で、ギョロギョロ蠢うごめく目玉と横に裂けた口唇は、こう言っては何だけれどヒキガエルのような──。

（モ、モンスター!?）

　めちゃくちゃ失礼なことを心の中で叫びながら、衝撃を受ける。

　この時、白目を剝はいて泡を吹く祖父の姿を、僕は確かに幻視した。

「ゲゲゲゲゲッ！　男を捕まえてきたんだって、アイシャァ～？」

　破壊した貴賓室の入り口から、巨女──アマゾネスの女性は足を踏み入れる。

　蛙かえるのようなしゃがれた笑い声に、アイシャさんは舌打ちした。

「何しに来たんだ、フリュネ」

「お前達が寄ってたかってガキを連れてきたって耳に挟んでね、興味がわいたのさぁ～」

「アタイにも見せなよ」と続け、フリュネと呼ばれた女性はのっしのっしと歩いてきた。

　丸卓テーブルと長椅子ソファーをまるでないもののように蹴り飛ばし、真まっ直すぐ向かってくる。

　そして、アイシャさん達の陰に隠されている僕を見つけ、にぃ～～っ、と。

　その巨大な歯を剝いて、盛大な笑顔を浮かべた。

「【ヘスティア・ファミリア】の『兎うさぎ』じゃないか！　まだまだ青臭いガキだけど……アタイの好みだよ!!」

　えくぼ、と呼ぶには醜怪なほど頰に沢山の皺しわが寄る。その笑みに肌が粟立あわだった。

　ゲゲゲゲゲゲ!?　と再び高らかな笑声を響かせながら、彼女は瞳を爛々らんらんと輝かせる。

「押し倒した体に跨またがって、その可愛い顔を滅茶苦茶めちゃくちゃにして……そそられるじゃないかぁ～」

　──ふっ、と失神しかける僕。

　物凄まじい悪寒に、強烈な既視感。この感覚は、男神アポロン様の時にも味わったような……。

　ふらつく僕を隠すように背後へ押しやり、アイシャさん達は前に出た。

「味見させなよぉ、アイシャ。なに、すぐ返してやるさ」

「ふざけんじゃないよ、これは私達が捕ってきた獲物だ」

　フリュネ……さん、の要求に、アイシャさん達は殺気を募らせる。

　全員立ち上がって巨女と対峙たいじするアマゾネスは、嫌悪の表情を隠そうともしない。

　身内同士の筈なのに、同じ眷族ファミリアとは思えないほどの険悪な仲だった。

　何が起ころうとしているのか思考が追いつかないけれど……ただ、頭の警鐘だけは絶え間なく鳴り響いている。

「アタイに相応ふさわしい雄が最近めっきり減って、退屈だったのさぁ。少しくらいイイだろう？」

「ずっと大人しく館の奥に引っ込んでろ。どれだけの男を使い物にならなくするつもりだ」

　五Ｍメドルほどの間隔を置いて、巨女と女戦士アマゾネス達は向かい合う。

　フリュネさんと会話するアイシャさんの口振りは冷たく、容赦がない。

「美しい、っていうのも罪だねぇ。アタイ以外の女じゃあ満足できなくなっちまって……主神イシュタル様もいいとこ行っているが、アタイの美貌には敵わない」

　ほ、本気で言ってる……!!

「お前がいるせいで冒険者はホームにちっとも寄り付かない、捕まえてくるのも一苦労なんだよ。いい加減気づけ、ヒキガエル」

「女の嫉妬ほど醜いもんはないよぉ。このアタイに美貌も、力も劣る不細工どもがぁ」

　アマゾネス同士のやり取りに、悪寒を引っくるめて震えが止まらないものの──フリュネさんの存在感は、本物だった。

【ランクアップ】を重ねて、わかるようになってきた。

　相対した相手の実力が、『器ちから』の輪郭が。

　この場にいる誰よりも、フリュネさんは強い。恐らく圧倒的なまでに。

　第一級冒険者あのひとたちに通ずるほどの、それだけの威圧感だ。

　フリュネさんの侮辱にアイシャさん達アマゾネスは怒気をあらわにし、一触即発の空気が生じる。それまで動けずにいた客達を他の娼婦達は急いで逃がしていった。

（あれ、もしかして……）

　フリュネさんとアイシャさん達は睨にらみ合い、周囲の光景が意識の埒外となっている。自分への注目が薄れていることに気付いた僕は、後ろからそっとアマゾネスの輪を外れた。

　い、今の内に……と、前を向いたまま及び腰で後退していく。

「あぁ～、七面倒臭しちめんどうくさい！　もう無理矢理むりやり奪っていくよ」

　そろりそろりと離れていく僕だったが、そこで、不穏な発言がもたらされる。

「アタイ等らは女戦士アマゾネス！　気に入った男を見つけりゃかっ攫うだけさ!!　違うかアイシャ!?」

「……」

「アタイ等流で白黒つけようじゃないか……それとも怖いかぁ？」

　ゲゲゲゲゲと嗤わらう巨体の同族に、アイシャさんは吐き捨てる。

「……上等だよ、ヒキガエル」

　挑発に乗ったアイシャさん、そして女戦士アマゾネス達は、一斉に後方を振り返った。

　十歩分の距離を空けた僕に、ギラギラした眼光が集中砲火される。

　大量の汗が噴き出て、警鐘の音が限界突破する。

　一人のアマゾネスが、舌舐めずりを行った。

「早いもん勝ちさぁ!!」

　それが合図だった。

　フリュネさんの雄叫おたけびが轟いた瞬間、女戦士アマゾネス達の腰が沈み、僕も動く。

　全力で彼女達に背を向け、全力で部屋の奥へ。

　女戦士アマゾネス達の鬨ときの声が背後から押し寄せる中、壁の窓に向かって疾走した。

　恐ろしいほど緩慢になる時間の流れ、迫りくる無数の足音、そして窓の外に広がる夜景。

　目を見開きながら、床を蹴り、体当たりで窓を突き破る。

　僕は宮殿の外に、宙に身を躍らせた。

　命懸けの逃走劇、あるいは『狩り』の始まりだった。





[image: ]






　空中を落下する。

　本能の悲鳴に従い躊躇ちゅうちょなく高階から飛び降り、体全体で夜気を切り裂いていく。

　上空では僕の後に続いてくる女戦士アマゾネス達の気配。ぐんぐんと地面が迫る中、降りそそぐ硝子の破片とともに、ダンッ！　と石畳に着地を決めた。

　すかさず、発走する。

「待ちなぁ!!」

　一呼吸置いて続々と響く着地音、次いで悍婦かんぷの怒鳴り声。

　敵本拠『女主の神娼殿ベーレト・バビリ』の敷地をあっという間に飛び出した僕は、歓楽街に舞い戻った。

　二十人以上の女戦士アマゾネス達との走戦デス・レースが幕を開ける。

　魔石灯に照らされる街路を全速力で突き進む。追われる僕と追う女戦士アマゾネス達を見て、体を寄り添わせていた男性と娼婦は「ひっ!?」とその場から飛び退いた。

「追え！」「逃がすな!?」と背中を殴りつけてくる声。怖くて後ろなんて振り向けない。体の中で鼓動を爆発させながら、両腕を振りまくり、前へ前へ前へ。

（どうしてこんなことに!?）

　リリ達の言う通り歓楽街ここに来ないで帰ればよかったのか、迷子になった自業自得か、それともヘルメス様と会ってしまったせいなのか。

　答えの出ない問答を心中で繰り広げながら道を曲がる。幅広の通りと細い小径をジグザグに進む僕は追手を振り払おうと躍起になった。

　僕の不規則かつがむしゃらな走行に、女戦士アマゾネス達は引き離されていく。

「──ゲゲゲゲゲゲゲッ!!」

「!?」

　だが、一人。

　Ｌｖ．３になった僕の『敏捷』に、後れを取らない人物がいた。

　響き渡る蛙のごとき大音声。そして地面に走る大きな影。

　蒼い月夜を背にして、褐色の巨体が僕ぼく目がけ落下してくる。

「う、わああああああああああああああああああっ!?」

　褐色の隕石が街路のド真ん中に炸裂さくれつした。

　降下とともに振り下ろされた大[image: 拳]が石畳を爆砕し、間一髪避けた僕をも余波で殴り飛ばす。

　何とか勢いを殺して姿勢を立て直したのも束つかの間ま、大跳躍から降って現れた巨女──フリュネさんは、地から[image: 拳]こぶしを引き抜いて突進した。

「逃がしゃあしないよぉ！」

　間合いが一瞬で消え、放たれる剛腕。

　抉えぐり取られる大気の音が『よけろ!!』と回避かいひを促す。その悲鳴に従うと、空振りに終わった一撃が風圧のみでこちらの体勢を揺るがした。

　目を限界まで見開く僕に、フリュネさんは容赦なく攻めかかる。

　振り回される太腕を必死に躱かわす僕の眼前で、通りの娼館の壁が、置いてあった樽たるが、その指先が掠めただけで粉微塵こなみじんに吹き飛んだ。素手にもかかわらず冗談のような爆音が立て続けに連鎖し、僕の喉が引きつる。

（こっ、この出[image: 鱈]目でたらめさは……!?）

　脳裏に喚起されるのは、憧憬しょうけいの少女達と市壁の上で交わした過酷な鍛錬の数々。

　この人はやっぱり──第一級冒険者!?

　石と木の破片、そして肌から大粒の汗が飛び散る中、巨体に似合わない素早さであっという間に追い込まれた僕は、服の襟えり首を摑まれた。

「いぃぃっ!?」

「ちょろちょろ動くんじゃあァない!!」

　そのまま、手斧ておののようにぶん投げられ、地面に叩きつけられる。

　激しい衝撃に全身が叫び声を上げ、通りの中央を勢いよくごろごろと転がった。

　僕が何とか顔を上げた次の瞬間、まさに飛びかかってくるフリュネさんの姿が。

　覆い被さろうとする黒い巨影と、口もとに浮かぶ醜悪な笑みに、呼吸が停止した。

「「「止やめろヒキガエルッ！」」」

　が、そこで視界の横から飛び出してくる影があった。

　僕を本拠ホームまで連行したあの女戦士アマゾネス達だ。空中にいるフリュネさんへ三人がかりで飛びつき、真横からの強襲で二Ｍメドルを超す巨軀きょくを通りの脇の娼館に突っ込ませる。

　ドゴンッ!!　と墜落し壁を突き破るフリュネさんだったが、

「邪魔するんじゃないよォ!?」

　片腕の一薙ぎで、張り付いていた三人をまとめて吹き飛ばした。

　ぶうっ!?　と僕が唾を噴き出していると、追い付いてきた女戦士アマゾネス達が建物の屋根から、路上から、続々とフリュネさんへ突撃する。

「その馬鹿を足止めしろぉ!!」

　声をかけ合って彼女達は巨女に躍りかかった。

　まるで大型級モンスターを攻め落としにかかる冒険者パーティのような構図。吠ほえるフリュネさんに弾はじき飛ばされては四方から次々に群がり、腕や腰、首に両手を回してその動きを阻害する。

　獲物──僕ぼく──を巡って仲間割れを起こしている獰猛な女戦士達アマゾネスに、「ひぃぃ……!?」と情けない声が漏れた。

「頂きぃ！」

「どわぁ!?」

　尻もちをついている僕の真上から、少女のアマゾネスが落ちてきた。

　捕獲しようとしてくる彼女を既すんでのところで躱し、慌てて立ち上がって駆け出す。

「あーん、逃げられたぁー!?」

「抜け駆けには目を瞑るが、フリュネだけには渡すなよ！」

　走る僕を今度は複数のアマゾネスが追走してくる。フリュネさんが縫い付けられている間に襲撃してくる彼女達の存在に、息をつく暇もない。

　面倒は御免だと男性客が慌てて通りから避難していく中、一本道の街路を突っ走る。

「──行かせないよ」

「っ!?」

　アイシャさん!?

　娼館の屋根伝いに急速に近付いてきた女傑が、跳躍し、頭上より蹴りを繰り出す。

　完璧に不意を打たれた。重い一撃を僕は右腕で防ぎ、伴って走行の平衡バランスを崩す。

　やばいっ、と地を蹴り飛ばし無理矢理むりやり間合いを取ろうとしたが、長い脚の追撃は、僕を逃しはしなかった。

　初撃の蹴りから続いた第二撃──放たれた長脚が鎌のように伸び、肩を捉とらえる。

　ふらつく僕に対し、刀剣とうけんに及ぶ脚の射程リーチを駆使するアイシャさんは、流れるように、踊るように蹴りの乱打を見舞ってきた。

（体術!?）

　片足立ちからの蹴り上げ、続けて踵かかと落とし、更に後ろ回し蹴り。

　かと思えば地面に両手を突き、逆立ちにも似た体勢で両足の旋風を繰り出す。

『技わざ』を読み切れない──躱し切れない！

　アマゾネス独自の武術、そして長脚を活かした鋭い攻撃に、僕は完全に足を止められた。

　剣のように振るわれ、次には鞭むちのようにしなる脚が、こちらの腕の防御を削そぎ落としていき──前触れなく相手の上体が沈み込んだ瞬間、凄まじい水面蹴あしばらいを頂戴ちょうだいした。

「うっっ!?」

　足を払われた僕は、背中から地面の上に転倒する。

「捕まえた」

　道の中央で仰向あおむけになった体に、アイシャさんはすかさず馬乗りになった。

　動きを封じられ真まっ青さおになる僕を、彼女は長い黒髪を揺らし、見下ろす。

　艶かしく舌で唇を湿らせ、嗜虐しぎゃく的に笑いながら、こちらの服に手をかけようとした。

『アイシャ、危ないっ!?』

　そこへ、切羽詰った警告が僕達のもとに投じられる。

　間を置かず宙を貫いてきたアマゾネスの女性がアイシャさんに衝突した。

　横に倒れ込むアイシャさん。目を剝く僕。ごろごろと転がっていく名も知らない女戦士。

　アイシャさんと二人して度肝を抜かれながら、女性が飛んできた後方に目を向ける。

「どきなぁああああああああああああああああああああっっ!!」

　僕達が見たのは、悪夢のような光景だった。

　必死に押さえ込もうとするアマゾネスの壁を強引にかき分けて、挙句あげく彼女達の体を片手で摑み上げてこちらに投げ飛ばしてくる、フリュネさんの姿。

　人を軽々と人間砲弾として投擲とうてきしてくる無茶苦茶な力業に、頰が痙攣けいれんする。

「あンのっ、ヒキガエルゥ……!?」

　視線の先の光景に、アイシャさんは心底しんそこ忌々しそうに吐き捨てた。

　憤激する彼女を尻目に、馬乗りから解放された僕は転げるようにその場から逃げ出す。舌打ちとともにアイシャさんがすぐ追ってくるけれど、こちらの方が速い。

　純粋な走力ならフリュネさんを除けば僕の方が勝っているようだ。段々と遠ざかっていく互いの距離に『今度こそ逃げ切って……!?』と儚い望みを抱いたけれど、

「リーシャ、イライザ！　三番通りに入った坊やを止めな！」

　背後から追い縋すがるアイシャさんが叫んだ。

　周囲に女戦士アマゾネス達はいない。誰に向けられた指示かと僕が理解するより先に、前方にあった左右の娼館から──獣人とヒューマンの娼婦が飛び出してきた。

「えええっ!?」

　扉を開け放った二人に続き、他の娼婦もわらわらと現れる。「止まれー！」と箒ほうきや厚手鍋フライパンを持って立ちはだかる彼女達にぶつかる寸前、僕は直角に曲がり路地裏へ飛び込んだ。

「ど、どうしてっ!?」

　細い路地に逃げ込んですぐ、再びアイシャさんの声が響いた。先程の光景を繰り返すかのように娼館から娼婦達が現れ、素すっ頓狂とんきょうな悲鳴を上げる僕は進路転換を余儀なくされる。

　娼館の上階から顔を出す娼婦達は声を張り上げて呼びかけ合う。『そっちに行ったわ！』『五番通り！』『白い髪の冒険者！』と慣れたような連絡の応酬が交わされ、行く先々にドレス姿の娼婦達が現れた。妖艶なエルフの女性が、投げ接吻キスを送ってきた獣人の少女が、ここに来るまで見かけた娼婦達が僕を捕まえようと、あるいは進路を阻もうと邪魔してくる。

　何がどうなって!?　と混乱する僕の視界の隅を掠めたのは──娼婦のエンブレム。

　周りの娼館の壁や扉には、例外なく【イシュタル・ファミリア】の徽章が飾られていた。

（まさか……!?）

　汗がダラダラと止まらない中、僕は理解してしまった。

　広過ぎる勢力圏。この歓楽街第三区画は女神イシュタル様の息がかかった場所であり、ここに住まう娼婦達はみんな、非戦闘員も含めて【イシュタル・ファミリア】の構成員なのだ。

『ここらへん一帯は私達の島』……アイシャさんが言っていたことは誇張でも何でもない。

　区画を形成する建造物周域は女神イシュタル様の宮殿ホームを中心にして栄える『城下町』と同義であり、彼女達の庭である。

　僕がいるこの区画は【イシュタル・ファミリア】の支配下──領域テリトリーだ！

「う、噓でしょ……!?」

　娼婦達の度重なる妨害に遭う僕のもとに、戦闘員アマゾネスが再び追い付いてくる。

　執拗しつように追い回す悍婦達はいよいよ武器まで持ち出してきた。勿論、命ミコトさんを尾行しにきた僕は防具なんて装備しちゃいない。護身用の《神様のナイフ》だけで武装なんて皆無だ。

　道具アイテムだって、腰巾着に入っているのは返却された精力剤だけ。どうしようもない!!

「足を狙ねらえ！」

「縛るもん持ってきなよ！」

　矢が飛んでくれば、飛具ブーメランも迫り、身動きを封じようと鎖まで投げられる。

　もはや抗争さながら襲いかかってくる女戦士アマゾネス達に、僕の心の均衡はとうとう崩れた。

「サミラ、先に回り込みな！」

「貸し一つだからなアイシャ！」

　逃げ回る獲物に舌舐めずりを欠かさない女戦士アマゾネス達。

　狩りを楽しみ、何より仕留めた後の『食べる』という行為に最大の喜びを見出している。

「捕まえたら枯れるまで搾しぼり取ってやる！」

「泣き叫ぶ声を聞かせておくれよ！」

　彼女達に狩られたが最後、僕は蹂躙じゅうりんされる。

　力つきたが最後、僕は大切な貞操ナニカを失う。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲェ！　逃げても無駄さぁ!?」

　恐怖が、絶望が、苦痛が、痛哭つうこくが、破滅が、終焉しゅうえんが、闇が。

　僕の背後で口を開けて待っている。

　凄惨かつ陰惨かつ悲惨かつ惨憺さんたんたる未来が、僕を呑み込もうとしている。

（走れ）

　終わる。

　彼女達に捕まれば、ベル・クラネルは終わる。

（走れ、走れ）

　意志を保つこともできず願いを叶かなえることもできず想おもいを届けることもできず。

　夢も希望も、憧憬すべてが木こっ端微塵ぱみじんに砕け、再起不能に陥る。

（走れ、走れ、走れっ）

　憧憬すべての原動力を失い、もう『成長』できなくなる。

　確信が、ある。

　ベル・クラネルは──ベル・クラネルでいられなくなる!!




（走れ、走れ、走れ、走れ、走れ走れ走れ走れ走れ走れぇええええええええええええええ!?）




　階層主ゴライアスに追いかけられた時とき以上の必死さで、叫び散らす。

　瞳が血走る。涙腺が砕け散る。肺がしゃくり上げる。

　目尻から光る滴しずくをこぼしながら、僕は死に物狂いで加速した。

「何だアイツ!?」

「加速しやがった!!」

「しつこい!?」

　僕は、初めて知った。

　女の人は、怖いものであるのだと。

　自分が抱いていた清く慈しみのある異性像は、美しい幻想であったのだと。

　今の今まで優しく甘やかしてくれる女性ひと達に囲まれ過ぎて、気付けていなかったのだと。

　僕はまた一つ、大人になった。

（逃げろ逃げろ逃げて!?）

　罵倒されながら追撃のことごとくを躱す。風圧で白髪をなびかせながら、脱兎のごとく夜の街を駆け抜けた。

　非戦闘員の娼婦達が邪魔する街路を逃れて建物の上へ。

　樽を踏み台に飛び上がり、娼館の屋根を疾走する。

「あいつ、遊郭ゆうかくに行くぞ！」

　逃走本能に目覚めた兎のような爆発的な加速で追手を引き離し、前方の景色が変わる。

　歓楽街の中でも異彩を放つ極東式の色街。

　赤と朱色、そして幻想的な蒼い桜が彩いろどる小区画ブロックを、一直線に目指す。

　背後からびゅんびゅんと矢が飛んでくる中、光が氾濫はんらんし一際ひときわ賑やかな娼館街へ突っ込んだ。

「──ぐっっ!?」

　対岸の小区画ブロックを隔てる街路を飛び越える途中、弧を描く中型の飛具ブーメランがとうとう命中する。

　咄嗟とっさにナイフで防ぐも、大きく弾かれ、当初の着地地点から大きく逸それた。

　通りに面したどこか見覚えのある娼館、遊郭の中でも最も巨大な屋敷に墜落する。

『きゃ、きゃああああああああああああああああああああああ!?』

　二階の窓に肩から突っ込んだ。

　開け放たれていた障子しょうじという建具を豪快に破壊しながら、木張りの廊下を転がる。悲鳴を上げる着物姿の娼婦、そして巻き込んで気絶させてしまった男性客に「ご、ごめんなさい!?」と謝りながら駆け出した。

　娼館の中は外と同じように極東様式に染まっていた。広い廊下には花模様や金箔きんぱくの襖ふすま──部屋の仕切りがずらっと並び、中から宴の喧騒が聞こえてくる。木造りの赤い柱や手すりは色鮮やかの一言につきた。

　騒ぎを聞きつけ何事かと一階にいた者達が階段から顔を出し、爆走する僕を見て慌てて顔を引っ込めた。同じく窓から侵入した女戦士アマゾネス達がどっと押し寄せ、娼館はあっという間に大騒動に包まれる。

「え、偉いことに……!?」

　建物内の人達に謝りながら、それでも走る足は止められない。響き渡る激しい足音と、僕を捕まえろという女戦士アマゾネス達の要請を背中で聞きながら屋敷中を逃げ回った。

　僕が侵入した娼館は大屋敷と呼ぶに相応しい規模があった。遊郭の通りに面していた部分はあくまで一部分だけであって、屋敷は高さの異なるいくつもの館が繫がってできている。下へ上へと移動する傍かたわら、窓の外に見える風情ある中庭には池と、そして緑光を灯す迷宮蛍ダンジョン・フライ──戦闘能力皆無の虫モンスター──が放し飼いされていた。廊下を追われていく僕を脇目に緑光の粒が優雅に舞い、カッコン、という竹筒らしき音が能天気に鳴り響く。

　複雑な屋敷の構造が地の利として働いたのか、出[image: 鱈]目に走り回る僕を追う女戦士アマゾネス達は目に見えて散り散りとなり、減っていた。アイシャさんやフリュネさんの気配もない。

　だが一方で、こちらの体力も限界に近付きつつある。

　僕は疲れ果てながら、敷地内の最も隅にある別館へ逃げ込んだ。

「ど、どこかに隠れないと……!?」

　切れる息を野放しにしながら、別館の最上階、五階の廊下で顔を左右に振る。

　大騒ぎとなっている他の屋敷と比べて館内は噓のように静まり返っている。

　しかしすぐに、待てー!?　という声が階下から響いてきた。

　進退極まった僕は致し方なく、廊下に並ぶ扉の一つに飛び込んだ。

「はっ、はっ……」

　胸に手を当てて必死に呼気を押し殺しながら、閉めた扉から離れる。

　中は薄暗い。何の部屋か皆目かいもく見当がつかないまま、隠れる場所はないかと奥へ進む。

　慎重に、そして余裕がないまま歩みを連ねていくと……閉ざされた襖ふすまの隙間から、かすかな光が漏れていた。

　来た道を一度いちど振り返った後、意を決して、そっと身を滑り込ませる。

　そして、




「お待ちしておりました、旦那だんな様」




　襖ふすまの先には、一人の獣人の少女が座ざしていた。

（──この人は）

　きらやかな金の長髪に、同じ毛並みの耳と尻尾。

　紅の着物を纏うその姿は、あの格子窓──張見世はりみせの中にいた狐人ルナールその人だ。

　見間違える筈のない狐の尾と耳を持つ少女に、啞然あぜんとしてしまう。

　僕が入ってきた瞬間、畳の上に三つ指をついていた彼女は、ゆっくりと顔を上げた。

「今宵、夜伽よとぎをさせて頂きます、春姫ハルヒメと申します」

　そして、僕の目を見つめながら、そんなことをのたまった。

「……は？」

「どうぞ、こちらへ」

　口を半開きにして固まる僕を前に、正座していた彼女の太い尾が、ゆらりと揺れる。

　立ち上がる動きまで粛然しゅくぜんとした所作で、こちらの手を取り、優しく導いていく。

　連れていかれる部屋の最奥には……慎ましげに敷かれた布団ふとんがあった。

「……!?」

　呆ほうけていた僕は、枕まくらが並べられたその光景を見てようやく再起動する。

　そっと寄り添って「どうなさいましたか？」と囁いてくる彼女に、「え、ちょ、違ちがっ!?」と盛大に動転し振り返った僕は、足をもつれさせた。

　大間抜けを演じながら、彼女を巻き込んで、一緒に布団へ倒れ込む。

「あっ……」

　受け身も取れず倒れた後頭部と背中を、薄手の寝具が受け止める。

　すぐ側で聞こえてきた可愛らしい悲鳴に、慌てて謝ろうと目を開いた瞬間……間近にあった翠みどりの瞳に、言葉を失った。

「……」

「……」

　吐息がかかるほどの距離に、彼女の顔がある。

　ともすれば相手に押し倒されたような格好で、目を見開く僕等は見つめ合った。

　顔が見る見る内に赤くなっていくのがわかる。そのくせ体はぴくりとも動かない。

　枕もとにある魔石灯によって照らされる横顔は、やはり可憐で、美しかった。

　獣の耳を生やす、楚々そそとした美少女。化粧は一切いっさいしておらず、今日きょう目にしてきた娼婦達のような艶っぽさや卑猥さとは無縁な位置にいる、清純の雰囲気。

　すぐ近くで顔を見て、年は近いのかもしれない、と場違いな感想が過よぎる。

「……ございますか？」

　目と鼻の先にある相貌に見惚みほれ、そしてそれ以上に動揺と混乱で真っ赤になる僕を見て、彼女は小振りな唇を開く。

　か細い声で何かを尋ねられ、えっ、と僕の肩が揺れる。

「娼館は……は、初めてでございますか？」

「はいっ!?」

　頰を染めながらとんでもないことを問われ、裏返った声を出してしまう。

　けれど、すぐにはっとして口を両手で押さえた。

　大声なんか出したら追手に見つかってしまう……!?

　口を押さえる僕の顔をまじまじと覗き込む彼女は、その慌てる様を見て勘違いしたのか。

　こくり、と小さく喉を鳴らした。

「わ、わかりました……春姫ハルヒメに、お任せください……」

　何かを決意した表情で、身を起こし──服を脱ぎ始める。

　眼球が飛び出そうなほど、両目をかっ開いた。

　彼女は長い上衣を脱ぎ捨て、腰の帯を解き、紅の着物をしゅるっと滑らせる。

　あっという間に、短い襦袢じゅばん一枚──下着姿となってしまった。

「ちょ、待まっ……!?」

「大丈夫でございます、旦那様。春姫ハルヒメに……す、全てっ、お委ゆだねください」

「か、勘違かんちがっ……!?」

「どうか、力をお抜きください……！」

　声を抑えて訴えるものの、全く舌が回らない。

　あらわになった桜色の腿ももや、着物の上からではわからなかった胸の膨らみ、怪しく輝く首輪をつけるほっそりとした首筋に目が釘付けとなって、心臓が砕け散りそうになっている。

　あっちもあっちで何故か一杯一杯になって僕の声が聞こえていない。先程のアイシャさんと同じように、ぎこちなく馬乗りの体勢になる彼女に身動きを封じられてしまう。

　二人して真っ赤になりながら、布団の上でもつれ合う。

「私わたくしが、旦那様に、ご奉仕を……！」

　その金の尾と、全身を震わしながら彼女は僕の上着に手をかけた。

　体が情けないほど強張ってちっとも動けない。伸ばされた両手を振り払うこともできず、寝た体勢のまま襟もとを、はだけさせられる。

　僕の胸が、半分ほど魔石灯ひかりの下に照らされた。


「…………とっ、」



　そこで──脱がした張本人である彼女は、固まった。

　ビィンッ！　と尾を立てて、耳まで赤くしながら、呆然ぼうぜんとこちらの首もとを直視する。

「とっ、殿方のっ、鎖骨さこつぅ～～っ!?」

　次の瞬間、彼女はふっと意識を手放し、僕ぼく目がけて倒れ込んだ。

（えっ、ええええええええええええええええええええええええっっ!?）

　心の中の絶叫ぜっきょう虚むなしく、前のめりになった彼女の体は「むぶっ!?」と僕の顔面に直撃する。

　柔らかい二つの感触に顔を包まれ、大混乱を来たした。

　取り乱しながら布越しに伝わる双丘の凶器を引き剝がそうとする。

「春姫ハルヒメ、いるか!?」

（っ!?）

　その時だった。

　大声とともに扉を蹴破る音が響き、ドカドカという二人分の足音が迫ってくる。

　追手の存在に僕は今の状況も忘れ、頭の中が真っ白になってしまう。

　そして隠れる暇もなく、無慈悲に、寝床の襖ふすまが勢いよく開かれた。

　駄目だ、見つかった……!?

「春姫ハルヒメっ、ここにヒューマンのガキがっ……」

　目をぎゅっと瞑る僕を他所に、アマゾネスの少女らしき声は、中途半端はんぱに途絶えた。

　その一瞬の不自然な沈黙に、薄く目を開けて、あっ、と現状の体勢を思い出す。

　今の僕達は、傍から見れば、半裸になった男女が絡み合っているように見えただろう。

　正確には、半裸になった娼婦にのしかかられている男の姿だ。

　白い頭髪ごと顔を胸の中に覆い隠されている僕は何も確認できないまま、ただ、トクンという彼女の鼓動の音を聞く。

「あ、すいません」

「どうぞ続けてください」

　ややあって、二人分のアマゾネスの気配は足早にこの場から遠ざかっていった。

「あの春姫ハルヒメもとうとう男を押し倒せるようになったかー」と何故か嬉しそうな声が交わされ、扉の開閉音が彼方から鳴る。

　たっぷり一分かけて固まっていた僕は、もぞり、と身じろぎする。

　もたれかかっている少女の体をすぐ隣に、布団の上に横たえて、上半身を起こした。

　未だ赤みが抜けきらない顔を腕で拭いながら、辺りを見回し、最後に彼女に視線を戻す。

　赤い顔で完璧に気絶している少女を見下ろし、僕は、がくりと首を折った。

「何だったんだ、一体……」
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「──もっ、申し訳ありません!?」

　赤面した狐人ルナールの少女が、頭を下げる。

　結局、この部屋を出ることができなかった──外にいる女戦士アマゾネス達が怖かったのと気絶した女の人を放っておくことができなかった──僕は、目を覚ました彼女と向かい合っていた。

　服を着直し、正座しながら深々と謝る彼女は、太い狐の尾をぎゅうぎゅうと丸めている。

「そんな、勘違いだったなんて……！」

「あー、いえ、忍び込んだ僕の方が悪かったんです……」

　畳の上に腰を下ろす僕も赤くなりながら謝罪した。

　娼館の中で、知らない人と謝り合って、何だか不思議なことになった……と心の片隅で思ってしまう。

「この一室に赴いてもお客様がいらっしゃらず、おかしいとは思っていたのですが……」

　顔をようやく上げた彼女は、その金の長髪を揺らしながら何度も恥じらう。

　先に案内されている筈の男性が部屋におらず、疑問を抱きつつも、やがて現れた僕を客として迎え入れてしまったというのがことの顚末てんまつらしい。

　……この娼館に突っ込む際に気絶させてしまった男性と言い、僕と女戦士アマゾネス達が散々さんざん屋敷中を暴れて回ったせいで、そのお客さんもここに辿り付けなかったんじゃあ……。

　やっぱり僕のせいじゃん、と顔を引きつらせて空笑いしてしまう。

「……あの、私わたくし、春姫ハルヒメと申します。貴方様は……」

「あ……僕はベル・クラネルです」

　羞恥を我慢しておずおずと尋ねてくる彼女、春姫ハルヒメさんに、僕も名乗り返す。

「では、クラネル様……お客様ではないのなら、どうしてこんなところに？」

　小さく首を傾かしげる相手に、うっ、と言葉に詰まる。

　春姫ハルヒメさんもこの娼館にいる以上、【イシュタル・ファミリア】の一員だろう。貴方の同僚に追いかけ回されていましたなんて言ったら……と考えていた僕は、最後には、白状した。

　薄々うすうす僕が侵入者であることを察しているだろう春姫ハルヒメさんは、それでも他の人を呼び出さず、こちらの言葉を待ってくれている。

　何より、この歓楽街に不相応なほど清純な空気を纏うこの人には、話しても大丈夫なような気がして……他派閥の領域テリトリーで一人ひとり心細い思いをしていた僕は、事情を打ち明けてしまった。

「それは……大変でございましたね」

　話し終えると、やはり彼女は態度を変えることなく、むしろ同情的な表情を浮かべる。

　あるいは、悟ってしまうほど、女戦士アマゾネス達の男狩りはよくあることなのかもしれない……。

「アマゾネスの方々と申しますと……アイシャさん達でございますか？」

「あっ、アイシャさんのこと、知ってるんですか？」

「はい。私わたくしは、アイシャさんによく面倒を見てもらっています」

　少し申し訳なさそうに、けれど彼女は裏表なく微笑んだ。

　その口振りからして、あの女傑のアマゾネスに世話を焼かれているのだろうか。

　彼女に追い回された上にボコボコにされた身としては、ちょっと想像できないけれど。

「それでは、時間になりましたら、私わたくしが抜け道まで案内いたします。娼館の営業時間寸前までここに隠れていれば、きっと見つかりません」

「えっ……い、いいんですかっ？」

「はい。一夜限りの出会いでございましょうが……春姫ハルヒメは、クラネル様のお力になりとうございます」

　詫びもかねて、と口にするけれど、彼女の優しい笑みには純粋な善意と、献身があった。

　その温かで透明な笑みに僕は赤くなって、懲りずに見惚れてしまう。

「それに、その……はしたない打算もあるのでございます」

「はっ？」

「約束のお時間が来るまで……私わたくしと、お話しませんか？」

　頰を染め、まるで勇気を振り絞ったかのように、春姫ハルヒメさんはいじらしく尋ねてくる。

　僕のような存在、お客でもない来訪者は珍しいのか。

　お伽噺とぎばなしの住人を見るかのようなその眼差しに対し、僕は苦笑を作り、そして快諾した。

　春姫ハルヒメさんは「ありがとうございます！」と破顔して、尻尾を嬉しそうに揺らした。

　窓辺の障子しょうじを小さく開け、蒼然とした夜空、そして月の光に見下ろされながら、二人でささやかな会話を始める。

「クラネル様のご出身は、どちらなのですか？」

「僕は大陸の、えっと、このオラリオの北の方にある遠い山奥で……」

　今更だけど『クラネル様』なんて呼ばれて小恥ずかしく思いつつ、質問に答えていく。

　春姫ハルヒメさんは僕の出身地、自分の知らない場所のことをよく聞きたがった。都市オラリオ北方、山間部にあって、地図に名前も載っていない小さな村……答える度にころころと彼女の表情が変わる。

　北はヒューマンの方かたが多いのか、どんな景色が広がっているのか、なんてことのない事柄を尋ねてくる。

　聞いては喜ぶそんな彼女を見て、何も知らない赤子のようだ、と僕は思ってしまった。

　手入れされた金の髪、そして高価な着物姿もあって、『箱入り娘』なんていう言葉が浮かぶ。

（でも、どうしてそんな人が……？）

　同時に、何故春姫ハルヒメさんのような人が歓楽街に身を置いているのか、甚はなはだ疑問だった。

　何度も繰り返すように、アイシャさん達のような娼婦がひしめくこの『夜の街』において、彼女という存在は全くそぐわない。僕みたいな不審者にもこうして接してくれる清らかな、失礼しつれいな言い方をしてしまえば世間知らずな春姫ハルヒメさんは、歓楽街において異質のように思えた。

「やはり、このオラリオには冒険者になるために来こられたのですか？」

「そう、ですね。夢みたいのがあって、それにお金もなかったですし……」

　とは言え、不用意に事情は聞けない。

　踏み入った話を尋ねるのは気が引け、僕は受け答えをするにとどまった。

「あ……も、申し訳ありませんっ。私わたくしばかり聞いてしまって」

　ふと冷静になったのか、質問頻しきりだった春姫ハルヒメさんは顔を赤らめる。

　照れ恥じる年上の少女に、あはは、と僕は眉を下げて笑った。

「えっと、それじゃあ……春姫ハルヒメさんは、どこの出身なんですか？」

　口が開けなくなってしまった春姫ハルヒメさんに代わって、僕は無難に彼女と同じ質問を行った。

　尋ねられた春姫ハルヒメさんは照れ隠しのように姿勢を正し、それから、天井てんじょうを軽く見上げる。

「私わたくしの生まれは……極東でございます」

　狐人ルナールの分布地域と、春姫ハルヒメという独特の名前、後は雰囲気から何となく察しはついていた。

　彼女は自分の故郷の情景を思い出すように、言葉を続ける。

「海に囲まれた島国で、このオラリオより四季がはっきりとありました。春には満開の桜が咲き、夏には蟬せみが鳴いて、秋には鮮やかな紅葉が……冬には白い雪が積もります」

　懐なつかしそうに、また郷愁きょうしゅうを感じさせながら、春姫ハルヒメさんは語ってくれた。

　天井から窓の外に視線を移し、開いた障子の向こうにある月夜を見つめる。

　月の光に濡ぬれる、どこか浮世離れした美しい横顔に、僕は思ったことを尋ねていた。

「春姫ハルヒメさんのご実家は、貴族、なんですか？」

「何故おわかりになられたのですか!?」

　僕の言葉に驚く春姫ハルヒメさん。

　なんだかなぁ、と苦笑していると、彼女は話し始める。

「クラネル様のおっしゃる通り、私わたくしの家は何代も続く高貴な家系です。母はおらず、父は国のお役人で……幼い私わたくしは、沢山のお手伝いの方々にお世話になっていました」

　住まいである広い屋敷以外の世界は知らず、貴族として立ち振る舞いを身に付ける日々……蝶ちょうよ花よと育てられる生活は、寂さびしさはあったけれど、少ない友達もいた、不自由のない暮らしであった、と。

　そこまで語った春姫ハルヒメさんは、唐突に顔を曇らせた。

「ですが、五年前……十一の時、私わたくしは家を勘当されました」

「えっ!?」

　いきなりの発言に、僕は驚愕をあらわにする。

　勘当……親子の縁を切られた？

「ど、どうして……？」

「私わたくしが寝惚けて……父上のお客様の大切なお品物、神饌しんせんを食べてしまったのです」

　詳しい話を聞くと、春姫ハルヒメさんが十一になった年、とある小人族パルゥムのお役人が頻繁に屋敷を訪ねてくるようになったのだと言う。

　そしてある日、屋敷に泊まった客人が持っていた神饌しんせん──極東に君臨する大神アマテラス様に捧げるお供え物を、春姫ハルヒメさんが寝惚けて食べてしまったのだと言うのだ。

　……なんじゃそりゃ、と僕は汗を流した。

「ほ、本当に、その神饌しんせんを食べてしまったんですか？」

「私わたくしは覚えていません。ですが、目を覚ますと口の周りには食べ滓かすがべっとりと……きっとお腹なかをぺこぺこにしていた春姫ハルヒメが、夜な夜な食べてしまったのです……!!」

　話の流れについていけず確認すると、春姫ハルヒメさんは顔を両手で覆ってメソメソと泣き始めた。

　その後、お役人であり大神アマテラス様に仕えている父親は大激怒し罰を与えようとしたらしいのだが──客人の小人族パルゥムが『まぁまぁ食べてしまったものはしょうがない』と取りなしたことで春姫ハルヒメさんは一命を取りとめた。その代わりに義断され、そのまま客人に引き取られたらしい。

　家を瞬く間に追い出され呆然とする春姫ハルヒメさんを、その小人族パルゥムは瞬く間に連れ帰ったのだと言う。

　……疑うことはしたくないけれど、やけにその客人に都合良く話が進んでいないだろうか。

　聞けば、その小人族パルゥムは会った時からいたく彼女を可愛がっていたらしい。いっそ執着するくらいに。

　鼻を伸ばし、よよよと泣き崩れる少女の肩を抱く小男、という絵を思い浮かべてしまう。

　未だにメソメソと泣いている春姫ハルヒメさんを見て、何だか僕までやり切れなくなってきた。

「そ、それからどうしたんですか？」

「ぐすん、はい……。私わたくしは右も左もわからず、連れられるままとなっていたのですが……その方の帰路の道中、ううっ、モンスターに襲われてしまって……！」

　怒涛どとうの展開に、僕は仰のけ反ぞりそうになる。

「鬼オウガの群れにその方は、足手纏いである春姫ハルヒメを置いて、逃げ出してしまい……」

「……えっ？」

「……殺されかけたところを、盗賊の方々に助けられ、生娘きむすめであることを確認された後、売り払われました。この、オラリオに」


「────」



　絶句する。

　不意に告げられた言葉の意味を隅々まで理解することができず、ただただ言葉を失う。

　売り払われた、って……いや、そもそもオラリオに、って……!?

「オラリオに売られたって、どういう……!?」

「つまり……身寄りのない私わたくしは、このオラリオの歓楽街に買われたということです」

　言葉尻が震える僕に、月明かりに照らされる春姫ハルヒメさんは順を追って教えてくれた。

　盗賊に保護された後、まだ幼かった春姫ハルヒメさんはすぐに賊と繫がっていた貿易商の手に渡ったと言う。そこで『価値』を認められ、体には手を出されないまま、このオラリオに売られた。

「大勢の冒険者様がいらっしゃる迷宮都市オラリオにとって、この歓楽街は非常に肝要なのです」

　屈強な冒険者が集うオラリオは……性の営みが盛んという裏事情を持つ、らしい。

　荒々しい冒険者、男達の欲望は、発散されなければ犯罪の増加に繫がりうる。歓楽街はそんな荒くれ者達の獣欲のはけ口ぐち。

　管理機関たるギルドも市民の安全のため、冒険者の鬱憤ストレスが都市に向かわないようにするため、歓楽街の動向は容認している節がある。

　そこまで説明された僕は、ギルドが歓楽街──ひいては人身売買に目を瞑っているという現実に衝撃を受けながら、目の前にいる春姫ハルヒメさんのことをあらためて見つめた。

　その可憐な相貌、そして金の尾と耳に視線を移ろわせる。

　狐人ルナールは、種別が多岐にわたる獣人の中でも唯一と言っていい魔法種族マジックユーザーだ。

　魔法種族マジックユーザーとして代表的なエルフとは毛色が異なった魔法を扱うことが多い。稀少魔法レアマジックにも数えられることがあるその特殊な魔法によって、極東では魔導士ではなく『妖術師』『妖術使い』などと呼ばれることがある。

　つまり、その珍しい種族と美しい容姿を買われ、春姫ハルヒメさんは『世界の中心』であるオラリオの商人──力と財力のある商人達──に娼婦として高額で買い取られたのだ。

　表向きは自分の意思で、真実は『商品』としてあの大市壁の門をくぐり、彼女はこの迷宮都市にやって来た。

（そんな……）

　一度は商人管轄の娼館に運ばれかけたのだが、その過程でたまたまイシュタル様の目にとまり、再び買われた春姫ハルヒメさんは【ファミリア】の一員になった……らしい。

　思考が追いつかず、ひたすら困惑を重ねる。

　つまり、春姫ハルヒメさんは、望む望まず関係なくオラリオに連れてこられて、そして……？

　アイシャさん達のような悍婦アマゾネスの印象が強過ぎて、勘違いしていたけれど、この歓楽街には春姫ハルヒメさんのような境遇を持つ人達が少なからずいるのだろうか？

　知りたくもなかった事実に、打ちのめされる。

　同時に思い知らされた。

　あらゆる意味を引っくるめて、自分がいかに子供だったかってことを。

　知らずの内に春姫ハルヒメさんの壮絶な過去に触れてしまった僕は、放心していた。

「あっ……で、でもっ、島国育ちの私わたくしは大陸には興味がございました。叶うなら、ぜひ来てみたかったのです」

　茫然ぼうぜん自失する僕を見て、春姫ハルヒメさんは慌てて取り繕った。

　微笑んで明るく喋るその姿が、今はもう痛々しく見えてしまう。「こんな形になってしまいましたが、アイシャさんや遊女おねえさん達も優しくしてくださいます」と彼女は健気けなげに振舞った。

　僕は、口を噤つぐむことしかできなかった。

　気休めも無責任な言葉も言える筈がない。

　ましてや【イシュタル・ファミリア】の追手を恐れる今の自分が、『ここから逃げましょう』なんていう妄言を、どうして言えるだろうか。

　口を塞ぐ僕の気持ちを知ってか知らずか、春姫ハルヒメさんは変わらない調子で言葉を紡つむぎ続ける。

「それに……極東にも沢山の物語が伝わっている、このオラリオには憧れていました」

　瞳を細める彼女のその言葉に、僕は無意識に反応してしまった。

「『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』、ですか？」

「はいっ」

　故郷で祖父からもらい愛読書バイブルでもあった『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』。

　このオラリオで紡がれた英雄達の物語は、登場人物など情報が詳しく載った原典は少ないらしいけれど、それをもとにした童話やお伽噺は世界中に広まっている。

　僕の口から出た本の名前に、春姫ハルヒメさんは嬉しそうに頷いた。

「迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリアも好きですが……私わたくしは異国の騎士様が、聖杯を求めて迷宮を探検するお話もよく覚えています」

「それって、『ガラードの冒険』ですか？　不治の王女様を癒いやすために、聖杯を探しに行く？」

「ご存知なのですか!?　では、ランプに封じられた精霊を助けに迷宮へ向かう、魔導士様のお話は──」

「えーと……『魔法使いアラディン』？」

「わぁ！」

　初めて、春姫ハルヒメさんが興奮した声を上げた。

　英雄譚の題名タイトルを全て答えた僕に、その翠みどりの瞳を輝かせる。

「もしかして、春姫ハルヒメさんもお伽噺や童話が……？」

「大好きです！　お屋敷にいた頃、外の世界は本でしか知ることができなかったので……！」

　共通の話題、いや子供っぽくもある趣味を持っていたことが余程嬉しいのか、狐耳をぴん！　と立てる春姫ハルヒメさん。

　そこから彼女は饒舌じょうぜつに話し始め、僕も相槌を打つことになった。

『迷えるディラルド』、『わがエノーの歌』、『ジェルジオ聖伝説』……出るわ出るわ。割と有名じゃない物語をよく知ってるな、と僕は自分のことを棚に上げながら感心してしまった。

　娼婦の中には物語を知る人も少なく、今まで取り合ってもらえなかったのかもしれない。

　いい年してお伽噺や英雄譚の話で盛り上がる、ということも珍しいだろう。

　歓楽街の件でどう接していいかわからなかった僕は、春姫ハルヒメさんの気が紛まぎれるなら、と自らも進んで英雄譚の話題を振り、笑い合った。

　ともすれば現実から目を背けるように、僕達は綺麗きれいな物語の世界に浸ひたる。

「想いが叶わないと知っていながら、王妃様のために歌う騎士様の恋歌も私わたくしは好きです！」

「騎士ラスローの話なら、僕は馬上試合の武勇伝の方が……」

「クラネル様は、雪白姫様の話は知っていますかっ？」

「え、えっと、僕は英雄譚以外は、あまり……」

　身を乗り出してくる春姫ハルヒメさんに僕は押され気味となった。

　英雄が登場する物語しか知らない僕より、春姫ハルヒメさんの方が造詣ぞうけいは深そうだと汗を流す。

　いつの間にか言葉遣いが砕けつつある彼女は、太い尻尾をブンブンと振った。

「それじゃあ、春姫ハルヒメさんは何の物語が一番好きですか？」

「一番、と決めるのは難しいですが……鬼に襲われる娘むすめを、小さき身でありながら助けた武士もののふ様のお話……極東に古くから伝わる物語が、今でも心に残っています」

　どうやら彼女は、救済型の英雄譚……乙女が英雄の手で助けられる物語が好きなようだ。

　箱入り娘であったこの人らしいかもしれない、と僕はつい頰を緩めてしまう。

　かけがえのない宝物のようにお伽噺を口にしていた春姫ハルヒメさんは……やがて、瞼まぶたを閉じた。

「私わたくしも本の世界のように、英雄様に手を引かれ、憧れた世界に連れ出されてみたい……そう思っていた時もありました」

　両目を瞑り微笑するその姿に、僕は、口を閉ざした。

　それは屋敷から一歩も出されず生活を送っていたという、幼少時代のことなのか。

　それとも、今のことなのか。

「……なんて、ただのはしたない夢物語でございます。連れ出してもらえる資格は、私わたくしにはございません」

「そっ、そんなことっ!?」

　悟ったようにこぼす春姫ハルヒメさんに、片膝をつき、思わず声を荒らげる。

「英雄は、春姫ハルヒメさんみたいな人を見捨てない！　資格がないなんて、あるわけない!!」

　僕みたいなやつが、彼女の現実を否定することはできないかもしれない。

　けれど僕が憧れた英雄は、祖父が聞かせてくれたあの人達は、決して裏切らない。

　勇敢な彼等なら、今の貴方を見ればきっと救ってくれる筈だと。

　そんな僕の訴えに瞠目していた春姫ハルヒメさんは……目を細め、微笑んだ。

「きっと物語の英雄様も、クラネル様のようにお優しいのでしょう……けれど私わたくしは、可憐な王女でもなければ、怪物の生贄いけにえに捧げられた哀れな聖女でもありません」

　彼女は笑って、言った。

「私わたくしは、娼婦です」

「!!」

　目を見張る僕に、穏やかな声で、にもかかわらず突き放すような響きをもって告げてくる。

「未熟ではありますが、私わたくしは多くの殿方に体を委ね、床をともにしています」


「────」



　そして、衝撃を超えた何かが僕の頭を殴りつけた。

　無意識に、いや意図的に避けてきた『娼婦』という存在に触れられ、声を刈り取られる。

「意志をもって貞淑を守るわけでもなく、お金を頂くために春をひさいできました」

　春をひさぐ、という言葉の意味は、わかってしまっている。

　自分のもとに訪れた男に体を重ね、一夜限りの夢を見せる。

　娼婦とは、つまり、そういうことだ。

　清純な雰囲気を持つ、美しいこの人が、沢山の男の人と……？

　彼女の現実を突き付けられ、目を逸らしていた事実に強引に振り向かされ、肺が喘あえぐ。

　吐き気を催してしまいそうな猛烈めいた感情の渦が、僕の胸を犯した。

「そんな卑しい私わたくしを……どうして、英雄かれらが救い出してくれるでしょうか？」

　蒼い月夜の光を浴びながら、春姫ハルヒメさんは、笑い続けている。

　あの張見世はりみせで初めて目が合った時と同じように、綺麗に、儚く。

　向き合っている僕達のなんてことのない間あいだには、途方もない距離が介在していた。

「英雄にとって、娼婦は破滅の象徴です」

　貴方も知っている筈だ、と。

　春姫ハルヒメさんは諭すように言ってくる。

「汚れていると自覚したあの日から、私わたくしにあの美しい物語を読む資格はございません。憧れを抱くことは、許されません」

「……」

「私わたくしは、ただの娼婦なのです」

　悲しみに暮れるわけでもなく、笑みを浮かべ、ただ淡々と、彼女は全てを受け入れていた。

　座敷牢ざしきろうの奥から羨望の眼差しで外の世界を眺めていた、あの姿は何だったのだろう。

　娼婦という檻おりの中に閉じ込められ、春姫ハルヒメさんはもう、何もかもを諦めているのか。

　その細い首にはめられた黒い首輪が、枷かせのように鈍い光を放った。

「……もう、刻限ですね」

　情けないほど何もできない僕の前で、春姫ハルヒメさんはそっと横を向き、窓の外を見る。

　歓楽街からは人気が少なくなり、灯りは減っていた。遊郭ゆうかくの賑やかな喧騒も今は遠い。

　約束の時間だと告げて、春姫ハルヒメさんはその場から立ち上がる。

「とても、楽しい時間でございました……ありがとうございます」

　お礼を告げてきた彼女に、僕はとうとう言葉を返すことができなかった。

　寝室に備わっていた荷物──手渡された厚手の頭巾を被った僕は、音を立てず、しずしずと歩く春姫ハルヒメさんに伴われて部屋を出る。導かれるまま、あっさりと娼館を後にすることができた。

　裏口から館の外に出て、遊郭も抜け、人の記憶から忘れ去られたような路地裏に入る。

　春姫ハルヒメさんが持つ行灯あんどん型の魔石灯が、暗い細道で揺らめく。

「この先は、『ダイダロス通り』に繫がっています。大通りに戻らずこの道を利用すれば、アイシャさん達に見つからない筈です」

　足を止めた春姫ハルヒメさんの魔石灯が、先に見える複雑な路地の光景を照らし出した。

　もう二ヶ月以上も前になる怪物祭モンスターフィリアの時、神様と迷い込んだ迷宮街。歓楽街と同じ第三区画に存在する『ダイダロス通り』はどうやら遊郭と隣接していたらしい。

「道標アリアドネはわかりますか？」

「は、はい……」

「それを辿れば、『ダイダロス通り』もすぐに抜けられます」

　そう言って、春姫ハルヒメさんは魔石灯を渡してくる。

　受け取っても立ちつくしていた僕は、「さぁ早く」と言う彼女に促され、迷宮街の入り口をくぐった。

　黙って歩き続け、おもむろに立ち止まり、振り返る。

　その場から動いていなかった春姫ハルヒメさんは、微笑みながら頭を下げてきた。

　まるで二人の間に境界線があるかのように、彼女は僕に付いてこようとはしない。

「……」

　娼婦の少女に見送られながら、僕は、一人で歓楽街を脱出した。
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　月夜が見える、宮殿の高階にその部屋はあった。

　豪華な絵画風織物タペストリーに大輪を彷彿させる美しい絨毯。卓を挟んで天鵞絨ビロード張りの長椅子ソファーが二脚にきゃく用意された広い室内は応接間のようでありながら、隅には天蓋付きの寝台ベッドも備わっている。焚たかれているのは麝香じゃこうの香りだ。

　天井に吊るされた魔石灯が輝く中、長椅子ソファーに腰かける女神は、煙管キセルから紫煙をくゆらせる。

「やぁイシュタル、来たよ」

　ガチャ、と部屋の扉が開けられ入室してきたのは、優男の笑みを浮かべる神、ヘルメスだ。

　己の青年従者の案内のもとやって来た男神の姿に、女神──イシュタルは口角を上げる。

「随分と待たせてくれたじゃないか」

「ちょっと外で面白いことがあってね。ニヤけて眺めていたら遅れてしまった、悪かったよ」

　イシュタルの嫌味にもヘルメスは飄々ひょうひょうとした態度だった。

　奔放な神らしい彼の言動に、まぁいい、とイシュタルは笑みのまま流す。

　今宵こよい呼び寄せた客人は対面の長椅子ソファーに座り、己の手もとに小鞄ポーチを置いた。それを見計らったかのように青年従者が部屋の扉を施錠する。

　広い宮殿に複数存在するイシュタルの私室の一つで、神同士の密会が始まった。

「まだ雑談を楽しむ気分は残っているかい？」

「待たせるな、と私は言ったんだ。早く用件を済ませろ」

「怖い怖い。それじゃあ──契約通り、届けたよ」

　小鞄ポーチから取り出されたのは、密封された黒檀こくたんの箱だった。

　卓の上に差し出されたその箱を、イシュタルは満悦な様子で受け取る。

「わかっているとは思うが、この件は一言も漏らすな」

「依頼を引き受けたからには分別はわきまえている。信頼は裏切らないよ」

　ヘルメスは、イシュタルに『運び屋』を依頼されていた。

　とある荷物を届けるため、今日までいくつもの国と都市を中継しオラリオに運搬したのだ。その中立の立場と都市外にも及ぶ機敏性フットワークの軽さから、こういった類の依頼は彼等ヘルメス・ファミリアのもとへ頻繁に舞い込んでくる。

　神ヘルメス自ら渡しに来たのはひとえに信用性と、『極秘』だと依頼主イシュタルに言い付けられたため。

　護衛がつくと仰々しく不審に思われる可能性があるので、娼館の客を装って赴おもむいたのだ。

「でもソレ、あまり感心はしないなぁ」

　長椅子ソファーに背中を埋めるヘルメスは、荷物を指差した。

　青年従者がイシュタルの背後に控えている中、物怖じせず指摘する。

「『殺生石せっしょうせき』だろ？」

　自らが運んだ荷物の名を、優男の神は口にした。

　青年従者が目を鋭くする一方でイシュタルは泰然と煙管キセルをくわえる。

「中身を見たのか。運び屋の風上にも置けない男神おとこだ」

「たまたま見えてしまっただけさ」

　イシュタルの蔑んだ視線に、ヘルメスはふてぶてしく答える。

　やがて彼は弓なりになっていた目を解ほどき、すっと細めた。

「何かするつもりかい？」

　イシュタルは不敵に笑う。

「遠くない内に面白いものを見せてやる」

　そして紫水晶アメジストのごとき瞳に、暗い炎を宿した。

「王を気取るあの女神おんなが、地を這い蹲つくばるところをなァ」

　とある『美の神』の転覆を示唆する彼女に、ヘルメスは肩を竦めた。

　女神おんなの嫉妬は怖いなぁ、と。

「ヘルメス、私が喜びそうな情報を持っていないのか。あの女神おんなの……弱味、とかな」

　美神フレイヤに敵愾心てきがいしんを超えて憎悪を抱くイシュタルは問いただす。

　誰よりも美しいと称される女神の都落ちを画策する彼女の渇望は、徹底的なまでに絶望のどん底へ突き落としてやることだ。

　打ちひしがれたフレイヤのみじめな醜態を見下ろし、高笑いする自分。

　その光景を願って止まない美神イシュタルは、情報通の男神から有益な新報を引きずり出そうとする。

「『美の神』の前では噓はつけないよ、デレデレしちゃってね。口が滑るものならとっくに滑っているさ」

　イシュタルの細い腰や豊満な双丘に視線を落とし、ヘルメスは頰を上気させる。

　そんな彼に、イシュタルは笑みの形に瞳を細めた。

　だらしなく鼻を伸ばす──『道化』を演じて有耶無耶うやむやにしようとしている──優男の前で、立ち上がり、脱衣する。

「……はっ？」

　冠サークル、胸飾り、腕輪に足輪、腰帯と腰布、最後に胸を隠す衣料。

　服飾を全て脱ぎ捨て、濃艶な褐色の裸体を晒すイシュタルに、ヘルメスの目が点になる。

　──つまらない隠し事はするな、と『美の神』は彼を見下ろした。

「喜べ。その腹の内に溜めているものを絞りつくすまで──サービスしてやる」

　いけしゃあしゃあとしていたヘルメスの顔から、初めて余裕が消える。

　笑みを引きつらせる彼の目の前に立ち、紅い唇が弧を描いた。

「イ、イシュタルッ、ちょっと待ってくれぇ──!?」

　青年従者が脱ぎ捨てられた服を黙々と拾う中、黒い影が問答無用にヘルメスにのしかかる。


　アーーーーーーーッ!?　という悲鳴が木霊こだました。






「う、ううっ……」

　何故か寝台ベッドの上で力ちから果て、何故か上半身裸はだかになっているヘルメスが、しくしくと涙を流している。

　天鵞絨ビロード張りの長椅子ソファーに腰かけるイシュタルは、全裸のまま、美味うまそうに煙管キセルを吸っていた。

「フレイヤが最近さいきん執心している子供、ねぇ……」

　扇情的な細い足を組み、うっすらとした汗が褐色の肌に浮かぶイシュタルは、強烈な色香を放ちながら嗤う。

「ベル・クラネル……」

　ヘルメスからあらゆる情報を強制的に、根ほり葉ほり引きずり出した美神は。

　今日見かけたあのガキか、と今夜宮殿ホームで目にした白髪のヒューマンの姿を思い浮かべる。

「あんな小便臭いガキに夢中だなんて……あの女神おんなの気が知れん」

　その唇から紫煙を吐き、せせら笑う。

　そして、次には──猛獣めいた笑みを浮かべた。

「いいだろう。あのガキを寝取うばってやる」
















「で？　説明してもらおうか？」

　僕は、正座させられていた。

　目の前には両腕を組んで仁王立ちしている神様がいる。

【ヘスティア・ファミリア】の新本拠ホーム『竈火かまどの館』。その一階にある広い居室リビング。

　歓楽街を後にしたあの後、色々あってホームに帰還できたのは早朝となってしまった。

　恐る恐る帰ってきた僕は速攻で捕縛され、こうして神様に尋問を受けている。

「歓楽街に行って、朝帰りぃ～？　ほら、ベルくぅん、申し開きはあるのか～い？」

　娼館しょうかんに行っていたことは、あっさりバレた。

　甘ったるい香りを体中からプンプンと匂におわせていれば当然だ。紙屑カミクズを見るかのような目付きで見下ろしてくるヘスティア様に滂沱ぼうだの涙が止まらない。

　夜遅くバイトから帰ってみればホームには誰だれもおらず、ヴェルフ達が戻ってきたと思ったら一人は行方ゆくえ不明。胸が張り裂けるほどの心配をしているところに、当の僕がのこのこと朝帰りしてきたとなれば、そりゃ神様でも怒る。漆黒の髪ツインテールが怒髪天を衝つくのもしょうがない。

　般若おにの表情を浮かべるリリも神様の側で僕を見下ろしていた。

　離れたところではヴェルフが嘆息しており、命ミコトさんはあわわわっとあたふたしている。

「ヘ、ヘスティア様!?　全すべて自分の私用が招いたことで、ベル殿に非は……!?」

「命ミコト君は黙っているんだ」

　僕を庇かばおうとしてくれる命ミコトさんに一瞥いちべつもくれず、神様はにべもなく切り捨てる。

　歓楽街へ赴いた事情を知るリリも激怒している──つまりみんなは、女の人の甘い匂いが染しみ付いている僕が、女遊びに耽ふけったのではないかという疑念を抱いているのだ。

「それでぇ……娼婦しょうふと寝たっていうのかぁい？」

「い、いえっっ!?」

　今まで聞いたことのない神様の押し殺した低い声音に、音速の勢いで首を横に振る。

「あ、遊ぶ気なんて毛頭なかったしっ、してもいませんっ!?　誤解なんですぅ!?」

「では、どーして、歓楽街から朝早く帰ってきたのですか？」

　必死に冤罪えんざいを主張するも、これまた見たことのない眼差まなざしで睨にらんでくるリリに、うぐっと声を詰まらせる。

　歓楽街であったことをここで言うのははばかられた。伴って春姫ハルヒメさんに逃がしてもらった迷宮街で散々迷ったりしたことも。

　口ごもった僕は、真正直な気持ちで身の潔白を訴えることしかできなかった。

「と、とにかくっ、変なことは一切いっさいしていないんです!?」

「ほぅ？」

　神様が目を細めると、阿吽あうんの呼吸でリリがとある小瓶こびんを手渡す。

「じゃあ、これはなんだい？」

　神様が僕に突き付けるのは、盤棋チェスの駒に似た容器──精力剤だ。

（ヘルメス様ぁああああああああああああああああああああああああああっ!?）

　心の中であらん限りに吠ほえた。

　昨夜に引き続き、押し付けられた精力剤くすりのせいで窮地に追いやられる。泣き叫ぶ僕の心の中で清々しい笑みを浮かべている男神ヘルメス様が、今度ばかりは疫病神に見えてしまった。

　この精力剤を持っている経緯を今すぐにでもヘスティア様達にぶちまけたい。

　けれど『オレがここにいたことはくれぐれも内密に』と、ヘルメス様はそうおっしゃった。

　口約束とはいえ神様との契約を反故ほごにする勇気は、僕にはなかった。

　何だかんだと言っても、神様達は崇めなければいけない存在なのだから。

　ヘスティア様達の氷点下の視線を前に、ガクリ、と糸の切れた人形のように首を折る。

「……どうしますか、ヘスティア様？」

　無様な姿を晒さらす僕に対し、リリが神様に裁断を仰あおいだ。

「……神の前では噓うそはつけない。ベル君は、噓は言ってない」

　ヘスティア様は長い沈黙の後、深い溜息ためいきをつきながら、そう言った。

　僕は心底しんそこ安堵あんどの表情を浮かべたけれど、神様はすぐに怒りの形相を纏まとい直した。

「ただしっ、歓楽街に行ったことは許さない！　というか歓楽街なんぞに興味を持ったことが許せない!!」

　慌あわてて背筋を伸ばした僕は、興味云々は誤解ですとそう言いたかったが。

　神様の鋭い眼光にねじ伏せられ口も開けなかった。

「今日一日、君には罰を与える。それで反省すること。いいね？」

「はぃ……」

　項垂うなだれながら、消え入るような声で答えた。

　派閥ファミリア拡張直後に歓楽街で騒ぎを起こす、なんて一番駄目な手本だ。しかも僕は仮にも団長である。組織を束たばねる主神の神様は、しっかり派閥全体の気を引き締めるためにも見せしめ──というより僕に罰を与える格好ポーズを取ったのだろう。

　しっかり主神の貫禄を見せるヘスティア様は、けれどやっぱりプンプンと怒りながら、僕に背を向けて居室リビングを出ていった。ぷりぷり怒るリリも神様の後に続く。

「申し訳ありません、ベル殿……」

　ようやく解放され、長時間の正座の反動から足を痺しびれさせていると、命ミコトさんがやって来る。

　勝手に尾行して歓楽街をさまよったのは完璧かんぺきな自業自得だ、僕は「そんなっ、僕が悪いんです」と両手をぶんぶんと振った。

「で、平気なのか？　心配したぞ？」

　ヴェルフも歩み寄ってきて、苦笑を投げかけてくる。

　僕とはぐれた昨夜、イシュタル派のアマゾネスが『兎うさぎ』を追い回している騒動にヴェルフ達は気付いていたらしい。僕を見失って撤収するアマゾネスを確認し、自分達も相手方に目を付けられる前に引き上げたそうだけど。

　やっぱりみんなにも迷惑と心配をかけてた……申し訳ない気持ちで一杯になる。

「わかったと思うが、ヘスティア様の言う通りもうあそこには行くな」

「……」

「見なかった方がいいものもあっただろ」

　ヴェルフのその言葉に、僕は視線を床に落とす。

　春姫ハルヒメさんのことが脳裏を掠かすめた。

「……そういえば、命ミコトさんと千草チグサさんはどうして歓楽街へ行ってたんですか？」

　話をすり替えるように、僕は命ミコトさんに尋ねる。

　歓楽街に赴いた理由を聞くと彼女は説明してくれた。

「歓楽街に狐人ルナールの娼婦がいると聞いて……その方を、探していました」

　以前から行方知らずとなっている極東の知り合いに似ている、とそこまで聞いた僕は。

　まさか、と驚きの表情を浮かべる。

　命ミコトさんも春姫ハルヒメさんも同じ極東の出身、とそこまで思考を進ませたけれど、

「こらぁ、ベルくーん！　時間はないぞー!?」

　部屋の外から聞こえてきた呼びかけに、中断することとなった。

　後ろ髪を引かれる思いを抱きつつも、僕はひとまず神様のもとへ向かった。
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　僕に科せられた罰は、奉仕活動だった。

　簡単に言ってしまえば、新居移転の挨拶あいさつに伴ったご近所の手伝い。

　出身派閥と名前を名乗っては、街の住人達の悩み事や労働に手を貸していく。

「悪いなぁ、【リトル・ルーキー】！　助かったぜ！」

「い、いえっ！」

　路地の清掃、魔石街灯の補塡、荷物運搬……あっちこっち走っては色々なことを手伝う僕に、気立てのいい親父さんやおばさんは感謝の言葉を送ってくる。

　国や都市に住まわせてもらう【ファミリア】にとって、こういった社会貢献は大切なことだ。少なくとも主神様への信仰は募るだろうし、眷族けんぞく達も顔を覚えてもらえる。身の周りの人達に認められるということは、その地で生活を送っていく上での第一歩である。

　今までは自分達の生活に手一杯で余裕はなかったけれど……下界の者に隣人愛をもって接するのはいかにもヘスティア様らしい。

　多分、今回の罰っていうのも方便なんだろうなぁ。

「『りとる・るーきー』だー!?」

「本物だー!?」

　走って材木を運んでいた僕に、路上で遊んでいた男の子と女の子が指差してくる。

　本当に戦争遊戯ウォーゲームの効果はすごいのだと実感させられる。こんな幼い子供達にも二つ名を覚えられた上に……その、何ていうか、きらきらした眼差しを向けられる。

　どうしよう……かなり嬉うれしい。

　力仕事でうっすらと汗をかいている僕は、あははっ、と照れながら手を振り返す。

「ひょろひょろしてるー！」

「弱よわそうー！」

　無邪気かつ遠慮のない言葉に、僕の笑みは引きつった。

　ともあれ、冒険者依頼クエストを出さずとも無償で冒険者の力を借りられるとあって、僕は引っ張りだことなった。Ｌｖ．３の能力を当てにされ様々な場所を奔走する。

　奉仕活動は、気付けば本拠ホーム近隣である西のメインストリート界隈かいわいまで範囲が広がっていた。

「白髪頭、ミャー達のために頑張るニャ！」

「ごめんねー、冒険者くーん！」

　西の大通り沿い、酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の前を通りかかった際にも、猫人キャットピープルのアーニャさんに捕まった。お店の離れの上、雨漏あまもりをしている建物の修理を任せられる。

　屋根に登らされた僕に、アーニャさんとヒューマンのルノアさんが声を張った。

　ちょっと、ここまで来ると便利屋になっているような……？

「いやぁー、冒険者君がいてくれて助かったー」

「少年しょうねーんっ、それが終わったらお礼にミャーの下着パンツあげるニャー！」

「要いりませんよ!?」

　ルノアさんの隣にいる猫人キャットピープルのクロエさんに真まっ赤かになって叫ぶ。

　地上からこちらを見上げている三人は、背後から近付いたエルフのリューさんに盆ぼんで後頭部を問答無用に叩はたかれた。「「「ぐあぁ!?」」」という悲鳴。

　のたうち回る店員達に対し汗を流しつつ、僕は金槌かなづちと木板を使って屋根の修理を終わらせる。

　地味に祖父との生活の経験が役に立ってるなぁ、と思いながら梯子はしごを下りると、リューさんとシルさんが出迎えてくれた。

「お疲れ様でした、クラネルさん。それと、申し訳ありません」

「お店の雑用をやってもらって……本当にごめんなさい、ベルさん」

「あ、いえ、大丈夫です」

　二人に謝られてしまった僕は、いつもお世話になっているので、と頭を軽く下げる。

　リューさんは空色の目を軽く細め、シルさんも薄鈍うすにび色の髪を揺らし微笑ほほえんだ。

「すっかり街の有名人ですね、ベルさん」

「そう、なんでしょうか？」

「はい。冒険者様も住民の方も、ベルさんの話題で持ちきりですよ」

　今の引っ張りだこ状態の僕に、シルさんは教えてくれる。

　何でも戦争遊戯ウォーゲーム後、酒場で僕の名前を聞かなかった日はしばらくなかったそうだ。

　確かＬｖ．２昇格の時も似たようなことがあったけど……先程の子供達の反応など、少し実感があるだけに何だかこそばゆい。

　頰ほおをかいて視線を逸そらす僕に、シルさんはくすくすと笑った。

「クラネルさん。昼食は私達の店で召し上がっていってください」

「えっ、いいんですか？」

　会話の区切りを見計らったリューさんに勧められ、僕はつい尋ね返してしまう。

「はい。屋根を直してもらいましたし、ミア母さんにはもう許可を──」

　と、そこまで言ったリューさんは、不意に言葉を切った。

　手の届く距離で向かい合ったまま、小首を傾かしげる。

「これは、どこかで……？」と呟つぶやきを漏らす彼女に僕も不思議そうにしていると、シルさんは何か気付いたのか、こちらに一歩近付いてきた。

　すぐ側に顔を寄せられ思わず赤くなる中、シルさんは、すんと鼻を鳴らす。

「この、匂いは……」

　そこまで言われた僕は、さあっ、と顔色を赤から青に変化させた。

　体に染み付いている匂い──娼館の香りがまだ取り切れていなかった!?

「す、すいませんっ、お昼は結構です!?　ま、まだやることがあるんで!!」

　リューさん達に何か言及される前に、素早く後ろに飛び退く。

　あっ、と言うシルさん達に背を向け、まだ悶もだえ苦しんでいるクロエさん達の横を通り過ぎ、僕は急いで『豊穣の女主人』を後にした。

「……はぁ～」

　昼食の好意を無碍むげにして逃げ出してきた自分の浅ましさに、溜息をつく。

　今日も晴れ渡る空の下、周囲の亜人デミ・ヒューマン達と一緒に、西のメインストリートを歩いていく。

　流石さすがに昼食の時間まで奉仕活動に従事する必要はないと思うけど……働き回ることで忘れられていた歓楽街、ひいては春姫ハルヒメさんのことを、シルさん達とのやり取りで思い出した僕は心が曇り始めていた。

　昨日の出来事を誰にも話せず、わだかまりだけが胸に溜まる。

　足を止めれば懊悩おうのうの渦に囚われることは明白で、歩みを積み重ねていく。

　正午を告げる鐘の音が聞こえてくる中、僕は無意識の内に北西のメインストリート──『冒険者通り』を経て、ギルド本部に足を運んでいた。

「あれ、ベル君？」

　時間帯もあって冒険者が少ない万神殿パンテオンの中、僕は窓口にいたエイナさんにすぐ見つかった。

　話を聞いてもらう、何かの相談に乗ってもらう、いつもエイナさんに頼ってきたことだ。話に乗ってもらうことで僕はこれまで参考を得てきた。

　でも、話してどうするんだろう、という自分への問いかけが呟きとなって落ちる。ギルドも容認しているという娼館街の話をしたって……あの人を困らせるのは目に見えているのに。

　ロビーの中途半端はんぱな位置で足を止め、躊躇ちゅうちょする僕を、エイナさんはじっと見つめてきた。

　やがて立ち上がり、他ほかの職員に窓口を任せたと思うと、こちらへ真まっ直すぐ向かってくる。

　突っ立ったまま口を開けないでいる僕を目の前に、エイナさんは何も聞かず、

「じゃあ、ボックスに行こうか」

　とだけ言った。

「えっ……」

　僕がきょとんとすると、エイナさんはおかしそうに笑う。

「何か悩み事があるんでしょ？　わかるよ」

　キミの今の顔を見れば、とそう続けられる。

　眼鏡めがねの奥の緑玉色エメラルドの瞳ひとみが、穏やかな線に縁ふちどられていた。

「言った筈はずだよ、何でも相談に乗るって。私はキミの担当官で、アドバイザーなんだから」

　ぐっ、と胸に迫るものが生まれる。

　エイナさんの優しさに触れた僕は、迷いを振り払って、話をしてみようと決めた。

　いつも助けてもらってばかりで、今も手を伸ばしてくれるこの人に、相談してみようと。

　微笑みながら僕の言葉を待ってくれているエイナさんを見つめ、大きく頷うなずく。

　エイナさんを、信じてみよう！




「しょうかぁ～ん？」

　と、先程の微笑みとは打って変わって、エイナさんは軽蔑けいべつの眼差しを浮かべていた。

　ですよねー、と僕は心の中ではらはら涙を流す。

　場所は面談用ボックス。冒険者と担当官が打ち合わせをする遮音性の高い一室に移動し、僕が思い切って娼館のことを打ち明けてみると……話をみなまで聞かない内に、エイナさんの纏う空気は険悪と化した。

　整った柳眉りゅうびを寄り合わせ、怒気の気配がひしひしと。

　机を挟んで正面の椅子いすに座る彼女は、目をキッと吊り上げ、勢いよく立ち上がる。

「じゃあキミはっ、夜の街で遊んじゃったって言うの!?」

「ちちちちちちちちち違いますうっ!?」

　エイナさんは真っ赤になりながら声を荒らげる。

　体に半分流れるエルフの血のせいか、不潔と言わんばかりの彼女に僕は大慌てで否定した。

　頰を赤らめたままのエイナさんは、そこから狼狽ろうばいするように視線を左右に揺らす。


「ベ、ベル君だって冒険者で、男の子だし……そ、そーいうことに興味を持つ年頃としごろなのかもしれないけど…………で、でも、だって、そんな……」



　ハーフエルフの尖とがった耳まで紅色に染め、呟きを繰り返していく。

「や、やっぱり駄目ぇ～!?」

　そして、最後は両目を瞑つむって大声を出した。

「今後一切、キミは娼館になんか行っちゃダメ！　わかった!?」

「え、あ、でも……」

「だーめ!!」

「は、はいぃっ!?」

　身を乗り出してきたエイナさんの剣幕に、僕は強制的に頷かされる。

　顔を離して椅子に座り直すエイナさんは、普段の姉然とした態度をどこかに消し、幼い女の子のようにそっぽを向いた。

　まだ赤くなっているその横顔を見て、怒らせてしまった、と僕は深く項垂れる。

　やっぱり女の人に相談する話じゃなかったんだ、と今更ながら後悔した。

　口も利きいてもらえず、非常に居心地の悪い空気がしばらく続いた後……体を小さくしていた僕は、おずおずと尋ねた。

「あの、【イシュタル・ファミリア】について、教えてほしいんですけど……」

　未いまだに歓楽街に興味津々だと勘違いされたのか、眼鏡の奥からジロリと睨んでくるエイナさんに、僕は慌てふためきながら弁明した。

　イシュタル派には追いかけられるなどして関わってしまった、また絡からまれるかもしれないから派閥の情報を知っておきたい。アイシャさん達との間にあった一件を説明した上で他意はないことを必死に訴える。

　じっと僕の瞳を見つめていたエイナさんは、はぁ、と嘆息した。

「ちょっと待ってて」

　僕の言葉を信じてくれたエイナさんは、資料用のファイルを部屋の外に取りに行った。




「【イシュタル・ファミリア】……知っての通り歓楽街を勢力圏に置く、探索ダンジョン系の派閥としても一級品の実力派【ファミリア】だね」

　戻ってきたエイナさんは、机に置いた大型の資料をぱらぱらとめくっていく。

　彼かの【ファミリア】の説明を聞き逃すまいと僕も耳を傾けた。

　構成員の多くはアマゾネス、男女比は一対九。都市南東部に位置する第三区画で娼館街を営み、日毎ひごと夜毎よごと叩たたき出される利益は、歓楽街全体収入の四割以上を占めるとまで言われている。

「中でも戦闘員のアマゾネスは『戦闘娼婦バーベラ』と呼ばれるほどの冒険者集団で、多くがＬｖ．３以上。とりわけ団長の【男殺しアンドロクトノス】……フリュネ・ジャミールはＬｖ．５の第一級冒険者」

　Ｌｖ．５──僕は昨夜の光景を思い出しながら身震いする。

　あの出[image: 鱈]目でたらめ極まる脅威を誇るフリュネさんは、やっぱり第一級冒険者だったんだ。

　それにしても二つ名が【男殺しアンドロクトノス】……ちょっと納得できちゃうのが怖い。

「あの……アイシャさんっていう女戦士アマゾネスと、春姫ハルヒメさんっていう狐人ルナールの情報、わかりますか？」

「ああ、アイシャ・ベルカは有名だよ。Ｌｖ．３の戦闘娼婦バーベラだけど、もうＬｖ．４間近って噂うわさされてる。Ｌｖ．３の冒険者の中じゃあ間違いなく最上位の一人だね」

　そんな彼女に神様達が授さずけた二つ名は、【麗傑アンティアネイラ】。

「う～ん、後の春姫ハルヒメって言う狐人ルナールは聞いたことがないなぁ。団員の名簿リストにも……載ってないみたいだし。非戦闘員なのかも」

　資料の頁ページ、【ファミリア】の名簿リストを逐一ちくいち確認しながらエイナさんは告げた。

　非戦闘員……『神の恩恵ファルナ』を授かっていない臨時構成員。

　十分にありうるような気はする。アイシャさん達を除けば、【イシュタル・ファミリア】のお店を任されている娼婦達は多くが非戦闘員のようだったし……それに春姫ハルヒメさんは人身売買、後ろ暗い背景でオラリオに流れ着いた身だ。団員として名簿リストに登録して迂闊うかつに明るみにしようとはしないだろう。

　何か知っているの？　とエイナさんに尋ねられ、僕は咄嗟とっさにいえと答えていた。

「【ファミリア】の話に戻すけど、商業の功績も含めて派閥の等級ランクはＡ。オラリオの中でも最上級トップクラスだよ」

「……」

「規模も戦力も、ベル君達【ヘスティア・ファミリア】とは違い過ぎるかな。あのフリュネ・ジャミールに限っては、【剣姫けんき】……ヴァレンシュタイン氏も負けかけたことがあるらしいし」

「えっ!?」

　エイナさんの口からもたらされた情報に、僕は途方もない衝撃を受ける。

　あのアイズさんが──負けそうになった？

「あっ、いや、何年も前の話だよ？　当時はまだジャミール氏の方がＬｖ．は高かったし……Ｌｖ．６になって追い抜いた今じゃあ、ヴァレンシュタイン氏が格上であることは間違いないから」

　慌ててエイナさんは補足するけれど、動揺が抜け切らない。

　憧憬しょうけいの存在が一度は屈しかけた相手……。

　目標とする人物を引き合いに出されたことで、僕は【イシュタル・ファミリア】が都市有数の、名だたる【ファミリア】の中に食い込むほどの大派閥なのだと、痛感かつ再認識した。

　しばし発する言葉を忘れたまま、放心してしまう。

「大丈夫？」

「は、はい……すいません」

　時間をかけて僕がようやく落ち着いた頃、エイナさんは、ある話を切り出してきた。

「これは、私は担当じゃなかったし、詳しいことは知らないんだけど……【イシュタル・ファミリア】は、実力を偽っている、って以前まで言われてたの」

「実力を、偽る……？」

「うん。当時【イシュタル・ファミリア】と敵対していた複数の派閥が糾弾きゅうだんしてね、ギルドに報告されている公式のＬｖ．より、遥かに団員達の力が上回っている、って」

　一瞬、僕は主神ヘスティア様から聞いた話──Ｌｖ．を偽っている中堅派閥ヘルメス・ファミリアのことを思い出した。

「彼女達の訴えに応じて、ギルドは調査を入れた。神イシュタルは主だった戦闘娼婦バーベラの【ステイタス】を全て見せて、ギルドだけに戦力の実態を開示したの」

「結果は……？」

「……白しろ、だったんだ」

　けれど、僕の予想を裏切るように、エイナさんは告げた。

「不正どころか、女神の眷族達イシュタル・ファミリアのＬｖ．はギルドに報告されているものと一切いっさい違いはなかった。神イシュタルは訴えた派閥とギルドに『言いがかりを押し付けられた』って訴え返して……罰則ペナルティと罰金を要求したんだ。ギルドもそれを呑のんだの」

「ギ、ギルドからお金を持っていったんですか……!?」

「うん、しかも相当の額を。『魔法』や『スキル』、沢山の秘匿情報がギルドに流出しちゃったから……それからかな、私達が【イシュタル・ファミリア】に強く出られなくなったのは」

　あのギルドから大金をふんだくった……凄すさまじいその行いに、僕は汗を流す。

「罰則ペナルティで弱体化した派閥を、【イシュタル・ファミリア】は全て壊滅させた。女神達も天界に送還された。これが、五年前のことかな」

「……」

「何だろう、予定調和というか、展開が鮮やか過ぎて……私はあの時、神イシュタルの手の平でみんな踊らされていたような気がするんだ」

　エイナさんは二の腕をさすりながら、当時とうじ自分が見たものを語り終える。

　実態より遥かに上だったとされる団員の戦闘能力。

　ギルドが介入してもなお判明しなかったことの真相。

【イシュタル・ファミリア】には、何か謎なぞがあるのだろうか？

「ベル君。私は……【イシュタル・ファミリア】はすごい怖い派閥だと思う。さっき言った娼館の話を抜きにしても、金輪際、彼女達には近付かない方がいい」

　派閥としての強さ、そして薄気味悪さを訴えるエイナさんはそう釘くぎを刺してきた。

【アポロン・ファミリア】の時のように騒動は絶対に起こしてはいけない、そう忠告される。

　沈黙してうつむく僕に、エイナさんは縋すがるような眼差しを向けてくる。

　あの狐人ルナールの少女の顔が瞼まぶたの裏に浮かぶ中、僕は、答える代わりに問いを発した。

「……エイナさん、ギルドは歓楽街のことを、その……」

　春姫ハルヒメさんから聞いた、ギルドの立ち位置。

　歓楽街にまつわる所業を見過ごしているのかという問いに、エイナさんは目を伏せた。

「……うん。ギルドは、歓楽街については静観の構えだよ。あそこで何が起こっているかも把握はあくしてる──でも、取り締まることはできないと思う」

　春姫ハルヒメさんの話は、本当だった。

　ギルドは都市の治安を保つため、歓楽街の法ルールには目を瞑っている。

　エイナさんにまで悲しい顔をさせてしまった僕は、現実というものに押し潰つぶされていった。
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　午後の日差しが都市に降りそそいでいる。

　多くの冒険者が地下へともぐり迷宮探索に繰り出している中、地上では彼等の姿を埋めるように都市の住人達がそれぞれの仕事や買物、あるいは余暇に勤しんでいる。

　中でも神々は退屈を紛らわすように出歩き、見目麗しいエルフを軟派なんぱする者、日中から飲み歩く者、幼い子供達に交ざって遊ぶ者、都市の至る場所にその姿を現していた。

　とある冒険者の奉仕活動によって常より騒々しいこの西の大通りでも、こそこそと、ある酒場に訪れる神がいた。

「アーニャちゃんっ、至急ミアを呼んでくれッ」

「にゃあ～、またヘルメス様ニャ？」

『豊穣の女主人』の入り口をくぐったヘルメスは、ひそめた声で店員に用件を伝えた。

　気乗りしなそうな顔をする猫人キャットピープルの少女が店の奥に消えると、これまた面倒臭そうな表情を浮かべるドワーフの女将おかみが彼の前にやって来た。

「頼むミアッ、フレイヤ様に伝言を送ってくれ!?」

「またかい。自分の足で行けと前に言ってやっただろう。断るよ」

「今度は本当にオレの死活問題なんだァ!?」

　要求をはねのけるミアに、ヘルメスはなりふり構わず叫んだ。

　従者も連れず一人でやって来た男神は、店の入り口からカウンター奥にある食料置き場へ億劫おっくうそうなミアをぐいぐい押しやり、会話が漏れないようにする。

「実はだな……ベル君が、ベル君がっ」

「坊主がどうしたっていうんだい。またアンタ、何かやったのか」

「違うんだぁ……不可抗力だったんだァ……オレは悪くないんだぁ……！」

「早く言いな」

　蹴飛ばすよ、と悲嘆に悶える男神を一睨みすると、彼は声をしぼり出した。

「実はベル君が、あのイシュタルに目を付けられてしまって……色々な意味で危機なんだ!!」

　昨夜あったイシュタルとの一幕を語るヘルメスに、ミアは呆あきれ返った顔をした。

　強制尋問を行われ、女神フレイヤの今一番の関心事を吐いてしまったのだと。

「頼むミアッ、オレの代わりに伝言メッセージを！　こんなことをフレイヤ様に直接言ったら……」

　面と向かってありのまま当の女神本人に伝えれば清々しい笑顔で『死刑ね』と断ずられるとばかりに恐れるヘルメスは、わなわなと震えて怯おびえていた。

　そして、報復を恐れるそんな男神のもとへ、ゆらり、と薄鈍色の髪が揺れる。

「ベルさんが危ないって、どういうことですか、ヘルメス様？」

　背後からの声に「おおう!?」とヘルメスは肩を跳ね上げる。

　振り返ると、そこには満面の笑顔を浮かべるシルの姿があった。

「今日、ベルさんから香水の香りがしたんですが、ひょっとしてそれもヘルメス様の仕業だったりするんですか？　早く答えてください」

「シ、シルちゃんっ、ただの街娘まちむすめが神をビビらせちゃ駄目だ!?」

　笑顔のまま迫り、威圧するシルにヘルメスは悲鳴を上げる。

　何だ何だ、と声を聞きつけ他の店員達もぞろぞろと食料置き場に集まってきた。

　ぎゃー、と尋問される優男やさおとこを眺めながら、ミアは大きく嘆息するのだった。
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　夕焼けが市壁の奥の西の空を茜あかね色に染めている。

　エイナさんと別れた後、奉仕活動を続けていた僕は、ある店の前で神様達と集まった。

　リリ、ヴェルフ、命ミコトさん、最後にジャガ丸くんのバイト帰りの神様を加えて、みんなでお店──みすぼらしい書店の中に入る。

「やぁ、おじいさん！　約束通り、手伝いに来たよ！」

「あぁ、ヘスティアちゃん。本当に来てくれたんだね」

　神様はもともと今日、この書店の手伝いをする予定だったらしい。

　朝の内から言い付けられていた僕達は、集合時間にお店の前で落ち合う段取りだったのだ。

「すっかり有名になっちゃって、儂わしは驚いとるよ。口だけじゃなかったんだなぁ」

「フフン、まぁね。ボクの勧誘を断ったことを後悔しても遅いんだぜ？」

「はっはっはっ、こりゃ確かに惜しいことをしたかな！」

　この書店は、神様が僕に『神の恩恵ファルナ』を授けたあのお店だ。

　ヘスティア様と出会った僕はこの場所に導かれ、眷族ファミリアの契りを交わしたのである。

　老齢のヒューマンの店主は短い白髭ひげを動かしながら「ベル君も久しいの」と声をかけてくれて、僕も「どうも」と頭を下げて会釈をした。

「じゃあみんな、朝あさ説明した通り、このお店の蔵書整理を手伝ってくれ。これも奉仕の一環だと思ってさ、どうか頼むよ」

　神様の指示を皮切りに、僕達は書店の整理を始めた。

　団員総掛かりで本棚の移動や蔵書の片付けに取りかかる。

（春姫ハルヒメさんは、どうしているんだろう……）

　結構な量の本をいっぺんに運ぶ僕は、未だに彼女のことを引きずっていた。

　僅わずかな時間を過ごしただけなのに、あの人が浮かべていた儚はかなげな笑みが頭から離れない。

　今日も春姫ハルヒメさんは娼婦の仕事に従事するのだろうか……脳裏に浮かびかけた妄想に、赤くなってしまった顔をブンブンと振る。

　溜息とともに悶々としながら、僕は一階の書庫に入った。

　中ではヴェルフ、リリ、命ミコトさんが木箱に書物を詰めたり、本棚に向き合って本を並べ替えている。神様はここにはおらず、別の部屋でお爺じいさんと作業をしているようだ。

「……あの、命ミコトさん」

「どうしましたか、ベル殿？」

　抱えていた本の山を下ろした僕は、命ミコトさんの背に声をかける。

　本棚から振り返った彼女に……今朝けさから気になっていたことを尋ねた。

「春姫ハルヒメさんっていう狐人ルナールを、知っていますか？」

「どっ──どこでその名前を!?」

　僕の質問に、命ミコトさんは一度愕然がくぜんした後、身を乗り出して大きく反応した。

　リリとヴェルフもこちらに振り向く中、彼女達が知人であることを確信する僕は昨夜あったことを打ち明ける。遊郭にいた春姫ハルヒメさんのことを、このオラリオにやって来た経緯を。

　リリ達ともども僕の話を聞いた命ミコトさんは、その端整な顔立ちを罅割ひびわれたように歪ゆがめ、立ちつくし……ぐっと胸を片手で握り締め、うつむいた。

「もしよかったら……命ミコトさん達と春姫ハルヒメさんの関係も、教えてくれませんか？」

　春姫ハルヒメさんのことを知りたい。僕は純粋な一念で頼み込んだ。

　黙然と動きを止めていた命ミコトさんは、やがてゆっくりと、頷いてくれた。

「……以前にもお話ししたかと思いますが、自分や千草チグサ殿達は、タケミカヅチ様や他の神様が住まう社やしろで育てられました」

　命ミコトさんや桜花オウカさん、千草チグサさん、そして【タケミカヅチ・ファミリア】の面々は孤児であったと戦争遊戯ウォーゲーム直後に聞いている。彼等は様々な理由で神社に引き取られ、そこで暮らしていた神様達のもとで育てられたと言う。

「自分達が極東からオラリオに渡った理由は財政難……社やしろの生活が困窮したためです」

　増えていく孤児、乏とぼしい収入。貧寒とした生活はある日、とうとう限界を迎えたらしい。

　子供達の家を支えていた善良な神様達と相談し、命ミコトさん達は決断した。社やしろの中でも年長者かつ戦うことのできる自分達が武神タケミカヅチ様先導のもと、海を越え、オラリオに渡ると。

　莫大な富とみが眠るこの迷宮都市でお金を稼ぎ、育った神社へ仕送りするために。

　前に聞いた時から思っていたけど……異性との出会いをなんちゃらとか言ってオラリオに来た僕が穴を掘って埋まりたくなるほどの、崇高な使命だ。

　羞恥心しゅうちしんを再燃させつつ、僕は本題に移る気配を感じ取り、聞く姿勢を作った。

　作業の手を止めていたリリとヴェルフも、命ミコトさんの話に耳を傾ける。

「春姫ハルヒメ殿と出会ったのは、このオラリオに渡るずっと前……今から十年ほど前でしょうか」

　命ミコトさんは視線を床にさまよわせながら、春姫ハルヒメさんとの出会いを語っていく。

「自分達の社やしろがあった山の麓ふもとに、春姫ハルヒメ殿のお屋敷はありました。あのお方は高貴な生まれ、屋敷からは出られず、自分達とは違う世界で育てられていたのですが……タケミカヅチ様が、そんな彼女を見かねたのです」

　──お前等、あの娘こを連れ出してこい。

　とてもあくどい顔で、そして子供のような笑みで、武神タケミカヅチ様はそうおっしゃったらしい。

　幼い頃から武神様から武術を習い鍛えられていた命ミコトさん、桜花オウカさん、千草チグサさん達は、山猿さながら屋敷に忍び込み、見張りを躱かわして、春姫ハルヒメさんを裏山に連れ出し遊んでいたのだと言う。

「それじゃあ、春姫ハルヒメさんも命ミコトさん達と幼馴染おさななじみってことですか……？」

「そうなります。ただ一度ばれてしまい、それ以降警邏けいらとの攻防は熾烈しれつを極めましたが……」

　勿論もちろん隠し通せるわけがなく、春姫ハルヒメさんの父親は娘を連れ出す悪童達に烈火のごとく怒っていたらしいのだが……その度にタケミカヅチ様が土下座をして、許してもらっていたらしい。

「神様なのに軽い頭ですね」とリリがぽつりと呟くが、恐らく汗を流す僕とヴェルフも似た感想を共有していた。

「自分達は何度も交流しました。野山を駆け、田畑を巡り、川辺ではしゃぎ……ですが、終わりは唐突でした」

「……もしかして」

「はい。苦しくなる社やしろの生活にみなが僅かな日銭を稼ぎに出るようになり、屋敷へ行けなくなる中……久方振りに窺うかがったあの日、自分達は春姫ハルヒメ殿が勘当されたことを知りました」

　少女は家を追い出されていた。命ミコトさん達は行方を探ったがついに手がかりすら摑つかめず……。

　恐らくここで、春姫ハルヒメさんが語ってくれたあの小人族パルゥムのお役人の騒動に繫つながるのだろう。

　春姫ハルヒメさんはそこから売り払われ、大陸に渡り、オラリオに入った。

　約二年前にこの迷宮都市へやって来た、命ミコトさん達より早く。

「桜花オウカ殿達と比べれば、あの方と過ごした時間は短いものです……ですが、確かに自分達は、友と、知己ちきと呼べる間柄でした」

　終始うつむいたまま、命ミコトさんは語り終えた。

　その言葉の端々には春姫ハルヒメさんへの想おもいと悔悟かいごが滲にじみ出ていて……目の前にいる僕も胸が切なくなるほど苦しくなる。

　話を聞き終えた僕達の間に、静寂が訪れた。

「……わかっていると思いますが」

　広い書庫に満ちる静けさを破ったのは、リリだった。

　腕を組んで本棚に寄りかかるヴェルフの隣で、前置きをした後、言葉を続ける。

「その狐人ルナールの方を助けにいこうとは、考えないでください」

「!!」

　ばっと顔を振り上げた僕と命ミコトさんに、リリは一人冷静な表情で淡々と話す。

「当然です。戦争遊戯ウォーゲームを終えたばかりだと言うのに、また抗争をするおつもりですか？」

　そして、手痛い正論を叩きつけてきた。

「戦争遊戯ウォーゲームで【ヘスティア・ファミリア】は丸裸にされたも同然です。観戦していた者達にはベル様達の魔法、攻撃、武装や道具アイテム、全て手の内を知られています」

　全てを出し切って摑んだあの戦争の勝利には、代償が伴ったと、リリはそう告げる。

　有名になるということは名声を得る一方で、それだけ情報が明るみになり、詮索もされるということだ。台頭を果たした僕達の情報は多くの他派閥ファミリアに分析されている。

　街の人達にちやほやされ少なからず浮かれていた僕は、冷や水を浴びせられた気分だった。

「そもそも【イシュタル・ファミリア】は【アポロン・ファミリア】とは次元が異なる相手。団員を誘拐して対立するなどもっての他です」

「……っ！」

「今のリリ達では、例え誰かの助力を得たとしても、あっさりと押し潰されます」

　エイナさんと同じ戦力差を語るリリの言葉は、至極真っ当な意見だった。

　口の開閉を繰り返す僕と、そして命ミコトさんの反論を封じてしまうほどの。

「何より、主神ヘスティア様に膨大な負担をかけることになるでしょう。能天気過ぎてまだ自覚はないかもしれませんが、都市の勢力図に頭を食い込ませたあの方は、少なくない神様達に疎うとまれている筈ですから」

　故に神様にも相談するべきではない、これ以上いじょう眷族が重荷を預けてはいけない。

　リリはそう言って締めくくった。いっそ底冷えするまでに、容赦なく。

　神様のことを引き合いに出された僕は言うに及ばず。

　命ミコトさんもリリを睨み返すこともできず、深く項垂れた。

「おい、一人で悪者にならなくてもいいぞ」

　と、そこで。

　ヴェルフが手に持った本の背表紙で、リリの頭をトントンと叩く。

　一瞬きょとんとしていた小柄なリリは、すぐにはっとなって叩いてくる本を振り払う。

「わ、悪者なんてっ！」

　声を荒らげて顔を真っ赤にするリリを見て、そしてヴェルフの言葉を聞いて、目を見張る僕は気が付いた。

　リリはあえて心を鬼にして、悪者──『嫌なやつ』を演じていたのだ。

【ファミリア】のために、神様のために、そして僕達のために。

　命ミコトさんも真意に気付いて驚く中、赤らめた顔を背けるリリの隣で、ヴェルフはみんなをまとめる長兄のように笑った。

「【ファミリア】の一員としては、俺おれもリリスケの言い分に賛成だ。派閥を危険には晒せない」

「でも」と僕と命ミコトさんの顔を見回して、言葉を続ける。

「お前達が何かしたいっていうなら、俺は手伝ってやる。最後まで付き合ってやるさ」

　僕達の意志を汲くんでくれるヴェルフに、ぐっと胸が詰まり、同時に何も言えなくなる。命ミコトさんもそれは同じようだった。

　自分の今の立場と、願望、それに伴う責任。

　様々なものを秤はかりにかけ、葛藤し、動けなくなっている。

　答えは出せず、迷いも振り払えないまま……僕は、と口を開きかけようとした時。

「こらぁー!?　さぼるなーっ！　終わらせないと今日中に帰れないぞー!!」

　様子を見にきた神様が、書庫の扉の前で怒鳴った。

　これ以上話はなしを続けるわけにもいかず、僕達は慌ただしく作業を再開させる。

「とにかく今はまだ他言無用です。ヘスティア様にも言ってはいけませんよ」

　僕達だけに聞こえるようにリリは口止めしてきた。要らぬ心配事を増やすからと。

　それぞれが頷くと、リリは最後に「それと！」と言って僕のことを睨む。

「ベル様は昨日の今日で歓楽街に行かないでくださいね！　また騒動が起きかねません!!」

「はっ、はいっ」

　春姫ハルヒメさんの様子を見にいこうとしていたのを見透かされたのか、しっかりと釘を刺される。アイシャさん達に獲物認定されている内は、派閥まで危険に晒しかねない、そう言われてしまえば了承するしかなかった。

　今夜の行動は自重せざるを得ないことに落ち込んでいると、神様が手分けして作業するように指示してくる。僕達は書店の各部屋に散らばった。

「ベル殿、話を教えて頂いてありがとうございます」

「命ミコトさん……」

　廊下で別れる際、命ミコトさんにお礼を告げられる。やり切れない感情を隠すその横顔に複雑な思いを抱きながら……僕も割り当てられた仕事を行うことにした。

　言い付けに従い階段を上り、古い木の香りが漂う二階の書庫に入る。

　神様が僕の背中に【ステイタス】を刻み、入団の儀式を行ったあの始まりの部屋だ。

　四方を埋める本棚、床にも築かれた書物の山。窓の外に広がる暮れなずむ空が室内を赤く染めている。

　感慨深いものを覚えつつ、僕は作業に取りかかろうとした。

「……」

　自分一人しかいない書庫の中で、ふと、本棚にとある本を見つけた。

　足を止めた僕は、ゆっくりと背表紙に指を引っかけ、手に取って開く。

　幼い頃に読んだ記憶がある、とある英雄譚、その黄ばんだ頁ページがぱらぱらと音を立てる。

　沢山の本ものがたりに囲まれながら、僕は、作中にある一つの挿絵に視線を落とした。




『知っているぞ、淫蕩いんとうのバビロン！

　貴様が犯した悪行の数々を！

　一体何人の男を誘惑し、陥おとしいれ、悲惨な末路へと導いた!?

　恥を知るがいい、妖婦め！』




　主人公である英雄が、娼婦の女性の求愛、懇願を切って捨てる場面シーン。

　淫みだらな格好をした娼婦に向かって、指を突き付ける一人の英雄。

　娼婦の後ろには折り重なる男達の骸むくろの描写があり、容赦のない糾弾が本に綴つづられている。

　──『娼婦は破滅の象徴です』。

　昨夜の春姫ハルヒメさんの言葉が蘇よみがえる。

　確かに、娼婦は破滅の象徴だ。

　少なくとも、英雄譚の中ではそう描かれている。

　彼女達と関わった英雄は大なり小なり苦難に見舞われる。

　事実この本の主人公も求愛を断ったが故に娼婦の怒りを買い、破滅の道を歩むことになる。

　娼婦は侮蔑、あるいは哀れみや同情の対象であり、決して救済の対象ではない。

　淫奔いんぽんに走った彼女達には非難と蔑視が向けられる。

　僕が憧あこがれる英雄の多くも、彼女達を助けていない。

「……いや、違う」

　春姫ハルヒメさんの言った通りだ。

　心と体を売った娼婦が、真の意味で、英雄に寄り添う資格はない。

　隣に立つことは……できないのだ。

「……」

　破滅へと引きずり込まれる英雄の物語を開いたまま、本棚の前で立ちつくす。

　抱くのは無力感とやるせなさ。こんな思いを味わうのなら、関わるべきではなかったのか、憐憫れんびんを抱いてはいけなかったのか、知らなければ良かったのか。

　自問自答が繰り返される中、でも、と絞り出すような思いで呟く。

　出会わなければ良かったとは、思いたくない。

　出会いはきっと、尊いものである筈だから。

「……お祖父じいちゃん、僕は」

　ヴェルフ達とのやり取りを思い出す。自分はどうすればいいのか、どうしたいのか。

　おもむろに、黄昏たそがれが訪れている窓の外を眺める。

　西の空には、真っ赤な夕陽が浮かんでいた。
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　夜空には金色の月が浮かんでいた。

　通りに面する張見世はりみせの中で、春姫ハルヒメは上空を見上げる。

　蒼あおい宵闇よいやみと望月に近付いていく月影を一頻ひとしきり眺めた後、視線を下ろせば、遊郭ゆうかくには昨夜に負けない人通りがある。

　沢山の男とヒューマンや獣人を中心とした着物姿の女達。

　綺羅きらを纏う美しい娼婦達を視界に、正座している春姫ハルヒメは雑踏を右に左に注視した。

　──いないかな、いないかな。

　昨夜出会った、白髪の少年の姿を探してしまう。

　春姫ハルヒメの視線の動きに合わせ、臀部でんぶから伸びる太い狐の尾が、ぱたり、ぱたり、と揺れる。

（昨日は、本当に……）

　楽しかった。夢のような時間だった。

　まるで故郷の友人達が、屋敷から自分を連れ出してくれた昔日せきじつのように。

　あの少年は温かな気持ちと優しい一時ひとときを春姫ハルヒメに分けてくれた。

　深紅ルベライトの瞳は、綺麗きれいだった。

　春姫ハルヒメが今まで見たことのないほど澄んでいて、純真だった。

　彼と交わした様々な話を、物語を思い浮かべる度に、唇には笑みが、胸には温もりが宿る。

「旦那だんなー」

　張見世はりみせの中ほどにいる春姫ハルヒメの斜め前、格子窓の側にいる遊女が、通りかかる男性客へ愛想あいそ良く笑いかけている。

　以前、とある客に熱を上げていた先輩遊女ねえさんを不思議な思いで見ていたことを思い出す。

　同じ獣人であった彼女は、その時「アンタにはわかるまい」としたり顔で笑っていた。

　恋をすればわかる。彼女はそうも言っていた。

　今のこの気持ちも、あるいはそれに近しいものなのかもしれない。

　きっと幼い頃ころ、読み耽ふけった物語の英雄に恋焦こがれたように、虚むなしい日々へ突然とつぜん現れた外の世界の少年に胸をときめかせているのだ。

（もし、あの子が……）

　幼少の頃より培われてきたたくましい想像力が、春姫ハルヒメに妄想を働かせる。

　少ない例であるが、この歓楽街には冒険者が『身請け』して出ていった娼婦もいるらしい。

　大抵はその後、冒険者は迷宮ダンジョンで帰らぬ人となり、残された女は不幸になるらしいのだが……中にはこの都市を後にして伴侶として付き添った者もいるそうだ。

　そんな夢が自分にも訪れたなら──そこまで考えた瞬間、春姫ハルヒメは自嘲した。

　妄想とはいえ、一瞬でも自分のくだらない想像に少年を付き合わせたことを謝罪する。

　娼婦である自分にはそんな資格はない。何もできない自分には価値がない。

　何より、イシュタル達が自分を逃しはしない。

「……っ」

　咄嗟に、はめられた黒い首輪に触れた春姫ハルヒメは、諦観を抱きながらうつむいた。

　賑やかな遊郭、笑みを浮かべる娼婦達に囲まれる中、自分だけが世界でひとりぼっちであるという感覚に支配される。

　オラリオにおいて娼婦の需要は高い。

　そして『世界の中心』であるこの迷宮都市には、娼婦達が自ら集まってくる。

　オラリオで手っ取り早く金を稼ぐ方法は、冒険者の他には、歓楽街で体を売ることだ。同時に歓楽街で富と地位を得ることは──著名な冒険者や【ファミリア】の幹部と繫がりを持つことで──一定の権力にも結びつく。

　後ろ盾を得た勝ち組の娼婦は小国の女王さながらの気分だと聞く。

　したたかな娼婦達は、成り上がりを夢見てこの地にやって来るのである。無所属フリーでありながら自分だけの店を構える者も多い。

　冒険者と同じく、この迷宮都市で名を上げるということは力を手にすることと同義である。多くの娼婦が野望を持ってオラリオに来るが故に、春姫ハルヒメのような境遇の娘むすめはむしろずっと少ない筈だ。

　それでも人身売買といった行為が絶えないのは、ひとえに客が求める、狐人ルナールを始めとした稀少きしょうな種族がいるからだ。

（……私わたくしは）

　どうして自分がこんな目に、と叫べれば楽なのかもしれない。

　勘当された切っかけを作ったあの小人族パルゥムの客人を憎めれば、救われるのかもしれない。

　だが弱虫で臆病な自分は、声を上げることも、他人を恨むことも怖くてできない。

　春姫ハルヒメにはそれがわかっていた。

「またそんな顔してっ。シャンとしなさい」

　顔を暗くしていた春姫ハルヒメを、隣に腰を下ろしていた先輩娼婦が小声で叱る。

　反射的に背筋を伸ばす。自分を閉じ込める牢屋の外に向かって顔を上げると、張見世はりみせに向かって足を止める男がちらほらと現れ始めた。

　屋敷にいた時は自慢だったこの金の毛並みも、今は厄介だと思えてしまう。

　珍しい狐人ルナールの毛並みは目立つ。多くの男性が春姫ハルヒメのことに気付き、視線をそそぐのだ。

　ほら、今日もまた。

　[image: 痩]身そうしんの犬人シアンスロープが夢現ゆめうつつのように春姫ハルヒメのことを見つめている。

　好みでもない相手でも目を逸らすな──と叩き込まれている娼婦の教えがうつむくことさえ許さない。目を奪われている相手に対し、春姫ハルヒメは美しい人形の笑みを浮かべた。

　見る見る内に鼻の下を長くする獣人は、張見世はりみせと繫がる妓楼ぎろうの中へ駆け込んでいった。

（あの子は、確か、驚いていただけだった……）

　少年との邂逅かいこうを思い出しながら、今日も体を売る羽目になりそうだ、と客を目で追う。

　そして人形のままぼんやりとしていると、張見世はりみせの中にいる娼婦達がざわついた。

「あら、色男!?」

「兄サン、あたいを呼んでおくれよ！」

　通り側、格子窓の前に立つ端整な顔立ちのヒューマンに、黄色い声が飛ぶ。

　視線を投じると、張見世はりみせの中から何かを探し出そうとしているその人物と、目が合った。

　双眸そうぼうを見開くヒューマンは、抱き着くように格子窓を摑んだ。

「春姫ハルヒメ殿！　自分ですっ──命ミコトです！」

　瞬間、春姫ハルヒメの呼吸が止まった。

　その声と、真っ直ぐな眼差しを見て、人物の正体を察する。

　遠く離れている筈の故郷の幼馴染──男装した命ミコトだ。

　遊郭に閉じ込められ戦争遊戯ウォーゲームを観戦していなかった春姫ハルヒメは、同郷の知己がこのオラリオにいることは露知らず、混乱の淵ふちに突き落とされる。

　凍りついた彼女の細い喉のどが震え、首輪がカタカタと鳴った。

　──ああ、なんで、どうして。

　春姫ハルヒメが抱いたのは再会した喜びではなく、絶望するほどの嘆きだった。

　手を取り合って笑い合った幼馴染が、過去の美しい思い出が、娼婦に身を堕とした今の自分を見つめている。

　恥ずかしい!!　恥ずかしい!!　恥ずかしい!!

　春姫ハルヒメにまだ残っていた羞恥の心が全身という全身を焼き焦がす。見ないでと叫び散らしたい。刃物をもって己おのれの汚れた肌を切り裂き、破り捨てたい衝動に駆られた。

（どうして……）

　どうして、今なのだ。どうして今この時だったのだ。

　あとほんの少し経たっていれば、永遠に再会することもなかっただろうに──。

　命ミコトの視線に晒され、静かになった娼婦達に見守られる中、春姫ハルヒメは震える唇を開いた。

「……他人の、空似でしょう。私わたくしは、貴方のような方を存じません……」

　拒絶の言葉に、目を見開いた命ミコトは泣きそうな表情を浮かべる。

　そこで見計らったかのように、妓楼ぎろうの奥から春姫ハルヒメに声がかかった。

「春姫ハルヒメ、お呼びだ」

「はい……」

　動揺を押し殺しながらその場から立ち上がる。

　視界から去ろうとする春姫ハルヒメを、格子窓に縋り付く命ミコトは必死に呼び止めた。

「待ってっ、待ってください、春姫ハルヒメ殿!?」

　同郷の知己から目を背け、春姫ハルヒメは張見世はりみせを後にした。

「今日はみっともない姿を晒すんじゃないよ」

　呼びに来た褐色のアマゾネスの遊女は何も聞かず、すれ違いざま事務的に告げる。

　いつも以上に心を暗く染め上げながら、はい、と返す春姫ハルヒメは、男が待っているだろう部屋へ静かに向かった。





[image: ]






　光り輝く遊郭を、その部屋からは見下ろすことができた。

　遥か下方に見える極東の娼館街を窓から眺めていたアイシャは、開いた扉から入ってきた神物じんぶつを認めるなり、窓辺から離れて部屋の中央に向かう。

【イシュタル・ファミリア】宮殿ホーム、その二十階に存在する大広間である。

　乱雑に寄せ集められた椅子と長椅子ソファーには何人ものアマゾネス──派閥幹部や指折りの戦闘員など、【ファミリア】が誇る戦闘娼婦バーベラが勢ぞろいしている。特注の巨大な長椅子ソファーを軋きしませながら占領する巨女フリュネの姿もあった。

　空いている長椅子ソファーの一つにアイシャも乱暴に腰かけると、今しがた入室してきた神物じんぶつ、イシュタルが団員達のもとに辿たどり着く。

「揃そろっているな」

　ともに入室してきた青年従者タンムズに椅子を引かせ、腰を落としたイシュタルは煙管キセルをくわえる。

　アイシャ達がこの大広間に集ったのは、主神から急な召集を受けてのことだった。

「いきなり呼び出して、何かあったの、イシュタル様？」

「オレ、今日こそ男とってくる予定だったんだけどなー」

　アマゾネス達の喋しゃべり声に構わず、イシュタルは口を開いた。

「お前達、フレイヤの連中に気付かれないよう、ベル・クラネルを攫さらってこい」

　主神直々の命令に、一度いちど広間は静まる。

　すぐに「結局イシュタル様に取って食われる」とぶーたれ始めるアマゾネス達。嫉妬と抗議の声を上げる眷族等らにイシュタルは、そう言うな、と一笑した。

「【フレイヤ・ファミリア】の連中に感づかれないように、ってのは？」

　背もたれに寄りかかるアイシャの質問に、イシュタルは答える。

「あの女神は何故なぜか手を出さないまま、ベル・クラネルに執着しているらしくてなぁ。それをこの私が横から搔かっ攫おうというわけだ」

　誰もが見惚みとれる美貌の上に、禍々まがまがしい笑みが浮かぶ。

「あのガキが既に私の虜とりこになっていると知ったら……あの女はどんな顔をするだろうねえ」

　その時の光景を思い浮かべているのか、美神は唇を吊り上げたまま愉悦の極みに浸った。

　悪趣味ー、と周りにいる少女達がニヤニヤと笑う中、イシュタルは眷族等らの顔を見回す。

「お前達は食うんじゃないよ。特に──フリュネ」

「……ゲゲゲゲ、心外だよぉ、イシュタル様。アタイがあんたを出し抜くって？」

　先程から黙り込んでいた巨女、【男殺しアンドロクトノス】の二つ名を持つ団長に厳重注意するイシュタル。

　取り繕おうとするフリュネの腹の内を見透かしているかのように、女神は目を細めた。

「つまみ食いも駄目だ。お前が手を出したらあのガキは使い物にならなくなる。最初は私……用が済んだらお前達にくれてやる、その時に好きなように貪れ」

　フーッ、と煙管キセルの紫煙をイシュタルは吹きかける。

　煙を浴びて顔を盛大にしかめるフリュネは、不満の色をありありと浮かべていたが主神の命ということもあって逆らわず、不承不承に頷いた。

　ざまぁみろ、と他のアマゾネス達と同じようにアイシャは舌を出す。

「けどさ、イシュタル様」

「何だ、サミラ」

「この時期にベル・クラネルにも手を出すのかよ。オレ、『殺生石せっしょうせき』の儀式が終わってからの方が良いと思うんだけど」

　サミラ、と呼ばれた男勝りの口調に灰髪をしたアマゾネスが、ふと意見を口にした。

「ベル・クラネルの情報はある筋から手に入れたが……私はあまり男神こいつを信用していない。私が弱味を握ったことを、フレイヤのやつも遠からず知るだろう。囲われる前に奪い取る」

　団員に己の考えを述べるイシュタルは、次には不敵な眼光を紫水晶アメジストの瞳に帯びる。

「『殺生石』が準備でき次第、フレイヤ達と戦争だ。あのガキにも挑発の道具なり何なり役に立ってもらう……お前達、心しておけよ」

　ベルを来たるべき争いへの布石とする、と語る主神に──女戦士アマゾネス達は臆することなく、獰猛どうもうな笑みを浮かべた。フリュネもその大きな唇を蛙かえるのように裂く。

　そんな中、アイシャだけが表情を変えず口を噤つぐんでいた。

「ゲゲゲゲゲッ。で、肝心の兎はどうするんだよぉ。仕掛ける場所はぁ？」

　フリュネの声に、アマゾネス達は誘拐の手筈を相談し始める。

「地上は駄目だ、避さけろ。ことを表立たせるな」

　眷族の話し合いにイシュタルは口を挟んだ。

　戦争遊戯ウォーゲームで話題をさらっている【ヘスティア・ファミリア】には世間が注目している。彼等に何かあれば情報は都市に広まりやすい。ギルドや敵フレイヤの耳にも入るだろう。

　オラリオがベル達の情報に敏感になっている、というイシュタルの弁に、

「なら……やっぱりダンジョンか」

　アイシャがみなの総意を口にした。

　犯罪を起こすなら迷宮というのが冒険者の共通見解だ。『中層』からならば限られた上級冒険者しかおらず、人目に付きにくい。

「兎を誘き出す方法は？」

「イシュタル様の名前を出せば何だって使えるだろ。都合のいいものを利用すればいい」

　傲岸不遜な団長フリュネに代わり、アイシャが中核となって団員達に受け答えする。

　その様子にはんっと面白おもしろくなさそうにフリュネが鼻を鳴らし、あんだよ、とアイシャは睨み返した。

「なぁ、春姫ハルヒメは連れていくのか？」

　フリュネとアイシャが小喧嘩しょうげんかする中、灰色の短髪を揺らしサミラが問いを発した。

　己も含めて全員に向けられた確認に、イシュタルは面白そうに尋ねる。

「好きにすればいいが……なんだ、【リトル・ルーキー】はそんなに手強いのか？」

「足は間違いなくオレ達より速はえぇーよ」

　フリュネと争いながら追い回した形だったが、とうとう捕獲できなかった昨夜の一件をアマゾネス達は口々に主神へ説明した。狩りに参加した彼女達はほとんどがＬｖ．３である。

「第二級冒険者ヒュアキントスとの戦いも見てて思ったけどよぉ……まだＬｖ．３になったばかりなのに、どーいう『敏捷あし』してやがるんだ」

　Ｌｖ．３到達記録を塗り替えた世界最速兎レコードホルダーはもはや誇張でも偽者イカサマでもなく、本物である。

　言外にそうぼやくサミラに、アイシャも胸の内では同じ思いだった。

「役立たずどものお前達は、春姫ハルヒメでも何でも使って兎を追い詰めればいいさぁ。後はアタイがやってやる」

　嘲笑するフリュネに、サミラを始めとした団員達から憎たらしげな視線が集まる。

　ただ一人ベルの速さを意に介さないＬｖ．５の物言いに顔をしかめながら、アイシャは、おもむろに広間の窓に目をやった。

　この位置からでは見えないが、視線の方角には遊郭が存在する。

「……春姫ハルヒメもヘボなりに【ファミリア】につくしてる。最後くらい外に出して、羽を伸ばしてやってもいいんじゃないか」

　突然かつ場違いな提案に、アマゾネス達は動きを止めた後、顔を見合わせる。

　間を置かず、フリュネの嘲りの声が響いた。

「馬鹿ばか抜かしてんじゃないよぉ、もし逃げられたらどうする。それとも、お前が逃がす気かぁ、アイシャ～？」

「……」

「他の派閥にも、アレを知られるわけにはいかないだろうぉ」

　嘲弄の中に殺意も窺わせるフリュネに、アイシャは何も答えない。

　そしてこの時ばかりは誰もアイシャを擁護しようとせず、サミラも肩も竦すくめた。

「何でアイシャがウジウジしているあんなやつ気にかけるのか、わかんねーな。オレは春姫ハルヒメ、きらーい」

　サミラが軽く笑い飛ばした後、黙っていたイシュタルが宙に煙を吐く。

　紫煙が視界に漂う中、紫水晶アメジストのごとき瞳にじっと見据えられたアイシャの手が、意識を離れて震えかけた。

　気取られないよう奥歯を嚙かみ、アイシャが震えを殺していると、イシュタルは目を細める。

「駄目だな」

　それで終わりだった。

　アイシャの主張はなかったことにされ、兎ベルの捕獲方法が話し合われる。

　鼻を鳴らすように吐息をついたアイシャは、窓の外、歓楽街に広がる蒼い夜空と。

　満ちつつあるその月影を見つめた。
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　夜の闇が深まる時間帯。

　オラリオ中央、白亜の巨塔の最上階で、高い靴音が響いていた。

　廊下を進むその音にはどこか刺々しさが滲んでおり、深いスリットの入った黒いドレスが一々はためく。薄暗い通路に美しい白皙はくせきの肌を浮かび上がらせる彼女は、部屋の前で待っていた従者に樫の木の扉を開けさせ、室内に入った。

「オッタル、葡萄酒ワインを」

　月明かりが差し込む摩天楼施設バベル最上階の部屋の中、『美の神』フレイヤは、それだけ言って備えてあった椅子に腰かけた。

　豪奢な作りの背もたれが、柔やわい臀部と細い腰、銀の長髪がかかった背筋を受け止める。

　巌いわおのような巨軀きょくを誇る猪人ボアズの従者、オッタルは主人の命に黙って従った。

「何かあったのですか？」

　果樹の意匠を凝らされた上等な卓にグラスを置き、主人が葡萄酒ワインを口にするのを待って、オッタルは問いかけた。

　静謐せいひつな美貌の中に珍しく機嫌の悪さを含ませるフレイヤは、側に控える彼を一瞥いちべつする。

「ミアから何も聞いていない？」

「いえ」

　短い返答に気分を害した素振りもなく、フレイヤはもう一度葡萄酒ワインを口にする。

　さら、と銀の長髪を肩からこぼしながら、彼女は側仕えに語った。

　男神ヘルメスから提供された情報──同じ『美の神』であるイシュタルが何を知ったのかを。

「あの男神かみ、やはり野放しにするべきではなかったのでは？」

「そうね、今度会ったらお仕置きしようかしら」

　本人ヘルメスが聞いていれば泡を吹いて倒れるような会話を行いながら。

　フレイヤは、くるくると己の銀髪を指で巻く。

「イシュタルに詮索されるのを嫌ったから、しばらく大人しくしていたというのに……嫌いやになっちゃうわ」

　彼女らしからぬ、拗すねたようなその呟きに。

　オッタルは眉間みけんに力を入れて、押し黙った。

　猛牛ミノタウロスも裸足はだしで逃げ出すような引き締まった従者の表情に気付かないまま、フレイヤは嘆息する。

「あの子のことがイシュタルに知れた。馬鹿なことをしなければいいのだけど」

「……腹いせに襲う、と？」

「それでもまだ、可愛かわいい方かしら」

　少年への襲撃を危ぶむオッタルを脇に、フレイヤは虚空を睨むように見据えた。

　イシュタルと己の確執──正確には相手からの一方的な嫉そねみ──を理解しているフレイヤは、あの美神がどういった行動に出るのか確信に近い形で想定する。

　自分が弾はじき出した最適解に、彼女は再び、小さく嘆息した。

「ベル・クラネルを、先に捕獲ほごしますか？」

「……まだ、待ちなさい」

　従者の提案に、フレイヤは間を置いて、そしてどこか頑かたくなに退しりぞけた。

「出過ぎた真似まねを」と詫びるオッタルを咎とがめはせず、彼女は窓の外に目を向ける。

　オラリオの最も高い位置から見晴らせる夜空を、見つめることしばらく。

　フレイヤは、流し目でオッタルの顔を見上げる。

「イシュタル達の動向を見張っておきなさい。他の子にも伝えておいて。……私もしばらく、ホームに移るわ」

「畏かしこまりました」

　慇懃な応答を肩で聞きながら、フレイヤは残っていた葡萄酒ワインを飲み干した。
















「ごちそうさまでした……」

　太陽が市壁から姿を現した朝、ホームの食堂。

　命ミコトさんは、ちっとも元気のない声で食事を終えた。

　少ない朝食の量はパンが一個。スープも野菜もよそらず、ジャガ丸くんはどうぞ自分の分も食べてくださいと言わんばかりに大皿に乗ったままだ。

　碌ろくに食べ物が喉のどを通らない、そんな表情で自分のお皿を片付け始める命ミコトさんのことを、食卓を囲む神様、リリ、ヴェルフ、そして僕は心配した面持ちで窺うかがう。

「なぁ、命ミコト君、何かあったのかい？」

「昨夜、遅くまで出かけていたようですが……」

　顔を寄せてくる神様に、リリは見聞きしたものを言うにとどめた。その間にも席を立った命ミコトさんはお皿を洗い終え、そのまま食堂から出ていく。

　僕はヴェルフと視線を交わし、頷うなずき合い、行儀悪く朝食をかき込んで立ち上がった。

　後片付けをヴェルフに任せ、命ミコトさんの後を追う。

「命ミコトさん！」

「ベル殿……」

　ふらふらと、玄関から出ようとする後ろ姿に追い付く。

　普段の凛々りりしい眼差まなざしを忘れた青紫の瞳ひとみが、僕のことを振り返った。

「昨日の夜は、やっぱり……」

　僕の問いに、命ミコトさんは力なく、こくりと頷いた。

　思っていた通り、昨夜春姫ハルヒメさんのところに赴いていたようだ。酷ひどい落ち込み具合にもしかしてとは感じていたけど……僕は迷った末、少し話しませんか、と思い切って提案した。

　命ミコトさんもそれを受け入れてくれる。立ち話もなんだからと、玄関から前庭の隅、木箱や樽たるが置かれた館の一角に腰を据えた。

「春姫ハルヒメ殿のもとを訪れましたが……拒絶、されてしまいました」

　命ミコトさんが昨夜あったことをぽつぽつと話し出す。

　書店で僕から春姫ハルヒメさんの話を聞いた彼女は、居ても立ってもいられなくなったらしい。

　身もとがばれないよう男装して、遊郭へ向かったのだと言う。

「自分のような人間は、知らないと……」

　意気消沈した表情でうつむく命ミコトさん。

　遊郭での口振りからして春姫ハルヒメさんは命ミコトさん達が都市オラリオにいたことを知らなかった筈はずだ。拒絶きょぜつしたという彼女の胸の内はわからないけれど、突然の再会に動揺してしまったのではないか。

　あるいは……娼婦しょうふの自分を見てほしくなかったのか。

　憶測に過ぎないけれど、あの人の様々な表情を思い出す僕は、そう考えてしまった。

「……あの、命ミコトさん。春姫ハルヒメさんは極東にいた時、どんな人だったんですか？」

　どうしてあの人のことをここまで知りたがるのか、自分でもわからないまま口を開く。

　命ミコトさんを元気付ける術を持ち合わせていない僕は、代わりのようにそう尋ねていた。

「……礼儀正しく、気品があって、けれど世俗に疎うとい方でした。些細ささいなことにも驚いて、珍しがって……喜んでいた」

　ぽつぽつと、地面の芝を見つめながら命ミコトさんは話し出してくれる。

　遠い日の思い出を振り返るように。

「いつもおどおどされていました。千草チグサ殿とも違って、自分がここにいてもいいのか、常に不安に思っているような……だからあの方が笑みを見せる時、自分は嬉うれしかったのです」

　子供の頃ころの春姫ハルヒメさん……狐人ルナールの幼い少女のあどけない笑みを、僕も思い浮かべる。

「何より、あの方は優しかった。まだ知り合う前、春姫ハルヒメ殿は屋敷の裏山に住む自分達の社やしろを噂うわさで聞き……父上殿に、食料を分けてくれるよう頼んでくれたのです」

「えっ……」

「『自分はこんなに食べられないから、神様達に分けてあげてほしい』……あの方が初めて言った、父上殿への我儘わがままだったそうです」

　屋敷の中で代わり映えのしない、飢えることもない生活を送っていた春姫ハルヒメさんにとって、風の便りで聞いた命ミコトさん達の存在は衝撃的だったらしい。侘わびしい格好で山奥の草の根をかきわけて山菜などにありつき、食いつなぐ子供達と神様達。

　既に童話やお伽噺とぎばなしといった優しい世界に触れていた春姫ハルヒメさんは、幼心にも悲しみを覚え、顔も知らない人達のために父親へ何度も頼み込んだのだと言う。

「社やしろへの援助という形で運び込まれる食料に、自分達は喜びました。次にこれを譲ってくれたお方に興味を持ちました。麓ふもとのお屋敷から送られてきたことを聞いた自分や桜花オウカ殿達は、それからこっそり山を下りて、塀へいにしがみつきながら中を覗のぞくようになり……」

　そして、春姫ハルヒメさんを見つけた。

　豪邸の縁側で巻物を広げ、けれど一人寂さびしそうに空を見上げる狐人ルナールの少女を。

「恥ずかしながら、義勇心に駆られました。自分達を助けてくれたあの方から、寂しさを取り払ってみせよう、と」

　命ミコトさんは恥ずかしそうに淡く頰ほおを染め、口もとにうっすらとした笑みを浮かべる。

　少女の懇願が食料を届けてくれたことを既に知っていた命ミコトさん達は、神様達に相談した。そして春姫ハルヒメさんの事情を見かねていたタケミカヅチ様が、その背中を押したのだ。

「自分は春姫ハルヒメ殿の恩に報いるために、当時、『恩恵』を授さずかりました」

　命ミコトさんがタケミカヅチ様から『神の恩恵ファルナ』を授かったのは、その時だと言う。

　体の動かし方を覚えるまで禁止されていたと言う【ステイタス】を切願し、許された。

　この人は……春姫ハルヒメさんのために『神の恩恵ファルナ』を己おのれに刻んだのか。

「後は、昨日言った通りです。送り出された自分と桜花オウカ殿達は協力して屋敷に忍び込み、春姫ハルヒメ殿を連れ出しました」

　武神タケミカヅチ様から武術の手ほどきを受け、【ステイタス】まで身に付けた命ミコトさん達は難なく大人達の目をかいくぐり、夜な夜な春姫ハルヒメさんを連れさらったのだと言う。

　今いま考えてみれば、春姫ハルヒメさんの父親にとっては恩を仇あだで返す真似まねだったと命ミコトさんは苦笑する。

「最初、春姫ハルヒメ殿は驚いていました。見ず知らずのみすぼらしい子供達が突然とつぜん現れて、外に遊びに行こう、などと迫られて……」

　うろたえる少女はほぼ無理矢理に連れ出され、そして喜びと興奮を知った。

　二度、三度、何度も訪れる同年代の子供達を、彼女はいつしか待ちわびるようになる。

「とうとう屋敷を抜け出しているのがばれ、それでも懲りずにやって来る自分達に……春姫ハルヒメ殿は、言ってくれました」

　大騒ぎになるお屋敷。

　少女を行かせるため大人の警邏けいらと盛大な立ち回りを演じる子供達。

　蒼あおい月夜の下、自分の手を引っ張りながら田畑を走る黒髪の女の子。

　外の世界に連れ出してくれる彼女達に、少女は息を切らしながら、頰を染めて、笑った。

　──命ミコトちゃん達は、物語の英雄様みたいだね。

　走りながら振り返った黒髪の少女もまた、感極まって破顔したのだという。

「嬉しかったのです、誇らしかった。自分は恩に報いることができたのだと……彼女を笑わせることができたのだと」

　それから春姫ハルヒメさんと多くの場所をみなで駆け巡ったと言う。

　娘を連れ出していく輩やから──貧困に苦しむ命ミコトさん達への援助はもう聞き入れてもらえなかったそうだけど、それでも隙すきを窺っては屋敷を抜け出していたらしい。

　桜花オウカさん、千草チグサさん、命ミコトさん、他ほかの子供達とも一緒に笑い合う春姫ハルヒメさんとの関係は……その時が来るまで、ずっと続いていたのだと。

　昔の出来事を微笑ほほえみながら語っていた命ミコトさんは、夢から覚めたように、そっと視線を地面に落とす。

　やがて、春姫ハルヒメさんは異国の地に売られて娼婦となり。

　そして命ミコトさん達は、生まれ育った場所を守るため冒険者になった。

　二年前オラリオに渡り、それまで中々なかなか伸びなかった能力ステイタスも、迷宮による圧倒的な場数と【経験値エクセリア】により瞬く間に伸び、めきめきと頭角を現していった。

　そして、まず桜花オウカさんが、次に命ミコトさんが【ランクアップ】を果たし。

　噂の新人ルーキー、と冒険者の間で騒がれるほど有名になった今の時になって。

　離れ離れになっていた点と点、春姫ハルヒメさんと命ミコトさんは、この都市で再び交わることとなった。

　思いもよらなかった再会と、変わってしまったお互いの立場に、命ミコトさんは声を震わせる。

「あの方が苦しんでいるのなら、助けてあげたい……いえ、あの頃のような関係に、もう一度戻りたい」

　心の奥に積もっている願いを、命ミコトさんは堪こらえ切れず吐き出した。

　己の肩に手を伸ばし、背に刻まれている『神の恩恵ファルナ』に触れる。

「勝手ながら……自分はきっと、また春姫ハルヒメ殿の笑顔を見たいだけなのです」

　涙ぐんだ瞳をごしごしと腕で拭ぬぐいながら、命ミコトさんはそう言った。

　女の人が流す涙に、僕はまた、何の声もかけることはできなかった。




　話を終え、命ミコトさんが落ち着くまで時間が経たった後。

　恥ずかしい姿を見せたと僕に謝った彼女は、今からギルドに向かうと、もともとの予定を語った。徒労に終わるのを承知で、それでも何か打開策を探りたいのだそうだ。

　僕もそれに同伴させてもらえるよう頼む。付いていっても大した意味はないけれど、何かせずにはいられない心境だった。

　了承してくれた彼女と一緒に、ホームの正門を抜ける。

「……」

「……」

　ホーム周りの沿道を歩む僕達は、無言だった。

　春姫ハルヒメさんの事情を共有して、それだけにこの現状へ暗然とした思いを抱く。気休めや慰なぐさめを言っても傷の舐なめ合いにしかならないのはわかっているので、沈黙せざるを得ない。

　傍はたから見れば文句を言われそうなほど辛気臭い顔で、とぼとぼ歩いていく。

「や、やぁ。ベル君、命ミコトちゃん」

「……ヘルメス様？」

　ホームの通りから離れようとした時だった。

　こそこそと物陰に隠れていたヘルメス様が、かぶっている帽子を揺らし、目の前に現れる。

　何だろう、まるで僕達のホームから誰だれかが出てくるのを窺っていたかのような……。

「あー、ベル君達、最近何か物騒な目に遭ったりしたかい？　具体的には、沢山のアマゾネスに襲われたりとか……」

「な、何を急に……？」

　突拍子もないことを聞いてくるヘルメス様に命ミコトさんが当惑する。いや、確かに一昨日おとといアイシャさん達には死ぬほど追いかけられたけど……。

　今日もお一人の男神様は、どこか落ち着きがなく、それでいて申し訳なさそうだった。

　視線を逸そらしがちに羽根付きの鍔広つばひろ帽子をいじっていたヘルメス様は、そこで、僕達の様子に気付く。

「元気がないようだけど……何かあったのかい？」

　尋ねられ、視線を交わした僕と命ミコトさんは、うつむいた。

　そんな僕達のわかりやすい様相に、ヘルメス様はそれまでの態度を消し、一笑する。

「オレで良ければ、相談に乗るよ？」

「えっ……」

「ここで聞いた話は決して誰にも言わない、神オレの名において誓おう」

　驚く僕達に、ヘルメス様は脱いだ帽子を胸に当てる。

「これでも神の一柱さ、何か力になれるかもしれない」

　迷える下界の者を導くような声音と、どこか子供じみた目配ウィンク。

　もう一度いちど顔を見合わせた僕と命ミコトさんは……神妙な顔で、頷き合う。

　春姫ハルヒメさんの現状を何とかしたい、その一心で、ヘルメス様に相談することを決めた。
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　密談には持ってこいの場所がある。

　そんなことを言われて連れてこられたのは、都市西南にある僕達のホームからちょっと歩いたところ、そして以前女神ヘスティア様と落ち合った『アモールの広場』の近くにあるお店だった。

　複雑な隘路あいろに建つ小洒落こじゃれた喫茶店『ウィーシェ』は、知る人ぞ知るといった感じの小店で、清潔感ある店内は僕達を除けば若い男女カップルしかいない。

　眼鏡めがねをかけたエルフの主人マスターに案内され、店の奥の席に通された。

「なるほど……友達が娼婦に、ね」

　ことのあらましを聞いたヘルメス様は、出された紅茶で一度いちど口を湿らせる。

　僕の隣にいる命ミコトさんは、うつむきがちになるのを堪え、正面にいる神様の言葉を待った。

「ベル君達がリリちゃんに言われた通り、その友達を強引ごういんに娼館しょうかんから連れ出す……イシュタル達に刃向かう真似は、間違ってもお勧めできない」

　抗争になってしまえば【ヘスティア・ファミリア】は今度こそ滅ぶ、そう語るヘルメス様に僕達は重々しく頷いた。神様やリリ達を巻き添えにしてしまう状況なのは自覚している。

　命ミコトさんも改宗コンバージョンしたばかりなので……【ファミリア】を抜け出せない。

　もし脱退することができたなら、義理堅い彼女は今すぐにでも一人で無茶を働くのかもしれない。

　隣の席にいる命ミコトさんの真剣な横顔をつい瞥見べっけんし、僕はそんなことを思った。

「基本、【ファミリア】の内情には不干渉。知り合いがいるからと言って首を突っ込む行為は、どちらのためにもならない」

　ヘルメス様にはっきりとした口調でそう告げられ、僕達は顔を暗くさせた。

　やっぱりどうにもならないのか、そんな無力感が体を重くする。

「──だけど、相手が娼婦なら話は別だ」

　しかし、そこでヘルメス様は打って変わって声を明るくさせた。

「「えっ？」」と声を揃そろえる僕と命ミコトさんに、悲観を吹き飛ばすような笑顔を向ける。

「そのお友達の派閥内の立ち位置……地位にもよるけれど、下位構成員、とりわけ非戦闘員の娼婦だったなら『身請け』が可能なのさ」

『身請け』──歓楽街の独自の法ルールをヘルメス様は説明してくれる。

　簡単にまとめれば、大金と引き換えに娼婦を引き取るという制度システム。

　その人物にかかった負債、あるいは身代金を支払うことで、出金者は娼婦を歓楽街から落籍らくせきさせることができる。オラリオでは成功を果たした上級冒険者が、気に入った娼婦を買い取り、生涯の伴侶はんりょにしたり囲かこったりするということがざらにあるらしい。

　とことん娼婦を商品として扱うその制度に、嫌悪感を抱かないと言えば噓うそになるけれど……今に限って言えば、これは、もしかして。

「……普通の娼館ならばその『身請け』も可能なのかもしれませんが……あの大派閥イシュタル・ファミリアが、容易に団員を手放すでしょうか？」

　一筋の光明に鼓動を跳ねさせる僕とは対照的に、命ミコトさんは感情を押し殺すように慎重に、冷静れいせいに意見を述べる。

　ヘルメス様は、命ミコトさんのそんな危惧も問題ないとばかりに笑ってみせる。

「なぁに、『美の神』イシュタルは、曲まがりなりにも愛を司つかさどる女神でもある。身請けしようとする男に娼婦が付いていきたいと望むなら、許してくれるさ」

　さっ、と二人から視線を向けられ、ぎょっ、とする僕。

「後の問題は、身請けしたい子が非戦闘員……派閥の末端であるのか、ということだけど」

　なまじ強い戦闘員や幹部だったならまずイシュタル様は手放さない。

　言外にそう告げながら、横目で確認するようにこちらを窺ってくるヘルメス様に、僕は勢いよく立ち上がった。

「だ、大丈夫です!?　春姫ハルヒメさんは末端の構成員の筈ですから！」

　身を乗り出して、馬鹿ばかみたいに叫ぶ。

　二日前、遊郭で出会った春姫ハルヒメさんは間違っても戦えるような雰囲気はなかった！

　恩恵ステイタスを授かっているかは定かではないけれど、少女アマゾネス達の態度や扱いからして、下部構成員であることは違いない筈だ！

　男女カップルの客が大声でまくしたてる僕に驚く中、ヘルメス様は微笑みながら頷く。

「なら、先は明るいかもしれない」

　ヘルメス様のその言葉を聞いて、命ミコトさんの顔にもようやく震えるような歓喜が滲にじみ出す。

　今度は彼女がテーブルから身を乗り出した。

「みっ、身請けの金額は!?」

「娼婦の位くらいにもよるけど……相場は二、三〇〇万と聞くかな？」

　百万単位の大金に僕も命ミコトさんもごくりと喉を鳴らす。だけど、

（（──決して稼げない金額じゃない））

　顔を見合わせ、喜びを隠し切れず、頷き合う。

　ダンジョンの『中層』に突入し【ファミリア】として順風満帆の今の僕達なら、時間はかかるけれど、きっと確保できる。

　ようやく希望が見えてきた感覚。

　心臓がどくどく言って頰に赤みが差す。

　連れ出してほしい。あの遊郭で、夢物語を語るように春姫ハルヒメさんはそれを口にしていた。

　あの人を、助けられるんだ！

「もし良かったら、その娘このことを教えてくれないかな？　オレもイシュタルに探りを入れて、まだ力を貸せるかもしれない」

　何とか椅子いすに座り直し、それでも二人して興奮を抑え切れない僕と命ミコトさんを微笑ましそうに眺めながら、ヘルメス様はおっしゃった。

「春姫ハルヒメっ、サンジョウノ・春姫ハルヒメ殿です!?　自分と同じくらいの年齢で、狐人ルナールのお方です！」

　ヘルメス様の提案に、命ミコトさんが弾はずんだ声で春姫ハルヒメさんの名前と種族を告げる。

「……狐人ルナール」

　それを聞いたヘルメス様は、目を見開き、ぽつりと呟つぶやいた。

　演技ではなく、まるで純粋に驚愕きょうがくしたような表情で。

　男神様は口を閉ざし、僕達をじっと見つめてくる。

「ヘルメス様……？」

　その変わった雰囲気に、僕が声をかけると。

　ヘルメス様は静かに言葉を紡つむいだ。

「これは、オレの信条に反するんだが……」

　そう前置きをして、何かを語り始める。

「ベル君と歓楽街で会ったあの日、オレは運び屋の依頼を受けて、イシュタルのもとにある荷物にもつを届けに行っていた」

「ある荷物……？」

「運び屋として依頼主や荷物の情報を明かすのは御法度ごはっと、失格もいいところなんだけど……オレは君達を贔屓ひいきしている、話しておくよ」

　突然の台詞せりふに僕達が不思議そうな顔をしていると、ヘルメス様は告げた。

「オレが届けたのは、『殺生石せっしょうせき』という道具アイテムだ」

　……殺生、石？

　聞き覚えのない道具アイテムの名称に、僕は首を傾かしげる。

　命ミコトさんもそれは同様のようだった。

「オレが言えるのはここまでだ。じゃあね、ベル君、命ミコトちゃん」

　ヘルメス様は椅子から立ち上がった。

　羽根付き帽子をかぶり直し、つばの陰から橙黄色とうこうしょくの瞳を覗かせる。

　会計を済ませ一人で店を後にするヘルメス様の後ろ姿を、僕と命ミコトさんは疑問を抱きながら見送った。




「ヘルメス様は、どうしたんでしょう？」

「自分もわかりません、急に雰囲気が……」

　喫茶店を出た僕と命ミコトさんは、当初の目的地だったギルドには向かわず、一度ホームへ戻ることにした。身請けのための資金確保を早くリリ達と相談したかったからだ。

　命ミコトさんと肩を並べて歩きながら、最後の方のヘルメス様のご様子を思い返す。

　ヘルメス様は一体何を言いたかったんだろうか……僕は告げられた『殺生石』という単語を、ひとまず頭の片隅にとどめておくことにした。

　二人して怪訝けげんそうな表情を浮かべつつ、もと来た道を戻っていく。

「……？」

「あれは……」

　広々とした街路に出て、三階建ての屋敷が見え始めた頃。

　僕と命ミコトさんはホーム正門の前に、一台の馬車が止まっているのを発見した。

　遠目でも豪華とわかる作りの箱馬車は、僕達が気付くのとほぼ同時にぱちんっという鞭むちの音を鳴らし、馬の嘶いななきと一緒に去っていく。

　何だ何だと少々動揺してホームに急ぐと、正門の前にはヴェルフとリリ、そして一枚の羊皮紙を両手に持つヘスティア様の姿があった。

「ヴェルフ、リリ！　神様！」

「あ、ベル君。命ミコト君も。帰ってきたんだね」

「今の馬車は何だったのですか？」

　僕の声に振り向く三人へ、命ミコトさんが尋ねる。

　その質問に、リリが神様の持つ羊皮紙を見やりながら答えた。

「商会からの冒険者依頼クエストです」

　商会？　とおうむ返しすると、ヴェルフが頷く。

「戦争遊戯ウォーゲームの影響だな、これも。金にがめつい連中が接触してきた」

　リリとヴェルフに挟まれる神様は、依頼書を見下ろしながら「むぅ」と口をへの字にした。

　先程の馬車の所属は、アルベラ商会、と言うらしい。

　都市経済の一端を支える巨大商会、その内の一つが【ヘスティア・ファミリア】に直接冒険者依頼クエストを出しに来たのだと言う。

　迷宮都市オラリオでしか入手できない資源は言わずもがな貴重である。怪物の宝ドロップアイテム、採取・採掘物は僕達ぼくたち冒険者が知らない場所で連日れんじつ取り引きされているのだ。

　中でも『下層』、『深層』の戦利品となれば大陸中の商人が金に糸目をつけず仕入れようとするほどらしい。そしてそんな迷宮の奥深くまで侵入できる【ファミリア】や冒険者達は限られているため、商人達はこぞって彼等と繫つながりを得ようとするのだ。

　今回のアルベラ商会の接触は、要するに、戦争遊戯ウォーゲームで名を上げた僕達──将来有望と判断した【ヘスティア・ファミリア】に唾を付けにきたのか。

「投資、とはまた違うが……オラリオではよくあることだな」

　商人達がダンジョンの収集物と引き換えに冒険者パーティを援助することは多々ある。

　冒険者も商人という後援者スポンサーを得られれば道具アイテムなどの探索費用を出資してもらえるので、どちらにも見返りがあるのだ。

　契約内容の危険性リスクは発生するが、ギルドを介さない直接契約の旨みはここにあるらしい。

「ギルドを通さず直接指名してきたので、公式と呼べる冒険者依頼クエストではありませんが、相手ははっきりしています」

　頭でことの次第を整理していると、リリが羊皮紙に商会の印影を確認する。

「しかも依頼人クライアントは商会。非公式の冒険者依頼クエストより信用は遥かにあります」

　リリの見解を聞きつつ、僕は肝心な冒険者依頼クエストについて尋ねた。

「えっと、依頼の内容は？」

「14階層の食料庫パントリーで、石英クオーツを採掘してこい、って書いてあるね」

　僕の質問に神様が答える。

　ヴェルフ達も細部まで読み込むように羊皮紙へ目を走らせた。

「報酬がおかしなくらい依頼内容と釣り合ってないな」

「これから御贔屓してください、という真意が見え見えですね」

　冒険者依頼クエストの報酬を見つめ呆あきれているヴェルフとリリに、僕と命ミコトさんははっとした。

　依頼書を持つ神様に向かって、二人で前のめりになる。

「「ほ、報酬は!?」」

「一〇〇万ヴァリス」

「「ひゃ、一〇〇万……!!」」

　神様の短い返答に打ち震える僕と命ミコトさん。

　早速『身請け』目標金額確保の足がかりが転がり込んできた。

「どうしますか、ヘスティア様？」

「んー、あまり商人や商会とは繫がりを持ちたくないなぁ」

　利益絡がらみの煩雑な手続きと対応、あるいは利害関係を良しとしないのか、神様は気乗りしない声を出す。

「先方には悪いけど、この依頼は断って──」

「「やりましょう!?」」

「どわぁ!?」

　神様の言葉を命ミコトさんとの同時懇願で遮さえぎる。

　赤い顔で迫った僕達にヘスティア様は大きく仰のけ反ぞった。

「借りを作るというわけではありませんがっ、もらっておくものはもらっておくというかいえ浅ましいことは重々承知なのですがとにかく自分達には一刻も早くお金が必要ですッ!!」

「ぼ、僕もそう思いますっ!?」

　命ミコトさんと並んで畳みかけるように神様へ言い募る。

　身振り手振りを交えて必死に説得しようとした。

「うぅ～ん……まぁボクも勝手に借金を作って迷惑をかけたし……あくまで冒険者依頼クエストの見返りとして受け取る、ってことだったらいいかな」

　僕達の剣幕に汗を流し、一度依頼書に目を落とした神様は、考えをあらためてくれる。

「「あ、ありがとうございます！」」

　お礼を言った僕と命ミコトさんは、高く上げた互いの手を叩たたき合った。

「何なんですか、一体……」

「やることが見つかったみたいだな」

　水を得た魚のように活き活きし始めた僕達にリリは呆れ、朝の辛気臭い顔から一転した表情にヴェルフは笑う。

　僕と命ミコトさんは、はにかみながら二人に笑い返した。

「何だかベル君と命ミコト君がかなり仲良くなってるのが気になるけど……一度ホームに戻ろう」

　冒険者依頼クエストの件について話し合いたいという神様に、僕達四人は続いた。

　もう抗争なんてする必要ないのだから春姫ハルヒメさんの身請けについてもちゃんと相談しておこう。

　命ミコトさんと似たようについ弾んだ足取りとなる僕は、あっそうだ、と口を開いた。

「神様、『殺生石』って知ってますか？」

「『殺生石』？　うーん、聞いたことがないなぁ」

　運び屋をしたヘルメス様の信用を考慮して、イシュタル様が『殺生石』を持っているらしい、ということをほのめかすにとどめる。神様は見当がつかないようだった。

　ヴェルフ達に視線を巡らすと、

「知っているか？」

「いえ、リリも聞いたことがありません」

　と、神様と同じような反応が返ってくる。

　みんな心当たりがない……よっぽど珍しい品なのだろうか、『殺生石』というのは。

　気にはなりつつも、この件を保留にして、僕達はホームへ向かった。
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　話し合いの末、僕達は正式にアルベラ商会の冒険者依頼クエストを受託することとなった。

　春姫ハルヒメさんの『身請け』の話、娼婦と聞いて何故なぜか僕を見たヘスティア様は、渋しぶーい顔をしたけれど、命ミコトさんの想おもいを聞いてこれまた渋々しぶしぶ許可してくれた──命ミコトさんはそれから【タケミカヅチ・ファミリア】のもとまで赴き身請け諸々春姫ハルヒメさんのことを報告したらしい──。

　リリとヴェルフからも異論はなく、【ヘスティア・ファミリア】は一〇〇万ヴァリス獲得に乗り出したのである。

「また冒険者依頼クエスト絡みで来てしまいましたね」

　そして現在地、ダンジョン14階層。

　話し合いから二日後、探索の準備や冒険者依頼クエスト受託の連絡確認に一日を要して、僕達は迷宮に潜入せんにゅうした。大型のバックパックを背負うリリの声が、岩窟状の長い通路に反響する。

　乏とぼしい燐光りんこうに灰色の岩石、漂う湿った空気。岩盤で形成されている洞窟然とした迷宮の方々ほうぼうには僕達に悪夢を思い出させる縦穴が存在している。

『上層』を速やかに突破し『中層』へと辿たどり着いた四人組のパーティは、順調に14階層まで足を進めていた。

「さぁみなさん、早く行きましょう！」

　前衛の位置で、というよりパーティの先頭に立って命ミコトさんが声高に促す。

　ぶんぶんぶんっ！　と右手に持つ刀を上下に振り、まるではしゃぐ子供のようだ。

　顔を輝かせている命ミコトさんのそんな姿に、付いていく僕とヴェルフは苦笑を漏もらした。

「食料庫パントリーに乗り込むので、あまり迂闊うかつな真似はしないでほしいのですが……」

　一方で、空腹になった怪物モンスターが階層中から集まる食料庫パントリーに危機感を持つリリは、命ミコトさんの弾むような足取りに溜息ためいきを堪えている。荷物バックパックに詰め込んだ隠蔽布カムフラージュ等の道具アイテムを入念に確認していた。

　苦笑いしつつも、僕も一応いちおう装備を確かめる。

　手持品ストック──武器は《神様のナイフ》に猛牛ミノタウロスの角から作られた紅刀二振りのみ。盾はなく、短剣などの副武装は命ミコトさんのものも合わせサポーターであるリリに預かってもらっている。鎧は戦争遊戯ウォーゲームから引き続きヴェルフ謹製の兎鎧よろいだ。

　ホームの引っ越しなどで忙せわしかったけど、ヴェルフもようやく鍛冶の作業に没頭できる。中途半端はんぱなものを僕達に使わせたくないらしく新しい武器や防具はまだお預けだ。

「それにしても、『身請け』か……そんなものがあったんだな」

　隊列の中衛位置、僕と並ぶヴェルフが大刀を担ぎながら言う。

　それならば穏便に済むと、納得した表情だった。

「うん、お金を集めるのはかなり大変かもしれないけど……これであの人を」

　命ミコトさんのことを笑いながら、僕も彼女に負けないくらいやる気を漲みなぎらせていた。

　春姫ハルヒメさんの救済のため──あの狐人ルナールの少女の顔を思い浮かべながら、装備しているナイフをぎゅっと握る。

「しかし身請けの目安が三〇〇万……念のためにも、五〇〇万は用意しておきたいですね」

「うっ……気が遠くなりそう」

「なら、到達階層を増やすことも視野に入れないとな」

　周囲の迷宮の様子、モンスターの気配に意識を割きつつ、後衛のリリも交えて三人で話す。

　より深くもぐってより多くのお金を稼ごう、とヴェルフは提案した。

「ベルがＬｖ．３になったんだ、20階層くらいまでは行こうと思えば行けるんだろ？」

　リリに振り向きながら、ニヤリとヴェルフが笑いかける。

　Ｌｖ．２が到達基準である中層域は13階層から24階層まで。ギルドの定める基準をもとにすれば、Ｌｖ．３である僕は『下層』である25階層以下の到達基準を一応満たしていることにはなる。

　ヴェルフの20階層進出の案に、パーティの参謀役であるリリは首を横に振った。

「いくらＬｖ．３と言えど、やられる時はあっさりやられます。迷宮ダンジョンとはそういう場所です」

　あの18階層の決死行で身に沁しみているのか、リリは慎重な意見を崩そうとはしない。

　例え24階層までの到達Ｌｖ．を超えていても、容易に足を踏み込めば初見の階層は大いに危険──『情報』と『経験』の違いを口酸っぱく告げてくる。

　確かに……ほいほいと到達階層を増やしていくのは危険だろう。

　逸はやる気持ちはあるものの、個人ではなくパーティとして地力を上げていくこと、そして入念な下準備が初めての階層に挑戦する上で不可欠だ。あのリューさんも、中層以降では個の力ではなくパーティの力量バランスがものを言うと説いていた筈である。

　目標はあるが、焦あせらない、慢心しない、僕はそう気を引き締める。

　今は目下の冒険者依頼クエストに集中だ。

「──止まってください」

　意気揚々と先頭を歩いていた命ミコトさんが、一瞬で意識を切り替え、鋭く振り返る。

　中衛後衛である僕達の更に後方を、その青紫の双眼で見据えた。

　僕達も振り向いて素早くリリと配置ポジションを変更チェンジする中……命ミコトさんの警戒を肯定するように、遥か後方に空いていた横穴から、ぬぅ、と。

　巨軀きょくを揺らす虎のモンスターが現れた。

「『ライガーファング』……！」

「どうやら下の階層から上ってきたようですね」

　15階層以下に出現する怪物モンスターとの遭遇エンカウントに僕が驚き、リリが冷静に異常事態イレギュラーだと断定する。

　他のモンスターか、あるいは冒険者を襲ったのか、真まっ赤かに血染めした牙きばと爪つめ。中途半端な刃は通さない剛毛を逆立てて巨大な虎は僕達へ唸うなり声を上げている。

　階層間を移動してきた猛牛ミノタウロスにも劣らない獰猛どうもうな強敵を見つめつつ、ヴェルフは感心したように命ミコトさんへ声をやった。

「探知系の『スキル』か。便利だな」

「いえ、一度遭遇そうぐうしたモンスターでなければ感知できませんし……自分の心身の状況によって効果も左右されます。過度に期待しないでください」

　仲間ファミリアとなった時点でお互いの『魔法』や『スキル』の情報は共有してある。

　18階層への救出隊の行程で命ミコトさんはライガーファングとは交戦済み。見事に索敵したモンスターを前に、刀を構える音が鳴る。

「猛牛ミノタウロスより速い！　注意してください！」

「はい！」

　駆け出した命ミコトさんに続く僕達は、咆哮ほうこうするライガーファング、更に周囲から集まるモンスターの群れと交戦に入った。
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　冒険者とモンスターと思しき激しい戦闘音が、通路の奥から響いてくる最中さなか。

　とある広間ルームに待機している外套フーデッドローブを被かぶった女性の一団──褐色の悍婦かんぷ達は、それぞれの武器を片手に声を交わしていた。

「首尾は？」

「上々。連中、一〇〇万の報酬に飛び付きやがった。アルベラ商会に食料庫パントリーの位置も指定させたし……あいつ等、ここを絶対に通りかかる」

　フードを目深に被った長身のアマゾネス、アイシャの問いに。

　同じく顔を隠している灰髪のサミラは、唇を吊り上げた

「にしても、商会相手に手を回して冒険者依頼クエストを発注だなんて、そんなことできたんだな？　オレ、初めて知ったよ」

「アルベラの連中も色んな意味で私達……主神イシュタル様には世話になってる、要請は断れないよ」

　秘密裏の契約を匂におわせるアイシャは、膝ひざまで伸びた外套フーデッドローブを揺らして集団の中央に進む。

　周囲に守られるように、その物資運搬用の大型のカーゴは鎮座していた。人も数人入れるほどの容量を誇るその鋼鉄箱の蓋に、アイシャは手をかけ、開ける。

「春姫ハルヒメ、準備しな」

　カーゴの下部には、座り込んだ少女がいた。

　動きやすい和装──極東式の長い戦闘衣バトル・クロスを身に付けており、更に頭から羽衣に似た防具を被っている。美しい金の長髪を結い上げられ、その狐の耳も、尻尾しっぽも見えないよう完璧かんぺきに覆い隠されていた。

　徹底した隠蔽いんぺいを施されている狐人ルナールの少女は、翠みどりの瞳をアイシャに向ける。

「……冒険者様を、襲われるのですか？」

　彼女が双眸そうぼうを揺らして問うと、アイシャは表情を変えず答えた。

「そうさ」

「お相手、は？」

「お前は知らなくていい」

　少女の疑問を一蹴し、腕を取って立たせ耳もとに口を寄せる。

「いつも通りやりな、いいね」

「……はい」

　うつむく少女に、どこか突き放した響きで告げたアイシャは、静かに身を引いた。

「アイシャ、来るぞ！」

「……お前達、行くよ。計画通り進めな」

　帰還してきた偵察の声、そしてアイシャの呼びかけに、悍婦達は各々の得物を装備した。
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「──これは」

　モンスターの群れと何度も交戦を経て、ダンジョンの奥に進んでいた時。

　僕は、聞こえてきた異変の音響に顔を上げた。

「モンスターの叫び声に……足音」

「おいおい、またか？」

　命ミコトさんの呟きの後に、ヴェルフがほとほと億劫おっくうした声音を出す。

　モンスターの群れと思われる啼なき声に、こちらへ近付いてくる複数人の走音。紛れもない『怪物進呈パス・パレード』の前兆にパーティ全体が緊張した。

　間を置かず、視線の先から外套フーデッドローブを被った冒険者達とモンスターが姿を現す。

「前方から……食料庫パントリーからやって来たのですか？」

　僕達の進路方向から押し寄せてくる人と怪物の一団に、リリが疑問を呈しながらバックパックを担ぎ直す。顔が見えない装備の同業者に眉まゆを曲げつつ、逃走の準備を始めた。

　現在地は一本道だ、この場に棒立ちしてみすみす押し付けられる危険性リスクを取る必要はない。

「別れ道まで引き返そう！」

　僕の当然の指示にみんなの動きも速かった。

　パーティの向きを回頭させ、もと来た道を逆走する。

　詰まってくる後ろの距離を肩越しに確認しつつ、広い十字路に逃げ込んだ──次の瞬間。

　僕達を挟む形で、左右の道から別の冒険者と怪物の集団が雪崩なだれ込こんできた。

「二方向!?」

　リリの悲鳴が響き渡る。

　まさかの『怪物進呈パス・パレード』の鉢合わせ。驚愕すべき事態に全員が瞠目どうもくする。

　間もなく、冒険者達とモンスターの鯨波げいはは僕達を呑のみ込み、衝突し合った。

「う、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

「み、みなさんっ!?」

　衝突中心地にいた僕達を起点に、大混戦が巻き起こる。

　追走の勢いそのまま激突し合った黒犬ヘルハウンドや一角兎アルミラージが怒声を上げて同士討ちを始める中、叫び声を上げるヴェルフと命ミコトさんの姿が視界から一瞬消えかけた。

　モンスターの恐ろしい数に、僕は咄嗟とっさにサポーターであるリリを守る。殺到する怪物達を切り払い、みんなと離れ離れになるまいと必死にその場に踏みとどまろうとするが。

　とどめとばかりに、最初の『怪物進呈パス・パレード』が十字路に合流した。

「三つ目……!?」

　残っていた行列パレードが混戦地帯の横っ腹にぶち当たった。

　押し寄せる衝撃と折り重なる怪物の悲鳴。勢いあまって飛んできた一角兎アルミラージをナイフで両断するとともにどっと汗が噴き出す。モンスターが嚙かみ付いたバックパックを放棄させ、リリを抱き寄せた。

　四方八方がモンスター──怪物の檻おりに完璧に閉じ込められる中、『怪物進呈パス・パレード』を敢行した三つの冒険者達パーティは、すれ違った側から反転し、僕達へ襲いかかってきた。

「なんだ、こいつ等!?」

　大刀を振り回していたヴェルフに曲刀シミターが、刀を振るっていた命ミコトさんに棍棒こんぼうが。

　色違いの外套フーデッドローブの集団は争うモンスター達を飛び越え舞うように攻撃を仕掛けてきた。こちらにも飛びかかる複数の影を、両手に装備したナイフで、リリを庇いながら何とか捌さばく。

　モンスターも交ざった最悪の三つ巴が形成され、激しい混乱に見舞われる。

　怪物進呈パス・パレードからの鮮やか過ぎる手並みと連携に戦慄せんりつするとともに、まさか相手は最初から僕達を──と思考が過ぎった瞬間。

「付き合ってもらうよ」

「なっ──」

　声とともに、影が僕の体を覆った。

　上に引き寄せられた視界に飛び込んでくるのは、空中を舞う黒の外套フーデッドローブ。

　[image: 蝙]蝠こうもりのように裾すそがはためき、そしてフードの奥──細められた瞳と目が合う。

　硬直した僕が晒さらす一瞬の隙に、空中から褐色の長脚が放たれた。

「っっ!?」

　蹴けり上げの攻撃に、間一髪手甲てっこうで防御した僕の体は吹き飛ばされる。

「ベル様!?」

　放物線を描き、モンスター達の頭上を飛び越え、リリの叫びが瞬く間に遠ざかる。

　凄すさまじい威力の攻撃に、モンスターの檻の中から弾き飛ばされた。

（リリ達と──分断された!?）

　怪物の檻の中に取り残される仲間の姿。地面を転がる僕はそのまま黒の外套フーデッドローブに追撃され、通路に空いていた横穴の奥へ蹴り込まれた。

　リリ達が完璧に視界から消える。

「ぐっ、ぅ……!?」

　痛みを堪えながら体勢を立て直す僕を、横穴まで追ってきた追撃者は……その黒の外套フーデッドローブを脱ぎ捨てる。

「アイシャさん……!?」

「早い再会だったね」

　踊り子じみた紫紺の衣装、長い黒髪と美脚、そして片手で持った大型武器。

　一対一、人目がなくなった通路でアマゾネスの女傑じょけつはその正体を晒す。

「一体何を……!?」

　通路の奥からモンスターの咆哮と人同士による剣戟けんげき音が依然として鳴り響いてくる中、アイシャさんは答える代わりに大型武器の切っ先を僕へ向けてきた。

　ヴェルフの大刀にも似た、巨大な朴刀ぼくとう。

　差異を挙げるとすれば握る柄つかが長いことと、片刃の刀身は反りを有しているということ。

　左手で持つ大朴刀を突き出すアイシャさんは、冷え冷えとした眼差しで口を開く。

「恨むなら気まぐれな女神様を恨みな。それか──」

　未いまだに動揺が抜け切らない僕の意識は、そこであることに気付く。

　外套フーデッドローブを脱いだ褐色の肌──彼女の全身を、無数の光粒が包み込んでいる。

　体が、うっすらと光って……？

「──女神様の目にとまっちまった、自分自身を呪のろうんだね」

　瞬間、アイシャさんの姿がかき消えた。

「ッッッ!?」

　爆砕する地面、こちらの意識を置き去りにするほどの加速。

　一瞬で正面に迫ったアイシャさんの大朴刀が僕を両断せんとする。

　迫りくる大銀塊に戦慄も許されないまま《神様のナイフ》で攻撃を受け流す。

　刃と刃の間から生じる大量の火花が舞い散るのを待たず、蹴りの追撃、槍のような長脚が僕の胸部を捉とらえた。

　陥没する胸甲ブレストプレートに悲鳴をかき消され、後方へと弾き飛ばされる。

（速過ぎっ──!?）

　動揺に揺さぶられる僕にアイシャさんは仮借かしゃくなく躍りかかった。

　腕と足を地面に叩きつけ、反動で立ち上がり、二刀のナイフで応戦する。

　混乱を強引に振り払う僕の連撃と、突っ込んでくる悍婦かんぷの速撃がぶつかり合った。

　紫紺のナイフと紅緋べにひの短刀による斬閃を大朴刀の一撃がまとめて退しりぞける。すかさず続く長脚の乱舞に、鎧が、肌が削り取られていく。

　──僕より、速い!?

　ありえない。

　三日前、歓楽街で一戦した際は確かに僕の方が速かった。

　速度だけは──『敏捷』だけは勝っていた筈だ！

　この短期間の内に、どうして!?

「私の能力ステイタスは上がっちゃいないよ」

　思考を先回りするようにアイシャさんが剣撃とともに言葉を発する。

　腕から手甲が吹き飛んだ。続く上段蹴りに肩鎧を舞い上げられる。

　アイシャさんの瞳の中へ映る戦慄した自身の表情に──戦争遊戯ウォーゲームで戦ったヒュアキントスさんの顔が、ぴったりと重なり合った。

『命ミコト様、ベル様を追ってください!?』

『しかし!?』

『道を開けるッ、急げ!!』

　遠方から仲間達の叫び声が耳朶じだを貫く。しかし頭に入らない。

　心の平静を刻一刻と削そぎ落とされていく僕は、眦まなじりを吊り上げ、渾身こんしんの踏み込みを断行した。

　相手の懐ふところに飛び込み、《牛若丸弍式うしわかまるにしき》を振り抜く。

「ふッッ!!」

　紅緋の斬閃が大朴刀の側面に直撃した。

　快音を響かせ相手の得物が手から離れ、回転しながら宙を舞う。

　一瞬の駆け引きで武器を奪った僕に、目を僅わずかに見張ったアイシャさんは──ただそれだけだった。

　丸腰であることに一切いっさい構わず、両手で摑つかみかかってくる。

「っ!?」

　両肩を摑まれ、真横の壁面に叩きつけられる。

　背骨に走る衝撃に呼吸が止まる中、アイシャさんは僕を壁に押し付けたまま、走り出した。

「う、ぁあああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ガガガガガガッ!!　という絶え間ない視界の震動と焼けるような背中の痛み。

　岩壁を僕の背中で削り取りながらアイシャさんは無理矢理むりやり通路を爆走する。

　──無茶苦茶だ!?

　踏ん張れない、振り解ほどけない、抗えない。

　出[image: 鱈]目でたらめなその戦法から、肩に食い込むその五指から、人一人を壁に押し付け疾走するその怪力から。

　速さだけじゃない。『力』まで。

　実力の桁が、先日とは違い過ぎる。

　そんな、これじゃあまるで──。

（──Ｌｖ．４!?）

　圧倒的な能力の差に衝撃が走り抜けた。

　揺れる視界の中、眼前にあるアイシャさんの吊り上がった双眼に恐怖を覚える。

　手から取り落としそうになるナイフを必死に握り込み、もはや躊躇ちゅうちょを捨て、丸腰の彼女を斬り払おうとしたが──がくんっ、と。

「!?」

　突然の浮遊感。背中で削っていた岩壁の感触が消える。

　反射的に後方を振り向いた僕は、瞬時に理解した。

　迷宮の壁面にめり込むようにして空いていた縦穴に、落とされた。

　両肩を摑まれたまま決河の勢いで壁面を引きずられていた僕は、縦穴に押し込まれ、下の階層へと落下する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　摑んで放さないアイシャさんとともに、下へ下へ下へ。

　階層から垂直に伸びた縦穴構造。湿った空気を切り裂きながら真っ逆さまに降下していく僕から大粒の汗が舞っていく。

　喉を引きつらせながら落下する傍かたわら、相手の体に広がる光粒の輝きが瞳を焼いた。

（付与魔法エンチャント!?）

　一瞬思うも──すぐにその考えを否定する。

　エイナさんに叩き込まれた知識の中に、こんな能力を激上させる法外の付与魔法エンチャントなんて存在しない。精々せいぜい、火炎や電流を武器などに付与することが関の山の筈だ。

　──公式のＬｖ．より遥かに団員達の力が上回っている。

　──私は、【イシュタル・ファミリア】はすごい怖い派閥だと思う。

　先日聞いたエイナさんの言葉が脳裏に蘇よみがえり、ぞっっ、と肌が粟立あわだった。


「ぐっ、ぅぅぅぅぅぅぅ!?」



　縦穴の終点である15階層が迫りくる中、歯をあらん限りに嚙み締め、拘束を振り払う。

　アイシャさんを蹴りつけ、地面激突ぎりぎりのところで受け身を取った。

　そのまま地面をごろごろと転がり、両足で着地を決める相手から距離を取る。

「はぁっ、はっ……!?」

　膝をついたまま盛大に呼吸を乱す僕を、アイシャさんは無感動に見据えた。

　装備していた防具をほとんど失い、先程の落下中にナイフまで落とした僕に、引導を渡そうと歩み寄ってくる。

「ベル殿!!」

　そこへ、声が飛んだ。

　僕ともども驚愕するアイシャさんが振り返った先、先程の縦穴から命ミコトさんが現れる。

　菫すみれ色の戦闘衣バトル・クロスと肌を傷だらけにした姿で、右手に持った刀を振り鳴らした。

「……どうしてここに落ちたのがわかったんだい」

　怪訝そうな声を出すアイシャさんに、命ミコトさんは答えず突貫する。

　目を見開いた僕も立ち上がり、疾走した。

　二対一、前後からの挟撃。

　卑怯ひきょうという言葉も今は忘れ、こちらに背を向けるアマゾネスへ攻めかかる。

　手段を選ばず、一瞬の勝機へと食いついた。

「小娘を取り逃がして、サミラ達は何をやってるんだ」

　だが、無駄だった。

　なんてことのない悪態をつきながら、アイシャさんは武術を用いる。

　前方から来る命ミコトさんに対し高速の足刀。凄まじい射程リーチを誇る長脚が振りかぶられていた刀の真横に吸い込まれ、破砕し、命ミコトさんのこめかみまで貫通する。

　そのまま独楽こまのように回転したアイシャさんは、背後から迫る僕に回し蹴りを繰り出した。光の粒子を撒まき散らしながら、反応を振り切る速度で顔面を蹴りつける。

　仕上げとばかりに、側でふらつく命ミコトさんへ逆脚からの踵かかと落としを見舞った。

「うあっ!?」

「ぐうっ!?」

　肩に踵落としが直撃した命ミコトさんは地面に沈む。僕は遥か真後ろへ。

　踊るように僕達の挟撃をあしらった女傑は、黒い長髪を翻ひるがえした。

「み、命ミコトさん……!?」

　地面に倒れ込み意識を刈り取られた命ミコトさんはぴくりとも動かない。

　彼我の力の差を見せつけられた僕は、それでも立ち上がり、仲間のもとへ駆けようとする。

「いーや。そこはもう終わりだよ」

　しかし通路奥まで吹き飛んだ僕を、アイシャさんは冷めた目でそう告げた。

　次の瞬間。

　ぬっっ、と巨大な影が僕の全身を覆いつくす。


「────」



　視界が暗くなる中、振り向いた先にはあったのは、禍々まがまがしい凶笑。
















　二Ｍメドルを超える巨軀が、その棍棒のような太腕を背に溜める。

　本能が絶叫し体をその場から突き飛ばしたが、欠片かけらも間に合わなかった。

　こちらの回避行動を意に介さない勢いで、これまでのアイシャさんを上回る速度で、弩砲どほうのごとき[image: 拳]弾が──僕の腹に叩き込まれる。

「がっっっ!?」

　引きずり出される空気、くの字に折れ曲がる体。

　腹部が爆発したと錯覚するほどの途方もない威力に、地面から足が離れ、宙を浮く。

　意識が一気に遠のく中、迫りくる岩のような掌が、僕の顔面を摑んだ。

「──ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲッ!!」

　そして蛙かえるのごとき哄笑こうしょうとともに、真横の壁へ叩きつけられる。

　轟音と震動。僕の背中が岩壁に極太かつ無数の亀裂を刻み、ダンジョン全体を揺るがす。粉砕した壁面に全身が埋もれ、とうとう四肢から力が失われた。

　顔面を鷲わし摑みにされ視界が真まっ暗闇くらやみと化している中、絶望的なまでの痛みが体の隅々を焼き焦こがす。

　ぁ、と吐息にも満たない声の破片がこぼれた。

『安心しなよぉ、これからたっぷり可愛かわいがってやるぅ』

　顔からゆっくりと手が離され、視野に光が戻る。

　ぼやけていく視界の中で最後に見たものは、巨女の醜怪な微笑み。

　壁に無様に埋もれながら、僕は、意識を手放した。
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「くそっっ!?」

　最後まで残っていた黒犬ヘルハウンドにヴェルフは大刀を叩き込む。

　周囲にはモンスターの数え切れない死骸と大量の灰がうずたかく積もっていた。

　大刀を地面に突き刺し杖つえのようにして体を支える彼は、目もとを歪ゆがめながら辺りを見回す。

「何だったんだ、あいつ等は!?」

「わかりません!?　ベル様も、命ミコト様も戻ってこない……！」

　ヴェルフの苛立いらだちの叫声に、リリが取り乱した悲鳴を返す。

　ヴェルフ達を好きなだけいたぶり、刃向かうモンスター達を虐殺していった外套フーデッドローブの集団は嵐あらしのように姿を消した。彼等の二人の仲間を道連れにして。

　混乱しながら体に鞭を打ってヴェルフとリリは仲間を捜索しようとする。そんなぼろぼろになったヒューマンと小人族パルゥムを、通りかかった上級冒険者達が発見したことで大騒ぎとなった。

「──うそ」

　そして。

　遥か遠方より被害者達の叫び声が響いてくる中。

　春姫ハルヒメは、青ざめた顔で足もとを見下ろしていた。

　彼女の視線の先には、ぼろぼろになって意識を失っている白髪の少年と、黒髪の少女が横たわっている。

「クラネル様……命ミコト様」

　呆然ぼうぜんと立ち竦すくむ彼女の周囲では、アマゾネス達が撤収の準備に入っている。

「何であんな不細工な小娘まで拾ってきたァ、アイシャ？　持ち帰るのは兎うさぎだけの筈だろう」

「あのまま放置したらモンスターの腹の中だろう。夢見が悪いったらありゃあしないよ」

　巨女のフリュネとアイシャが言い合う中。

　春姫ハルヒメは、震えながら唇を開いた。

「アイシャさん……私わたくし達の標的は、この方々だったのですか？」

「……そうさ。イシュタル様の命令でね」

　狐人ルナールの少女から力が抜けた。

　嘆きに満ちる彼女の前で、ヒューマンの少年少女は大型カーゴに詰め込まれていく。

　あぁ、と。

　春姫ハルヒメは顔を青白くしたまま、その場に崩れ落ちた。
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　ぴちょん、ぴちょん、と。

　水滴の跳ねる音に、瞼まぶたが震えた。


「…………う」



　霞かすんだ視界がゆっくりと開いていく。

　全身にずきずきという疼痛とうつうが張り巡らされている中、僕は、緩慢な動作で顔を上げた。

　最初に目に入ったのは、小さな魔石灯の光だった。

　辺りは薄暗い。

　どうやら……石造りの部屋の様だ。床も壁も天上も剝むき出しの石材で造られている。広々としており、涼しさにも似ている冷気が漂っていた。

　次第に目が慣れてくる中、ここは、とおぼつかない思考を働かせていくと、

「……っ!?」

　気を失う前の光景が蘇よみがえった。

　迷宮の中層、外套フーデッドローブの襲撃者達、尋常ではない強さだったアイシャさん、そして──。

　最後に浮かんだ醜怪な巨女の笑みと言葉が、ずきっと頭を痛ませ、きつく目を瞑つむる。

　そうか、僕は……！

「捕まった……!?」

　意識がはっきりと覚醒かくせいし、慌あわてて立ち上がろうとした瞬間、ジャラッ、という戒めの音とともに自身の体勢に気付かされる。

　石床に腰を落とした格好。壁に寄りかかる姿勢で、頭の上には……両手首が何重もの銀の鎖で縛られている。目を見開いた次には能力ステイタスに任せて必死に千切ろうとするけど──駄目だ、びくともしない！

　耳障りな金属音が鳴り響き続けた後、僕はとうとう諦あきらめた。

　浅く息を切らしながら、体を脱力させる。

「何が、起こっているんだろう……」

　疲れたように呟つぶやきを漏もらす。突然とつぜん襲撃された件といい、わからないことだらけだ。

　僕達を襲ったのはアイシャさん達、間違いなく【イシュタル・ファミリア】の筈はずだ。彼女達の目的はわからないけど……やられて、捕まって、多分連行されて……それじゃあここは、【イシュタル・ファミリア】のホームなのだろうか？

　リリは、ヴェルフは、命ミコトさんは、無事なのだろうか？

（治療は、されてるみたいだけど……）

　両手を頭上で縛られたまま、自分の体を見下ろす。武器ナイフや防具は脱装されて服もボロボロになっているものの、あれだけ痛め付けられた全身にはほとんど傷が残っていなかった。

　乱暴に回復薬ポーションをかけられたのか服には湿った跡がある。部屋の冷気と相まって少々肌寒い。

　体から熱が引いていき、頭も冷めていく中、僕は今一度周囲を見回した。

　石造の部屋はどこか年月を感じさせる。窓はない。カビのような臭いも僅わずかに漂っている。

　壁に作り付けされた魔石灯の光が照らす室内には……鞭むち、鎖、蠟燭ろうそく、足枷あしかせに手枷てかせ、棘とげのついた棒……他ほかにも口で言うのがはばかられる道具が、木卓の上や隅にいくつも置いてある。

　視界の正面、目を凝らしてやっと見える薄暗い部屋の奥には──黒い鉄格子。

「まるで……」

　拷問部屋だ。

　僕は出かかったその言葉を慌てて呑のみ込んだ。

　僕以外いがい、ここには誰だれもいないようだけど……不安が急速に足もとから這はい寄ってくる。

　手首に巻き付く鎖をジャリジャリと鳴らしながら、落ち着きなく体を揺らし、視線を左右に振っていると──足音が聞こえてきた。

「……！」

　息を止める。

　天井てんじょうから落下する水滴の音を縫って、石床を歩む音がこちらに近付いてきている。僕は高まっていく鼓動の音を胸に抱えながら、部屋の奥を凝視した。

　やがて薄闇うすやみの奥に浮かぶ人影。何か身じろぎをした後、きぃぃ、という鉄格子の扉を開ける音とともに、この牢屋じみた部屋に入ってきた。

　神経が張り詰めていく中、闇を切り裂いて僕の目の前に現れたのは──。

「──ゲゲゲゲゲゲゲゲゲッ！　目が覚めたようだねぇ～」

　僕は、再び意識を手放しそうになった。
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「あのヒキガエルを探せっ!?」

【イシュタル・ファミリア】の本拠ホーム、女主の神娼殿ベーレト・バビリは大喧騒だいけんそうを放っていた。

　主神の命により、アイシャ率いる戦闘娼婦バーベラがダンジョンでベル達を奇襲したあの後。

　カーゴに押し込み秘密裏にベル達をホームへ運び込むと、団長である巨女フリュネが突如とつじょ見張りのアマゾネス達を殴り飛ばし、ベルを連れて姿をくらましたのだ。命令無視の、独断行動である。

　たちまち天地を引っくり返したような騒ぎに包まれる宮殿の中で、アイシャが大声で指示を飛ばし、獣人やエルフを含めた高級娼婦しょうふまでもが慌てて廊下を走り回る。

「あんのっ、デカブツゥ……!?」

「主神イシュタル様に言い付けられているのに、『食う』つもりだ!!」

　非戦闘員も関係なく総動員されて捜索が進められる中、アマゾネス達は大激怒した。

「やってくれるねぇ、フリュネ……」

　団員達の激しい喧騒が下から伝わってくる中、イシュタルもまた、不満げに目を細める。

　宮殿の中でも高階に位置する広間。赤絨毯じゅうたんが敷き詰められどこか玉座の間を彷彿ほうふつさせる室内で、女神は巨大な長椅子ソファーの上に寝そべっていた。

　上半身裸の格好をした従僕達──美男、美少年に打羽うちわを扇あおがせている。

「でも……あんなとんでもない女に、男は反応しないんじゃあ？」

　美神イシュタルに見初められてまだ日が浅い獣人の少年が従僕をこなしながら、ふと小さな声で疑問を口にする。それに対し肌黒の青年従者ヒューマン、女神の側仕えであるタンムズが視線を向けた。

「お前は何も知らないのか？」

「えっ？」

「フリュネに捕まった男は、強引ごういんに精力剤くすりを飲まされて否応なく寝床へ引っ張られる。あの女は獲物が泣き喚わめこうが貪りつくすのさ」

　男は廃人になって終わりだ、と告げるタンムズに、少年は顔を蒼白にさせた。

　話をした青年従者まで苦り切った表情を浮かべる中、周囲の男達もぞぞっと体を震わせる。

「フレイヤへの意趣返しにはなるかもしれないが……やっぱり気に食わないね」

　従僕に差し出された果物籠かごから葡萄ぶどうを取るイシュタルは、瑞々みずみずしく実った果実をくわえる。

　紅い舌で唇を舐なめる女神は、己おのれが寵愛ちょうあいしている側近に目を向けた。

「タンムズ、お前も探しに行け」

「畏かしこまりました」

　美神の指示にヒューマンの青年は恭うやうやしく一礼し、広間を後にする。

　巨女がもたらした混乱によって、宮殿は下から上、外にまで騒動を波及させていった。

「……」

　そしてホーム一帯が喧騒に支配される中。

　春姫ハルヒメは、一人意を決した表情を作った。

　自身が立つ廊下の前には倉庫があり、扉の鉄格子の窓からは、気絶したヒューマンの少女が横たわっているのが見える。

　ベル達を探し出すため見張りまで駆り出されている中、春姫ハルヒメは顔を左右に振って廊下が無人であることを確認する。そして背伸びして、格子の隙間すきまから鍵束かぎたばを倉庫に投げ入れた。

「ごめんなさい」

　まるでもう一つの使命に駆られるように、春姫ハルヒメは扉に向かって呟く。

　獣の耳を立たせながら、狐人ルナールの少女は足早にその場を去った。
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　ギョロギョロと蠢うごめく双眸そうぼうに見下ろされ、僕の顔から血の気が引いていく。

「ここはアタイだけの愛の部屋でねぇ～」

　心底しんそこ愉快そうなしゃがれた声。目の前に立つフリュネさんは、狩猟着に似た赤黒の衣装からたくましい腕の筋肉を覗のぞかせながら、太い指で摘つまんでいる鍵束を揺らす。

「『ダイダロス通り』が隣接している影響さぁ。宮殿ホームの地下にはこんな秘密の部屋と通路がある」

　あの複雑怪奇な迷宮街を造った変人が、好き放題にこの区画一帯を改造した名残り。

　そう語るフリュネさんは、また一歩、僕に近付いた。

「アタイは気に入った男はいつもここに運んでるのさぁ。ここはあの不細工どもも、イシュタル様だって知りはしないよぉ～」

　この部屋には自分以外誰だれも来ないと絶望の宣告を告げられ、口の中が干上がる。

　この人が何をしようとしているのか、もう聞かずともわかった。

　まだ四日前──『狩り』と称して歓楽街を追い回されたばかりなのだから！

　不味まずい、不味い、不味い!?

　距離を取ろうと必死に後退あとずさるが、背後は壁だ、進めない！

「誰かの食残オコボレなんかまっぴらゴメンさぁ。喰くうんなら最初、旨いところも全部独り占めぇ、そうだろぉ？」

　巨眼を細め、巨顔に一杯の笑みを貼はり付け、ゲゲゲゲゲッと肩を揺らす。

　更に一歩距離を詰められ、巨大な影が迫り──僕はとうとう堪え切れず恐慌パニックを来たした。

「ひっ、ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

　情けない悲鳴を上げながらガシャガシャガシャガシャ!!　と鎖を何度も鳴らす。

　幾重もの銀鎖からの脱出を試みるが、両腕の戒めはやはりびくともしない。

「無駄だよぉ。その鎖は『ミスリル』製、何重も巻かれれば上級冒険者だろうとすぐには壊せない」

『魔法』を使おうものなら魔力伝導率が高い精製金属ミスリルが反応して、鎖が巻き付いた手首ごと吹き飛ぶ。そうも忠告されてしまった。

　フリュネさんはニヤニヤと鎖の錠を解く鍵束を顔の横で揺らし、ぶんっと背後の木卓の上へ放り投げる。そして顔を引きつらせ真まっ青さおとなる僕に──顔を近付けた。

「あぁ、美味うまそうだぁ」


「──────────────────────────────────────」



　べろりっ、とその大きな舌で右頰ほおを舐められる。

　永眠しそうになった。比[image: 喩]抜きで、天に召されそうになった。

　蛙かえるのモンスター『フロッグ・シューター』に舐められたかのような錯覚。意識が断線しかけ、鳥肌が全身に及び、白目を剝いて天井を仰あおぐ。

　たった一瞬で僕を瀕死に追い込んだ第一級冒険者は、頰を舐めた舌で分厚い唇を潤うるおした。

「寝台ベッドへ行くか、それとも道具を使うか……」

「ま、待ってっ、お願いっ、待ってくださっ──!?」

「ゲゲゲゲゲッ、やっぱり最初は無理矢理かねぇ」

　覆い被かぶさってくる巨軀きょくが右手で僕の口を摑つかみ、そして服を破こうと、左手で胸ぐらを摑む。

　かちかちと歯が鳴っていた。目尻めじりに涙が浮かぶ。体の震えが止まらない。

　みっともなくしゃくり上げ、全身が竦すくみ上がり、暴れることもできなかった。

　そんな僕の表情すらそそるとばかりに嗜虐的しぎゃくてきに笑うフリュネさんは、そのままのしかかろうとして──。

「……あぁン？」

　僕の足を見た。

　正確には、恐怖で縮み上がっている……僕の股を、だ。

「ちッ……これだからガキは。しょうがない、精力剤くすりを持ってくるかァ」

　興醒きょうざめだとばかりにフリュネさんが身を起こし、胸ぐらから手を離す。

　一旦いったん解放されたのも束つかの間ま、立ち上がった彼女は僕に笑みを落とした。

「待ってな、すぐに盛った兎うさぎみたいにしてやる。可愛かわいがってやるからなぁ」

　依然いぜん歯の根が合わない僕に背を向けて、フリュネさんは呵々大笑かかたいしょうしながら部屋の奥に姿を消す。鉄格子の開閉音を立てて、一度この牢屋から出ていったようだった。

「……にっ、にににににににに逃げなきゃ!?」

　放置された僕は再び頭上の鎖を思いっ切り鳴らす。手首が擦り切れ血が滲にじむのも構わず、死に物狂いで束縛を解こうとした。

　余命が僅かに伸びただけだ、次はもうない!?

　そして、頭のおかしくなった兎のように全身を振りたくっていると──ぎぃぃ、と。

「ひぃ早い!?」

　再び鉄格子の開く音がなった。

　早過ぎる再来に涙腺が決壊する中、人影は薄闇の奥から部屋に入ってくる。

　もう駄目だ、と絶望に沈む僕の視界に映ったのは……狐の耳と、金色の尾。

　涙の溜まった目をあらん限りに見開く中、鮮やかな着物を纏まとう彼女は現れた。

「大丈夫ですか、クラネル様？」

　息を切らした狐人ルナールの少女が、僕の目の前に駆け寄ってくる。

「はっ──春姫ハルヒメざぁあああああああああああああああああああああああああああんっ!?」

「し、しーっ。しーっ、でございます、クラネル様っ」

　涙を撒まき散らしながら大歓声を上げる僕に、驚く春姫ハルヒメさんは口に指を立てる。

　慌てふためくそんな彼女の声も今の僕には聞こえちゃいなかった。

　女神だ、女神がいる!?

　極東の女神はここにいた!!

　絶望の淵ふちから救済の光を浴びてぶっ飛んだ思考をする僕を他所に、春姫ハルヒメさんは手首に巻き付いた鎖を確認した後、きょろきょろと辺りを見回す。そして木卓の上に先程フリュネさんが放った鍵束を発見し、急いで取りに行った。

　戻ってきた彼女は何重もの鎖の錠に悪戦苦闘しながら、何度も鍵を差し込んでいく。

「解けましたっ」

　やがて、精製金属ミスリル製の鎖は全すべて解錠された。

　戒めを解かれた両手が頭上からぼとりと地面に落ち、自由を取り戻した僕は、じわっと涙を溢あふれさせる。

　次には、目の前の少女へと飛び付いていた。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああん!?」

「きゃっ!?」

　春姫ハルヒメさんに抱き着く。

　胸の中に飛び込んできた僕を、彼女は支え切れず後ろに倒れた。

　圧倒的な恐怖から解放された今の僕に冷静さなんて欠片かけらもなかった。春姫ハルヒメさんを押し倒した格好のまま、その胸に縋すがり付き、幼児退行にひた走ってしまう。

　怖かった、ちょー怖かった、生きてて一番恐ろしかった。

　抱き着いている胸はとても温かくて、情けないほど顔をぐちゃぐちゃにさせてしまう。


「春姫ハルヒメざぁぁぁぁぁんっ……！」



　胸から顔を上げ、涙をぽろぽろと流す僕に、春姫ハルヒメさんは顔を赤らめた。

　側にある僕の顔をそっと、ぎゅっと胸に抱きしめ、よしよし、と子供をあやすように白髪を撫なでる。もぞもぞと身じろぎし、太い尻尾しっぽを僕の腰に回した。

　庇護ひご欲をくすぐられた狐のように、哀れな兎じみた僕を包み込んでくれる。

「さ、さぁ、クラネル様。早くここを出ましょう」

「うぅ～っ！」

　僕を立たせた春姫ハルヒメさんは、まだ赤面しながらこちらの手を取った。

　左手を春姫ハルヒメさんに引っ張られ、右手で目もとをぐしぐしと拭ぬぐう僕の姿は、近所のお姉さんに手を引かれる迷子の子供のそれに違いなかっただろう。

　ありえないほど無様な姿を晒さらす僕は、拷問部屋もとい牢屋を後にし、薄暗い石の通路を進んでいった。

「ご、ごめんなさいっ、春姫ハルヒメさぁん……」

「い、いえ……気になさらないでください」

　ぽつぽつと魔石灯が備わっている地下の通路を歩くことしばらく。

　ようやく爆発していた情緒が安定してきた僕は、涙声交じりに春姫ハルヒメさんに謝った。

　まだ頰を赤くしている彼女から繫つないでいる手を離してもらう。

「でも……どうしてここがわかったんですか？」

　助けに来てくれた彼女にめちゃくちゃ感謝する一方で、僕は疑問を覚えた。

　フリュネさんはこの場所が誰も知らない秘密の部屋と通路であると言っていた筈だ。

　真まっ赤かに泣き腫はらした目を──もともと赤いけど──春姫ハルヒメさんに向ける。

「実は私わたくし、宮殿ホームでフリュネさんがこの通路を使用しているところを見たことがあるのです」

　歩きながら春姫ハルヒメさんは、フリュネさんがホームで秘密の通路に出入りする光景を目撃したのだと教えてくれる。

「喋しゃべったらタダじゃおかない、と言い付けられ、誰にも話していなかったのですが……」

「えっ……そ、それじゃあ春姫ハルヒメさんが」

　脅されて誰にも言っていないのなら、この通路の存在を知るのはフリュネさん以外には春姫ハルヒメさんだけ。僕を助けたのが春姫ハルヒメさんだと真っ先に疑われてしまう。

　罰せられるのではという僕の心配を他所に、彼女は笑みを見せた。

「私わたくしはもう、いいのです」

　前にも見た、綺麗きれいな、そして儚はかなくもあるその微笑ほほえみに、僕は言葉を続けられない。

　うろたえる僕は、春姫ハルヒメさんに促されるまま、暗い通路の先へ進んでいった。





「…………ぁあ？」



　精力剤くすりを片手に持つフリュネは、目の前の光景にぷるぷると身を震わせていた。

　解錠されている精製金属ミスリルの鎖。忽然こつぜんと姿を消した白兎。

　もぬけの殻と化している牢屋に、彼女はその蛙じみた顔立ちを憤激ふんげきの形相ぎょうそうに変える。

「この部屋を知っているのはァ……!?」

　額に青筋を浮かべた直後、地面に落ちている一本の長い金色の毛を発見する。

「──春姫ハルヒメぇええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　凄すさまじい怒号が地下通路に轟いた。
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　南のメインストリート界隈かいわい、繁華街のほぼ中心にその建物は建っている。

　神殿にも似た荘厳な造りの巨大な屋敷。盛り場である繁華街の中にあって庭を始めとした広い敷地と高い四壁を有するその光景は巨富と権力、そして栄誉の表れでもあった。

　南と南東の大通りに挟まれた第五区画。都市北部に居を構える【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、『黄昏たそがれの館』と対をなす位置にあるその館の名は『戦いの野フォールクヴァング』。

　都市最大派閥の双頭である【フレイヤ・ファミリア】、その本拠ホームだ。

「フレイヤ様。【イシュタル・ファミリア】に動きがありました」

　月を彷彿させる造りから銀の屋敷とも呼ばれている建物の奥、凄まじい規模を誇る大広間の中心にいるフレイヤの前に、少女ヒューマンの眷族けんぞくが膝ひざをつく。

　瀟洒しょうしゃな椅子いすに腰かけていた美神は、葡萄酒ワインと肴さかなが用意された円卓から視線を移した。

「詳細は？」

「歓楽街のホーム周辺にて、娼婦達がいつになく動き回っている模様です」

「監視役は……アレン達だったかしら？」

「はい。オッタル様がダイダロス通り側から監視の指揮を、アレン様やグレール様達が歓楽街に潜入しています」

「そう、下がっていいわ。……ありがとう、ヘルン」

　今はいない側近オッタルの代わりに報告に来たヒューマンの団員を、フレイヤは労わった。長い髪に手を入れてその頰を愛おしそうに撫でる。

　一瞬硬直した少女は感極まったように打ち震え、背筋をわななかせながら、もったいなきお言葉と頭を下げた。赤く染まった顔を隠すようにうつむいて、直ちにその場から離れていく。

　フレイヤは少女の後ろ姿を一頻ひとしきり眺めた後、頭上を見やった。

　遥か高い壁の位置に設けられた窓が示すのは、西の方角である。




「……」

　フレイヤが団員から報告を受け取っていた頃ころ、彼は娼館しょうかんの上階から外を見下ろしていた。

　窓の外の通りには、まだ昼だというのに娼婦が二、三人の塊となって出歩いている。どこか忙せわしなく、かつ何かを探すような素振りに、彼は瞳を細め腰から伸びる細い尾を揺らした。

　黒と灰色の毛並みを持つ、身長一六〇Ｃセルチほどの小柄な猫人キャットピープルの青年は。

　視線を上げて奥に建つ巨大な宮殿を見据える。

「アレン！」

　彼のいる部屋に、ぱたぱたという音を立てて美しい娼婦が入ってくる。

　アレン、と呼ばれた猫人キャットピープルの青年は窓からゆっくりと振り返った。

「やっぱり、【リトル・ルーキー】は宮殿ホームに連れ込まれたみたい。今は行方ゆくえ不明になって、みんなで探し回っているようだけど」

　娼婦は男と同程度の身長に不釣り合いな豊かな体付きをしたヒューマンの女だった。

　そして【イシュタル・ファミリア】に属する非戦闘員でもあった。

　彼女は戦闘員と派閥幹部達しか知らない情報を、目の前の男に差し出す。

「娼婦なんぞに捕まりやがって……クソ兎が」

　猫人キャットピープルのアレンは、その端整な容姿に似つかわしくないほどの暴言を吐き出した。

　黒い瞳ひとみを歪ゆがめて舌を弾はじき鳴らす。

「アレン、私わたし頑張ったわ。これで貴方の女になれるのよね？」

　上気した頰、そして潤んだ瞳で娼婦は近寄った。

　彼女はこの猫人キャットピープルの青年につくしていた。

　体こそ重ねたことはなかったが、ことあるごとに彼の願いを聞き入れ、叶かなえてきたのである。今回もまた愛する男のために身内を裏切り、危険を冒してまで情報を入手してきたのだ。

　己の胸に寄り添おうとするそんな彼女を、アレンは一瞥いちべつして、どんっと押しのけた。

「触ふれるな、アバズレ。美神あのかたの寵愛が汚けがれる」

　啞然あぜんとする彼女に、彼は非道なまでに拒絶の意を言い渡した。

「娼婦てめえらに惚ほれ込む筈ねえだろ。欲にまみれた淫婦いんぷどもが」

　大きく胸もとが開いたドレス姿の娼婦に、穢けがらわしいと侮蔑の眼差まなざしを向ける。

　迷宮都市オラリオの中でも力を持つ上級冒険者のお気に入りになる、あるいはその女になる、というのは娼婦の一種の格式だ。冒険者に甘やかされることで豪遊でき、【ファミリア】との繫がりも手に入れることで権力が増す。

　強力な後ろ盾を得てのし上がろうと、娼婦達も必死なのだ。

　誰もが夜の女王になることを夢見ている。

　そんな娼婦の一人である彼女に、誰彼構わず男に身を預ける寄生虫が、とアレンは底冷えした声で告げた。

「酷ひどい……本当にっ、好きだったのに」

　利用されていたことを知った娼婦は、一筋の涙滴るいてきを頰に伝わせる。

　肩を震わせる彼女のことをもう見向きせず、アレンは横を通り過ぎる。

　部屋を出ていこうとする猫人キャットピープルの青年に、娼婦はぐっと目を吊り上げた。

「この、クソ野郎!!」

　甲高かんだかい声を上げ、娼婦は手当り次第側そばにあるものを投げつけた。

　寝台ベッドの上の枕まくら、小物、喚き声とともに飛んでくるそれらを──アレンは振り向きざま全て躱かわし、次には腰の短剣を逆手で引き抜いて、娼婦の喉のどに突きつけた。

「──ぁ」

「うるせえんだよ」

　恐ろしい早業に、ヒューマンの娼婦は息を止めて凍りつく。

　首の皮に触れるか否かの場所で止まっている刃の切っ先に、彼女は床にへたり込んだ。剣を鞘に収めたアレンは、背を向けて今度こそ部屋を出ようとする。

　座り込んだまま両手で顔を覆い「ひどい、ひどい」と嗚咽おえつを漏らす娼婦を、彼は顧かえりみもせず、金貨が詰まった小袋を彼女のもとに放った。

　一人の娼婦を取り残す中、アレンはもう戻ることのない部屋から立ち去る。

「……」

　娼館を音もなく後にする、猫人キャットピープルの青年の頭上。

　建物の屋上や遊郭ゆうかくの上には、歓楽街に散らばる複数の影があった。

　エルフとダーク・エルフの美青年、外見が酷似した四つ子を思わせる小人族パルゥム。

　彼等は誰にも気取られることなく、歓楽街の動向を見張り続けていた。
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　覚醒を促してきたのは、激しい足音と喧騒だった。

「うっ……」

　命ミコトは呻うめき声を漏らし、うっすらと瞼を開ける。

「ここは……？」

　横たわっている床から顔を上げようとして、上手うまく手足が動かないことに気付き、視線を体に向ける。両手と両足には、銀の輝きを放つ手枷と足枷がはめられていた。

「自分は、ダンジョンで……まさか、捕とらえられた？」

　謎なぞの冒険者達に襲撃され、リリ達に背を押されるままベルを追いかけ、長身の女戦士アマゾネスに返り討ちに遭い──全身をずきずきと苛さいなむ疼痛に記憶を呼び起こされ、命ミコトは現状を予測する。

「ベル殿は……!?」

　襲撃者達の正体は未いまだ判然としないが、彼女達の狙ねらいは恐らくベルであった。その強襲の方法と手口を思い返す命ミコトは仲間ファミリアの少年は無事なのかと心配し、危惧を抱く。

　暗い部屋の中、碌ろくに立ち上がれない状態でじたばたともがいていたが……先程から室外から響いてくる騒ぎ声に、怪訝けげんそうに眉まゆを曲げ、一度耳を澄ませる。

　目と口を閉じ、部屋の外の声に聞き耳を立てた。

（……『兎』と、フリュネ……見つからない……イシュタル様の命令……）

　能力ステイタスによって強化された聴覚で、断片的な言葉を拾い上げる。

　命ミコトはあの外套フーデッドローブの襲撃者達は【イシュタル・ファミリア】であり、この場所は彼女達の本拠ホーム、そして自分と同じく捕えられていたベルは脱走した可能性が高い、とそこまで推理した。

　予断は許されないが、ひとまずベルが生きていることに命ミコトは安堵あんどを覚える。

　いくつかの情報も手に入れたことで、若干の冷静さを取り戻した。

「何にしても……まずはこの枷をどうにかしなくては」

　四肢の動きを封じる桎梏しっこくを見つめ呟く。枷の強度から自力での取り外しを諦めた命ミコトは、何か道具はないかと、顔を持ち上げ周囲を見回すと、

「……鍵？」

　固く閉ざされた鉄扉の前、鍵束が落ちているのを見つける。

　まさかという思いでずりずりと這って進み、鍵を摑む。扉の窓からの光に照らされる中、苦労しながら鍵穴に差し込んでみると、カチリ、と音を立てた。

　床に落ちた手と足の枷を、命ミコトは啞然と見下ろす。

「……春姫ハルヒメ、殿？」

【イシュタル・ファミリア】の所属している狐人ルナールの少女。根拠はないが、確信した。

　心優しい彼女が、自分のためにこの鍵を投げ入れてくれたのだと。

「恩に着ます……春姫ハルヒメ殿」

　顔に広がっていく笑みを感じながら、命ミコトは自由になった体で立ち上がった。

　直ちに動こうとはせず、まずは行動の指針を組み立てる。

（最優先はベル殿との合流、そしてここからの脱出……それ以外には、まず武器の確保といったところでしょうか）

　武装が何もない丸腰の体、そして傷だらけの菫すみれ色の戦闘衣バトル・クロスを命ミコトは見下ろす。

　武器の確保も急務ではあるが、今の自分の格好も少々際どい。襤褸雑巾ぼろぞうきんの様相を呈している服からは血が固まった掠かすり傷や瑞々みずみずしい肌が露出しており、というより下着も見えかかっていて、正直、痴女一歩手前の格好だ。

　頰を染める命ミコトは自身の体を両手で抱きながら、きょろきょろと辺りを窺うかがう。

　魔石灯が機能していない暗い大部屋は倉庫然としていた。武器等とうは流石さすがに置いていないが、姿見などの娼婦達が扱う品が数多く保管されている。御免、と謝りつつ棚にある道具箱らしきものを片っ端から開けていくと、衣装箱を発見した。

　おおっと言って探ってみると、流石歓楽街と言ったところか、極東の装束まで出てくる。

　命ミコトは迷うことなく故郷の民族衣装に袖そでを通した。他にあった下着同然の女戦士アマゾネスの衣装は論外だったからだ。

　いそいそと下着一枚となり下半身には脚衣を、さらしを巻いた胸の上には短衣を纏う。

「こんなところでしょうか……」

　脛すねまで伸びる脚衣と薄い短衣をぴらぴらと引っ張る。

　着慣れていない感触にむず痒がゆさを覚えつつ、命ミコトは今度こそ行動を開始した。

　大部屋唯一の出入り口である鉄扉に近付き、耳を立てながら窓を覗く。

　時折部屋の前を走っていく者達が現れるが、見張りは存在していないらしい。内側にも鍵穴がついている扉を例の鍵束で解錠し、命ミコトは機を見計らって素早く外に出た。

　麝香じゃこうの香りがほのかに漂っている宮殿の廊下を、人が来る前に音もなく駆ける。

　命ミコトは広大な敵地内を移動し始めた。

『おいっ、いたか!?』

「！」

　声、あるいは人の気配を感じた瞬間、死角や物陰に身を隠す。

　呼吸も気配も完璧かんぺきに遮断する命ミコトの存在に、非戦闘員の娼婦はもとより、上級冒険者たる戦闘娼婦バーベラ達も全く感づくことができなかった。

（忍しのびは本職ではないのですが……）

　極東にて武神タケミカヅチに叩たたき込まれたあらゆる武術の中には、『忍術』も存在していた。

　役に立っている密偵術に複雑な思いを抱きながら、背中を張り付けている天井の隅から無音で着地する。

　抜き足、差し足、忍び足。アマゾネス達の知覚範囲をかいくぐるその姿は、身に付けている服装も相まって、まさに『忍者』を彷彿させた。

「……そろそろ、使っておきましょう」

　上と下に繫がる階段を発見した命ミコトはここで──『スキル』を発動した。

（──【八咫白烏ヤタノシロガラス】）

　命ミコトは現状、二つの『スキル』を有している。

　一つは迷宮でヴェルフが言及していた敵探知の能力を持つ【八咫黒烏ヤタノクロガラス】。

　初見を除いた怪物モンスター──遭遇エンウカントの経験エクセリアがある同種に限り効果を発揮する索敵系の『スキル』だ。条件があるとはいえ、モンスターの完璧な不意打ちを防ぐこの力は迷宮内において重宝する。

　そしてもう一つが、【八咫白烏ヤタノシロガラス】。

【八咫黒烏ヤタノクロガラス】とは真逆、味方を探知する『スキル』だ。

（この階には……ベル殿はいないようですね）

【八咫白烏ヤタノシロガラス】は、己の背に神の血をもって刻まれた【ステイタス】──同じ『神血イコル』を分け合った同胞のみ反応する。

　つまり同じ主神の『神の恩恵ファルナ』を授さずかった眷族ファミリアを感知することができるのだ。

　例え複雑なダンジョンであっても、視野範囲を超えて頭に直接浮かび上がる位置情報をもとにはぐれた隊員パーティ・メンバーと合流することが可能である。

　この力スキルによって命ミコトは迷宮内でベル達を追うことができたのだ。

（心身が万全でも、今の自分では半径三〇Ｍメドルが恐らく限界……）

　二つのスキルの効果範囲は命ミコトの能力ステイタス、そして状態コンディションに左右される。

　更に発動は任意であり精神力マインドを消費する。連続使用を避けたい命ミコトは、効果範囲を計算に入れて移動を繰り返しては、【八咫白烏ヤタノシロガラス】を使用するという行動を続けた。

「……？」

　そして娼婦達の目を躱し、下の階へ移った時だった。

　知覚範囲ぎりぎりの地点に、引っかかる反応が存在している。

「ベル殿？　いや、しかし、この感じは……」

　今まで感じたことのない微細な『仲間の感覚』。

　命ミコトは戸惑いつつ、気配がする方向へ足を運んだ。

　何度か階段を利用して下へ向かい、階の隅に位置するとある一室に辿たどり着く。

「宝物庫……？」

　例によって見張りはおらず、例によって所持している鍵束を使用して扉の中に滑り込むと、広がったのは数多くの武器や道具アイテム、そして宝箱だった。壁の左右に何段も作り付けされた棚に保管されており、隅に置いてある大袋の中には光り輝くヴァリス金貨が見える。

　驚きながら部屋の奥に進むと……金の天秤が置かれている卓の上に、『仲間の反応』を発するそれはあった。

「これは……ベル殿の」

　漆黒の鞘に収められた《ヘスティア・ナイフ》を、命ミコトは手に取った。

　柄を持って引き抜くと、命ミコトの『神の恩恵ファルナ』に反応して、刀身に刻まれた【神聖文字ヒエログリフ】がうっすらと紫紺色に輝く。

「ヘスティア様のナイフ……そうだったのですね、これが自分に」

　このナイフの価値と起源は、数日前の団員募集前の騒ぎで認知している。

　ベル専用の武器と化しているナイフは、それでも命ミコトに同じ神の『恩恵』と『血』を分けた同胞であるということを紫紺の光を帯びて告げてきた。

　この生きた武器もまた自分達の仲間なのだ。命ミコトは持ったナイフに微笑みかける。

「取りあえず、ベル殿の武器は全て返してもらうとして……」

　卓の上には《ヘスティア・ナイフ》以外にも《牛若丸うしわかまる》と《牛若丸弍式うしわかまるにしき》が置かれていた。恐らく自分達を捕えて武装解除した際、金目になりそうな──【H[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]s】の文字列ロゴタイプ入りの──ベルのナイフを後でまとめて売り払おうと宝物庫ここに保管したのだろう。

　三振りのナイフと剣帯ベルト、腰巾着、そして回復薬ポーションが入った少年のレッグホルスターも返却させてもらい、己の腰や左足に装着する。

「後は……じょ、状況が状況ですので」

　宝物の周囲を見回した命ミコトは、言い訳を口にしながら棚に飾られている道具アイテムを調達する。

　傷付いた体や精神力マインドを癒いやすため回復薬ポーションと精神力回復薬マジック・ポーションを飲む。高等回復薬ハイ・ポーションなどの高級な飲み薬もレッグホルスターに詰められるだけ詰め込んだ。

　更には、閃光弾や煙玉を始めとした使えそうな道具アイテムも腰巾着の中に入れる。

「うぅ、これでは盗人ぬすっとと同じです……」

　せっせと使えるものを確保する自分の行為に罪悪感を覚えながら、それでも手を止めない。

　大派閥イシュタル・ファミリアの本拠ホームから無事に脱出するということがどれだけ困難であるか、命ミコトは悟っていた。いくら装備を整えようが熾烈しれつ極まると容易に想像できる。

　その青紫の瞳からさめざめと涙を流しつつ、何となく仲間リリと主神ヘスティアなら喜んで物色しバックパックに詰め込みそうだと思ってしまった。

「長居は……無用ですね」

　宝物庫の扉の奥から響いてくる複数の足音を察知し、部屋を見回す。

　壁に窓はないが、頭上に通気口を発見する。ひゅっと跳躍し天井の出っぱりに取り付いた命ミコトは、揃そろえた両足を振り子のように振って鉄の栅を蹴け破る。

　するりと中に忍び込んだ命ミコトは鉄栅を戻し、通気口の中を移動していった。
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「女が逃げた？」

　ベルとフリュネの行方を追っていたアイシャは、顔を蒼あおくした団員に耳打ちされた。

「どういうことだ、見張りは何をやっていたんだい？」

「そ、その、持ち場を離れてフリュネ達を探してて……ごめん、油断した」

　見張り役を仰おおせつかっていた一人である、長い髪を結わえたアマゾネスの少女は項垂うなだれる。

　今も周囲では騒がしく戦闘娼婦バーベラ達が動き回っている中、アイシャは溜息ためいきをついた。

「でも待ちな、レナ。あの小娘には精製金属ミスリルの枷かせをつけていただろう？　Ｌｖ．２の【絶ぜつ†影えい】にはどうあがいても壊せない筈だよ」

「そ、そうなの!?　抜け出せない筈なのよ！」

　とそこまで言った少女は、再び勢いを失って言う。

「で、綺麗に解錠されてて……案の定、枷とか倉庫の鍵がなくなってたんだけど」

　逃げ出した『兎』が持ってて女を助けたのかも、と歯切れ悪く続ける少女の話を聞きながら……アイシャは唐突に、半日前、迷宮ダンジョンでベルと命ミコトを見て蒼白となっていた狐人ルナールの少女を思い出した。

「……春姫ハルヒメは、今どこにいる？」

　無言を経て尋ねると、あれ、そういえば、とアマゾネスの少女は首を傾かしげる。

「儀式のために身を清めとくって言ってたけど……さっき見たら、部屋にはいなかったよ」

　何かに感づいたように、アイシャは双眸を細めた。
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「あの、春姫ハルヒメさん」

　薄暗い通路に、二人分の足音が響いていく。

　フリュネさんの部屋から出てもう二十分は経たっているだろうか。

　僕と春姫ハルヒメさんは秘密の地下道を移動し続けていた。

　宮殿ホームとは逆方向に向かっているらしいけど……二股道や四つ辻に出くわしたり曲がったりで、正直しょうじき僕にはもう方角がわからない。何でも、歓楽街の色々な場所に繫がっていて地上に出ることができるそうだけど。

　娼館街を出ることを許されていない春姫ハルヒメさんは、本当にたまに──『夜の街』が寝静まっている朝の時間帯に──こっそりと遊郭に繫がっている出入り口を使ってこの地下道を歩いていたらしい。今は宮殿ホームから最も離れて人気ひとけのない出口を目指しているのだと言う。

『ダイダロス通り』の設計者……奇人の異名を持つ職人ダイダロスの手によって造られたと思われる、歓楽街の秘密の通路。

　本当にこんな広大な地下通路を一人で構築したのか、と僕はおののく思いだった。

「何でしょうか、クラネル様？」

　前方でゆらゆらと揺れる太い尻尾をつい追いかけてしまう僕に、呼びかけられた春姫ハルヒメさんは顔を向ける。

「本当に……いいんですか？　僕を逃がして」

　迷宮ダンジョンでのアイシャさんのやり方と口振りを思い出してみるに、今回の強制連行騒動の本命は僕で、どうもイシュタル様の神意が関わっている、らしい。

　主神の意志ということは派閥の総意だ。それを裏切って僕を助けたとなれば、ばれてしまった暁には春姫ハルヒメさん一人に責任がのしかかるだろう。

　先程さきほど彼女から聞いた命ミコトさんの安否も気がかりだけど──第一級冒険者フリュネさんが地下通路で待ち受けているとわかっていて助けに戻ることはできなかった──目の前にいるこの人のことを、僕は心配してしまう。

「お気になさらないでください、クラネル様」

　そんな僕の心配を他所に、春姫ハルヒメさんはまた笑い返す。

　立ち止まって振り返った彼女は、金の長髪を、さら、と揺らした。

「私わたくしの最後の我儘わがままです。アイシャさん達も、きっと大目に見てくれます」

　子供を安心させるようなその笑みに、また何か、違和感を覚える。

　僕が、神経質になっているだけだろうか。

　その言動に何か危ういものを感じ取ろうとしている。最後の我儘……言葉の綾で深い意味はないのだろうか。

　得体の知れない感覚に首筋を撫でられる僕は数瞬口ごもり、何とかそれを追い払おうと、努めて明るい声を出した。

「あ、あのっ、春姫ハルヒメさん！　実は僕達、貴方を『身請け』しようと思ってるんです！」

　命ミコトさん達と話し合って決めた、彼女の救済について打ち明ける。

　もう娼婦の仕事はしなくていいのだと、場の空気を吹き飛ばすように笑いかけた。

「えっ……？」

　春姫ハルヒメさんはその翠みどりの瞳を一杯に見開く。

　呆然ぼうぜんとする彼女に僕は説明した。

「命ミコトさんが、僕達の神様を説得してくれたんです！　えっと、お金を貯めるのはまだ時間がかかるかもしれないんですけど……」

　彼女を喜ばせたかった。

　ぬか喜びなんかじゃなくて、吉報を届けて心の底から笑ってほしかった。

「神様も、派閥みんなも春姫ハルヒメさんを身請けしてくれることを許してくれました！」

　あの儚い翳かげりのある笑顔ではなくて。

　英雄譚を語っていた時のような、あの子供のようにあどけない笑みを。

「命ミコトさんも……その、僕もっ、貴方を助けたいって！」

　またこの人の笑顔が見たいと言っていた、命ミコトさんのように。

　手を取り合って、馬鹿ばかみたいに、喜び合いたかっただけだった。

「うそ……」

　けれど春姫ハルヒメさんは。

　静かに涙を流した。

「……春姫ハルヒメ、さん？」

　両の目を見開いたまま、二筋の滴をその白い頰に引いていく。

　こちらを見つめたまま立ちつくすその姿に、僕はそれ以上の言葉を紡つむげなくなる。

「あぁ……」

　喜びとも悲しみとも知れない吐息をつき、春姫ハルヒメさんは、胸を両手で押さえた。

　そして目を瞑り、美しい涙を流しながら、

「私わたくしは……春姫ハルヒメは、幸せです」

　唇に、微笑みを浮かべた。

「命ミコト様に……貴方様に、そこまで思って頂けるなんて」

　震える胸を、何かが溢れ出しそうなその胸を両手で押さえ付けながら。

　溶けてしまいそう、と掠れた呟きを口にする。

「そのお言葉を聞けて……もう思い残すことはありません」

　そして瞼を開け、涙が滲んだ翠の瞳で、僕に笑いかけた。


「…………」



　嬉うれし涙？

　本当に？

　これじゃあ、まるで……今生こんじょうの別れみたいじゃないか。

「ありがとうございます、クラネル様。行きましょう」

　お礼を告げた彼女は前を向き、背を向ける。

　一人歩み出していく背中に、僕は何も声を発することができず、ただ追いかけた。

　暗闇の奥へ奥へと進んでいくその背中を、ただただ必死に。

　胸騒むなさわぎがする。

　嫌な、鼓動の音が。
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　とある建物。

　それなりの広さを持ちそれなりに外観を飾りそれなりに存在感を放つ石造りの館。

　その中で、純白のマントを揺らしながらズンズンと歩みを連ねる女性がいた。

「ルルネ、ヘルメス様は？」

「奥の部屋」

　銀の枠フレームの眼鏡めがねから視線を投げられ、長椅子ソファーでくつろいでいた犬人シアンスロープの少女はあっちと指を差す。女性は履はいている金翼の靴サンダルを鳴らしながら、更に歩む速度を上げた。

　そして部屋の前に辿り着くと、彼女、アスフィ・アル・アンドロメダは怒気を叩きつけるように木製の扉を開け放つ。

「ヘルメス様!!」

　室内には壁中に様々な地図が貼られていた。

　陸路を記載した絵図に、遺跡や秘境と思われる全体図、更に海図。ほとんどが羊皮紙で作られているそれらには目的の遂行を示すように赤い×印がいくつも記されてある。

　様々な地図に囲まれながら、部屋の奥に彼はいた。小物で溢れている机の前で一人盤棋チェスに興じている。盤の側には数時間分の容量を持つ大きな砂時計が置いてあった。

　己の眷族の激しい入室に、ヘルメスはびくっと肩を上下させる。

「先日、歓楽街にお一人で行っていたようですねぇ？　見張りを撒ま・い・て」

「ど、どこでそれを知った!?　いや待てアスフィッ、オレはやましいことは何も……!?」

　現れて即刻そっこく尋問に移る怒り心頭のアスフィに、ヘルメスは慌てて両手を突き出した。

　ばんっ！　と机を叩いて身を乗り出してくる彼女は主神の弁明を受け付けない。

「私達が身を削って得た軍資金を使って女遊び？　いいご身分ですねぇヘルメス様、何様ですか嗚呼ああ神様でしたねッもう少し主神としての自覚を持って頂けると我々も非常に助かるんですがッというかそもそも貴方は日頃からふしだら過ぎるんですよッ!?」

　顔を赤くして怒鳴り散らす派閥の団長に、最高位の権力を持つ筈の主神は仰のけ反ぞった。

「お、落ち着けアスフィ!?　あれには訳があって、というか依頼があってだなぁ……!?」

「依頼？」

　まるで夫の浮気うわきを咎とがめる伴侶のような口撃こうげきに、ヘルメスは堪たまらず口を割る。

　訝いぶかるアスフィに全て吐けと視線で促され、彼は渋々しぶしぶ話し始めた。

「実は──」




「命ミコトが攫さらわれたって本当か!?」

　大きな音を立てて、タケミカヅチが扉を開けて居室リビングに飛び込んでくる。

　主神の後に続く桜花オウカや千草チグサ達【ファミリア】の面々は、隅に置かれ破損した大刀や汚れ切ったバックパック、そしてボロボロの服を纏うヴェルフとリリを見て息を呑んだ。

「ああ、本当だよ。ダンジョンでベル君も一緒に……すまない、タケ」

　疲弊している眷族に寄り添って治療を手伝っていたヘスティアが彼等に振り向く。

　ホームにやって来たタケミカヅチ達を迎え、居室リビングの真ん中で事情を話し始めた。

「命ミコト達を攫ったその冒険者達の所属はわからないのか？」

「ローブで姿を隠していましたが……リリ達を襲った者達の種族は、全てアマゾネスでした」

「連中に情けないほど手玉に取られた、クソったれ。あの強さは間違いなく、戦闘娼婦バーベラだ」

「【イシュタル・ファミリア】……」

　桜花オウカの問いにリリとヴェルフが答え、最後に千草チグサが戦慄せんりつした呟きを漏らす。

　彼かの大派閥が起こしたという今回の騒動に、誰もが動揺をあらわにした。

「だが、どうしてイシュタルが命ミコト達を狙う？　心当たりはないのか、ヘスティア？」

「う～んっ、最近さいきん歓楽街に関連して色々あったけど……どれもこんな大事おおごとになるようなことじゃなかったし」

　タケミカヅチの問いに、ヘスティアは両腕を組んで唸うなった。

　ギルドには報告したのかという問いにも、証拠がないと首を振り、すぐには動き出してはくれないだろうと考えを明かす。先日ベルが追い回された歓楽街の騒動も一応訴えてはいるが、それも梨なしの礫つぶてだ──歓楽街でのアマゾネス達による被害はほぼ日常茶飯事である──。

　歓楽街、こと【イシュタル・ファミリア】に関しては、ギルドは大きな権力を発揮できない。罰則ペナルティを与えたとしてもイシュタル達にとって致命傷にはなりえない。

　美神の軍勢はだからこそ大胆な真似まねを実行できるとも言える。

「えっと、あの、その……【アポロン・ファミリア】の時みたいに、クラネルさんのことを狙って、というのは……」

「考えられなくもないが……イシュタルが、かぁ」

「ベル君はイシュタルの好みじゃないような……」

　ベルを孤立させ狙っていたという女戦士アマゾネス達の手口を聞いて、千草チグサが赤くなりながらおずおずと意見を口にすると、今度はタケミカヅチもヘスティアと並んで腕を組み、唸る。

　何か腑ふに落ちないと両主神は首を傾げ、眷族達もまたそれぞれの顔を見合わせた。

「……春姫ハルヒメにまつわること、というのは？」

　桜花オウカが感情を殺した声で、周囲にその呟きを落とす。

　命ミコトの報告によって故郷の友人が娼婦をやっていることも、そしてベル達が『身請け』に乗り出そうとしていたことも【タケミカヅチ・ファミリア】は知っている。

　千草チグサは悲しそうにうつむき、狐人ルナールの少女と関わりがある他三名の団員も顔を暗くさせる。

　タケミカヅチもまた、固く瞼を閉じた。

「話によればただの構成員のようだし、その狐人ルナール君が原因で美神イシュタルが動くっていうのも……」

　顎あごに手を当てていたヘスティアは、そういえば、と何か思い出したように顔を上げた。

　ベルの口から直接聞いた情報を声にする。

「『殺生石せっしょうせき』、っていう道具アイテムをイシュタルが──」




「わ、わかってはいましたが、狭い……」

【イシュタル・ファミリア】宮殿ホームで、命ミコトは石造の通風空間ダクトを這って進んでいた。

　人の気配が迫った宝物庫の通気口からこの通風空間ダクト──天井裏に逃れ、目視される心配はなくなったものの、棺桶かんおけほどしか幅も高さもない空間は窮屈の極みであった。

　肘や頭を時折こすり、蜘蛛くもの巣も被りながら、少女はずりずりと匍匐ほふく前進をしていく。

「……？」

　移動しながら数回目になる【八咫白烏スキル】を行使した時、命ミコトのもとへ話し声が届いてくる。

『春姫ハルヒメが姿を消したらしい』

『殺生石の儀式って今夜だろう……まさか!?』

『逃げ出すため、【リトル・ルーキー】達に縋り付こうって腹かい？』

　鉄栅の嵌はめられた通気口を覗き込み、廊下を見下ろす。

　アマゾネス達の会話に聞き耳を立てる命ミコトは、怪訝そうに眉を寄り合わせた。

（『殺生石』……？）

　不味いぞ、春姫ハルヒメも探せ、と慌ただしくなるアマゾネス達を眼下に、複数の疑問を抱く。

『殺生石』の儀式とは何か、春姫ハルヒメと何の因果関係があるのか、そもそも春姫ハルヒメはただの娼婦──下位構成員ではなかったのか。

　灰色ずんだ疑念が胸に芽生えるのを感じつつ、命ミコトは通風空間ダクトの中を前進した。

　移動する傍かたわらアマゾネス達の捜索が宮殿の外に及び始めていることを聞き取り、自分も外に出るべきかと考えていると、通風空間ダクト内が急激に狭くなる。これ以上進むことを諦めた命ミコトは、側にある通気口から下に人気がないことを確かめ、鉄栅を外す。

「ここは……」

　床に降り立った命ミコトを囲むのは、いくつもの本棚だった。

　収められている蔵書の量に、書庫、いや資料室だろうか、と当たりをつける。

　薄暗い部屋には紙と木の香りが漂っていた。

　気配を殺し、慎重に本棚の迷路を進む中、出口を探す命ミコトの目にある光景が飛び込んでくる。

　机の上に無造作に投げ出された、羊皮紙と巻物の束。

　多くの者が読み込んだ形跡があり、命ミコトは一枚の羊皮紙を試しに取る。

「……殺生石の儀式について」

　薄闇の中でかろうじて一文を読んだ命ミコトは、はっとする。

　辺りを見回した彼女は、机に置いてあったランプ型の魔石灯の光をつけた。たぐり寄せ、膝を床について綴つづられた共通語コイネーを追い始める。

「某日、【ヘルメス・ファミリア】から『殺生石』を受け取り次第、戦闘娼婦バーベラは──」




「──『殺生石』だと!?」

　タケミカヅチはヘスティアの両肩を摑んだ。

　神友しんゆうの大声とその眦まなじりを吊り上げた形相を前に、ヘスティアは啞然としてしまう。

「それは本当か!?　本当に──イシュタルが持っていると言ったのか!?」

「タ、タケミカヅチ様！」

「落ち着いてください!?」

　叫び散らす男神に桜花オウカが、そしてリリとヴェルフがヘスティアを庇かばうように割って入る。

　呆然とする千草チグサ達は、自分達が慕う主神の激変振りに目を見張った。

「す、すまん、ヘスティア」

「いや、いいよ……それよりタケ、『殺生石』って何なんだ？」

　肩から手を離されたヘスティアは、すぐに真剣な表情で説明を求める。

　桜花オウカになだめられ、一歩後ろに下がったタケミカヅチは、ぐっと歯を嚙んだ。

「『殺生石』は、狐人ルナール専用の道具アイテムだ」




「殺生石……『玉藻たまもの石』と『鳥羽とばの石』を素材にして生成する禁忌の魔道具マジックアイテム」

　魔道具作製者アイテムメイカーであるアスフィは、忌々しそうに吐き捨てた。

　ヘルメスから運び屋の依頼について聞き出した彼女は、目の前の神を睨にらみ付ける。

「あんなものを、イシュタル派に届けたというのですか？」

「オレも荷物を見るまで知らなかったんだよ」

　アスフィの責めるような視線にヘルメスは肩を竦めた。

　そんな主神の態度にも苛いらついたように、眷族であるアスフィは語気を強める。

「どこから仕入れてきたのですかっ。『玉藻の石』の原料は……！」

　先の言葉を声にできない眷族に代わり、ヘルメスは口を開く。

「ああ。狐人ルナールの遺骨だ」




「子供の亡骸なきがらから道具アイテムを作り出すなんて……本当なのかい!?」

『玉藻の石』の説明を受けたヘスティアは、驚愕きょうがくした表情で問い詰める。

　口を引き結び眉間みけんに皺しわを寄せるタケミカヅチは重々しく頷うなずいた。

「『玉藻の石』は本来、狐人ルナールの魔法……『妖術ようじゅつ』とも謳うたわれる力の効果をはね上げる道具アイテムなんだが……」
















　死者の墓を暴き、生成される非合法の宝珠。

　その内容に桜花オウカや千草チグサが言葉を失う中、リリは一人冷静にタケミカヅチへ尋ねた。

「もう一つの『鳥羽とばの石』と言うのは……ひょっとして月嘆石ルナティック・ライトですか？」

　ああ、と肯定するタケミカヅチ。

「月嘆石ルナティック・ライト？」と聞き返すヘスティアに、今度はヴェルフが言葉を発した。

「『月嘆石ルナティック・ライト』は月の光を浴びることで色を変え、光を放ち、魔力も帯びる特殊な鉱石です。鍛冶師スミスの間では武器の素材としても利用されます」

　別名である『鳥羽とばの石』の謂いわれは、もとの鉱石の色が濡ぬれ羽ばの色のように黒いことから。

　月光を浴びて様々な色と光を放つ鉱石を片手に、とある吟遊詩人バードが月に絡からめ恋を嘆く詩を歌って広めたことで、人々にその存在を知られることとなった。

　ヴェルフの言葉に頷きながら、タケミカヅチは説明を引き継ぐ。

「武器や道具アイテムの素材として使うと、月の光に応じて硬度や威力、効果を変える。地下にもぐるダンジョンには縁がなく、月嘆石ルナティック・ライト自体は迷宮都市オラリオには出回っていない……」




「そして、『鳥羽とばの石』の効果が最大限に発揮されるのは満月の夜。その時、二つの石が融合した『殺生石』は悪魔の石に変わる」

　砂時計からさらさらと落下する砂を眺めながら、ヘルメスは盤棋チェスの駒を移動させる。

　アスフィは厳しい視線のまま口を開いた。

「石の使用者……狐人ルナールの魔力を、いえ『魂』を石に封じ込める」

「その通り。相応の設備も併用することで魔力を完璧に封じ込めた『殺生石』は、狐人ルナールの貴重な魔法……『妖術ようじゅつ』の力を第三者に与える。『魔剣』にも劣らない魔道具マジックアイテムの完成だ」

　別の駒を盤上に叩きつけるように動かし、ヘルメスは、薄く笑った。

「代償として……生贄いけにえにされた狐人ルナールを、魂の抜け殻に変えてね」

　生きたまま『魂』を引き剝がす。

　それが禁忌と称される由縁だ。

　他者が狐人ルナールの『妖術』の行使を可能とする、人類の先人が生み出した負の魔道具マジックアイテムである。

「『殺生石』を作り上げたのが、同じ狐人ルナールだと言うのだから驚きだ」

　笑うヘルメスを黙って見つめていたアスフィは、机の上、盤上の駒の配置を一瞥する。

　白の軍勢と、黒の軍勢。

　黒の女王クイーンに率いられ、兵士達ポーンが兎と狐を象った駒を囲っている。

　白の女王クイーンが率いる敵の牙城へ、あたかも誇示するかのように。

「力に取りつかれた子供達の執念しゅうねんというのは恐ろしいなぁ」




「魂を奪われた人はどうなるんですか!?」

　悲鳴のような声音で千草チグサが叫ぶ。

【タケミカヅチ・ファミリア】の面々を驚かせるほどの声の大きさと、泣きそうな表情で、『殺生石』の生贄になった者のその後を問うた。

「『殺生石』を肉体に注入すれば、魂を奪われた狐人ルナールは目を覚ます。肉体さえ無事なら何事もなく生きていけるだろう」

　タケミカヅチの返答にみなが安堵したのも僅か、男神は険しい表情のまま言葉を続ける。

「だが、『殺生石』は砕ける」

　むしろ砕けてから本領を発揮する、とタケミカヅチは告げた。

「砕けた『殺生石』はその欠片一つ一つが『妖術』を行使できる魔法の発動装置だ。効果は正式魔法オリジナルと変わらず、詠唱も必要としない」

　万人に狐人ルナールの魔法を分け与えることができる、という発言に一同は絶句する。

　石の恩恵を受け『妖術』と呼ばれる稀有けうな魔法を繰り出す軍団。

　封じ込められた『妖術』にもよるが、その力は限りなく絶大無比となる。

　──それではまるで『クロッゾの魔剣』のようだ。

　誰かがこぼしたその呟きに、ヴェルフは口を閉ざし、骨が軋きしむほど[image: 拳]こぶしを握り締めた。

「……砕けた破片が紛失したり、壊れた場合、石に魂を移された器こどもはどうなる？」

　重い表情でヘスティアが問う。

　答えるのを一度ためらったタケミカヅチは、視線をさまよわせながら語った。

「少なくとも、もと通りとはいかん。残った破片をかき集めて魂を戻したとしても、赤子も同然の人形になるか……あるいは廃人か」

　床に崩れ落ちかけた千草チグサを、咄嗟とっさに桜花オウカが抱きとめる。

「それじゃあ、春姫ハルヒメちゃんは……」

　前髪に隠れた美しい瞳を涙で歪め、少女は掠れた声を落とす。

　美神イシュタルの目論見。彼女の手中にある『殺生石』と春姫ハルヒメという狐人ルナールの存在。

『殺生石』は春姫ハルヒメの魔法を封じ込めるために用意されたとみて間違いない。

「……『殺生石』の発動が、『鳥羽とばの石』の性質に左右されるというのなら、魂を移す儀式が行えるのは満月の夜……」

「次の満月は……」

　リリとヴェルフが言葉を交わす中、男神タケミカヅチは痛みを堪えるように天井を見上げ、言った。

「今夜だ」




「──馬鹿なっ!?」

　資料を全て読んだ命ミコトは、喉が張り裂けんばかりの声で叫んでいた。

　敵の陣中だということも忘れ、震える手で羊皮紙を握り締める。

　春姫ハルヒメの魂が『殺生石』に封じ込められる──魂の抜け殻となる。

　ほぼ死と同義であるその事実が、命ミコトの心から平静を奪った。

　こんなことが許されていいのか、女神イシュタルは一体何を、戦争でもするつもりなのか、春姫ハルヒメはどうなる。

　頭の中で様々な疑問と叫喚が弾けては絡み合う。

　動揺に支配される命ミコトは、その場から脇目も振らず走り出した。

「ベル殿っ……春姫ハルヒメ殿!?」





[image: ]






　ぎぎっ、という石材の軋きしる音が鳴り、手で押した石板が上方に開く。

　地下の通路から石造りの扉を押し開けた僕は、とある路地裏の石畳から顔を出し、およそ半日振りの地上の空気に包まれた。

「やっと出れた……」

　思わず呟きを漏らしながら地下の出入り口から完全に体を出す。茜あかね色に染まった空に見下ろされながら、振り返って手を伸ばし、春姫ハルヒメさんの体も引き上げた。

　繫いだ手を引っ張られ地上に出た彼女は、ありがとうございます、と笑いかけてくる。

「もう、夕方か……」

　周囲の石畳と見事に溶け込んでいる石板の扉を一応いちおう戻しつつ、僕は歓楽街から見える空を見上げた。建物の形に切り取られている夕焼け色の空は鮮烈なほど赤々しい。朝の内から迷宮にもぐって、襲われて、攫われて、脱走して……少し時間の感覚がおかしくなってる。

　幅広の路地裏の周囲に建つのは打ち捨てられたような古い娼館で、中に娼婦がいるようには見えない。確かにこの場所なら誰にも見つからずに済みそうだ。

「本当にありがとうございます、春姫ハルヒメさん。ここまで連れてきてくれて……」

　半分廃墟化した娼館に囲まれながら、振り向くと、春姫ハルヒメさんは笑いながら顔を横に振る。

「私わたくしがやりたかっただけでございます。お気になさる必要はございません。それよりも、早くここからお逃げになってください」

「でも……」

「命ミコト様のことも、必ず私わたくしが何とかしてみせますので」

　迷う僕の姿を勘違いしてか、春姫ハルヒメさんは命ミコトさんについて触れる。

　それも懸念していることではあるけれど……胸騒ぎが治まらないのだ。

　ずっと前から気丈に振る舞おうとしている彼女に対して。

　地下通路で目まの当あたりにした、その言動に対して。

　靄もやがかかったように不確かな、しかし決して払拭ふっしょくできない危惧を僕は抱いていた。

「春姫ハルヒメさんっ、やっぱりこのままじゃあ、貴方が……」

　言葉では言い表せない何かに歯がゆさを覚える僕は、結局けっきょく言い訳のように、派閥に逆らってまで自分と命ミコトさんを庇おうとしている春姫ハルヒメさんの身を案じる。

「……クラネル様、これを見てください」

　この場に踏みとどまろうとする僕に、春姫ハルヒメさんは細い首にはめられた黒い首輪を示す。

「これは私わたくしの居場所を知らせる魔道具マジックアイテム……見えない鎖に繫がれた『首輪』でございます」

「えっ……？」

「私わたくしの行き先は常にイシュタル様達に筒抜けなのです。歓楽街から一歩でも出ればこの首輪は音を立てて鳴り響き、首を焼いて身動きを封じ、追手の方々が駆け付けてくるでしょう」

　語られる内容に、僕は瞠目どうもくした。

　壊そうとしても直ちに緊急信号を出すのだと話す春姫ハルヒメさんは、怪しい輝きを放つ黒輪の表面にそっと指で触れる。

「気付かれてしまえば、ここにもきっと、すぐに誰かが追ってきます」

　だから早く逃げて、と。

「私わたくしは、ここまでです」

　そう言って、春姫ハルヒメさんはまた微笑んだ。

「そん、な……」

　僕は呆然とした。

　同時に、抱いていた違和感が頂点に達する。

　下位の構成員、非戦闘員にここまでの処置をするだろうか。

　魔道具マジックアイテムを用意してまで束縛しようと、本当にするのだろうか。

　春姫ハルヒメさんは、あるいは、派閥ファミリアの中で何か重要な役割を担う人物なのではないか。

『身請け』するなどという自分達の根底が最初から間違っていたような……思考が蝕むしばまれていく音が、体の内から聞こえてくる。

　蘇る光景。

　遠い日の憧あこがれを語り、自分は汚れた娼婦だと言い切っていた春姫ハルヒメさん。

　閉じ込められた座敷牢ざしきろうの奥から、羨望の眼差しで外の世界を見つめていた姿。

　そして何かを諦めている、儚い彼女の微笑み。

　──春姫ハルヒメさんの絶望は、娼婦である自分に対してだけではない？

　僕は何か、決定的な思い違いをしているのではないかと、その疑念に囚われ立ちつくした。

「っ……クラネル様、さぁ早くっ」

　致命的な予感に駆られ動けないでいる僕に、動じる春姫ハルヒメさんは急き立てようとしたが、

「ベル殿!!」

　そこへ、切迫した声が投じられた。

「命ミコトさん!?」

　はっとして振り向くと、廃墟化している娼館の上から命ミコトさんが勢いよく着地してくる。

　前に話してくれた【八咫白烏スキル】の力だろうか、自力で宮殿を脱出した彼女は自ら僕達の前に参上した。結わえた黒髪を揺らして現れたその姿に、春姫ハルヒメさんも驚く。

　一方、服装が変わっている命ミコトさんは、春姫ハルヒメさんが僕に同伴していることをどこか確信していたかのように、同郷の幼馴染おさななじみを見据えた。

「命ミコト様……」

「春姫ハルヒメ殿、聞きたいことがあります」

「……何でしょうか」

　喜びの再会とは無縁な雰囲気で、命ミコトさんは問いかける。

　どこか余裕のない張り詰めた表情を浮かべ、春姫ハルヒメさんに一つの単語を呟いた。

「……『殺生石』」

「!!」

　春姫ハルヒメさんの変化は劇的だった。

　肩を震わせ、目を見開き、うつむいてしまう。

　そんな彼女の姿を見て、命ミコトさんは今にも泣き出しそうな顔をする。

　状況に置き去りにされていた僕は、次の命ミコトさんの言葉で凍りついた。

「噓うそだと言ってください！　今夜……貴方が犠牲になるなんて!?」

　ぎせ、い……？

　突然の報せに僕が愕然がくぜんとする中、うつむいた春姫ハルヒメさんは沈黙して何も否定しようとしない。

「春姫ハルヒメ殿！」と叫びながら命ミコトさんは詰め寄ろうとした。

「──やっぱり、そういうことかい」

　しかし、他者の声がそれを阻む。

「!?」

　黒の長髪をなびかせ、矢のような影が命ミコトさんと春姫ハルヒメさんのもとに疾走した。

　そして春姫ハルヒメさんだけを捕まえ、驚愕する命ミコトさんの眼前を一過する。

「全く、いつから面識があったんだか……」

　現れたのは、左手に大朴刀だいぼくとうを持つアイシャさんだった。

　愚痴をこぼす彼女は右手で春姫ハルヒメさんの頭を胸の中へ抱き寄せている。

「アイシャさん……!?」

　身長が頭一つ分低い狐人ルナールの少女は長身のアマゾネスに完璧に動きを奪われていた。

　アイシャさんは春姫ハルヒメさんを逃がさないように、あるいは僕達から守るように抱きしめる。

「知っちまったようだね、私達の計画を」

「っ……それじゃあ!?」

　間合いは約十歩分の距離。路地裏にいる四人は各陣営に分かれて正対する。

　身構える命ミコトさん、次にこちらを見据えてくるアイシャさんに、僕は堪らず叫び返した。

「どういうことなんですかっ、春姫ハルヒメさんが犠牲になるって……一体!?」

「……全て主神イシュタル様のお心のままに、ってことさ。この春姫ハルヒメを使って、敵対派閥フレイヤ・ファミリアを倒す」

　言葉が上手く続けられない僕に、アイシャさんは計画について話し始める。

「アイシャさんっ、止めて!?」ともがいて暴れようとする春姫ハルヒメさんを片手で強引に押さえ込み、大要を語った。

　──春姫ハルヒメさんの魂を『殺生石』と呼ばれる魔道具マジックアイテムに封じ込め。

　──石を砕き、『妖術』とまで謳われる狐人ルナールの魔法を自在行使できる破片を量産し。

　──その力をもって、美神イシュタル様が目の敵にしている【フレイヤ・ファミリア】を壊滅させる。

　話の大きさに頭がついていけない。

　あの都市の頂点に君臨する【フレイヤ・ファミリア】を倒す？　春姫ハルヒメさんの『力』で？

　混乱を催すと同時に必死に理解した『殺生石』の能力、そして石の生贄になった者の運命に言葉を失う。

　常識の埒外にある出[image: 鱈]目でたらめな魔道具マジックアイテムに、そんなことが可能なのかと動転する一方で。

　夜の遊郭で春姫ハルヒメさんと語り合った、物語の一つを思い出す。

　ランプに封じられた精霊の話。所有者の願いを叶えるまで束縛され続ける少女の奇跡の力。

　歴史は繰り返される、前例がある──頭の中の理性が冷たくそう告げてきた。

「で、でもっ、春姫ハルヒメさんの『力』って、その人は……!?」

「ただの無能の娼婦とでも言うつもりかい？　ダンジョンで私に返り討ちにあったのをもう忘れたのか。あんたを打ちのめしたあの『力』こそが、春姫ハルヒメの『妖術』だ」

　鋭い語気に反論を封じられる。『中層』での交戦を思い返す僕と命ミコトさんは喉を震わせ、アイシャさんに抱かれる春姫ハルヒメさんは涙をこぼしそうな表情で、悲嘆と自責に囚われていた。

　無数の光粒を纏って暴虐を働いたあの時のアイシャさん。

　圧倒的だった。恐らくはＬｖ．４上位に匹敵ひってきする能力をもって、僕と命ミコトさんを瞬殺した。

　付与魔法エンチャントらしきあの光粒こそが春姫ハルヒメさんを生贄に導いた『力』なのだと、都市最大派閥フレイヤ・ファミリアを打破だはしうる規格外の『魔法』なのだと、理解させられてしまう。

　能力を激上させるあの力が、第一級冒険者フリュネさんを始め大派閥イシュタル・ファミリア全団員に付加されたなら──。

　可能、なのかもしれない。

【フレイヤ・ファミリア】の転覆が──頂点からの逆落としが。

「アイシャさん、お願いします!?　どうかクラネル様と命ミコト様を見逃してあげてください!?」

　僕を思考の海から呼び戻すように、春姫ハルヒメさんが叫ぶ。

　自分の胸の中から顔を上げて訴えてくる彼女を、アイシャさんは見向きもしない。

「無理さ。計画の一端でも知られたなら、もう逃がしちゃおけない。……イシュタル様が、生かしておく筈がない」

　僕等に大朴刀だいぼくとうの切っ先を向けながら、アイシャさんは春姫ハルヒメさんを一蹴する。

　こちらを見据えてくるその驚くほど冷たい眼差しに対し、僕はかっと頭が熱くなった。

「眷族ファミリアをっ……家族を見殺しにするんですか!?」

「……」

「戦いの道具にして、使い捨てにして!?」

　僕の糾弾きゅうだんに、アイシャさんは仮面のような表情を纏う。

「敵対派閥フレイヤ・ファミリアとケリがつけば、『殺生石』の中身は春姫ハルヒメに返すとイシュタル様は約束している」

「そのような口約、叶う筈がないではありませんか!?」

　アイシャさんの言い分に、今度は命ミコトさんが嚙み付いた。

【フレイヤ・ファミリア】ほどの相手と全面戦争となれば、殺生石の破片が全て戻ってくる保証ほしょうなんてどこにもない。魂を粉々にされた春姫ハルヒメさんは、きっと、元通りにならない。

　僕と命ミコトさんは慰めのような彼女の言葉を否定する。

「貴方はっ!!　……それで、いいんですか？」

　最後は震えるような声で、僕はアイシャさんに問うた。

「……お前達は何もわかっていない」

　春姫ハルヒメさんが目を伏せる中、アイシャさんはほとほと疲れたように述べる。

「女神の嫉妬ほど、面倒で厄介なものはない」

「えっ……？」

「その嫉妬だけで下界の有あり様ようを歪めちまう。人の運命だって狂わせるし、戦争だって起こす、私達の主神様が抱えているものはそーいうもんだ」

　あの蠱惑的こわくてきな美神様が秘めている、黒い業火の存在をアイシャさんは説く。

　ぞんざいな口調で、恐ろしく真に迫った声音をもって。

「説得なんて無駄さ。私達はイシュタル様には逆らえない」

　神の命令に背くことのできない殉教者のように──同時に苛立いらだちを隠さず──アイシャさんは僕達を睨み付けた。

「馬鹿な娼婦の話をしてやる。いつも辛気臭い顔をしている狐人ルナールの小娘が、そいつは反吐へどが出るほど気に食わなかった。いくら世話をしてやっても何もかも諦めたように笑いやがる」

「……！」

「嫌気が差したその馬鹿な娼婦は、過去に一度運び込まれたとある『殺生石いし』を八つ当たりして、ブチ壊した」

　アイシャさんの胸の中、春姫ハルヒメさんが何も知らなかったかのように驚愕して顔を振り上げる。

　僕と命ミコトさんも目を見開いた。

　アイシャさんの言葉は止まらない。その『馬鹿な娼婦』の至らなさを心底罵倒するように、怒りを滲ませながら声を打つ。

「すぐにその娼婦のやったことはバレた。クソッタレなヒキガエルに散々ボロクソにされた後、主神の手で頭がおかしくなるほど……『魅了』された」

　怒りに吊り上がっていたアイシャさんの瞳の奥に、そこで初めて恐怖が浮かび上がる。

「主神の命令に背けば手足が勝手に震えるくらい、殺生石いしを壊そうとすれば立てなくなるくらい、擦り込まれるほどドロッドロにされてね。……その娼婦はもう、イシュタル様の命令には逆らえない」

　かた、と大朴刀だいぼくとうを持つアイシャさんの左手が揺れる。春姫ハルヒメさんの肩を握る右手は意思に反するように、彼女を己の体に押し付けていた。

　僕と命ミコトさんは立ちつくすだけで、口を開けなかった。

　脳裏に浮かぶある光景。

　血溜まりに沈むアイシャさんを、屍姦しかんのごとく貪る褐色の女神様。

　涙に濡れる両頰を両手で包み込み、嗜虐的に微笑んで、呪言じみた愛の言葉を囁ささやきながら、相手が泣き叫ぶのも構わず傷付いた肌を蹂躙じゅうりんしつくす。

　まだ一度しか会ったことがないにもかかわらず、『美の神』の魔性の一面を、僕は想像できてしまった。

　目の前にいる毅然とした女傑じょけつの尊厳が踏みにじられたという事実が、僕の手の平に病的なほどの汗をかかせる。

　隣にいる命ミコトさんもまた、呼吸をすることを忘れていた。

「あの事件があってもう戦闘娼婦バーベラは一枚岩だ。戦いを最初から望んでいる奴やつ等もいれば、イシュタル様を恐れている奴もいる。もう戦いは止められない」

　徹底的な蹂躙は見せしめでもあったのだと言う。

　それ以降、敵対派閥フレイヤ・ファミリアとの抗争に懐疑的であった一部の戦闘娼婦バーベラ達も恭順の姿勢を見せ、春姫ハルヒメさんの犠牲の上に成り立つ戦いに異議を唱える者はいなくなった。

　全て、イシュタル様が思うがままに。

「お前達は、あの女神の恐ろしさをわかっちゃいない」

　アイシャさんはそう断言した。

　何かに怯おびえるように震え出している春姫ハルヒメさんを抱き締めながら。

「……それにね、言わせてもらうが、何でお前達は口だけで向かってこない？」

　やがて、アイシャさんは僕達に双眸を細める。

「この春姫ハルヒメの身に何が起こるかわかっただろう。何故なぜ奪いにこない、何を迷ってるんだ？」

「「っ!?」」

　彼女のその指摘に、僕と命ミコトさんの肩がびくりと痙攣けいれんする。

　思い起こされるのはヘルメス様の忠告だった。

　イシュタル派と戦端を開けば、今度こそ【ヘスティア・ファミリア】の消滅は免れない──。

　僕達が動けば、神様を、仲間を巻き込む。

　春姫ハルヒメさんを連れ出せば必ず戦闘娼婦バーベラが制裁にやって来る。

　都市有数の戦闘集団が、僕達の【ファミリア】に。

「それ、は……」

　喉が引きつって声がでない。乾いた息だけが漏れる。

　一歩も動き出せない僕と命ミコトさんは、震える瞳で春姫ハルヒメさんのことを見る。

　僕達とアイシャさんとのやり取りに、彼女はうつむき続けていた。

　前髪で双眸をひた隠し、獣の耳を頭に押し付けて。

　何も見まい、何も聞くまいと、アイシャさんの胸の中で項垂れている。

　その姿に、僕の胸が音を立てて罅割ひびわれた。

『──娼婦は破滅の象徴です』

　何で、どうして。

　あの言葉を今、思い出してしまうんだ。

「……やっぱり駄目だね。お前達には、お前にはこの娘こを渡せない、ベル・クラネル」

　一向に動けない僕に、アイシャさんは鋭い眼差しのまま名指ししてくる。

「ただの同情ならやめときな。虫酸むしずが走るよ」

「ち、違ちがっ……!?」

「なら、あんたはこの娘こを救えるって？　私にはそうは見えない。あんたじゃ任せられない」

　咄嗟に反論しようとするも、その眼光に気圧けおされる。

　容赦のない視線。それと同時に、その言葉にはどこか試すような響きが宿っていた。

「単純な力のことを言っているんじゃない。あんたには覚悟が足りない」

「っ……!?」

「この春姫ハルヒメと駆け落ちして、心中でもしてやれるなんていう覚悟がね」

　胸の奥底まで見透かしているような言葉に、心臓を鷲わし摑みにされる。

「お前は、雄の顔をしていない」

　そして、決定的な言葉を叩きつけられた。

「傲慢で、荒々しくて、欲深い雄おすの顔をしていないんだよ、お前は」

「フラフラして意気地のない、ただのふぬけたガキの顔さ」

「お前は、この娘このために全てを投げ出せない」

　失望が入り交じった声音で、アイシャさんは一気に言葉を連ねた。

　胸が穿うがたれた僕は言葉を紡げない。側にいる命ミコトさんもそれは同じだった。

　立ち竦むばかりの僕達に、アイシャさんは一層いっそう落胆したような視線を向けてくる。

　春姫ハルヒメさんは、ただこの時が過ぎ去るのを待つように……両手で体を抱きしめていた。

　広い路地裏に差し込む茜色の光が、四人の体を包み込む。

『──いたぞ、こっちだ!!』

　向き合う僕達のもとに、アマゾネスの大声が響いてきた。

　はっと命ミコトさんと春姫ハルヒメさんが顔を振り上げると、複数のかけ声が遠方より届いてくる。

　自失している僕はアイシャさんと視線を合わせたまま、何も行動を起こせない。

「──命ミコト様、逃げて!?」

　真っ先に動いたのは春姫ハルヒメさんだった。

　アイシャさんの腕を振り解き、大朴刀だいぼくとうを持つ左手に全身でしがみつく。

　アイシャさんは驚き、そして彼女の声に突き飛ばされた命ミコトさんは、咄嗟に僕の腕を摑んだ。

「ベル殿!?」

　立ちつくす僕の腕を引いて走り出す。

　僕は人形のように無理矢理引きずられ、命ミコトさんのなすがままになった。

　続々と集まってくる戦闘娼婦バーベラ達、その場にたたずむアイシャさん、そして春姫ハルヒメさんから。

　僕は、逃げ出した。




「……」

　逃がすな、追え！　と自分達の前をアマゾネス達が騒がしく通り過ぎていく。

　路地裏の横道に消えた命ミコトとベルを仲間が追走していく中、アイシャは体から力を抜いた。

「……いい加減かげん離しな、このアンポンタン」

　う～う～と言いながら左手にしがみついていた春姫ハルヒメの頭を、アイシャは片手でベシッと叩はたく。「あうっ」と悲鳴を上げる狐人ルナールの少女をあっさり引き剝がした。

　Ｌｖ．１の春姫ハルヒメの拘束など最初からあってないようなものだ。頭を押さえうずくまる少女に嘆息しながら、アイシャはベル達が去っていった方角を見つめる。

　夕暮れの光に横顔を焼かれながら、その瞳を細めた。
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『この近くにいる筈だ、探し出せ！』

　悍婦かんぷの荒々しい声が響いてくる。

　非戦闘員の娼婦にも探索に当たるよう戦闘娼婦バーベラが指示を飛ばす中、いくつもの足音がそこら中から聞こえてきた。

「はぁっ、はっっ……!?」

　自分達を探し回る敵から逃れ、辿り着いた薄暗い小径。

　日差しも入らない建物と建物の間隙に、僕達は絶え絶えとなった呼吸の音を絡ませ合う。

　やがて痛いほど握り締めていた腕を離し、命ミコトさんはこちらに振り返った。

「自分は……自分達は」

　命ミコトさんの搾しぼり出した声に反応を返すこともできず、よろけるように建物の壁へ両手をつく。

　向き合う灰色の壁、折れる首、足もとにこぼしていく乱れる息。

　目を見開いたまま黒い地面を見つめていた僕は、次には顔をぐしゃぐしゃに歪める。

　──見抜かれた、見抜かれてしまった!!

　全部あの人の、アイシャさんの言った通りだ。

　僕は春姫ハルヒメさんのために、全てを投げ出せなかった。

　僕は神様達と──仲間と春姫ハルヒメさんを天秤にかけてしまった！

　あの時、彼女を助けると言えなかった!!

「ぐぅ、っ……!?」

　嚙み締めた歯の隙間から呻き声が漏れる。

　大派閥イシュタル・ファミリアに標的にされるという多大な危険性リスク、それを恐れて立ち竦んだ。

　うつむいていたあの人に助けてみせると、手を伸ばすことができなかった。

　僕は、迷ってしまったのだ。

　視界がぼやける。瞼の裏が尋常じゃないほど熱い。

　格好悪い自分、みじめな自分、傷付けた春姫ハルヒメさんに助けられてしまった自分。

　何より、何も決められず彼女達から逃げ出した自分。

　壁についていた両手が震えながら[image: 拳]を作る。

　悔しさと、情けなさと、後悔で、頭がどうにかなってしまいそうだった。

「ベル、殿っ……」

　僕の側で、命ミコトさんも涙に滲んだ声を必死に押し殺す。

　この人もまた苦しんでいる。

　春姫ハルヒメさんとの想おもいと、神様達との絆きずなとの間で。

　肌に指を食い込ませる握り[image: 拳]が、何も決断できなかった自分自身のことを責めていた。

　彼女ともども涙を堪こらえながら、無力感に支配される。

「僕はっ……！」

　どうすればいい、どうしたらいい？

　保身に走って春姫ハルヒメさんを見捨てるのか。

　神様達を危険な目に遭わせられないと、全てを忘れて背を向けるのか。

　それとも、捨て切れないこの自分の我儘を貫き通すのか。

　がなり立てているこの胸の叫び声に、耳を貸すのか。

　止まらない懊悩おうのう、背反する選択肢、切り捨てられない想い。

　出口のない迷宮をさまよう中、時間だけが無慈悲に過ぎていく。

　遥か頭上の空が、黄昏から満月を待つ宵闇へと静かに姿を変えようとしていた。

（誰かっ……）

　誰か教えてほしい。

　人でも、精霊でも、神様でも誰でもいい。

　僕はどうすればいい、どうしたらいい。

　僕は、どうしたいんだ。

（──あの人がいたら）

　祖父がいたら。

　あの育ての親がここにいたら、僕に何と言っただろう。

　困っている女の子がいると知って、こうして岐路に立たされている今の僕を見て、あの人は何と言うだろう？

　壁から手を離し、その場で立ちつくしながら、心の奥底へ自問する。

　ねぇ、助けたい人がいるんだ。

　もう、失いたくない家族もいるんだ。

　僕はどうすればいいと思う？

　僕はどうしたらいいと思う？

　今も胸から溢れ出しそうなこの想いを……叫んでもいいと思う？

　心の奥に眠っている、子供の頃の記憶に呼びかけて、問いかけて。

　そして。

　心の奥に浮かび上がるあの人は。

　記憶の中の祖父あのひとは──唇だけを吊り上げた。




『──行け』




　憎たらしいくらいの笑顔で、そう告げてきた。

「ッッッ!!」

　瞳に火が灯る。

　右手があらん限りに握り締められた。

『女子おなごの一人も救えず、何が男おのこだ』

　言う。

　あの人なら、絶対にそう言う。

　あの祖父なら、絶対に僕の背中を押し飛ばす!!

（──そうだ）

　決めろ。

　決めろっ。

　決めろッ!!

　馬鹿にされたって指をさされたって、それは恥ずかしいことなんかじゃない！

　一番恥ずかしいことは、何も決められず動けないでいることだ!!

（僕は──）

　──行こう。

　彼女を助けに。

　儚く笑うことしかできない、あの人を救いに。

「……ごめんなさい、命ミコトさんっ」

　震える声で謝る僕に、命ミコトさんは何かを恐れるように肩を揺らした。

　ゆっくりと彼女に向かい合って、涙が溜まっている眦を、吊り上げる。

「僕は、あの人を助けたい」

　告げた僕の意志に、命ミコトさんは大きく目を見張った。

　春姫ハルヒメさんを助けにいく、【ファミリア】を危険に晒す、許してほしい。

　泣きそうな声でそう謝る僕に、彼女は前に乗り出す。

「し、しかしっ、春姫ハルヒメ殿を助けたとしても、その後どうするのですか？　大派閥イシュタル・ファミリアはずっと自分達を──」

「都市オラリオから、逃げ出します」

　恐怖で顔を震わせながら言った僕に、命ミコトさんは愕然とする。

　神様達には、死ぬほど謝ろう。

　謝って、都市を追われる羽目になった時、それに甘んじよう。

【アポロン・ファミリア】の時とは違う。

　一人の女の子を助けるために、都市を出る。

「都市オラリオから逃げ出して……必ず帰ってきます」

「えっ？」

「強くなって──あの人を守れるくらいっ、今より強くなって!!」

　そして、必ず帰ってこよう。オラリオに。

　いくら時間がかかっても、憧憬しょうけいへの遠回りの道だとしても。

　春姫ハルヒメさんを守れるだけの力を身に付けて、絶対に、この都市に戻ってくる。

　息を呑む命ミコトさんを見つめながら、いい加減かげん素直になれ、と自分に言い聞かせる。

　春姫ハルヒメさんのあの美しい金の髪を見て、僕は最初に誰を連想した？

　誰を心の中に思い浮かべた？

　もしここで春姫ハルヒメさんを見捨てたなら……僕はあの憧憬の剣士と会う度に。

　きっと春姫ハルヒメさんの姿を思い出し、彼女の前に立てなくなるだろう。

　憧憬あのひとに相応ふさわしい男になったと、胸を張ることなど叶わなくなるだろう。

　春姫ハルヒメさんも、仲間も、憧憬も、決して諦めはしない。あがき続けてみせる。だから──。

　目を逸そらさず決然と見据えてくる僕に。

　命ミコトさんは、ゆっくりと双眸に水の膜を張りながら、破顔した。

「貴方と同じ【ファミリア】になれて……今ほど嬉しく思ったことはありません」

　泣き笑いのような表情を浮かべ、僕の右手を両手で包んでくる。

「貴方が団長で、貴方と出会えて……良かった」

　そして最後はかき消えそうな声で、包んだ僕の右手を胸に抱きしめる。

　ありがとうございます、とうつむきながら呟いて、数粒の滴を手の甲に落とした。

「……ヘスティア様達には、自分も土下座をして謝ります。一杯いっぱい叱られましょう！」

　手を離した命ミコトさんは腕でぐしぐしと目を拭い、顔を上げて満面の笑みを見せる。

　自分勝手な我儘を聞き入れて助けてくれるその彼女の笑みに、僕も涙を流しそうになった。

　二人でくしゃくしゃな笑顔を交わして、そして意志も一つにして、僕達は頷き合う。

　格好悪くていい。

　泥だらけになっても構わない。

　これっきりでいい。

　なろう、あの人の『英雄』に。

　娼婦であろうと破滅だろうと、その手を摑み取ってやれる、彼女が憧れた『英雄』に。

「……！」

　眦まなじりを決し、命ミコトさんと一緒に振り返る。

　薄暗い小径の奥、見上げる先には、金の外装に輝く宮殿がそびえていた。
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「それでおめおめ、『兎』どもを逃がしたっていうのかァ!?」

　フリュネの大音声に、背に隠している狐人ルナールの少女が肩を震わせる。

　多数の戦闘娼婦バーベラがいる宮殿のとある広間の中、春姫ハルヒメを庇うアイシャは泰然としていた。

「もとはと言えばそっちが神命イシュタルさまに逆らったのが始まりさ。落ち度は自分にもある筈だろ」

「馬鹿言ってんじゃないよおおぉ～ッ!?　そこの不細工がアタイの獲物を逃がさなかったらこんな面倒なことにはならなかったんだァ！」

　蛙のごとき大きな両眼が春姫ハルヒメを睨ねめ付ける。

　巨女フリュネはがたがたと震える狐人ルナールの少女に舌打ちを放ち、血走った眼光をアイシャに向けた。

「『殺生石』の存在を知られちまったんだァ、【リトル・ルーキー】達は絶対に帰すわけにはいかないんだよォ!?　このまま逃したら……どう責任とるつもりだぁ、アイシャ～ァ？」

　女主の神娼殿ベーレト・バビリでは今、アマゾネス達が駆けずり回っていた。『殺生石』の儀式を準備する者と計画を知ったベル達を追跡する者、半々に分かれてホーム一帯を奔走している。

　宮殿の最上階付近に位置するこの広間にも喧騒が届いてくる中、アイシャはフリュネを一瞥した後、淡々と言った。

「来るよ、あの坊やは」

「あぁン？　何を根拠に……」

　訝しむフリュネにはもう視線をくれず、彼女は窓の外を見下ろす。

「雄おすの顔はしていなかったが、目は違った。あれは……」

　眼下に広がる歓楽街に向かって、アイシャは呟いた。

「諦めの悪い、冒険者の目さ」

　瞳を細めるアイシャのその横顔に、春姫ハルヒメは一人、表情を様々な感情で揺らす。

　彼女も窓の外に目を向け、魔石灯が灯り始める歓楽街──少年と少女がいるだろう街並みを見下ろした。




　同時刻、少年と少女は、威光を示す壮麗な宮殿に思いを飛ばす。

　荒廃した路地裏から、たった二人、天高くそびえる女神の王宮と対峙たいじした。

　空に広がっていく蒼い闇。

　はっきりと姿を現し始める、満ちた黄金の月。

　一人の娼婦を救出するために、少年と少女は、宮殿攻略に臨む。
















「ここにベル君達がいる筈はずだ、通してくれ！」

　日が沈み都市の空が闇やみに包まれていく中、ヘスティアは歓楽街の一角で叫んだ。

　場所は第三区画前、【イシュタル・ファミリア】領域テリトリーの境界線上である。

　ベルと命ミコトの救出に赴いているヘスティアは、ヴェルフとリリ、そしてタケミカヅチとともに娼館しょうかん街の入口を封鎖する二名の女戦士アマゾネスと睨にらみ合っていた。

「女神様ぁ、証拠はあるんですかぁ？」

「変な言いがかりをつけるんなら、こっちも相応の処置ってものを取らせてもらいますよぉ」

　戦斧や双剣をちらつかせる褐色肌の女戦士アマゾネス達に、ぐぬぬぬっ、と幼女神は唸うなる。

　迷宮ダンジョンでリリ達はアマゾネスに襲われはしたが、その所属を証明する確たる証あかしはない。

　ニヤニヤと笑いながら見下ろしてくる敵団員に、ヘスティアは「うがーっ!?」と両手を振り上げ激怒した。

「ふてぶてしいほどに、しらばっくれてますねぇ……」

「まぁ、ここまでは予想通りだな」

　南東の大通りにちらほらと現れ始める男性客や娼婦しょうふの注目を集める中、女戦士アマゾネスと言い争う主神ヘスティアにリリは嘆息し、ヴェルフは腕を組みながら見守る。

　彼等から一歩離れた場所では、黒髪を角髪みずらにしたタケミカヅチが、周囲から戻ってきた眷族けんぞく達を迎えていた。

「桜花オウカ、どうだった」

「イシュタル派の領域テリトリー全域、鼠ねずみ一匹通さないほどの包囲網が敷かれています」

「アマゾネス達や、娼婦達が道を封鎖していて……侵入できません」

　多方面から偵察していた桜花オウカと千草チグサ、そして他ほかの三名の眷族の報告を聞き、「そうか」とタケミカヅチは眉目を歪ゆがめた。

　恐らくは『殺生石せっしょうせき』の存在を知っているベルと命ミコトを逃がさないための檻、同時に『殺生石』の儀式に誰だれも立ち入らせないための栅だろう、と推測する。

　未いまだにベル達を誘拐した理由は判然としないが、まず間違いない。

「命ミコト……」

　少女の身を案じながら、タケミカヅチは雲のかかった月夜を見上げた。




「ベル殿、この回復薬ポーションも持っていってください」

「すいません。頂きます」

　タケミカヅチ達が第三区画の直前で足止めを食らっている頃ころ。

　夜空に見下ろされるベルと命ミコトは、荒れた小径で装備の点検をしていた。

　たった二人で宮殿に突撃し春姫ハルヒメを救い出す、そのための準備だ。

　歓楽街を脱出して援軍を連れてくる猶予はもはや残されていない。むしろイシュタル達の懐ふところにいるこの時が最初で最後の好機チャンスである、ベルと命ミコトはそれを悟っていた。未だ娼婦達に見つかっていない建物の間隙内で、宝物庫から確保した高性能の回復薬ポーションなどを手渡していく。

　地面に座り込んで忍しのびじみた装束の紐ひもをきつく結ぶ命ミコトは、ベルと時折会話しながら、数年前のタケミカヅチとのやり取りを思い出していた。

『命ミコト、お前は桜花達あいつらの中で一番忍術にんじゅつの適性がある。だが、性分には合わない』

　数々の武芸を叩たたき込まれてきた中、いざ忍術を教えるに当たって、武神タケミカヅチはそう告げてきた。

『いいか、命ミコト。忍者は──汚きたない』

『きっ、汚いっ？』

『そうだ。任務を遂行するためなら忍しのびは手段を厭いとわない』

　正座しながら汗を流す命ミコトに、男神は至極当然というような表情で頷うなずいたのである。

『奇襲、騙だまし討ち、罠わな……あらゆる術を駆使して目的を達成する、それが忍しのびだ。だから、はっきり言って生真面目きまじめなお前には合わないだろう』

　武神タケミカヅチはそう言いつつ、命ミコトに忍術を教えた。このオラリオに来た後は、やはりお前は冒険者とかの方が合っているかもな、と笑みを漏もらしていたが。

　恋い慕っている男神の顔を思い出しながら、命ミコトは緊張を追い出すように息を大きく吐く。

　迷宮で蹴け折られた刀の代わりにベルの予備武装である《牛若丸うしわかまる》を装備。彼の腰巾着も借り受け回復薬ポーション以外の道具アイテムを詰める。

　身軽さを重視した忍者じみた己おのれの体を見下ろし、よし、と頷いた。

「ベル殿。最後の確認です」

　片膝ひざを地面につき、はい、と返事をするベルと宮殿攻略の最後の打ち合わせをする。

「自分が読んだ資料によれば、儀式は満月が完成する今夜の八時頃。場所は宮殿の別館、空中庭園で行われます。……ですが今は後者の情報は無視してください」

　制限時間タイムリミットを始めとした『殺生石』の儀式の概略を命ミコトは説明していく。残されている時間はないと雲がかかった月を一度見上げ、「小細工はなしです」と告げた。

「まず、もとより狙ねらわれていたベル殿が宮殿に侵入し、敵の注意を引き付け……」

「命ミコトさんが、その間に春姫ハルヒメさんを助け出す」

　単純明快な作戦にベルが言葉を引き継ぐと、命ミコトはそこで顔を曇らせる。

「これしか方法はないとはいえ……大丈夫ですか、ベル殿？　貴方に全すべての危険を押し付けることになります」

　交戦することになる無数の敵にごくりと喉のどを鳴らすベルだったが、「やります」とぶれることのない意志を提示する。

「……二十分、いえ十分耐えてください。必ず自分が春姫ハルヒメ殿を見つけ出し、連れ出します」

　少年の真まっ直すぐな深紅ルベライトの瞳ひとみに対し、命ミコトも青紫の瞳へ強い意志の光を宿す。

　ベルの働きに応こたえようと、少女は己を奮い立たせた。

「……最後に、この試みが失敗した時のことも話しておきます」

　話したくはないが、と命ミコトは顔を強張らせながらもしもの場合について話す。

　ベルは彼女と似たような表情で、黙って耳を傾ける。

「春姫ハルヒメ殿と接触した際、如何いかんにかからわず閃光弾を上げます。緑は成功、そして赤が──」

「失敗……その時は」

「……敵の警戒が最大になっている儀式の場へ乗り込み、『殺生石』そのものを破壊するしかありません」

　いつかはまた準備されてしまう『殺生石』の破壊は根本的な問題の解決にはならないが、それでも今晩の儀式を阻止するための最後の手段だ。

「その際は臨機応変に対応するしかありませんが……どちらかが囮おとりになり、もう一人が石を壊す。今はこれくらいしか決められないと思います」

　命ミコトの作戦に、ベルは異論なく了承した。満月の光、そして相応の設備が必要なことから儀式の場は空中庭園から動かないことを話し、最後にお互いを見つめ合う。

「それでは、ベル殿……ご武運を」

「命ミコトさんも、春姫ハルヒメさんをお願いします」

　短い言葉をそれだけ交わし、すぐに二人は別れた。

　ひそんでいた暗い小径から抜け出し、互いの所定位置に移動する。

　路上で自分達を探し回っているアマゾネスや非戦闘員の娼婦の目を慎重に躱かわし、ベルは宮殿ホーム正門前、見張りに見つからないぎりぎりのところまで進んだ。

「……」

　建物の物陰で身を低くし、膝をついて己の右手を見下ろす。

　これから遭遇そうぐうするであろう敵の精鋭──アイシャに戦闘娼婦バーベラ達、そしてフリュネ。

　とりわけあのＬｖ．５の第一級冒険者をどうするのか、という疑問が心中で渦を巻く。勝てる光景ビジョンが、突破口が全く思い付かない。

　防具は全壊しほぼ生身の体を瞥見べっけんしながら、心臓の音をドクドクと鳴らす。

（【英雄願望これ】しか、ないのか……）

　リン、リン、と鐘チャイムの音を奏でて発光する右手を見下ろし、ベルは唇を嚙かむ。

　手に集まる白光。だが本当に当てられるのか、それ以前にあの豪傑の悍婦かんぷの前で蓄力チャージが可能なのか。際限なく湧わき出る疑念と葛藤を、ベルは頭を横に振ることでねじ伏せる。

　やるしかないんだ、と己に言い聞かせ、光粒が集束する手の平をぎゅっと握り締める。

　次の瞬間、ベルは物陰から飛び出した。

「なっ……!?」

「【リトル・ルーキー】!?」

　ホームの真正面、宮殿の前庭に突如とつじょ躍り出たベルに、門兵のアマゾネス達は驚愕きょうがくした。

　まさか自ら敵の本拠地に現れるとは思っていなかったのか、彼女達は慌あわてて武器を構え動き出し、あるいは敵襲を呼びかけようとする。

　虚を突かれたそんなアマゾネス達より早く、ベルは右腕を突き出した。

　十秒分の蓄力チャージ。

　開戦を告げる小さな鐘の音を響かせながら、砲声する。

「【ファイアボルト】!!」

　白光で縁取られた大炎雷が咆哮ほうこうした。

　撃ち込まれた砲撃によって宮殿の正面入り口が大爆発し、複数の門兵がまとめて吹き飛ぶ。

　瞬く間に悲鳴と怒号、そして大量の粉塵が巻き起こる中、ベルは一直線に疾走した。

　レッグホルスターに手を伸ばし、命ミコトから譲り受けた高等回復薬ハイ・ポーションと高等精神力回復薬ハイ・マジック・ポーションをすかさず補給する。空にした試験管を地面に捨て、発生する爆風と煙に紛まぎれながら、ベルは正面玄関から宮殿に乗り込んだ。

　少女の奪還作戦が、幕を切って落とされた。
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「何だ、今の爆発は!?」

　大刀を担いだヴェルフがアマゾネス達に吠ほえかかる。

　足止めされていた彼等の視線の先、第三区画中心地で咲いた爆炎の華に、ヘスティアは周囲の市民ともども体を飛び上がらせて仰天した。

　にわかに騒然となる周囲を他所よそに、リリ達はここぞと相手方に食ってかかる。

「もう言い逃れはできません!!　あれはベル様の魔法ファイアボルトです！」

「そこを通せ!!」

　遠方から魔法の種類を判別できるわけもなく出まかせを言うリリとヴェルフに、啞然あぜんと背後を振り返っていた二名のアマゾネスは、舌打ちとともに武器を構えた。

「だったらどうした、抗争をおっ始める気か!?」

「私達は【イシュタル・ファミリア】だぞ！」

　啖呵たんかを切る相手にリリ達が一瞬勢いを失うと──巨漢が前に歩み出た。

　一人の敵団員の胸ぐらを片手で摑つかみ、そのまま投げ飛ばす。

　後方の石畳を転がった本人も、仲間を投げ飛ばされたアマゾネスも愕然がくぜんとなる中、巨漢のヒューマン、桜花オウカは一言のみを叩きつけた。

「どけ」

　命ミコト、そして春姫ハルヒメの危機にためらいなど捨てた男の姿に、千草チグサや【タケミカヅチ・ファミリア】の面々も続々と武器を抜く。大斧を携える首領に率いられた極東出身のヒューマン達に、アマゾネス達は顔を真まっ赤かにして斬りかかってきた。

「お前等ァ!?」

「はははっ、そら行くぞォ!!」

　ヴェルフが大笑し桜花オウカとともに敵との戦端を開く。

　リリもハンドボウガンを取り出す中、第三区画入り口で戦闘が勃発ぼっばつした。

「結局こうなるのか……！」

「時間もない、しょうがないな」

　Ｌｖ．２のヴェルフと桜花オウカ、そして数の利をもって敵を撃退する眷族達に女神ヘスティアは思わず嘆く。

　走り出す男神タケミカヅチに彼女も諦あきらめたように続き、ヴェルフ達が強行突破した街路へと進入した。
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　──始まりは何だったと問われれば。

　それは、一方的な敵視だった。

　顔を合わせたその瞬間から、同じ『美の神』である彼女はフレイヤを憎んだ。

　それが同族嫌悪なのか、自分にはないものを見出したが故の妬ねたみなのかはわからない。だが事実として彼女はフレイヤのことを憎悪し、何度も蹴落とそうとしてきた。

　一方で、フレイヤは彼女に頓着しなかった。

　彼女が度々けしかけてくる『ちょっかい』は笑って済ませていたし、むしろ退屈凌しのぎに面白おもしろがることもあった。彼女への認識はその程度のもので、フレイヤは別に嫌いではなかった。

　その余裕が、地位と名声、勢力の明暗を分けたのかはわからないが。

　フレイヤは都市の頂点に君臨し、片や彼女は淫都の王にとどまるに至った。

　フレイヤの名声は加速する。眷族達は畏怖を抱かれ、自身の『美』は迷宮都市の地位もあって世界一──下界と天界を引っくるめ最も美しいと噴飯ものの讃美を頂戴することとなった。

　これは他の女神達から嫉妬を買いそうだと笑っていたその時。

　彼女の一方的な敵視には、黒い炎が宿るようになっていた。

　どす黒い眼差まなざしが向けられたあの時点で、あるいは、このようなことが起きるのは決まっていたのかもしれない。

　ただ、一つだけ言えることがあるとするのなら。

　同じ『美の神』である私フレイヤと彼女イシュタルの唯一の差異、それは──。

「フレイヤ様」

　葡萄酒ワインに反射する己の顔を見つめていたフレイヤは、従者の声に顔を上げる。

　手に持っていたグラスを円卓に置くと、歩み寄ってきたオッタルは静かに言葉を続けた。

「アレン達から報告が上がりました。【イシュタル・ファミリア】はベル・クラネルを捕え、更に不穏な動きを見せていると。……そして先程、歓楽街で巨大な爆発が」

　決まりかと、と従者が言い切る前に、フレイヤは椅子いすから立ち上がった。

「【ファミリア】の子は全て揃そろっているわね？」

「はっ」

「号令をかけなさい」

「それでは」

「ええ。イシュタルは線を越えた」

　底冷えする声とともに、フレイヤは銀の双眸そうぼうを細める。

「今までの悪戯いたずらなら笑って許してあげたけど……駄目よ、それだけは許さない」

　歩み出すフレイヤに一礼し、オッタルは──大音声を放った。

「武器を執とれ!!　我等の女神が望むのは戦場の宴だ!!」

　広間に待機していた戦士達が、館に散らばる眷族達が、揃った軍靴ぐんかの音を踏み鳴らす。

　武器を用意し、駆け出していく、その一糸乱れない動きは忠誠の証だった。

　誰もが声を発することなく示し合わせたように銀の屋敷の庭、『戦いの野フォールクヴァング』の前に集結する。

　百を超える眷族が、女神の神意のもと一斉に動き出した。

「……気に食わないわね」

　周囲が喧騒けんそうに包まれ、館の豪奢なホールを進んでいく最中さなか。

　オッタルを側に引き連れるフレイヤは、ぽつりと呟つぶやいた。

「何がでしょうか」

「この流れが、よ」

　短いその返答に怪訝けげんな顔をするオッタル。

　彼に一瞥いちべつもくれず、まぁいいわ、と独白するように呟く女神は、ホームの外へ向かった。

「私も出るわ。準備が出来次第、行きなさい」
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　女主の神娼殿ベーレト・バビリはあっという間に怒声一色に染まった。

「侵入者だ!!」

「数は!?」

「ひ、一人っ、【リトル・ルーキー】が正面から乗り込んできた!!」

　錯綜さくそうするアマゾネス達の叫喚をかき分けながら、ベルは宮殿中を疾走する。

　摩天楼施設バベルに似た中央が吹き抜け構造の広大かつ長大な階層を、階段あるいは柱や手すりを蹴り飛ばし上へ上へと登っていく。

「止まれえぇ──!?」

　駆け付けてくる武装した戦闘娼婦バーベラ、入り乱れる怒号。

　前方に立ちはだかる悍婦かんぷ達を見てベルは一瞬で進路を変えた。矢が問答無用で射られる中、敵の姿を捉とらえては転進を行う。

（足を止めたら終わりだ……！）

　ここは敵の本拠地だ。自分だけで数百という軍勢としのぎを削らなくてはならない。

　一人に手間取って一秒を失った分だけ、寿命を削そがれることになる。

　四方八方から押し寄せる敵影に、まともな近接戦を行ってはいけない、とベルは己に言い聞かせる。

「【ファイアボルト】！」

「ぐああっ!?」

　走り続けながら炎雷を連発する。

　詠唱──装塡そうてん時間が不要な速攻魔法。発射速度も飛来速度も、そして威力も矢を上回る優れた射撃武器にアマゾネス達は対処できず吹き飛び、あるいは中々距離が詰められない。

　廊下や広間の隅で震え上がる非戦闘員の娼婦に注意しながら、ベルは近付いてくる敵、階下、階上、関係なく【ファイアボルト】の雨を降らせた。

「撃てッ!!」

「うっ!?」

　吹き抜けに沿った廊下を走行中、斜め上の上階から十以上の矢が斉射される。

　お返しとばかりの雨あられの一斉射撃を躱し切れず、数発の矢を《ヘスティア・ナイフ》の一閃で撃墜、だが平衡バランスを崩しその場に倒れかかる。

　引き続き降りそそぐ矢の連弾に前後から駆け付けてくる複数の大剣兵。ベルは堪たまらず床を蹴りつけ脇の通路へ逃げ込み、そのまま奥にあった窓に頭から突っ込んだ。

「外に出たぞ!?」

　硝子を破壊し、涼やかな夜気に包まれる。

　雲で身を隠している月に見下ろされながら、宮殿の出っ張った屋根を足場に上階へ。

　疾走と跳躍の連続で兎うさぎのごとく宮殿の上に向かうベルを、同じく窓を割って出てきたアマゾネス達はしつこく追跡してきた。

（まだ──三分も経たってない!!）

　肌から飛び散る汗、上がりかける呼吸。数の多寡たかによって疲労の影が早くも姿をちらつかせ始め、レッグホルスターから三本目の回復薬ポーションを取り出す。

　爆発しそうな心臓の音を抱えながら、それでも走れと、全力で囮役を務めろと、全身に鞭むちを入れた。飲み干した試験管を再び放り投げながら、できるだけ目立つように逃げ続ける。

　輝く歓楽街の夜景が視界の横に広がる中、ベルは戦闘娼婦バーベラに勝る敏脚を駆使し走り続けた。




「ベル殿、恩に着ます」

　──他方、ベルが暴れ回る宮殿正面とは真逆側。

　闇夜に紛れ、裏口側の窓からあっさり女主の神娼殿ベーレト・バビリへ侵入した命ミコトは無人の廊下を駆け抜ける。

　イシュタル達の元来の標的であるベルが騒ぎを起こすことで注目を集め、警備は常より手薄になっていた。彼が全く捕まらないことも宮殿正面側の増員に拍車をかけている。

　ベルに感謝と謝罪の念を捧げる命ミコトの動きは速かった。風のように走り複数の足音が近付けば、身を隠す。数人で固まる戦闘娼婦バーベラを何度もやり過ごした彼女は、やがて単独行動をしている団員を発見した。自分と同等の存在感からＬｖ．２であると瞬時に見抜く。

　前から来るその女戦士アマゾネスの通過地点に、腰巾着から出した水晶の玉をコロコロと転がす。

「？　これは……」

　目の前を横切る水晶を彼女が拾い上げた瞬間──張り付いた天井てんじょうから着地し後方を取った命ミコトは、背後より相手の首に腕を回した。

　右手で握った《牛若丸》の切っ先を、褐色の首筋に添える。

「春姫ハルヒメ殿の居場所は？」

「よっ、四十階っ。空中庭園の近くっ」

　情報を聞き出した命ミコトはそのまま首を締め、相手の骨を鳴らした。

　見事に気絶した女戦士アマゾネスを廊下から別室に放り込んでおき、四十階を目指す。

　まず冒険者が行わない完璧かんぺきかつ洗練された不意打ち、という名の一撃必殺に、何て汚いと命ミコトはタケミカヅチの顔を思い出しながら呟いた。

　やがて窓から外に出て宮殿の屋根、そして外壁を伝って上っていく命ミコトは。

　遥か上方に、明かりが漏れる一室の窓を発見した。
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　とある一室の窓辺で、春姫ハルヒメは動揺を来きたしていた。

　先程からホーム全体が騒がしくなったかと思うと、【リトル・ルーキー】──ベルが一人でこの宮殿に乗り込んできたと報告があったのだ。

　立ち上がり、部屋を駆け出そうとした春姫ハルヒメは同室に待機している戦闘娼婦バーベラに制止された。今は両脇を二人のアマゾネスに挟まれ睨まれている。

　極東の赤い装束に着替え、椅子に腰かけている春姫ハルヒメの尾が、その情緒を表すように揺れた。

「あの子、が……？」

　誰にも聞き取れない呟きが、その桜色の唇から漏れる。

　何で、どうして、止めて、とこぼれていく掠かすれた声の欠片かけら。

　定まらない視点を床にさまよわせる春姫ハルヒメは、何かを恐れるように己の体をかき抱いた。

「お前達は増援に行きな。この部屋には私が残る」

　春姫ハルヒメが部屋の一角でうつむいている中、アイシャは他の戦闘娼婦バーベラに指示を出していた。

　少女の護衛に自分もつく、と述べる彼女だったが、ベルが捕まらない状況に業を煮やしている巨女が異議を唱える。

「勝手に抜かしてんじゃないよ、アイシャ。お前も、アタイと一緒に兎狩りに行くんだよぉ」

「……あぁ？」

「前に『殺生石』を壊して、アタイ達の手を煩わずらわせたことを忘れたとは言わせないよぉ」

　蛙かえるを連想させる巨顔を眼前に寄せ、フリュネはアイシャのことを見下ろす。

「この混乱に乗じて、春姫ハルヒメを逃がすつもりじゃないかぁ？　お前は信用ならない、アタシの目の届くところに置いておくぅ」

　フリュネの言葉に他の戦闘娼婦バーベラ達がうろたえる中。

　主神イシュタルの『魅了』によってもとより反旗など翻ひるがえせないアイシャは、馬鹿ばかが、と吐き捨てる。

「【リトル・ルーキー】は明らかに囮だろう。本命は春姫ハルヒメを狙っている【絶ぜつ†影えい】の方だ」

「たかがＬｖ．２の第三級ごとき、アタイとお前がいなくても問題ないだろうがぁ」

　この部屋にいる戦闘娼婦バーベラはフリュネとアイシャを除きＬｖ．２。

　第二級冒険者達は同じＬｖ．３のベル捕獲のため駆り出されている。

　命ミコト程度、ここにいる戦闘娼婦バーベラ達だけでどうとでもなる、とフリュネは荒い鼻息を出した。

「あの小娘は戦争遊戯ウォーゲームでとんでもない魔法を使っている、下手を打てば──」

「うるさいんだよォ!?」

　凄すさまじい大喝に戦闘娼婦バーベラも、春姫ハルヒメも肩を跳ね上げた。

　部屋にいる全ての者を戦慄せんりつさせながら、フリュネはその血走った眼球で、表情を変えないアイシャを睨み付ける。

「お前はアタイの言うことを聞いていればいいんだよォ。また、その顔を潰つぶされたいかァ？」

　大きな口から強い口臭を吐き出してくる巨女を、今度はアイシャが睨み返した。

　過去『殺生石』を破壊した際、アイシャは主神イシュタルに引き渡されるまでフリュネの手で徹底的に痛め付けられている。

「それともォ……お前がよく構っている不細工どもも、同じ目に遭わせてやろうかァ？」

　アイシャの顔が、ここで初めて苦渋に歪む。

　見れば、部屋にいる一部の戦闘娼婦バーベラが怯おびえながら二人のことを見守っていた。

　団長フリュネより信頼が厚いアイシャは多くのアマゾネス、特に年若い少女達に慕われている。アイシャも彼女達のことを妹のように──それこそ春姫ハルヒメと同じように──面倒を見ていた。

「忘れたか、アイシャァ？　また妙なことをすれば今度はお前だけじゃあない、他の奴やつ等も巻き添えを食らう……イシュタル様にも忠告されただろうォ？」

　アイシャはイシュタルに忠誠を試されている。あるいは玩具にされている。

　完璧に『魅了』され主神の傀儡かいらいになるわけでもなく、恐怖を植え付けられたまま春姫ハルヒメと妹達を天秤にかけさせられている。常に苦悩と葛藤が生じるように。

　それが『殺生石』を破壊した彼女に、イシュタルが科した罰だ。

　押し黙る彼女に、返事をしな、というしゃがれた声が投げられる。

「……わかったよ」

　指示に従った美麗なアマゾネスに、「ゲゲゲゲゲゲッ!?」とフリュネは哄笑こうしょうした。

　そこから武器を携え、ベルのもとへ向かおうとする。

「時間になったら、祭壇に移動しなぁ。準備をしているサミラ達に春姫ハルヒメを渡せぇ」

　部屋を後にする直前、フリュネは残る戦闘娼婦バーベラ達に指示を出す。

　アイシャと、彼女と馴染なじみ深い少女アマゾネス達を引き連れ、巨女はその場から出ていった。




「ほう。乗り込んできたか」

　女主の神娼殿ベーレト・バビリ最上階、神の自室。

　贅をつくした長椅子ソファーに腰かけている美神イシュタルの耳にも、ベル襲撃の情報はもたらされていた。

「宮殿中を出[image: 鱈]目でたらめに逃げ回っているらしく……まだ捕まえられないようです」

「出[image: 鱈]目に、ねぇ。理由もなく猛獣どもの巣穴に舞い戻ってきたわけじゃないだろう」

　青年従者タンムズの報告に、イシュタルは片手に持つ煙管キセルから紫煙を立ち上らせる。

　四方しほう全てが開け放たれた部屋には風が入り、紫煙が横に揺らいだ。

「何か忘れもの……心残りの娼婦おんなでもいたか？」

　女神はおかしそうに目を細める。

「すぐに捕えさせます」

「いや、いい。兵を引かせろ」

　言うとともに長椅子ソファーから立ち上がった主神の姿に、タンムズは瞠目どうもくする。

　驚愕するヒューマンの従者を尻目しりめに、イシュタルは妖あやしい笑みを浮かべた。

「少し興味が湧いた。私わたし自ら出向いてやる」

　腰を上げ、女神は戦いの声々が途切れない階下へと足を進め始めた。
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　ベルは宮殿三十階を走破しようとしていた。

　既に地上からの高さは一〇〇Ｍメドルを目前にしている。途切れない戦闘娼婦バーベラの攻撃を必死に回避しながら、大階段を駆け上がっていく。

　未だ十分も経っていない激しい攻防戦。十分を超えれば自分はあっさり捕まる、そう確信するベルをそれでもなお前進へと駆り立てるのは執念と、使命感だった。全身を白熱させる想おもいの本流が五感を冴さえ渡らせ、第二級冒険者達の襲撃さえ往いなしてみせる。乱射する速攻魔法ファイアボルトを盾に爆風の中を駆け抜ける白兎は後のことを考えず、この時に全てを委ゆだねていた。

　春姫ハルヒメと命ミコトの顔を胸に刻み付けながら、Ｌｖ．３を筆頭にした大集団の捕捉を振り切っていく。

　奇跡の逃亡劇を続け、破竹の勢いで上へ進み、続々と女戦士アマゾネスの援軍を引き付けていった。

「──どきなァァッ!!」

「!?」

　宮殿中央、吹き抜け沿いの廊下を駆けていたその時、頭上より大銀塊が飛来する。

　高速回転する大刃──大戦斧をベルは全力で回避した。

　爆音とともに廊下の手すり、床、更には壁を破壊し、階下の部屋を四つほど貫通する。

　己が一瞬前までいた場所を粉砕しつくした攻撃にぞっと寒気を感じながら。

　ベルは、ついにやって来たと確信する。

「フリュネさん……！」

　視線の先、遥か上階の廊下に立つのは二Ｍメドルを超す巨女。

【男殺しアンドロクトノス】の異名を持つ第一級冒険者は蛙を彷彿ほうふつさせる分厚い口唇を吊り上げる。

　更にその側にいる黒い長髪の女傑じょけつ──アイシャの姿に、ベルは目を眇すがめた。

「アタイが恋しくて戻ってきたのかいッ、感激じゃないかァ～!?」

　フリュネは他の団員に新しい二本の大戦斧を用意させ、こちらのことを見下ろす。

　そして次には、床を蹴った。

「──っ！」

「いま行くよおおおぉっ!!」

　頭上の階から飛び降りたフリュネに、ベルは脇目も振らず背を向けた。

　吹き抜け沿いの廊下からいくつもの部屋が並ぶ通路へと全力で逃げ込む。間もなく巨女が着地した床を轟然ごうぜんと砕き、周囲一帯を揺るがした。

「兎の後を追うのはあのヒキガエルに任せな！　他の奴等は全員三十階に集まるんだ！」

　上階の鋭いアイシャの指示とともに後方より強い衝撃が届く。

　焦あせりで全身を発熱させるベルは、とにかくフリュネから距離を取ることを選択した。

　甚だしい威圧感から逃走し、窓から一度外に脱出を試みるが──再び斧が投擲とうてきされる。

「!?」

「どこへ行く気だぁい!?」

　背後より大戦斧が急迫する。

　驚倒するベルが倒れ込むように床に伏せると、障害物全てを破壊する回転刃カッターは通路の突き当たり──窓に炸裂さくれつし砲撃さながら大穴を開けた。

　冗談のように飛び散る瓦礫に戦慄する暇はない。

　床にへばりつくベルを巨大な影が被覆する。

「っっ!?」

　あっという間に接近したフリュネが残った大戦斧を大上段に振り上げ、振り下ろす。

　繰り出された縦断の一撃をベルは横に転がることで間一髪回避した。

　大破砕される床。己の足場をも巻き込み体勢を崩すフリュネに、必殺から逃れたベルは跳ね起きるとともに右腕を突き出す。

　躊躇ちゅうちょと加減などもはや忘れ、『魔法』の引鉄を引いた。

「【ファイアボルト】!!」

　咆哮を上げる炎の雷。

　驀進ばくしんする稲妻の槍を──フリュネは横に飛び退いて回避した。

「なっっ!?」

　ベルは目をあらん限りに見開く。

　速攻魔法ファイアボルトを──躱した!?

　この距離で!?

　至近距離から放たれた『魔法』を難なく回避するという離れ業に愕然とするのも束つかの間ま、炎雷によって通路の壁が爆砕する中をフリュネは猛襲してくる。

「小賢しい魔法だねぇ!?」

　動揺を引きずったままベルは斧の連撃を必死に避ける。

　無詠唱ノータイムかつ雷いかずちのごとき弾速を誇る速攻魔法ファイアボルトを回避したフリュネに震慄しんりつを禁じ得ない。その巨体に似つかわしくない反射と初動の速度であっさりと見切ってみせた。

　次元が違い過ぎる、と。

　大戦斧の風圧に肌を切り裂かれながら、ベルは第一級冒険者の高みを思い知らされる。

「さぁ、もう終わりかぁい!?」

　広い廊下を破壊し続けながら宮殿の奥へ奥へと移動していく。

　壁に、天井に、床に深々と残る斬撃の爪痕つめあと。得物を振り回すことで絨毯じゅうたんや魔石灯など根こそぎ吹き飛ばすフリュネは、この凄まじい猛威でなおベルを玩具がんぐにして遊んでいた。

【英雄願望アルゴノゥト】──蓄力チャージなどできない。この相手に対し、蓄力チャージに意識を割ける筈がない。

『スキル』の力に縋すがろうとした瞬間、手足あるいは胴体が即刻そっこく両断されるだろう。

　頼みの綱にしていた起死回生の力を行使する暇もないベルは瞳を震わせながら、《牛若丸弍式うしわかまるにしき》を抜き放つ。

《ヘスティア・ナイフ》とともに双刀装備ダブル・ナイフで応戦、いや防戦した。

「くっっ!?」

　恐怖を振り払い、敵の攻撃を横から叩いて何とか逸そらす。

　すかさず放たれた回避不可能な大戦斧の剛閃に──ベルは市壁の上で戦った狂戦士ティオナの大双刃を重ね合わせ、ナイフで斬り払った。

　斧に滑らせた刃から発生する絹を裂くような甲高かんだかい金属音。《牛若丸弍式》が悲鳴を上げながら膨大な火花を放出する。

　次には身を襲う衝撃に耐え切れず、ベルは完璧に斬り払えないまま吹き飛んだ。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲッ!?　やるじゃないかぁ!!」

　己の一撃を防ぎ、通路を飛んでいく少年にフリュネは歓呼する。

　視界を二転三転させながら床を勢いよく転がり、通路の先に繫つながる広間まで追いやられた。

　全身を汗とすり傷だらけにしながら、急いで立ち上がると。

　視界に飛び込んできた光景に、ベルは凍りつく。

「アイシャさん……!?」

　広間の四方を埋めつくさんばかりの戦闘娼婦バーベラが、転がり出てきたベルを包囲していた。

　彼女達を誘導しただろう長脚の女傑は、抜き身の大朴刀だいぼくとうを担いでこちらを見つめている。

「……よくやったよ、あんたは」

　上階への大階段を背にするアイシャは淡々と告げた。

　間もなく、床を踏み鳴らしながらフリュネが広間に足を踏み入れる。

　鉢形装飾が施された荘厳な柱と窓が並ぶ広間、その中央で囲まれたベルに逃げ道はない。数え切れないアマゾネス達がこちらの肌に視線を突き刺し、得物で己の肩を叩く。

　不味い、と呼吸を乱すベルが必死に打開の思考を巡らしていた、その時。

「下がれ、お前達」

　頭上よりアマゾネス達に声が投じられた。

　場にいる全ての者が驚きながら振り返った先、大階段の奥からゆっくりと、絶世の美貌を誇る褐色の女神が煙管キセルを片手に下りてくる。人を破滅に追いやる毒華のような甘い香りが傷付いた鼻先に届く中、立ちつくすベルの深紅ルベライトの瞳は彼女の体に釘くぎ付けとなった。

　見る者を惑わせる『美の神』イシュタルは、紫煙を吐きながら愉快そうにそんなベルのことを見下ろしてくる。

「ど、どういうことだぁい、イシュタル様ァ!?　いきなりしゃしゃり出てぇ!?」

　背後に従者タンムズを連れて現れた主神へ、フリュネが怒声を届かせた。

　憤怒で顔を真っ赤にするアマゾネスの長を、イシュタルは一瞥する。

「聞こえなかったか、フリュネ。下がれと私は言った」

　紫水晶アメジストのごとき瞳が何の感慨もなく向けられる。その声音にはただ『逆らうな』という神意が込められていた。

　フリュネの裂けた口端が引きつる。

　ベルが初めて目にする、巨女の気圧けおされた表情だった。

「お前達全員、『殺生石』の儀式に向かえ。今度こそ必ず成功させろ、失敗は許さん」

　刃向かうことを許さない神命に戦闘娼婦バーベラ達が息を呑のむ。そして、場が動き出すのに大して時間はかからなかった。

　一人、また一人と従順に広間を後にしていく。瞳を歪めるように細めるアイシャもまた主神イシュタルをしばし見つめた後、黒髪を翻し背を向ける。去り際、肩越しにベルのことを見やってきた。

　フリュネが大きな舌打ちを鳴らすのを最後に、完全撤退していくアマゾネス達。

　はっとしたベルは命ミコトと春姫ハルヒメが危ないと後を追おうとするが──前触れなく目の前に着地したタンムズに、度肝を抜かれる。

　黒髪に褐色の美青年は、視線だけで威圧しながら行く手を阻んできた。

「この私が自ら足を運んでやったと言うのに、背を向けるとは無礼なガキだ」

　タンムズから慌てて間合いを取る中、段差をゆっくり下りてくる音が響く。

　振り向けば、薄い笑みを浮かべるイシュタルがベルのもとに近付いてきた。

「イシュタル、様……」

　床に立ち同じ目線の高さとなったイシュタルに、ベルは当惑を隠せない。

　二対一。いや事実上、神は戦力に数えられないのでタンムズとの一対一。

　背後にいるヒューマンの青年を窺うかがいながら、主神の命令とは言え何故なぜこうもフリュネ達は自分を易々と放置する真似まねを──とそこまで考えたベルは、ぞくっっ、と。

「よく来たな、女神ヘスティアの眷族よ。囮とは言え単身で乗り込むとは、思った以上に気骨がある」

　足を止めたイシュタルに見つめられ、背筋がわなないた。

　艶なまめかしい体を、溶けるような声を、甘い香りを、蠱惑的こわくてきな視線を。

　神の『美』を形成するその全てを感じ取って、女戦士アマゾネス達が見逃した理由を正しく理解する。

　抗えない女神の『美』に、ベルはもう詰んでいるのだと。

　ベルの運命は終わったのだと、彼女達は知っていたのだ。

「ここに未練を引きずる娼婦おんなでもいたか？」

　ベルの蛮勇を評価しつつ全てを見透かしているのか、美神はその紫水晶アメジストの瞳を細める。

　行き過ぎた『美』を誇る女神を前にどこを見ていいかわからない。

　金銀を使った冠サークル、耳飾り、首飾り、胸飾り、腕輪と足輪。そして僅わずかな衣料に覆われた褐色の体は胸や臍へそ、腰や腿ももなど大部分が露出している。編み込んだ黒髪は深い色合いから紫にも見え、妖しげな艶つやを帯びていた。

　体のどこかを一度いちど見つめたら最後、『魅了』されてしまうのではないか。

　そんな恐怖が理性に囁ささやきかけてくる。尋常ではない色香を放つイシュタルに頰ほおを熱くしながら、ベルは緊張して身構えることしかできなかった。

「さて、こうして会うのは二度目になるか。最初に目にした時はあの女神おんなの趣味を疑ったが……なるほど、撤回しよう。いい面構えをしている」

　匂におい立つような美貌に喉が独りでに転がるのを他所に、女神は面白そうに笑った。

　鼓動の衝撃を全身で感じながら、ベルは絞り出すように声を落とす。

「……何で、僕達をダンジョンで襲ったんですか？」

　ずっと気になっていたことを派閥の主神に問いただすと、彼女はあっさりと答えた。

「戦争遊戯ウォーゲームで名が知れたお前には、私もそれなりには興味を持っていた。後は……気に食わない女神おんなへのあてつけさ」

　ベルが言葉の意味を理解するのを待たず、イシュタルは不敵な笑みを浮かべる。

「喜べ。お前を『魅了』して、私のモノにしてやる」

　凄すごんでなお増す色香に、そしてその宣言にベルは動揺し、足が一歩後ろに下がる。

　だが──春姫ハルヒメの主神である彼女と言葉を交わすのは価値がある、と必死に踏みとどまった。

　美神の宣言に混乱しつつも、ある意味この場は説得の好機であるのだと。

　タンムズに見張られる中、ベルは間合いを残して『美の神』と正対し続けた。

「……聞かせて、ください」

「ん？」

「どうして、春姫ハルヒメさんを犠牲にするんですか？」

　腹をくくって尋ねたベルだったが、美神は大声で笑い出した。

「ははははっ!?　この私を目の前にして他の女の話ができるのか、貴様！」

「こっ、答えてください!?」

　煙管キセルをくわえて笑うイシュタルに、思わず声を荒らげるベル。

　くっくっと肩を揺らす女神は益々気に入ったと、機嫌を良くしながら話し始めた。

「そうだなぁ。まず、春姫ハルヒメは私が買った。汚い男どもの家畜に成り下がるところを救ってやったんだ、むしろこうまで重宝しているのを感謝してもらいたい」

　歓楽街に売り払われたとは名ばかりで、春姫ハルヒメは物好きの豪商達の慰み者になろうとしていたという事実に、ベルはまずうろたえた。

　たまたま足を運んだ商館にいた、まだ幼い狐人ルナールの少女。その美貌と、後はその種族に一欠片の興味を抱き、愚図る商人達から暗然たる面持ちでうつむく彼女を無理矢理買い取った。

　美味うまそうに煙管キセルを吸いながら、イシュタルは春姫ハルヒメとの出会いを語る。

「私が拾った命だ……親のために子はつくすものだろう？」

「そんな……!?」

「それになぁ、ベル・クラネル？　私は春姫ハルヒメを殺そうなどとは思っていない。あの女神を倒せば、あいつの魂は返してやる。少しの間あいだ借りるだけだ」

　詭弁だ!?　とベルは心の中で叫ぶ。

『殺生石』の破片が【フレイヤ・ファミリア】の戦闘の中で失われない可能性は極めて低い。

　全てが終わった後、ベルに微笑ほほえんでくれたあの春姫ハルヒメは、きっともう返ってこない。

　震える瞳で、ベルは精一杯イシュタルを睨み付けた。

「言っておくが……春姫ハルヒメは私が手を下さずとも、他の誰かの手で同じ運命を辿たどる。あれが秘める『力』はそういうものだ」

「……！」

「『恩恵』を与え、あの娘むすめの【ステイタス】を拝んだ時の私の気持ち……わかるか？　震えたぞ、この『力』をもってすればあの気に食わない女神を引きずり下ろすのも可能だと!?」

　あの女神めがみ──都市最強派閥の美神の横顔が脳裏に過よぎる。

　春姫ハルヒメの『力』は彼女達を倒すほどに強力で、万人を引き付けてしまう代物だというのか。

　あの狐人ルナールは神の予想を裏切る『可能性』を持っていたと、女神イシュタルはとうとうと述べる。

「春姫ハルヒメは私の切り札だ！　フレイヤを奈落に突き落としてやる!!」

　熱が帯び始めるイシュタルの言葉に動揺しながら、ベルは声を飛ばす。

「どうしてそこまで【フレイヤ・ファミリア】を……!?」

「どうして、だと？　全てだ、全てが気に食わんからだ!?」

　そこで初めてイシュタルは眦まなじりを裂き、怒りの形相を作り上げた。

「私を差し置いて男どもはあの女を最も美しいと称えやがる、ふざけるな!?　あのメス豚のどこが私の美貌を上回る!?　男どもの目は節穴か!!」

　床に吠えるように、女神は嫉妬を爆発させた。

『下界の人間』では到底とうてい及ばないその激情の発露に、ベルは仰のけ反ぞり、恐怖し、畏おそれる。

　背後にいるタンムズさえも、たじろぐ気配を窺わせた。

「……で、でもっ!?　それに春姫ハルヒメさんを利用していいわけが……！」

　思わず屈しそうになる膝を何とかとどめながら、ベルは訴えた。

　それはあまりにも酷薄こくはくだと言う彼に、イシュタルは落ち着いたのか薄い笑みを浮かべる。

「失敬な。私が血も涙もない神だったら、春姫ハルヒメを『魅了』しつくしてとうに人形にしているさ。私の命令だけを聞く、忠実な女狐にね」

「それは……」

「私は私なりの慈悲で、あの哀れな娘むすめを可愛かわいがってきてやったぞ？」

　くるくると、イシュタルは手の上で煙管キセルを回す。

「窮屈な思いをさせてきたのは仕方がない。だがアレには綺麗きれいな服も、贅をつくした飯も与えてきた。……女の悦よろこびを知る機会も、何度も恵んでやった」

「……ッ!!」

　鳥籠かごに閉じ込めて娼婦を強制してきたイシュタルに、今度はベルの頭が沸騰した。

　相手が神であるということを忘れ、感情を爆発させる。

「何でっ、あの人に娼婦をやらせるんですか!?」

「ここは私の【ファミリア】だ。私が是ぜとする行為が派閥の方針となり、掟おきてとなる。常識だ」

　無知な子供の癇癪かんしゃくに過ぎないベルの非難を、何を今更、とイシュタルはせせら笑う。

【ファミリア】の一種の弊害とも言える主神による派閥運営の方針。

　主神が定める掟には従わなければならない。無所属フリーの一般人が『神の恩恵ファルナ』を授さずかろうとしないのは──抗争など争い事を忌避してという以外にも──神の掟に絶対遵守というその側面を過度に恐れている故でもある。神格者じんかくしゃの【ファミリア】に巡り会えるのは稀まれなのだ。

　神の眷族になるということは、そういうことである。

　そう告げてもどうしても納得しようとしないベルの眼差しに、イシュタルは肩を竦すくめた。

「わからんなぁ、何故なぜ娼婦を忌避する？　体を重ね、快楽に身を委ねることは神聖だ。男の獣性じゅうせいを鎮め、女は世界の安寧の柱となる」

「な……!?」

「この下界では雌雄しゆうが交わることで新たな命が誕生し、豊穣ほうじょうに結びつくだろうに。多くの男と交わることは決して不浄などではない。私には子供達の言うことがさっぱりわからん」

　神との価値観の相違。

　超越存在デウスデアである女神の思考を見せつけられ、ベルは途方もない衝撃を受けた。

　彼女達からすれば、子供に過ぎないベル達の感性は未成熟なのか。

　あるいは女神イシュタルの言う通りなのかもしれない。オラリオの中でギルドが歓楽街の存在を容認しているように、娼婦という職業は不可欠な存在であるのかもしれない。

　娼婦は決して疎うとまれるものではなく、必要とされているのかもしれない。

（でもっ……!!）

　だが、その理ことわりの中で生きていけない者達もきっといる、と。

　脳裏に焼き付いている、涙を見せず儚はかなく笑う少女の姿に、ベルは手を握り締めた。

「それでも……そうだとしてもっ、苦しいと思っている人達はいる筈です!?」

　悲痛な叫びをぶつけ、ベルはイシュタルに訴えた。

　どうか春姫ハルヒメを娼婦から、その破滅の定めから解放してやってくれと。

　しかし、その叫びを聞いてもイシュタルの顔は小揺るぎもしなかった。

「無理だな」

　こと性愛を司るイシュタルには、ベルの訴えは届かない。春姫ハルヒメの苦しみはわからない。

　呆然ぼうぜんとする少年に対し、イシュタルは唇に添えていた煙管キセルを離す。

「子供おまえの我儘わがままと神わたしの真理ではいつまで経っても平行線だ。もとより、付き合う気はない」

　目を細めたイシュタルは、ぱちんと指を鳴らす。

　瞬間、背後にいたタンムズが動き、ベルを床に取り押さえた。

「ぐうっ!?」

　女神との会話にすっかり気を取られていたベルは、しまった、と己の油断を悟る。

　いや、それよりも──速い。

　いとも容易たやすく組み敷かれ、しかも全く抜け出せない拘束の怪力にベルは戦慄した。

「それでもタンムズはＬｖ．４だ。お前の細腕では振り払えん」

　派閥の副団長である美青年について語るイシュタルは。

　押さえ付けられながらもがくベルの前で──服を脱ぎ始めた。

「ほあぁっ!?」

　それまでの真面目な空気を忘れ、真っ赤になったベルは奇声を上げる。

「えっ、えっ、ええええっ!?」

「うぶなやつめ。主神ヘスティアは何も教えていないのか……って、ああ、あいつは処女神だったか」

「ななななななっ、何で服をっ!?」

　伏せている体勢で必死に床だけを見つめようとするが、タンムズに髪を摑まれる。

　顔を無理矢理むりやり引き上げられたベルの目に、僅かな衣料を脱ぎ捨てて全裸になった女神の姿が飛び込んできた。

「言っただろう、私のモノにしてやると」

　衣料から解放された豊満な胸が揺れ、しなやかな肢体が悩ましくくねり、細い指がくびれた腰から肉付きのいい臀部でんぶを撫なでる。瑞々みずみずしい褐色の肌から今日最大の色香が放たれた。

　全身という全身が赤く爛ただれるベルに、イシュタルは艶然えんぜんと微笑む。

「骨の随が溶けるまで──『魅了』してやる」

　そして、身も心も奪ってやると嗜虐的しぎゃくてきな眼差しを向ける。
















　真っ赤から真まっ青さおになったベルに、女神の影が迫った。
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　女主の神娼殿ベーレト・バビリには、神や団員達が住まう宮殿以外にも、巨大な別館が存在していた。

　宮殿の裏手で隣接するように建つ石造の館は白い石材が使われ、本殿と負けず劣らず瀟洒しょうしゃな雰囲気を装っているが、その形状と構造は『古代』の遺跡とされる聖塔ジッグラトに酷似している。

　この別館は五年前から着工され、表向きは新しい娼館のため、真実はとある『儀式』のためだけに造られた。三年前、入手困難な『殺生石』をとある娼婦が破壊して以来いらい沈黙を守っていたが、今宵、満月の光を浴びて静かに稼働しようとしている。

　春姫ハルヒメは、宮殿と別館を橋渡ししている空中廊下を進んでいた。

　宮殿の四十階から伸びる石の橋には屋根がなく、胸壁があるのみで風が吹きつけている。三名の戦闘娼婦バーベラの護衛に命じられるまま進む春姫ハルヒメは、その長い髪を押さえた。

「急げっ、春姫ハルヒメ！」

「は、はいっ……」

　どんっと背中を押され、着物を引きずる。

　戦闘娼婦バーベラ達は頻しきりに頭上を気にしていた。蒼あおい闇に体を包まれながら春姫ハルヒメも顔を上げると、夜天には美しい星々と、遠目にはすっかり満ちているように見える黄金の月が見える。

　自分を殺す光だ。

　春姫ハルヒメは音にならない声で呟いた。

　視線を下げて、橋の先を見れば、別館屋上に広がる荘厳な空中庭園が見える。中心部からうっすらと立ち上っている青白い光が、こっちへ来い、と少女のことを手招いていた。

　表情を消し、うつむく春姫ハルヒメは黙って進む。

　あるいは早く自分が行けば助かる者達がいると言うように、歩む速度を上げた。

「おかしなやつ……」

　少女を急かす戦闘娼婦バーベラ達は、同時に彼女を薄気味悪そうに見ていた。

　破滅を前にして何も言い出さない、ともすれば全てを諦めている少女に鼻を鳴らす。剛胆ごうたんな女戦士アマゾネス達の目には彼女がただの臆病者にも映り、苛いらつかせもする。

　春姫ハルヒメを先頭に三人並んでいるそんな彼女達は、油断していた。

　空中廊下は一本道で見晴らしが良く、ひそむ場所はない。

　奇襲には都合が悪い場所であるからこそ彼女達は警戒を怠り、橋の下に張り付いているその少女の存在に気付けなかった。

　音もなく胸壁に手をかけた黒髪の少女は、一瞬で彼女達の背後を取る。

「──は？」

　襟えりを摑まれたアマゾネスがまず橋の外に投げられた。

　空中を落下する彼女に気付いた二人が驚愕しながら反転すると、振り向きざま一人がまた捕まる。抵抗して振り解こうとするも、体術による投げ技を頂戴した。

「お、お前!?」

　橋の左右に落下する二人の仲間に動揺しながら残る女戦士アマゾネスが長剣を装備する。少女もすかさず紅刀を抜くが──何かに気付いたように床に伏せた。

　起こったのは横殴りの強風だった。ようやく異変に気付いた春姫ハルヒメがよろめくほどの、斬りかかろうとした女戦士アマゾネスが胸壁に寄りかかってしまうほどの。

　立ち上がった少女は「待っ──!?」という制止の声を聞かず、相手の顎あごを鋭く蹴りつけた。

「……命ミコト、様？」

　蹴り落とされた最後の護衛が空中廊下から姿を消す中、ふらつきながら振り向いた春姫ハルヒメに、結わえた黒髪を揺らす少女、命ミコトは駆け寄る。

「どうして、ここに……」

「貴方を連れ出すために」

　啞然とする狐人ルナールの少女に間髪入れず答える。

　その翠みどりの瞳を見張る春姫ハルヒメの手を、命ミコトは握った。

「ここから逃げましょう、春姫ハルヒメ殿。さぁ早く」

　時間が惜しいとばかりに、言葉少なにその場から離れようとする命ミコトだったが。

　手を引かれる春姫ハルヒメは、その場に踏みとどまる。

「命ミコト様……私わたくしのことはいいですから、お一人でお逃げください」

「なっ……」

　今度は命ミコトが啞然とする中、春姫ハルヒメは繫がれた手をそっと離す。

「何故なぜ来てしまったのですか、命ミコト様……クラネル様も。私わたくしが貴方方がたを脅おびやかすと、わかったのではなかったのですか？」

「それは……！」

　数時間前、夕焼けの路地裏で春姫ハルヒメと大切なものを天秤にかけた負い目が、命ミコトの心を焦こがす。

　沈痛そうな表情で、春姫ハルヒメは続けた。

「私わたくしがいればフリュネさん達が、イシュタル様がずっと追ってきます。命ミコト様達まで危険に晒さらしてしまう……そんなこと、私わたくしは」

「それでも!?　彼はっ、ベル殿は貴方を守ってみせると仰おっしゃったのです!?」

　言葉を遮さえぎるように叫び、命ミコトは驚く春姫ハルヒメの両肩を摑んだ。

「貴方のために強くなって、守ってみせると!?　彼は自分にそう言いました!!」

「クラネル様は……あの子は優しいから、だから」

「違う!!　あの方は哀れみや罪悪感で今も戦っているんじゃない!?」

　春姫ハルヒメが並べようとする言葉を、ベルの覚悟を否定する言葉を命ミコトは許さなかった。

　少女は、目の前にある命ミコトの瞳から逃れるようにうつむく。


「命ミコト様、お願い、もういいですから…………もう、私わたくしはいいのです」



「何故っ……何故なぜ諦められているのですか!?　ご自身の命が失われるというのに！」

　少女の肩に指を食い込ませながら、命ミコトは泣くように己の声を募らせる。

　そして。

　押し殺していた何かがこぼれ落ちてしまったかのように、春姫ハルヒメの唇が震えた。

「助けて、なんて言えません……」

　降りそそぐ月の光の中に消えてしまいそうなか細い呟きに、命ミコトは馬鹿なと咎とがめる。

「何も怖がる必要はありません!?　春姫ハルヒメ殿が願えばベル殿は絶対に貴方を見捨てないっ、彼はそのような男おのこではありません!!」

「っ……」

「春姫ハルヒメ殿!!」

　一際ひときわ命ミコトの声が高く響いた──次の瞬間。

　うつむいていた春姫ハルヒメは、顔を振り上げた。

「命ちゃんにはわからないよっ!!」

　柳眉りゅうびを逆立て、翠の瞳から涙をこぼしながら。

　春姫ハルヒメは、感情が決壊したかのように叫んだ。

「……っ!?」

「好きでもない人に体を捧げて、売って、お金をもらって!!　命ミコトちゃんはそんな自分を許せる!?」

　息を呑む命ミコトの眼前で、幼い頃に舞い戻ったかのような口調で声をぶつける。

「私わたしはっ、娼婦だよ!?」

　叩きつけられた少女の現実に、瞳が揺らいだ命ミコトは何も答えられない。

　春姫ハルヒメは大粒の涙を散らしながら体を左右に振った。

　力を失った命ミコトの手を肩から振り解き、その胸を両手で握り締める。

「あの子に助けてって、そう言えばいいの？　こんな汚れた体で、側に置いてくださいって、そう縋ればいいの？　あの子が危なくなるってわかっているのに!?」

　迷子の子供のように視線をさまよわせ、春姫ハルヒメは命ミコトを見つめる。

　瞳を歪めながら、その哀切を吐き出した。

「できないよっ!?　私わたしには、できないっ……！」

　閉じた瞼まぶたから透明な滴をとめどなく溢あふれさせ、春姫ハルヒメはうつむいた。

　しゃくり上げる細い肩が上下する。石畳にいくつもの涙滴がはねる。張り裂けんばかりのその少女の慟哭どうこくに、命ミコトは立ちつくすことしかできなかった。

　もし、自分が春姫ハルヒメと同じ境遇だったなら。

　桜花オウカに、千草チグサに──タケミカヅチに、自分は助けを求められるだろうか。

　娼婦に身をやつし、本当に助けを求められるだろうか。

　むしろ、見ないでくれ、そう言うのではないか。

　同じ女であるからこそ、命ミコトは春姫ハルヒメの言葉を否定できない。むしろ共感してしまう。

「……っ!!」

　頭上からそそぐ月の光に濡ぬれ、儚いまでに美しい目の前の少女に顔を歪める。

　命ミコトは一瞬、時間と場所を忘れ己の無力感に打ちひしがれた。

「──撃て！」

　その瞬間。

　彼方から走った一条の雷が命ミコトに命中する。

「ぐっっ!?」

　肩を抉えぐった灼熱の光に、命ミコトの体が揺らぐ。

『魔剣』。

　春姫ハルヒメと対峙たいじする命ミコトの存在を察知し、宮殿側から戦闘娼婦バーベラが劣化魔法の一撃を放った。

　驚愕する春姫ハルヒメの前で命ミコトの体がぐらつき、橋の胸壁から身を乗り出す。

「命ミコトちゃん!?」

　咄嗟とっさに手を伸ばした春姫ハルヒメの眼前で──『魔剣』の第二射が命ミコトの体を襲った。

　黒髪の少女は手にした紅刀でその雷弾を防いだものの、反動によって橋から落ちる。

　春姫ハルヒメの伸ばした手が何も摑めず空を切り、命ミコトは空中廊下から落下した。

「あぁ……！」

　春姫ハルヒメは顔を両手で覆い、その場に泣き崩れる。

　あらゆる事柄を自責するように、掠れた声でごめんなさいと何度も呟いた。

「ぅ……!?」

　一方、空中を落下していく命ミコトは焼かれた肩を押さえ、歯を嚙み締める。

　少女を置き去りにした空中廊下が、見る見る内に遠ざかっていく。

「無念っ……！」

　腰巾着に手を回し、一発の閃光弾を取り出す。

　悔しさを込めるように思い切り投げ付け──上空に赤い光華が打ち上がった。
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「──目を開けないか!?」

　イシュタルの怒声が響き渡った。

　その声音に動揺を窺わせる彼女の目の前には、従者タンムズに取り押さえられているベルがいる。

　少年は真っ赤になった状態で、固く両目を閉じていた。

「むむむむむむ無理ですっ!?　服を着てくださいぃ!?」

　絶叫しながらバタバタともがき、タンムズが「大人しくしろ!?」と必死に床に組み敷くがＬｖ．３の火事場の馬鹿力を完璧には押さえ付けられない。頭がおかしくなった兎のように遮二無二しゃにむに暴あばれまくるベルに、女神イシュタルは体を重ねることもできなければ容易に近付けもしなかった。

　目を開けず自分を見ようとしない少年に、攻めあぐねる。

（こいつ、どうなっている……!?）

　そもそも目を開けていようがなかろうが、どんな者も美神イシュタルが魅惑した時点で既に『魅了』されている筈なのだ。

『美の神』の前では、美貌が、香りが、吐息が、肌をなぞる指が、全ての五感を刺激してあっという間に万人を虜とりこにしてしまう。本来ならば体を重ねるまでもなく、イシュタルがその気になった時点で終わりだ。美神を眼前にして抵抗できる筈がない。

　しかし目の前の少年は滑稽こっけいなまでに、場違いなまでに、異質なまでに、うぶな反応で恥じているだけ。

「何故コイツは『魅了』されない!?」

　憤激するイシュタルの姿に、タンムズがうろたえる。

　美神の『魅了』はモンスターの『毒』を始めとした状態異常などとは一線を画しており、『耐異常アビリティ』を修得していようが防げる代物ではない。

　美の神の矜持きょうじをいたく傷つけられた彼女イシュタルは指を嚙み、きっとベルの背中を睨み付ける。

「剝むけ、タンムズ!!」

「は、はいっ！」

　鎧を装備していない少年の服を剝がすように命じ、タンムズがその背中に手をかける。

　ぎょっとしたベルは慌てて抵抗したが、無残にも背中の布はビリビリと破られた。

　あらわになる漆黒の【ステイタス】。

　読みにくいものの何の隠蔽いんぺいもされていない丸出しの【神聖文字ヒエログリフ】を怪訝に思いつつ、解錠ピッキングする手間が省けたとイシュタルは少年の【ステイタス】に目を走らせる。

　そして次の瞬間、彼女は言葉を失った。




【ベル・クラネル】

　Ｌｖ３

　力：Ｉ94　耐久：Ｈ144　器用：Ｉ95　敏捷：Ｇ299　魔力：Ｉ78

　幸運：Ｈ　耐異常：Ｉ

《魔法》

【ファイアボルト】

　・速攻魔法。

《スキル》

【憧憬一途リアリス・フレーゼ】

　・早熟する。

　・懸想おもいが続く限り効果持続。

　・懸想の丈により効果向上。

【英雄願望アルゴノゥト】

　・能動的行動アクティブアクションに対するチャージ実行権。




「なっ──」

　幸運アビリティなど気になる項目は複数あるものの、その中でも一つの情報スキルが女神の瞳を射抜く。

【憧憬一途リアリス・フレーゼ】。

　成長速度に影響を及ぼす未確認の『レアスキル』。

　イシュタルは戦慄した。

　その効果内容もさることながら、視界に叩きつけられた少年の本質──正体に凍りつく。

　能力スキルを発現させてしまうだけの想いの丈。

　成長速度を促進させるほどの懸想の絶対量。

　いかなるものにも染まらない純白な、ド一途いちずな憧憬おもい。




【憧憬一途リアリス・フレーゼ】の副次効果──ベル・クラネルには『魅了』が効かない！




「ばっ──馬鹿かっ、お前は!?」

　ベルの中で何が起きているのか理解し、イシュタルは堪らず大音声をぶちまける。

　白過ぎる少年の本質、目の前の子供の正体に我を忘れるほど取り乱した。

　下界の者はもとより、モンスターも、神々でさえも完璧には逃れられない美神の『魅了』の力を、圧倒的な支配力を、この少年は世界でたった一人はねのけることができる。

　前代未聞、アホ過ぎる。

　イシュタルはその紫水晶アメジストの瞳をわなわなと見開いた。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?」



　自分に服従せずもがき続けている白兎を眼下に、女神は怒りと屈辱に打ち震える。

　主神のこれまで見たことのない余裕のない形相に、顔を上げるタンムズは恐れおののいた。

「ふ、ふぬぅ!?」

「あっ!?」

　青年の力が僅かに緩んだ隙すきを突いて、ベルは拘束を振り解いた。

　主神ヘスティアのごとき奇声を上げ転がるようにその場から疾走する。

　タンムズが不覚を悟る中、驚くイシュタルの真横を一瞬で抜き、背中を露出させたまま一目散に広間の窓へ。

　なりふり構わず、外へ身を投げた。

「う、兎が逃げたっ、捕まえろ!?」

　走り寄り窓辺から身を乗り出したタンムズが階下の団員に命じるのを他所に、イシュタルは平静をかなぐり捨てて吠える。

「絶対に逃がすな!?　あのガキを私の前に引きずり出せ!!」

　乱心する女神の叫びにタンムズは一も二もなく従った。脱ぎ捨てられた彼女の衣装を着せるのも忘れ、慌てふためきながら広間から出ていく。

　自分の手で衣料を纏まとったイシュタルは自らも広間を後にした。

「コケにしやがってぇ……!?」

　美の女神として、己の『美』が通用しない存在が許せない。

　少年の抹殺も視野に入れるイシュタルの手の中で、煙管キセルが音を立てて真っ二つに折れた。





[image: ]






　宮殿三十階の高さから落下していく。

「ぐっっ!?」

　屋根と外壁に何度も体を打ち付けた後、ベルはとある部屋の窓の縁にガッと片手をかける。

　何とか落下を食い止め、片手で懸垂、開け放たれていた窓から室内へ入り込んだ。

「うっ、うわぁあああああああああああああああああ!?」

　突然の侵入者に、美男と美少年の集団──戦闘能力皆無の従僕達は慌てて逃げ出していく。部屋から走り去る獣人の美少年に「す、すいません!?」とベルはつい謝った。

「あ、あと、ごめんなさい……!?」

　丸見えとなっている能力ステイタスを隠すため、ベルは引き裂かれたインナーを脱ぎ捨て部屋にあった従僕の短衣を拝借する。頭から服を被かぶり、急ぎ部屋を飛び出した。

「命ミコトさん、春姫ハルヒメさん……!?」

　レッグホルスターから最後の回復薬ポーションを引き抜き、飲み干す。

　階上や階下から追手の叫び声が届いてくる中、ベルは少女達を案じ通路を駆け抜けていく。

　そして、その時だった。

　ドンッ!!　と耳を震わす爆発音が響き渡ったのは。

「赤い光……失敗!?」

　目を見開いて建物端、廊下の窓から外を見ると、上空には赤い華が咲いていた。

　宮殿の裏手から打ち上がった光──春姫ハルヒメの救出失敗を告げる赤の閃光弾。

　呆然とするベルは光を見上げながら立ちつくす。

　だが、

「──まだだっ!!」

　その場から全力で走り出す。

　まだ終わっていない、命ミコトもきっと諦めない!!

　残された手段『殺生石』破壊のため、ベルは儀式が執り行われる空中庭園を目指した。

「まだですっ……！」

　──一方で、宮殿外壁の一角に不時着した命ミコトも眉まゆを吊り上げる。

　まだ終わりじゃない、ベルもきっと諦めない!!

　手と口を用いて肩に破った布を巻き付け、彼女は頭上を見据え走り出した。

　春姫ハルヒメが連れて行かれた空中庭園に向かって、少年と少女は疾走する。

　救出作戦は終焉しゅうえんに近付こうとしていた。
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　別館屋上、空中庭園。

　四十階以上存在する宮殿に迫るほどの高所は守られるように複数の塔に囲まれている。広大な平面状の庭園には隙間すきまなく石板が敷き詰められていた。

　石板には、いや石で造られた空中庭園全てには特殊鉱石『黒闇石ダルブ』、そして『月嘆石ルナティック・ライト』が用いられていた。上空に浮かぶ月の光を浴びることで黒い石板群は今や青白い光をうっすらと纏っており、光の絨毯を敷いたかのような光景が広がっている。

「サミラ、準備は終わっているのかァ？」

「終わってるよ、見りゃわかんだろ？　後は月が完璧に満ちるのを待つだけだ」

　空中庭園には宮殿に配置されていた戦闘娼婦バーベラの大半、中でもＬｖ．３以上の第二級冒険者はほぼ全てが勢揃いしていた。

　一堂に会する百名以上のアマゾネス達は素足でぺたぺたと青白い石板を踏み歩き、庭園中央に集まっていく。儀式の準備を任されていた派閥幹部サミラも、巨女フリュネの問いに顎で中心地を示した。

　荘厳かつ幻想的な空中庭園の中心には、長い石柱とともに祭壇が築き上げられていた。

　庭園の中でも一際強く発光する石壇。三本建つ石柱からは光が剝がれ、青白い光粒が浮かんでは月の光に吸い寄せられるかのように霧散していく。

　庭園、そして祭壇は『殺生石』の力を高めるための増幅装置だ。この設備を併用することで、『殺生石』単体を用いるのと比べ『魂』をあますことなく石に封じ込めることができる。

　笑みを浮かべ目を細めるフリュネの隣で、サミラは頭上を見上げた。

　既に雲はない。直上の蒼い夜天にはほぼ完成している満月が浮かんでいる。

　祭壇の光が青から赤へと移り変わった時──それが儀式の刻限だ。

「春姫ハルヒメェ!?　ぐずぐずしてないで祭壇に入りなァ！」

　祭壇から振り向いたフリュネが大声を飛ばす。

　やがてアマゾネス達の人垣が割れ、装束を纏った狐人ルナールの少女がしずしずと歩み出てきた。

　翠の瞳を赤く腫はらした相貌に表情はない。淡くうつむき発光する石畳に視線を置く少女は、人形のように祭壇へ向かう。

「……」

　道を開けるアマゾネス達がそれぞれの面持ちを浮かべる中、アイシャは、少女が自分の前を通り過ぎる寸前すんぜん口を開こうとしたが、声になることはなかった。

　こちらを一瞬見やった少女が何かを伝えるように瞳だけで笑ったのを、手を痙攣けいれんさせながら、無表情で見守る。

　やがて春姫ハルヒメは、祭壇に上った。

「そこに跪ひざまずけ」

「はい……」

　祭壇にともに入ったアマゾネスに命じられるまま、中央に両膝をついた。

　石板から伸びるいくつもの鎖が手や足、胴、首に巻き付けられていく。

『殺生石』に狐人ルナールの魔力を移動させる際、器からだから『魂』を引き剝がされる尋常ではない苦痛を伴うと言う。この鎖は魂を移す過程で春姫ハルヒメが暴れ狂うのを防ぐためのものだ。

「……」

　全ての鎖に繫がれた春姫ハルヒメは、膝をつくその姿勢もあって生贄いけにえに捧げられた聖女、あるいは神事の巫女みこのようですらあった。月の光を浴びる悲愴ひそうなまでに美しい少女の姿に、見守っている一部のアマゾネス達が言葉を忘れる。

「これでやっと【フレイヤ・ファミリア】の連中と戦えるのか」

　他方でとある悍婦かんぷ達が猛々しい笑みを浮かべていると、『殺生石』も運び出される。

　血のように紅いその[image: 拳]大こぶしだいの宝珠は、長剣の柄頭に取り付けられていた。

　この儀式用の剣つるぎで、春姫ハルヒメを貫き、柄の『殺生石』に魔力もろとも『魂』を封じ込める仕組みである。儀式剣が鋭い光沢を放ち、先端の『殺生石』が不気味な紅光を揺らした。

　その剣と石に一瞬恐怖を垣間かいま見みせた春姫ハルヒメは、ぐっと瞼を閉じた後、己の頭上を見上げる。

　夜天に浮かぶ黄金の満月の輝き。

　自分を殺す光だ。

　現世うつしよの苦しみから解き放つ、救済の光かもしれない。

　美しい月光をしばし眺め、春姫ハルヒメは頭こうべを垂れた。

　涙は出ない。心はすすり泣いている。しかしそれをおくびにも出さない。

　悲しみも苦しみも喜びも未練もその小さな体に閉じ込めて。

　この数日に出会ってしまった、少年と少女の思い出を心の箱の中にしまいながら。

　春姫ハルヒメは、ゆっくりと目を瞑つむった。

「──敵襲だ!?」

　直後、叫喚が上がる。

　驚愕に目を見開く春姫ハルヒメが顔を振り上げると、庭園の奥、空中廊下が繫がる入り口から激しい剣戟けんげきの音が響き渡ってくる。

　やがて見張りのアマゾネス達を強行突破し現れたのは、黒髪を結わえた一人の少女だった。




「春姫ハルヒメ殿おぉ──!!」

　宮殿から空中廊下を疾走してきた命ミコトは庭園に飛び込む。

　既に見張りに気取られた時点で身を隠す意味はない。祭壇に繫がれた少女に己の存在を知らせるように、命ミコトは腹の底から叫んだ。

「また来たのか!?」

　こちらに向かってくる命ミコトに、祭壇を囲んでいたアマゾネス達も武器を持って走り出す。

　彼女達は祭壇三〇Ｍメドル手前に壁を作り、既に傷だらけの命ミコトも対峙たいじする形で足を止める。背後から一度は突破した見張り役が追い付いてきたことで、完璧に包囲された格好となった。

「おいおいっ、一人で来たのかよ!?」

　少女の勇猛かつ命知らず振りに、サミラは心底気に入ったかのように笑みを漏らす。

　彼女と似たような表情を浮かべる戦闘娼婦バーベラ達は、余興とばかりに動きを止めていた。

「春姫ハルヒメぇ～!?　お前の英雄が来たぞ～！」

　背後を振り返りながら愉快そうに叫ぶサミラに、祭壇にいる春姫ハルヒメは顔の色を失っていた。

　すぐに思い出したように動こうとして、繫がれた鎖に戒められる。

「どうしてっ……どうして!?　帰ってください、命ミコト様!?」

　幾重もの鎖の金属音を鳴らす春姫ハルヒメは泣くように叫んだ。

　一度は拒絶されたにもかかわらず再び彼女の前に現れた命ミコトは、凛然りんぜんとした眼差しを向ける。

「無理です、春姫ハルヒメ殿。何度断られようが、自分はあの頃のように、貴方を外に連れ出します」

　幼い日の極東の記憶。

　みんなが怒られてしまうからもう来ないで、と屋敷の少女が訴えたにもかかわらず、悪童達はそれを無視して性懲りもなく彼女を外に連れ出していった。

　昔と何も変わっていない命ミコトの姿と、その眼差しに、春姫ハルヒメから耐えていた涙が落ちる。

「格好良いなぁ、お前」

　自分達を越えて祭壇の春姫ハルヒメを見つめる命ミコトに、灰髪を揺らすサミラは嬉うれしそうに笑った。

「なぁ、フリュネ、アイシャ!?　オレ一人でこいつと戦やらせてくれよ!?」

　派閥の団長と戦闘娼婦バーベラを統べる実質的な副団長に、彼女は振り返る。

　周囲のアマゾネスから不平の声が届く中、サミラは言葉を続けた。

「お前等はさっきまで暴れてたんだろ!?　オレにも少しはやらせろって！」

「……ゲゲゲゲゲッ、好きにおしよぉ。どうせまだ時間はあるんだァ」

　月を仰あおぎ、そしてまだ青白く発光する祭壇を見やったフリュネは下品な笑みを漏らす。

　儀式の準備で割を食っていたサミラの申し出を許すと、彼女は「やりぃ！」と手を叩いた。

　無言を貫いていたアイシャは止めることもなく、その場にたたずみ続けている。

「待ってっ、待ってください!?　フリュネさん、アイシャさん!?」

　春姫ハルヒメの懇願が虚むなしく響く中、サミラは味方の輪から一人歩み出る。

「そーいうわけだ、付き合えよ。オレに勝てば……もしかしたら何か聞いてもらえるかもしれないぞ？」

「……」

　周囲の包囲網に常に視線を配っていた命ミコトは、目の前に立つ灰短髪の女戦士アマゾネスと向かい合う。

　不敵な表情を浮かべるサミラに、命ミコトはここは乗るしかないと腹をくくった。

　この状況を利用するべきだ。せめてベルが来るまで時間を稼ぎ、あるいは彼が祭壇に突っ込める道を切り開ければ、と思考に決着をつける。

　命ミコトは無言で、少年から借り受けた《牛若丸》を右逆手に構えた。

　一騎打ちを了承した少女にサミラは唇を吊り上げ、何の武器も装備せず身構える。

　庭園の端、空中廊下が連結する入り口前。好戦的な女戦士アマゾネス達が取り囲んで即席の決闘場リングを作り上げる中、前座という名の戦闘が始まった。

「行くぞ！」

　アマゾネスの一人が上げた合図早々、サミラが真正面から突っ込む。

「──」

　速過ぎる突撃に、命ミコトは防御と反撃の一切いっさいを放り出し、回避に全神経を費やした。

「っ!?」

　大きく振りかぶられた左[image: 拳]を真横に跳ぶことで間一髪躱かわす。

　しかし敵は空振りに終わった左手を地面につけ、勢いのまま半回転し、蹴りを放った。

「ぐっっ!?」

　視界に飛んできた右踵みぎかかとを《牛若丸》の刀身の腹で防御する。

　鉄塊に殴り付けられたかのような衝撃。腕を通して体の隅々まで響く甚だしい振動に命ミコトが体勢を崩してしまうと、サミラはすかさず追撃してきた。

「よしよし、付いてこれるなぁ!!」

　[image: 拳]と蹴りの速射砲が命ミコトを襲う。

　褐色の斜線を引いて繰り出される一撃一撃は直撃すれば命ミコトを昏倒させるほどの威力を秘めていた。僅かな防御と全力の回避をもって攻撃を凌しのぐ彼女の顔には既に余裕がない。

　──やはり、Ｌｖ．３。

　揺れる灰髪にしなやかな肢体を覆う踊り子の衣装。舞うように肉弾戦を仕掛けてくるサミラに、もとから理解していたとはいえＬｖ．２の命ミコトは彼我の力量差を見せつけられる。圧倒的な能力ステイタスは覆しようがなく、敵の優秀な技と駆け引きはこちらの行動と判断を何度も上回ってきた。

　ここまで強い戦闘娼婦バーベラがあと何人、何十人控えているのか──自分を取り囲み猛り声を飛ばすアマゾネス達のその数に気が遠くなるような戦慄を覚えるも、命ミコトは弱気な心を振り払う。

　もとより、無茶を承知の上で命ミコトとベルは少女を助けると決めたのだから。

「せぇッ!?」

「おっ、やるなぁ！」

　命ミコトの初めての反撃をサミラは右腕でいともたやすく防ぐ。

　左足の足刀を防いだ彼女は、腕に響くその痺しびれさえ心地良いとばかりに笑みを深め、お返しとばかり蹴り上げを見舞った。

「うぐっ!?」

　命ミコトの体が舞った。

　防御した《牛若丸》ごと蹴り上げられ、命ミコトは背中から決闘場リングの中央に、手を離れた紅刀は観戦するアマゾネス達の足もとにそれぞれ落下する。後転してすぐに立ち上がった命ミコトの目に飛び込んでくるのは、再び突進してくるサミラの姿だった。

「終わりかぁ!?」

　一秒後に叩き込まれるであろう右[image: 拳]に、命ミコトの眦が吊り上がる。

　ここしかない、と己の顔面目がけて突き出された腕を絡からめ取り──投げの体勢に入った。

「!?」

　サミラはもとより、雄叫おたけびを上げていたアマゾネス達も一驚する。

　一本背負い。武神タケミカヅチに教え込まれた武芸──『技』を放つ時機タイミングを命ミコトは見計らっていた。

　多様かつ複雑な体の構造を持つモンスターにこそ通じにくいものの、対人戦では確かな効果を発揮する極東の武術。

　格上の強者を技と駆け引きをもって制す。『偉業』を成し遂げる常則だ。

　命ミコトは口から気炎を吐きながら渾身こんしんの力でサミラを地に叩きつけようとした。

「おぉ、いいな」

　だが、サミラは。

　軽い言葉とともに、絡め取られていた右腕を振り解く。

「!?」

　ほぼ投げ終えているという間際まぎわ、彼女は自由になった両手で命ミコトの体を摑み──投げ返した。

「なあっ!?」

　背を石畳に叩きつけられる直前、褐色の肌に腹筋と背筋を浮かび上がらせ、純粋な膂力りょりょくだけで命ミコトを空中に投げ飛ばす。「いてっ!?」と尻もちをついて嬉しそうな声を出すＬｖ．３の戦闘娼婦バーベラを他所に、命ミコトは周囲を囲むアマゾネス達の一角に突っ込んだ。

　蹴りで弾はじき返された命ミコトは地面に転がる。

「今の、極東の体術か？　綺麗だったぞ」

　そして自失呆然とする命ミコトに、サミラが一瞬で距離を詰めた。

　はっとする命ミコトは転がった姿勢のまま、蹴鞠けまりをそうするように、蹴り付けられる。

「ぐぁっ!?」

「そらっ、まだあるなら見せてみろ!?」

　地面を跳上バウンドする命ミコトは何とか立つも。

　第二級冒険者の一撃を食らい足が止まり、容赦なく攻め立てられた。

　腹を肩を頰を殴打され、命ミコトの体が左右にぶれる。無数の血の欠片が青白く光る石板に線を引いて付着する。まるで玩具にするように、少女から面白い『技』を引き出すように、サミラは獰猛どうもうな笑みを浮かべ嬲なぶりつくした。

　──技が、通用しない。

　朦朧もうろうとする意識の中で、命ミコトは野生児じみた戦闘型バトルスタイルを誇るサミラに慄然りつぜんとする。

　まさに己の肉体を武器とし本能のままに戦う女戦士アマゾネスは、何年も積み重ねてきた自身の技の修練しゅうれんを感覚だけで飛び越えた。自信と誇りを叩き折られた音が体のどこからか鳴り響き、少女の心を黒く染める。

　才能も能力も、あちらの方が上。

　あまりにも隔たっている第二級冒険者との距離に、未だ乱打され続ける命ミコトの膝が屈しかけた。

「命ミコト様っ──命ミコトちゃん!?」

　春姫ハルヒメの悲鳴が命ミコトの耳朶じだに届いたのは、その時だった。

「ッッ!!」

　かっっと眼まなこが開く。

　瞳に光を取り戻す命ミコトは、少女のために全身を奮い立たせた。

「ははははははははっ!?　お前、本当にＬｖ．２か!?」

　己の連撃を叩き込まれてもなお倒れず、戦意を失わない命ミコトにサミラは歓呼した。

　横殴りの[image: 拳]、膝、肘鉄。顔を血だらけにしながら何度も被弾する命ミコトはそれでも相手の動きについていき防御と回避を試みる。

　果敢に反撃、極東の武術を見舞うも灰髪の戦闘娼婦バーベラは持ち前の直感で全て往いなした。

（冒険者のままでは勝てない!!）

　激しい攻防の中、ぎりぎり致命傷を避け続ける命ミコトは心の中で叫んだ。

　第二級冒険者である相手と同じ土俵にいる限り、突破口は開けない。そう確信する命ミコトは誇りも矜持も、闘う相手への礼節さえも、彼方へとブン投げた。

『いいか、命ミコト。忍者は──汚きたない』

　脳裏に蘇よみがえるのは、武神タケミカヅチの声。

『奇襲、騙し討ち、罠……あらゆる術を駆使して目的を達成する、それが忍しのびだ』

　厳しい顔をして己が敬愛する神は言った。

『だから、はっきり言って生真面目なお前には合わないだろう』

　教えるのは気が進まないと言う彼は、だが、と付け加えてくれた。

『忍の多くは忠義をつくす。それは守るべき主君が、大切な者がいるからだ』

　そして武神タケミカヅチは、笑った。

『戦場そこに大切な者がいたなら──生真面目で優しいお前は、きっと誰よりも忍になれる』

　忠義を。

　春姫ハルヒメへの忠義を。

　彼女を救うための術すべを!!

　サミラに蹴り飛ばされ宙を貫く命ミコトは、腰巾着に手を回し、一つの道具アイテムを地面に叩きつける。

「なっ──煙幕えんまく!?」

「煙玉けむりだまか！」

　地面から発生した膨大な白煙に、サミラと他のアマゾネス達はみな驚愕した。

　閃光弾とともに命ミコトが宝物庫から頂戴していた煙玉。自派閥の道具アイテムを利用された戦闘娼婦バーベラ達は動揺に包まれる。

　決闘場リングの中心地にいた命ミコトとサミラの姿が完璧に煙の奥へ消えた。

「どこだ!?」

　複数の戦闘娼婦バーベラが祭壇に戻り警戒する中、視界を煙幕に包まれたサミラは顔を左右に振った。第二級冒険者じぶんに知覚させないほど完璧に気配を絶った命ミコトに、初めて余裕が削そがれる。

　次の瞬間、彼女の背後に漆黒の影が浮かび上がる。

「──そこか!!」

　凶笑を纏い、サミラは振り向きざま上段蹴りを放った。

　背後で揺らいだ煙の流れに驚異的な速度で反応してみせた彼女は、次には、瞠目する。

「服ふく!?」

　彼女の蹴りが貫いていたのは、少女の短衣のみだった。

　身代わりの術──『空蟬うつせみ』だ。

　そして、驚倒する彼女に今度こそ、命ミコトが背後より肉薄する。

「!?」

　宙に跳躍した命ミコトの両腿が、振り返ったサミラの顔を挟み込む。

　視界が塞ふさがれ棒立ちとなる相手に対し、命ミコトは咆哮とともに後方宙返りをした。

「──ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　円月投ミカヅチ。

　脚に挟み込んだ敵頭部を、豪速の勢いで石畳に叩きつける。

「グッッ!?」

　凄まじい轟音とともに石板が割れ、粉砕し、サミラの頭が完璧に地に埋まった。

「はぁッ、はぁ……!?」

　呼吸を乱す命ミコトの側で、首から先が地面に埋まったサミラの体がぐらりと倒れる。

　煙幕が晴れた瞬間叩たたき込まれた豪快な投げ技に、周囲のアマゾネス達は言葉を失っていた。

　短衣を身代わりにし、上半身さらし一枚になった命ミコトがふらつきながら立ち上がる。傷だらけでありながら未だ衰えない双眼の光に、戦闘娼婦バーベラ達は一瞬尻込みしたように後退した。

「……ゲゲゲゲゲッ。やるじゃないか」

　肩で息をしながら次は誰だと命ミコトが周囲を見回していると。

　巨女フリュネが膨れ上がった両肩をおかしそうに揺らす。

「だが、かわいそうになァ～」

「……？」

　しゃがれた声を出すアマゾネス団長に、命ミコトは視線を向ける。

　怪訝そうな顔をする彼女に、黙っていたアイシャが口を開いた。

「まだ終わりじゃないよ」

　直後。

　命ミコトの後方で音が鳴った。


「────」



　凍りつく命ミコトは、背後を振り向く。

　視線の先では褐色の体が、両手を突き、ズボッという音を立て首を引き抜くところだった。

　ぷはっと言って汚れた頭部を抜いた彼女は、犬のように顔を横に振った後、立ち上がる。

「効いたぜぇ……やるなぁ」

　首をゴキゴキと鳴らし、サミラは目を細めて、笑った。

　己の全てを費やしてなお撃破に至らないアマゾネスに、命ミコトは愕然とし、絶望を味わう。

　Ｌｖ．という名の無慈悲な力の隔絶を、眼前に叩きつけられた。

「ほら、続きだ！」

「あっっ!?」

　接近したサミラから[image: 拳]を頰に受ける。

　損害ダメージを与えたとはいえ未だ動きの精彩を欠かない相手に対し、既に満身[image: 創]痍まんしんそういの命ミコトには、なす術がなかった。

「あぁ……!?」

　涙を流す春姫ハルヒメがうつむいてしまう間にも、サミラは鬱憤うっぷんを晴らすように命ミコトを殴り続ける。

　殴打の音とともにいたぶられる少女。その光景に巨女フリュネが愉悦の表情を浮かべていると……彼女のもとに、宮殿側からやって来たとあるアマゾネスが一報を届けた。

「あぁン……『兎』が逃げたぁ？」

「あ、ああ」

「ゲゲゲゲゲゲッ。なんだい、イシュタル様も大したことないねぇ～」

　ベルがイシュタルの手から逃れたという連絡に、フリュネは盛大に嘲笑する。

　己の主神のことを馬鹿にしながら、その大きな口を一杯に開いた。

「──【リトル・ルーキー】、どうせどこかで見ているんだろう!?　助けに来なきゃ、大切なお仲間がくだっちまうよォ!!」

　周囲のアマゾネス達が耳を押さえるほどの肉声で、周りにある塔や庭園の隅に呼びかける。

　美神イシュタルから逃げた少年が春姫ハルヒメを助けに来ていることを、巨女フリュネは確信しているのだ。

「……っ」

　──事実、その通りであった。

　命ミコトから遅れること五分ほど、ベルはちょうど今、この空中庭園に辿り着いていた。

　厳重警戒されていた宮殿内から空中廊下を辿る道筋ルートは諦め、聖塔ジッグラトの構造を持つこの別館の外壁を、跳躍を織り交ぜて駆け上がってきたのである。

　庭園を囲む塔の一つの基礎部分に身を隠すベルは、打ち合わせ通り命ミコトが囮となって敵を引き付ける間に『殺生石』破壊の機会を窺っていたが──嬲られる少女の姿に、手を握り締める。

　もう駄目だ、耐えられない、と飛び出そうとした次の瞬間。

「ベル殿ぉ!!」

　少女の一喝が、ベルの体を止めた。

　彼だけでなくその気迫に多くのアマゾネス達が驚く中、ぼろぼろになった命ミコトは、息を荒くさせ、だらりと下げた腕で二つの[image: 拳]を作り、両の足で石畳を踏み締めていた。

　どこにいるかもわからない少年に叫喚を飛ばし、吊り上がった瞳でサミラを見据えている。

「へぇ……でもこっからどうするんだ!?」

　蹴り技をこめかみに頂き、ぐらりと上体が傾く命ミコト。

　それでも歯を嚙み締め耐える彼女を、サミラは容赦なく殴った。

「時間もないぞ!?」

　打撃を浴びる命ミコトの目がはっと見開かれる。

　青白い光を帯びる石板が、徐々に色を赤く変質させていた。

　空中庭園中央の祭壇もまた変色が始まっている。満月の光を浴びて『月嘆石ルナティック・ライト』が、嘆きの欷泣ききゅうを上げるように振動音を発し、青と赤が混ざった粒子を立ち上らせていた。

　鎖に繫がれた春姫ハルヒメの周りを、蒼紅の光粒が歓喜するように舞い踊る。

「シャレイ。頃合いを見て、春姫ハルヒメをやれぇ」

　その光景に目を弓なりにするフリュネが、祭壇に向かって指示を出す。

　煌々こうこうと眩まばゆい光を放ち出す『殺生石』の儀式剣を持ったアマゾネスはそれに頷いた。

　自分の手を見下ろすアイシャは、一人ひとり祭壇につま先を向けようとしたが、

「お前はここにいなぁ～」

「……」

　フリュネの巨体に、阻まれた。

　悶着を起こす巨女と女傑、観戦する女戦士アマゾネス達、そして今にも飛び出さんばかりの──同時に何かを信じるような眼差しを向ける──白髪の少年。

　それらを視界の外にサミラに殴られ続けていた命ミコトは、ぽつり、と呟いた。

「……を超える」

　少女の青紫の瞳は決然とした輝きを秘めていた。

「相手の……」

　戦いという今を楽しんでいるサミラはそれに気付けない。

「……予測、を」

　そして掠れた呟きを落としていた命ミコトは。

　なけなしの力で[image: 拳]を回避し、サミラの胸に抱き着いた。

「あん？」

　攻撃するわけでもなく、ただ縋り付くように両手を回した少女にサミラが訝いぶかる中。

　静かに、呪文が紡つむがれる。

「【掛けまくも、畏かしこき──】」

　己の体に抱き着きながら詠唱を始める命ミコトに、サミラはせせら笑った。

「気持ちはわかるけどよぉ、ここで『魔法』に縋ろうとするのは、ただの素人だろ」

　切り札、奥の手とも言われる『魔法』で、絶体絶命の危機を覆そうとする。

　この状況下でのその選択に、サミラは興醒きょうざめだと心底しんそこ落胆した表情を見せた。

「戦争遊戯ウォーゲームでその『魔法』は見たぞ。確かに強力そうだったが──詠唱は長い！」

「がっ!?」

　発動を待つ道理はないと、サミラは振り上げた肘を無防備の命ミコトの背に叩きつけた。

「【いか、なる……ものも、打ち破る……我が、武神かみよ】」

　それでも命ミコトは、痛みに呻うめきながら詠唱を続けていく。

「萎えさせるよなぁ、本当。お前、もういいぞ」

「ぐうっ!?」

　二発、三発、と肘打ちを行うサミラ。

　背中を打ち続けられる命ミコトは離れようとせず、ただひらすら『魔力』を練り上げていく。

　抱き着いて離れようとしない少女の、ともすれば情けないその格好に、周囲の女戦士アマゾネス達も失笑しっしょうや呆あきれた表情を浮かべる。足場の石板の光が徐々に赤みを増していく中、あと何発耐えられるのか、サミラは面白がるように腕を振り上げていたが──そこで、異変に気が付いた。

「お、おい……お前、何やって……」

　少女の『魔力』が、膨れ上がっていく。

　容器から溢れ出す水のように、氾濫はんらんする川の流れのように、秩序を失った暴徒のように。

　その小さな体から過熱した『魔力』が吹きこぼれていく。

「【尊き、天よりの、導きよ……】」

　唇に呪文じゅもんを乗せながら、命ミコトの意識は再び回想の中に飛んでいた。

『──相手の裏をついて、相手の思惑をことごとく裏切る。忍の基本にして極意だ』

　血にまみれ、赤く混濁する意識の奥で、武神タケミカヅチは語りかけてくる。

　忍術など飾りなのだと彼は言い切ってくる。

「【卑小の、この身に……】」

　彼が伝えようとしていた神意はただ一つ。

　神をして汚いとまで言わしめる忍の本質。

『相手の予測を──想像を超えろ』

　敵の思考を超えて必殺とする、最悪の不意打ち。

「【巍然ぎぜんたるっ、御身の神力しんりょくを】──ッ!!」

　武神が授けた恩恵ことばを胸に、命ミコトは『魔力』を暴走させた。

「お、お前っ、まさかぁ──!?」

　サミラが驚愕と恐怖を渾然こんぜんにした絶叫を上げる。

　もう遅い。『魔力』の手綱は離された。

　制御を失い猛り狂う魔力は、命ミコトの体を内から食い荒し、外へ飛び出そうと濁流の如ごとく迸ほとばしる。

「は、離せっ、離せえええええええぇ!?」

　全精神力マインドをそそぎ込まれた魔法の源は、詠唱完成を待たずしてその力を爆発させるのだ。

　血の気を失ったサミラが恐慌に陥おちいり、抱き着いている命ミコトへ肘を振り下ろす。

　凄まじい膂力の肘鉄が肉を裂き骨に亀裂を生じさせるが、命ミコトは決して彼女を解放しない。

　激痛に顔を歪めながら、血まみれの笑みを浮かべた。

「お前等ァ!?　こいつをオレから引き剝がせええええええぇ!?」

　いくら振り解こうとしても決して離れようとしない少女に、サミラはとうとう周囲に助けを求める。派閥幹部の悲鳴に戦闘娼婦バーベラ達が慌てて殺到するが──遅い。

　咆哮を上げていた『魔力』の暴威が臨界に達する。

　今や空中庭園にいる全ての者を震撼しんかんさせるほどの爆弾が、少女の体の内から光を放った。

　サミラが、フリュネが、アイシャが、戦闘娼婦バーベラ達が、春姫ハルヒメが、そしてベルが。

　誰もがあらん限りに目を見開く中、命ミコトは、暴走した『魔力』を解き放った。





「【救え、浄化じょうかの光】────ッッ!!」






　──魔力暴発イグニス・ファトゥス。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっ!?』



　大爆炎が巻き起こる。

　全ての者の瞳を焼く『魔力』の輝き。鼓膜を聾ろうする大絶叫とともに周辺にいた者達が吹き飛ばされる。中心地にいた命ミコトとサミラはもとより、駆け寄ろうとしていた戦闘娼婦バーベラ全員が爆撃の津波に呑み込まれた。

　とある鍛冶師スミスが用いる対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア──外部からの強制爆破ではなく、意図的な魔力暴走。

『魔力』を制御し切れず暴走させてしまう回避すべき事故現象を、人為的に引き起こした、自爆を超えた自決攻撃。

　詠唱を終えなければ魔法は発動できないという敵の想像を超えた、命いのちの炎である。


「がっ────」



　大爆発により頭上に打ち上がっていたサミラの体が庭園の隅に墜落する。全身を黒焦げにし白目を剝くアマゾネスの体が立ち上がることはない。爆発に巻き込まれた戦闘娼婦バーベラの半数以上が石畳に叩きつけられ再起不能に陥り、直撃を免れたフリュネ、アイシャ、そして他のアマゾネス達のもとにも凶悪な爆風が押し寄せた。中央祭壇、呆然とする春姫ハルヒメの肌をも少女の魔力の残滓ざんしを帯びる熱風が撫でる。

　広大な空中庭園に、紅蓮の轟華が咲き誇った。


「────ぁ」



　命ミコトは落下していた。

　自らが起こした『魔力暴発イグニス・ファトゥス』により体は上空に舞い、サミラとは逆方向、空中庭園から遥か下の地面に向かって真っ逆さまに降下している。

　風を切り裂く体からは煙が吹き上げ、皮膚は内側から焼け焦げていた。

　体から全ての感覚が消えかかっている。命いのちを燃やした反動のように意識が剝落していく中、命ミコトは霞かすんだ瞳で唇を震わせた。

「ベル、殿……」

　思いを飛ばすように、少年の名を呼ぶ。

　自分の言葉は春姫ハルヒメには届かなかった。

　自分では春姫ハルヒメを助けてやれなかった。

　自分は、あの月夜の思い出のように、春姫ハルヒメの『英雄』にはなれなかった。

　霞かすみがかかる双眸をぎゅっと閉じる。悔しさと、悲しみと、そしてそれ以上の想いと願いを託すように、命ミコトは震える喉にありったけの力を込める。

　どうか、どうか。

　彼女から呪縛を。

　彼女から破滅を。

　彼女から涙を──取り払ってほしい！

　どうか、どうか！

　彼女にもう一度、笑顔を!!

　届いて──届け!!

「ベル殿おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」
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　走った。

　その命いのちの炎が燃え盛った瞬間、誰よりも速く、走った。

　届いた。

　爆炎の彼方から響いた少女の叫びは、託された願いは、確かに届いた。

　爆風が吹き荒れる中、塔の陰から飛び出したベルは、全身全霊の力で疾駆した。

　突貫する。


『────────────────────────────ッッッ!?』



　純白の弾丸となったベルにアマゾネス達の反応が振り切れる。

　接近を知覚した側から少年は視界外に消え、彼女達を瞬間の狭間に置き去りにした。

　追随を許さない超速の疾走。祭壇に向かって一直線に驀進する白兎に、間あいだを抜かれる戦闘娼婦バーベラ達は目で追うこともできず、アイシャでさえ振り返ることしかできなかった。

　渾身の疾駆に追い付ける者はもういない。

「──ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲッ!!」

　そう、彼女を除いて。

「やらせないよおおおおおおおおおおォ!?」

「ッッ!!」

　神速とともに己の進路に現れた蛙の女王に、ベルは双眼を歪める。

　やはり一人反応してのけた第一級冒険者。

　少女の命いのちの炎とベルの全身全霊を賭としてなお、高過ぎる壁が行く手を遮る。

　口端を裂いて哄笑を上げるフリュネは、その鉄塊のごとき右剛腕を背に溜めた。

「終わりさぁああああああああああああああッ!!」

　腰をひねり真横に引き絞られる大薙ぎの一撃。

　進路前方に立ち塞がる彼女と衝突まであと僅か、眼前に急迫する巨女を前にベルは選択を迫られる。

　右か、左か、停止か。

　それとも上か。

　進路を阻む巨女の先には、紅に輝く祭壇が、鎖に繫がれた少女が既にもう見えている。

　胸の咆哮が下す刹那の決断。

　次の瞬間、ベルはその深紅ルベライトの瞳を吊り上げる。

　前傾姿勢の体を更に前へ倒し──前進した。

「!?」

　加速する。

　蹴り付ける足で石板を爆砕し、立ち塞がる壁へと真正面から突っ込む。

　愚直なまでの意志をその疾走に乗せ、ベルはフリュネに突撃した。

　まさかの直進に巨女の一瞬の動揺が体へ伝播でんぱし、繰り出された剛腕の一撃をぶれさせる。

　大薙ぎのために開かれた敵右脇に突撃したベルは、速度が乗り切らない、威力が最小限の一撃と真っ向から激突する。

「ぐっっ!?」

　宙に舞うベル、衝撃によろめくフリュネ。

　横一閃の攻撃に弾かれたベルは、しかし、超えた。

　フリュネの斜め後方、止まらない前進の勢いが祭壇の眼前に体を落下させる。

　片かたや尻もちをついた巨女は、焦燥とともに背後を振り返り絶叫した。

「シャレイッ、春姫ハルヒメをやりなあああああああああああああああああああっ!?」

　巨女の叫びに殴り付けられ、はっとしたアマゾネスが儀式剣を振り上げる。

　少女の心臓を穿うがつ突きの構え。既に完成した満月の光を浴びて石の祭壇は凄烈な真紅の輝きを放っている。

　全身を紅く染め上げられる春姫ハルヒメは呆然と、輝きが最高潮に達する『殺生石』、そして祭壇前に落下する少年の体を見つめる。

　彼は一歩目で不安定に着地し、次の振り下ろされる二歩目で──跳んだ。

「ああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　矢のごとく空中を貫き、ベルは祭壇に飛び込む。

　跪ひざまずきこちらを見つめる少女、突き出されようとする長剣、鮮血の光を放つ石。

　最後の紅石のみを見据え、ベルは《ヘスティア・ナイフ》を引き抜く。

　背に引かれた儀式剣が少女の胸に吸い込まれる、その間際。

　ベルは体当たりさながら、渾身の斬撃を放った。

「こんっのぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　紫紺の斬閃が柄頭に取り付けられていた『殺生石』を掠め──粉砕する。

　使い手とともに咆哮した神の刃が衝撃だけで紅石を粉々に打ち砕いた。

　双眸を見張る春姫ハルヒメ、衝撃にはね飛ばされるアマゾネス、そして飛翔の勢いのまま祭壇を越えていくベル。

　翠の瞳と深紅ルベライトの瞳が視線を絡ませる中、飛び去る少年は祭壇の石柱を壊した挙句、頭から地面に突っ込んで庭園奥まで転がっていく。

　やがて、祭壇の上に砕け散った紅石の破片から。

　溢れていた不気味な光が霧散し、完璧に消失した。
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「う、ぐっ……!?」

　空中庭園の奥まで石畳を削っていったベルは、すり傷だらけの手をついて、体を起こす。

　庭園全体の石板は依然いぜんうっすらと赤い光を帯びていた。しかしベルの体当たりで石柱が壊れた祭壇からは放出されていた光の粒子が途切れ、どこか不気味だった紅光がしぼみつつある。

　息を切らしながらナイフを鞘に戻すベルのもとへ、間もなく何十もの足音が近付く。

　ゆっくりと顔を上げると、そこには五十以上の悍婦かんぷ達が怒気を孕はらませながらベルを取り囲んでいた。

　庭園の隅にいる自分を逃がさないように、半円形の包囲網が敷かれている。

「やってくれたよォ……!?」

　地響きを鳴らし、巨女がアマゾネス達の輪から歩み出てくる。

　その丸太のように膨れ上がった腕には、鎖を無理矢理むりやり引き千切られた春姫ハルヒメが捕まっていた。

　髪を鷲わし摑みにされている狐人ルナールの少女にベルは瞠目して身を乗り出そうとするが、フリュネを筆頭にした戦闘娼婦バーベラ達の怒りの視線に動きを制される。

「ガキィ、よくもぉ……！」

「あっ……!?」

　髪を摑んだ春姫ハルヒメを地面に投げ付け、フリュネは両眼を血走らせる。

　地面に倒れ込む少女にベルは「春姫ハルヒメさん！」と声を出すが、次には巨女の怒声が轟いた。

「どう落とし前をつけてくれるんだッ、『殺生石』も何もかも壊しやがってェ!?」

　肌をびりびりと震わす大音声に、ベルの上体が仰け反りかける。

『殺生石』を破壊され、フリュネ以下いか多くのアマゾネス達は憤怒を身に滾たぎらせていた。

　数年にわたって準備されてきた儀式をベル達が台なしにした。

　命ミコトの『魔力暴発イグニス・ファトゥス』により空中庭園の一角は今も煙を上げて壊滅し、石の祭壇もベルの突撃により一部が破損している。庭園の周囲には五十人ほどの戦闘娼婦バーベラが死屍累々の様相で再起不能となっていた。

　自分を囲むアマゾネス達の中に、感情の窺えない面持ちのアイシャを見つけながら、ベルは正面にいるフリュネに視線を戻した。

「また振り出しに戻っちまったじゃないかァ……!?」

「……っ」

　フリュネから剣呑けんのんな眼差しを浴びながら、『殺生石』を破壊した筈のベルの顔も強張る。

　そう、振り出しに戻っただけだ。

　石を壊したベルが手放しで喜べない理由。『殺生石』は、新しいものを用意できる。

　アイシャの時がそうであったように、ベル達が石を破壊しても一時凌ぎにしかならない。

　まだ、何も終わっていないのだ。

　……春姫ハルヒメを守るためには。

　今もフリュネの足もとで地面に崩れ、こちらを見上げている少女を救うには。

　全ての因縁を絶ち、彼女を【イシュタル・ファミリア】から解き放つより他はない。

「……春姫ハルヒメさんを、解放してください」

　恐怖を抑え、ベルは己を囲む五十の軍勢にはっきりと要求した。

　戦闘娼婦バーベラ達から一層の怒気が立ち上る中、少年を見つめる春姫ハルヒメの瞳が揺れる。

　アイシャもまた目を細める中、ただ一人、フリュネは笑声を上げた。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲッ!?　面白いことを言うじゃないかぁ、【リトル・ルーキー】！」

　一拍後、その巨大な目玉でベルを射殺すように睨み付ける。

「調子に乗るんじゃないよッ、糞くそガキがァ!?　お前は何様のつもりだアア!?」

「あうっ……!?」

　再び春姫ハルヒメの髪を摑み、立ち上がらせ、自分の巨顔の横に引き寄せる。

「これはアタイ達の道具だ!?　フレイヤの連中を潰すためのねぇ！　他所の派閥のもんが口を挟むんじゃあないッ!!」

　闘争に飢え、迷宮都市の王座を手に入れんとする女戦士アマゾネス達は春姫ハルヒメの『力』を離さない。

　苦痛に顔を歪める春姫ハルヒメを見てベルが制止を叫ぶも巨女は聞かなかった。

「そもそも娼婦としても役立たずのこの不細工を、穀潰しを養ってやったのは誰だと思っているんだァ……こいつには、アタイ達に体を張ってつくす義務があるのさァ」

「っ……」

「そうだろォ、春姫ハルヒメぇ？　お前も言ってやりなァ」

　猫なで声になっていないしゃがれた蛙の声音に、側にいる春姫ハルヒメは肩を震わす。

　耳もとで囁くように言い付けられた彼女は、髪を離されベルと向き合わされた。

「クラネル、様……」

　未だフリュネの手が届くもとで、春姫ハルヒメは双眸を様々な感情で揺らし、胸に両手を添える。

「帰って、くださいませ……春姫ハルヒメは、大丈夫です……」

「……」


「私わたくしのことは…………お願いですから、もうお気になさらないでください」



　イシュタル達に、何かに怯えるようにうつむいて拒絶を口にする春姫ハルヒメに、後方にいるフリュネやアマゾネス達はにやにやと笑った。

　そんな中、ベルは、ただ少女を見つめながら口を開く。

「英雄譚」

「え……？」

「貴方が言っていた英雄の話を思い出して、決めました」

　突然の言葉に春姫ハルヒメが顔を上げる中、ベルは揺らぐことのない声を紡ぐ。

「貴方を助けてみせるって」

「なに、を……」

「助け出して、貴方の言葉は間違ってるって……そう言ってやるって決めました」

　──そんな卑しい私わたくしをどうして英雄かれらが救い出してくれるでしょうか？

　──英雄にとって、娼婦は破滅の象徴です。

　遊郭で少女が言ったその言葉を否定するために、自分はここに立っていると。

　うろたえる春姫ハルヒメにそう告げ、ベルは叫んだ。

「僕と貴方が憧あこがれた『英雄』は──そんなんじゃないんだって！」

　訝いぶかしむフリュネ達に、目を見張るアイシャに、呆然とする春姫ハルヒメに声を打った。

「例え娼婦でも、破滅が待っていても『英雄』は見捨てない！」

「う、うそっ、そんなの……」

「恐ろしい敵が待ち受けていたって、『英雄』は戦いにいく！」

「違う、だって……」

「そんな『英雄』に憧れた僕がっ、僕達が貴方を守ってみせる!!」

「っ!?」

　言い切った。

　恐怖も、怯えも、不安も、全て振り払ってその大言を言葉にした。

　自分が、少女が憧れた『英雄』のように、その手を摑み取ってやると。

　今まさに『英雄かれら』のように手を伸ばそうとしているベルを見て、春姫ハルヒメの体が震える。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲッ!?　ガキの英雄気取りかぁ!?」

　哄笑するフリュネを他所に、ベルは胸に宿す意志を瞳へと乗せた。

　少年の眼差しに怯えるように春姫ハルヒメは顔を左右に振り、己の体を抱き竦める。

「私わたくしはっ……私わたしは娼婦です!?」

　次には己にかけられた呪縛の言葉を吐き出した。

「貴方達の重荷になりたくない!?　汚れている私わたしに、そんな価値ない!!」

　そんな少女の哀哭あいこくに、ベルは眦を吊り上げる。

「僕達が何もできないとか、自分に価値がないとか決めつけるなよ!?」

「──っ!?」

　初めて上げられた怒声に春姫ハルヒメが声を失う中、ベルは言った。

「馬鹿にされても指をさされても、汚れていたって、それは恥ずかしいことなんかじゃない！」

　祖父の教えを。

　今も心に根付いている言葉を、ベルは春姫ハルヒメにぶつけた。

「一番恥ずかしいことは、何も決められず動けないでいることだ!!」

　春姫ハルヒメの瞳が一杯に見開かれる。

「僕はまだ、貴方の願いを何も聞いちゃいない！」

　言葉を届けるベルは──手を伸ばすベルは、春姫ハルヒメへと叫んだ。

「貴方の本当ほんとうを教えてください!!」

　煙と火が立ち上る空中庭園に、少年の声が響き渡る。

　足もとの石板が宿す赤い光と、頭上の蒼い月夜に挟まれる空の狭間で、何かを揺り動かすように声はどこまでも響いていく。

　その響きにアマゾネス達が口を噤つぐむ中、少年の前にたたずむ春姫ハルヒメは。

　すーっと、瞳から静かに涙を流した。

「……春姫ハルヒメぇ」

　その時。

　わかっているだろうな、とフリュネが背後から少女の名を呼ぶ。

　びくりと肩を揺らした春姫ハルヒメは、視線の先にいる少年のことを見つめ、うつむいた。

　その体も、金の髪も尾も震わせながら。

　ゆっくりと唇を開く。

「【──大きくなれ】」

　そして、詠唱を始めた。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲッ!?　それでいいんだよぉ！」

　少年の叫びに答えず歌い始める少女に、フリュネは愉悦と嘲弄の笑声を上げる。

「春姫ハルヒメさんっ……！」

　目を瞑り呪文を唱える春姫ハルヒメの姿に、ベルも苦渋の表情を浮かべた。

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い。鐘の音ねが告げるその時まで、どうか栄華えいがと幻想げんそうを】」

　何かを差し出すように両手を胸の前に突き出し、狐人ルナールの少女は玉音ぎょくいんの声音を奏でていく。

「英雄気取りの文句も無駄だったねぇ～!?　ゲゲゲゲッ、今からたっぷり借りを返してやる！」

　春姫ハルヒメの歌声が響く中、フリュネはアマゾネスの一人から大戦斧を受け取った。

　彼女に呼応するようにベルを取り囲む戦闘娼婦バーベラ達が臨戦体勢を取る。

「【──大きくなれ】」

　得物を鳴らす女戦士の軍団にベルも咄嗟に身構える中。

　一人少女を見つめていたアイシャだけが、その歌の異変に、『魔力』の流れに気が付いた。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう。槌つちへと至いたり土つちへと還かえり、どうか貴方へ祝福を】」

　紡がれる呪文は同胞ファミリアを素通りし、少年のもとに送られていく。

　そして詠唱が完成に近付き、伴って薄い霧きり状の『魔力』、光雲が生まれた。

「お前達、春姫ハルヒメを止めな!?」

　はっとしたアイシャが団員に呼びかけた直後。

　ベルの頭上に、魔法円マジックサークルと見紛う紋様の渦が出現する。

　驚愕する彼が真上を仰ぐと、形作られるのは巨大な光の柱──いや、柄のない光の槌つちだ。

　降りそそぐ温かな光。少年が視線を振り下げた先で、少女は、涙ながら微笑んでいた。

「【──大きくなぁれ】」

　事態を把握したアマゾネス達がベルと春姫ハルヒメのもとに飛びかかるが、間に合わない。

　次の瞬間、少女の唇から魔法名が紡がれる。




「【ウチデノコヅチ】」




　燦然さんぜんと輝く光槌が落ち、ベルの全身を包み込んだ。

　光の奔流が彼にもたらすものは、体と心を奮い立たせる活力、そして純粋な『力』。

　閃光スパークが走り抜け、ベルに夥おびただしい光粒が付与される。

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　飛びかかっていた戦闘娼婦バーベラ達は驚倒と迷いを捨て、そのまま武器を振り下ろす。

　真正面から己の頭を砕かんとする大剣を、ベルは双眼を吊り上げ、握手グリップを摑み取った。

「な!?」

　剣身を回避し敵剣の柄を受け止めたベルは。

　戦慄する彼女ごと大剣を振り回し、四方から迫っていた戦闘娼婦バーベラ達を一遍いっぺんに吹き飛ばす。

「があッ!?」

　五人の戦闘娼婦バーベラが石畳に転がる中、アマゾネスから奪った大剣を装備する。

　己を包み込むこの光粒が、迷宮ダンジョンで見たアイシャの付与光と同じであることに気付いたベルは、漲みなぎる力を体感し全てを悟った。

　春姫ハルヒメの魔法【ウチデノコヅチ】。

　その効果は対象人物の【ランクアップ】。

　制限時間内に限りＬｖ．を一段階上昇じょうしょうさせ諸能力を激上させる。女神イシュタルが情報を伏せ続けた最大派閥フレイヤ・ファミリア打倒の切り札──『階位昇華レベル・ブースト』。

　美神を歓喜させ、その存在の一切を秘匿させた『最強の妖術』である。

　フリュネ達が春姫ハルヒメを逃がさないのも頷けるほどの反則級の超越魔法レアマジック。ギルドで語られたエイナの話、アイシャの能力激上、イシュタルの言う春姫ハルヒメこそが派閥の切り札だという言葉、全ての点が線で繫がった。

　巨女フリュネと戦闘娼婦バーベラが愕然とする中、光粒の渦に、春姫ハルヒメの恩恵に抱き締められるベルは、溢れ出る全能感を嚙み締める。

「と、取り押さえろぉおおおおおおおおおおおお!?」

　疾呼とともに襲いかかってくる戦闘娼婦バーベラに、ベルは猛った。

「──ふッッ!!」

　振るわれた大剣が複数の女戦士アマゾネスをまとめて薙ぎ払う。武器の上から殴られた彼女達は途方もない轟音を連続させ、宙を舞うか、地に叩きつけられた。

　全ての捕捉を振り切る一層いっそう高まった速度。怒涛どとうのように押し寄せる敵の突撃は全て往いなされ、大銀塊による無数の斬閃の[image: 餌]食となる。Ｌｖ．２の戦闘娼婦バーベラ達は瞬殺され、本来ベルと同じ階位であるＬｖ．３のアマゾネスもことごとくが一蹴された。

　春姫ハルヒメが捧げるＬｖ．４の力を、ベルは遺憾なく発揮する。

「は、春姫ハルヒメええええええぇ!?」

「うっっ!?」

　眼前で繰り広げられる光景にフリュネは激昂した。

　飛びかかった悍婦かんぷ達に組み敷かれている少女の首を片手で摑み、宙に掲げる。

「アタイ達を裏切るのかァ!?　さっさと解けっ、この出来損ないの娼婦めェ!?」

　一度発動した【ウチデノコヅチ】は本人が解除しない限り、例え春姫ハルヒメを気絶させようとも制限時間以内に解けることはない。フリュネは罵りながら解除を強要するが、狐人ルナールの少女は決して頷こうとしなかった。

　足は地面から離れ、首がぎりぎりと締められる中、苦しそうに閉じられた瞳から涙を流す。

　意識を遠ざけられながら、震える声をこぼした。

「もう、体を売りたくないっ……！」

　言った。あの少女が。

「もう、誰も傷付けたくない……！」

　他者を恐れ、世界に怯え、全てを諦め、己の意思を口にしようとしなかった、弱い少女が。

「死にたくない……！」

　己の願いを口にした。

「助けてっ……！」

　少年に、助けを求めた。

「ッッッ!!」

　春姫ハルヒメの願いを聞き届け、ベルは眦を吊り上げる。

　群がるアマゾネス達を全て吹き飛ばし、弾丸となってフリュネに突撃した。

「なァ!?」

「あああああああああああああああああああああああああッ!!」

　高速の大剣の一撃に、間一髪かんいっぱつ大戦斧で防いだ巨女は後方に弾き飛ばされる。

　摑み上げられていた春姫ハルヒメはふわりと宙を舞い、手を伸ばすベルだったが、既すんでのところで横から走った影が彼女を攫さらう。

「アイシャさん……！」

「……」

　黒い長髪を翻すアイシャは気絶した春姫ハルヒメを抱きかかえ、鋭い眼差しでベルを見据える。

　彼女が真後ろへ跳んで間合いを離すと、立ち上がった戦闘娼婦バーベラ達が再び襲いかかる。

「き、傷ぅ……!?」

　ベルが春姫ハルヒメを奪還しようと激しい立ち回りを演じる他方、弾き飛ばされていたフリュネは。

　大剣の衝撃を防ぎ切れず斧で切ってしまった、己の頰を、太い指で撫でる。

「アタイの美しい顔に、傷だとォ……!?」

　ぷるぷると全身を震わせた次には、逆上の咆哮を上げた。

「どけぇえええええええええええええええッ!?」

　大砲弾となって一直線に突き進み、味方を蹴散らしながら、驚愕するベルに接敵する。

　袈裟けさに振りおろされた大戦斧と、すかさず放たれた大剣が衝突し、火花と爆音が発生した。

「っっ……!?」

「目をかけてやったがっ、もう許さねえェ!?　死んで償いなあああああああああああッ!?」

　我を忘れるフリュネは怪力の一撃でベルをその場から弾き飛ばす。

　空中庭園の隅に飛ばされる彼に対し豪速の追撃を行った。

「ア、アイシャ、どうしよう!?　二人とも庭園から出てく!?」

「あのヒキガエル……完璧に頭に血がのぼってやがる」

　激しい剣戟音を発し移動を重ね、とうとう空中廊下から宮殿へベルを追いやるフリュネに、アマゾネスの少女が指示を求めてくる。

　二人の行き先を見やっていたアイシャは、一度、胸の中にいる春姫ハルヒメを見下ろした。

　気を失い涙の跡を残す彼女の顔をしばし見つめ、目を伏せる。

　初めて助けを求めた少女を石板の上にゆっくり横たえ、すぐに立ち上がった。

　そして、傷付いてうろたえる戦闘娼婦バーベラ達に口を開こうとしたところで──爆音が轟く。

「なっ……爆発!?」

　どこから!?　とアイシャは音が響いてきた方向、歓楽街の方角を振り向いた。
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「ヴェルフ様、先程の爆発は……!?」

　空中庭園で咲いた大爆炎の轟華を、歓楽街を走るヘスティア達は視認していた。

　誰もを驚愕させる爆発音を振りまいた紅蓮の大輪に、リリは横で走る青年の顔を見上げる。

「魔力暴発イグニス・ファトゥス……！」

　見覚えのある魔力光の炸裂に、ヴェルフは呻くようにこぼした。

『魔力』が暴走する何かが、あれほどの規模の魔力暴発イグニス・ファトゥスが発生する戦闘なにかが、あの巨大な宮殿で起こっている。

　あそこにベル達がいる、間違いない、とヘスティア達は女主の神娼殿ベーレト・バビリに突き進んだ。

「止まれぇ、お前等ぁ！」

「ちっ、またか……!?」

　第三区画の街路を進むヘスティア達に何度めとも知れない女戦士アマゾネス達の阻害が入る。

　碌ろくに前へ進めていない状況に桜花オウカが悪態をつきながら、斧を持って交戦に移った。

「ですが、相手は手に負えないほど強くはありません！」

「うんっ、きっと戦う人達が足りていない……！」

　ハンドボウガンで援護するリリの声に、中衛位置で軽かろやかに槍を突き出す千草チグサも頷く。

『殺生石』の儀式とベル達の捕獲のため戦力の大半を宮殿内に費やしているのか、歓楽街周辺で警備する団員達の能力ステイタスはまだ低い。精々がＬｖ．２である戦闘娼婦バーベラに獣人を始めとしたＬｖ．１の戦闘員達相手に、桜花オウカとヴェルフが矢面に進むことで道を切り開いていく。

　ヴェルフの奇抜な対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアや武神タケミカヅチの眷族達が行う優秀な連携で、数だけは突き抜けた敵勢を何とか駆逐していった。

「これなら行けるか!?」

　桜花オウカ達に守られている男神タケミカヅチの声を隣で聞きながら、女神ヘスティアは、一人黙って思考に埋没する。

（何で、こんなことになっているんだ……？）

　アポロンとの戦争遊戯ウォーゲームも終わったばかり、どうしてこうも少年ベルが神々に狙われる？

　急成長を遂げる彼に神の興味が集まっていると言えばそれまでだが……本当に偶然か？

　一連の騒動を不審がるヘスティアを他所に、ヴェルフ達は再び交戦に移った。道を遮るアマゾネス達に「どけ!!」と吠える彼等だったが──ドンッ、と。

「え……？」

　ヘスティアも、リリも、ヴェルフも、タケミカヅチ達も、敵団員達さえも啞然と見上げる。

　その視線の先、自分達が起こしたものではない爆発の炎と黒煙が、夜空に上がっていた。

　奇しくも、空中庭園にてアイシャ達が反応したのと同じ時機タイミングで、彼等が立ちつくしていると……すかさず、ドンッ、ドンッ、ドンッ、と。

　歓楽街の奥、いや第三区画各地点から。

　一発だけにとどまらない爆音が、悲鳴とともに鳴り響き始めた。




「何が起きている!?」

　宮殿内で逃げたベルを追っていたイシュタルは、次々と響く爆発音に声を荒らげる。

　従者タンムズのいない彼女が叫び散らすと、通路の奥から慌てて駆け付けてきた団員が膝をついた。

「な、何者かが歓楽街を襲撃しているようです……!?」

「襲撃……!?」

　男性団員の報告に驚愕する彼女は急いで通路奥の窓の外、歓楽街を一望できる高階のバルコニーに出る。そして外に出た途端、イシュタルの褐色の肌を撫でたのは、熱気だった。

　歓楽街──自派閥の領域テリトリーを見渡した女神は、愕然とする。

　月が見下ろす『夜の街』の至る場所で発生しているのは、音、光、悲鳴、爆発。

　炎が弾け火の粉を伴った熱気が頰を叩く中、歓楽街第三区画に侵入する複数の人影──街路を突き進む冒険者の一団を発見し、イシュタルは声を失った。

　──自分の【ファミリア】が、攻め込まれている。

　無数にある娼館街の通りを多勢の冒険者がそれぞれ進行し、武器を、魔法を、『魔剣まけん』を振るって、立ちはだかるイシュタルの眷族達を撃滅している。

　バルコニーの手すりに両手をつきながら、何だこれは、何なのだこれは、と。

　火の赤い色に染まりつつある歓楽街に、イシュタルは震える声で呟いた。

「どっ、どこの馬の骨が……!?」

　自分は淫都の王イシュタルだ、己の派閥はオラリオに名だたる【イシュタル・ファミリア】だ。

　都市屈指である大派閥に、宣告もなしに、暴虐的なまでに、理不尽なまでに喧嘩けんかを売ってくる体面など委細いさい気にしていない馬鹿な相手──とそこまで考えた彼女は。

　その顔を、蒼白に染め上げた。

「まっ、まさかっ……!?」





「しゅ、襲撃だァ────!?」



「きゃああああああああああああああああああああああああ!?」

　錯綜する叫喚と悲鳴。

　月の光の下、そして魔石灯の輝きに照らされるのは、黄金の首飾りで縁取られた戦乙女いくさおとめの側面像プロフィール──派閥の徽章きしょうだった。

【ファミリア】のエンブレムが刻まれた鎧、武具が街を疾走し夜気を震わす。銀閃とともに剣が翻る度戦闘娼婦バーベラ達が斬り伏せられ、地に沈んだ。

　それは蹂躙じゅうりんだった。エルフ、ドワーフ、獣人、小人族パルゥム、アマゾネス、あらゆる亜人デミ・ヒューマンとヒューマンが四方八方から歓楽街に侵入し、占拠し、路上の樽たるを蹴り飛ばし屋根の上を走り抜けては次々と戦闘娼婦バーベラを再起不能にしていく。恐ろしい進撃速度を誇る彼等ら彼女等らは素顔を隠しもせず、己おのが主神に見初められた美貌とその力を周囲へ見せつけた。エルフの少女の槍が、獣人の『魔法』が、ドワーフの戦鎚が、立ち塞がる者全てを撃砕する。

　あちこちで巻き起こる一方的な戦闘に、非戦闘員の娼婦達は金切り声を上げて逃げ惑った。娼館を飛び出して我先にと避難していく彼女達を、襲撃者達は見向きもしない。多くの男性客が腰を抜かし震え上がる中、武装した彼等は抵抗する邪魔者だけを駆除していく。

「エ、エイナ、エイナァー!?　大変っ、たいへーんっ!?」

　──歓楽街から北西に位置するギルド本部からも、その蹂躙劇は観測されていた。

　外に出て騒いでいる同僚ミィシャの声に、本部を飛び出したエイナは呆然とする。

　建物の前庭で立ちつくす他のギルド職員同様、魔法の光と膨大な火の粉に焦がされる都市南東の赤い空を見上げた。

「あの方角、歓楽街……？　まさか、女主の神娼殿ベーレト・バビリが燃えてる!?」

　大混乱に陥る職員達の中でミィシャもあわわわっと右往左往している中、エイナは眼鏡めがねの奥で緑玉色エメラルドの瞳を動揺に震わす。

「抗争こうそう、なの？　そんな、【イシュタル・ファミリア】を攻め込める派閥なんて……!?」

　と、そこまで言いかけたエイナは。

　静かに、顔を引きつらせた。

「ま、まさか……」




「まさか……」

　オラリオに済む神々もまた、激しく燃える南東の空を見上げていた。

「まさか……」

　ある者は己のホームから、ある者は高い建物の屋上に出て。

「マサカ……」

　繁華街から、工業区から、交易所から、老若男女を問わず多くの神がその光景を視認する。

「まさか……ガネーシャか!?」

　都市のいたる場所でエイナと同じ呟きが落ちる中、朱髪朱眼の女神ロキは、本拠ホーム『黄昏たそがれの館』の塔とう天辺に躍り出て南東を凝視する。

　館の窓から何事かと団員達が顔を出し、騒ぎ出すのを眼下に、呟いた。

「まさか……フレイヤか？」

　舌打ちを放ちながら、ロキはその細い朱眼を開く。

「あンの馬鹿、動きおった……」




　こつこつ、と。

　周囲から悲鳴が途切れない中を、細い靴の音が響いていく。

　火の手が上がりばたばたとアマゾネス達が倒れ伏していく戦場において、唯一ゆいいつ美麗な彼女は特異とくいな存在だった。

　戦士達が彼女の進路から全ての障害と危険を排除し、堂々と歓楽街を縦断していく。

「歓楽街は包囲しました」

「オッタル様達は既に敵本陣に」

　男女二名の団員を連れる女神、フレイヤは彼等の報告に「そう」とだけ返した。

　この事態の引鉄を引いた彼女は何の悪びれた様子もなく、ともすれば不遜に、あるいは一切を顧みもしない絶対の神意を掲げ、第三区画の街路を北上していく。

「貴方達も向かいなさい。あの子は、あそこにいる」

　銀の瞳が見据えるのは前方、金に輝く外装の大宮殿である。

　先程、空中庭園で発生した大爆発はヘスティア達だけでなく、図らずともこのフレイヤにも少年の居場所を教えてしまっていた。

「しかし、護衛は……」

「要らないわ」

　団員の言葉を遮って、フレイヤは告げる。

「邪魔する子は全て蹴散らしなさい」

　そして何としてでも少年を見つけ出せ、と言い渡す。

　かしこまりましたと一礼し団員達が散る中、フレイヤは歩みを重ねていった。

　銀の長髪をふわりとあおる戦場の風、絶えることのない剣戟の音。それらに囲まれながら女神は悠然と通りの真ん中を進み抜き、やがて女主の神娼殿ベーレト・バビリの正面に出る。

　開けた前庭の中で、『魔法』で爆砕された跡のある正面玄関を認めた彼女は、不意に頭上を仰いだ。

　その銀の双眸が、高階のバルコニーからこちらを見下ろす褐色の女神を捉える。

　鷹たかの目のごとく視線を合わせた美神フレイヤは、艶然と瞳を細め──絶対零度の微笑みを浮かべた。

　視線の先で、同じ美の女神は顔を真っ青にした。




　──そして【フレイヤ・ファミリア】の強襲が表面化する僅か数分前。

「……」

　巨軀きょくを誇る猪人ボアズの武人は、その両腕で、一人の少女を横抱きに抱えていた。

　髪留めが吹き飛んだ長い黒髪の少女は、この宮殿裏手に上空より落下し、場に居合わせた彼が受け止めていた。

「……己を犠牲にし、仲間を守ったか」

　魔力暴発イグニス・ファトゥス──自爆した火傷やけどの跡を残す少女を見下ろし、オッタルは看破する。

　頭上で起こった大爆炎の直後に降ってきた彼女は瞼を閉じ、ぴくりとも身じろぎしない。

　少女の意志を察してしまう生粋きっすいの武人は、敬意を表すように静かに地面へ寝かせ、腰から取り出した万能薬エリクサーを浴びせかけた。

　瀕死の重傷を負っていた少女の体が瞬く間に癒いえ、一命を取りとめる。

「おい、オッタル。遊んでるんじゃねえ」

　そんな小娘おんなに手間を取らすな、という背後の鋭い声に振り返ると、槍を持った猫人キャットピープルの青年──アレンが冷たい瞳でオッタルのことを睨んでいた。

　間隔を置いた付近には背丈一二〇Ｃセルチほどの四つ子の小人族パルゥム、そしてエルフとダークエルフの青年がたたずんでいる。

「はっきりさせておくぞ、オッタル」

「あの方の寵愛ちょうあいを独占しているベル・クラネルは好かん」

「敵を排除するという神意には従おう」

「だが、我々は奴を助けない」

「……好きにしろ」

　団長である筈のオッタルに、四つ子の小人族パルゥムが物怖じなく告げる。他の三人も言うまでもないとばかりに同じ意見のようだった。

　我意の強い団員達に、表情を変えないオッタルは許可した上で指示を出す。

「ただし、神イシュタルは逃がすな。女神の退路を絶て」

「邪魔する輩やからは？」

「──根絶やしだ」

　冷然と言い放ち、オッタルは七名の団員とともに眼前にそびえる宮殿へ向き直る。

　都市最強、第一級冒険者のパーティは、女主の神娼殿ベーレト・バビリへと侵入した。
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　失われていく魔石灯の光に代わり、夥おびただしい火の欠片が舞い上がっていく歓楽街。

　包囲網を敷く何人もの冒険者が退路を封鎖したその第三区画の光景は、まるで城砦じょうさいを落とすがごとくだった。断続的な爆発音はまだ戦闘が終わらないことを物語っている。

　広大なオラリオの中で、欲望と姦淫かんいんの街が月夜の光を遮るほど紅く染まっていた。

「こんなことになってしまうなんて……」

　都市を囲む巨大市壁、その南東部から歓楽街を見下ろす優男やさおとこの神は悲嘆めいた声を出す。

　羽根付き帽子を被ったヘルメスは、背後に従者アスフィを置き、市壁の上から街を眺望していた。

「ベル君の存在を、イシュタルに知らせてしまったのは他でもない、オレだ……」

　今も変わり果てていく歓楽街に向かって、ヘルメスは言葉を落とす。

　胸壁の前に立つ彼は橙黄色とうこうしょくの髪と瞳を赤く照らされながらその胸を震わせた。

「オレが原因の一端を担ってしまうなんて……あぁ、なんてことだ、胸が痛む……！」

　両腕を広げ、大仰な身振り手振りをした後、胸を押さえうつむくヘルメス。

　そんな主神の背中に、アスフィは冷たい視線をそそいでいた。

　一際大きな爆発音が光とともに発せられる最中さなか、彼女はおもむろに口を開く。




「で、どこまでが計算通りなのですか？」




　眷族の問いかけに、顔を伏せていた男神は唇を吊り上げる。

　豹変ひょうへんする雰囲気。それまでの芝居がかった仕草しぐさを止め、アスフィにくるりと振り向いた。

「断っておくと、最初からこんなことを望んでいたわけじゃない。ただ、面白いことが起こりそうだから、オレは火種きっかけを放った……それだけさ」

　よく言います、とアスフィは眼鏡の奥の碧眼を鋭くする。

　ヘルメスは種をまいた。

　あくまで不本意に尋問され、やむなくベルの情報をイシュタルに渡しただけ。

　あくまで身の保身のために、ベルが狙われている情報をフレイヤに流しただけ。

　あくまでそれだけだ。そんな僅かな種をまいてしまっただけだ。

　ヘルメスは再び真正面に向き直り、抗争が巻き起こる真夜中の歓楽街を一望する。

「神オレの掌の上で踊れ、なんて言うつもりはないぜ。そうさ、全てが予想外だ。ただただイシュタルの嫉妬がオレの予想を裏切って遥かに大きく、凄まじく、そしてフレイヤ様の愛がオレの予想を裏切って遥かに少年かれに傾いていた」

　全てオレの予想を上回って、こんなにも早くことが起きてしまった。

　言葉とは裏腹に笑みを浮かべながら、男神はそう続ける。

「いやぁ、ままならない。女神おんなの嫉妬は怖いなぁ、アスフィ？」

「……」

　心底おかしそうなその声音に、アスフィは振り返りもしない主神の背中を見つめるだけで、何も言い返そうとはしなかった。

「そして何より……オレが思っていた以上に、ベル君はずっとお人好しだった」

　第三区画に建つ巨大な宮殿を見つめ、ヘルメスは目を細める。

　ヘルメスが少年にもたらしたのは『殺生石』の情報のみ。

　明確な助言は何も与えず、少年の意志に全ての決定を委ねた。

　ベルがイシュタルのもとから逃げ出せば、フレイヤは動かなかっただろう。ベル次第で──本人のあずかり知らないところで状況は二転三転もした筈だ。こうはならなかった筈だ。

　だが彼は向かった。一人の狐人ルナールを見捨てず、助けるために。

　蛮勇ではなく、全てを失わない覚悟をもって。

　ヘルメスの話に耳を傾けていたアスフィは、ややあって、問いかける。

「不穏分子イシュタル・ファミリアの壊滅が目的ですか？　それとも娯楽？　あるいは……試練ですか？」

　眷族の問いに。

　ヘルメスは、答えずに一笑した。

「人も、神々も……あんな一人の女の子だって求めている。みんなそうさ」

　市壁の眼下。

　騒ぎを聞きつけ繁華街から通りに出てくる数え切れないヒューマンと亜人デミ・ヒューマン。

　随所で歓楽街の動向を見守る多くの神々。

　そして、空中庭園で今も気を失っている狐人ルナールの少女。

　両手を広げ、それらの光景を眺めた後──最後に宮殿屋上で巨女と凄まじい戦闘を繰り広げる少年を見据えながら、ヘルメスは核心に迫った。

「世界は『英雄』を欲している」

　残された『三大冒険者依頼クエスト』の一つ、隻眼せきがんの黒竜こくりゅう。

　都市に蠢うごめく闇。

　そして全ての元凶であるダンジョン。

　平和な日常の裏にひそむ、厄災と破滅への爆弾。

　世界が今も切望する、『英雄』の誕生は急務であると、ヘルメスは断言する。

「世界が望む悲願のために……オレはベル君を選ぶ」

「【ロキ・ファミリア】でも、【フレイヤ・ファミリア】でもなく？」

「そうさ」

　月夜の闇を纏いながら、ヘルメスの背中はアスフィの問いを肯定した。

　やがて独白のように、彼は言葉を紡ぎ出す。

「大神ゼウス、貴方が成し遂げられなかった使命はこのヘルメスが、いやこの地オラリオが成し遂げよう」

　その口角に笑みを刻み、男神は高らかに告げた。

「オレ達が、彼を最後の英雄へと押し上げてみせる」

　そして。

　ヘルメスは帽子の鍔つばをくいと片手で上げ、眼下の光景を見下ろしながら、瞳を細める。

「そのために……女神イシュタルとその眷族達よ、礎いしずえとなってくれ。なぁに、きっと死にはしないさ」

　英雄のためならば。

　ヘルメスは、美の女神の嫉妬と確執さえ利用してみせよう。

　少年を巡り争乱の場となっている歓楽街を見据えながら、彼は酷薄な笑みを宿した。

「おっと……やはり彼女にはお見通しのようだ。本格的な怒りを買う前に、おさらばしよう」

　遥か遠方、宮殿正面から銀髪の女神がこちらに振り返る。

　確かに見つめてきた美神の銀の瞳に、ヘルメスは帽子を深く被り視線を切る。

　怖い怖い、と笑みを浮かべながら一歩、その場から退しりぞいた。

「……ゼウス、オレはあの白い光に全てを賭けるぞ」

　階層主を倒してみせた純白の極光。少年の魂の輝き。

　ヘルメスに予兆を感じさせた、少年の、【眷族の物語ファミリア・ミィス】。

　去り際に言葉を残し、神は戦場に背を向ける。

　都市の空を染める戦いくさの炎は、高く燃え盛った。
















　阿鼻叫喚あびきょうかんに包まれていく歓楽街。

　異国情緒に溢あふれた街並みは数多くの建物が損壊し、爆破され、魔法の残滓ざんしに満たされる遊郭ゆうかくもまた破壊の爪痕つめあとを刻まれていた。通りに立つ蒼桜アジューラが火の粉に揺れる中、周囲の街路からは人気ひとけが消え失せ、武器を無残に折られ沈黙する悍婦かんぷ達だけが放置されている。

　未いまだ逃げ惑う娼婦しょうふ達の叫びと抵抗する者達の吠声が響いてくる中、歓楽街から発せられる戦闘音は第三区画中心、女主の神娼殿ベーレト・バビリのもとに集まりつつあった。

「な、何が起きているのですか……」

　ようやく大宮殿の玄関ホールに辿たどり着いたヘスティア達は、その光景に息を呑のんだ。

　辺りは砕けた白大理石の床と壁、柱、そして瞬殺されたと思われる重傷のアマゾネス達が屍のように転がっていた。依然宮殿の周囲からは刃が打ち合わされる音が響いてくる中、狼狽ろうばいする千草チグサや他ほかの面々に代わり、リリが呆然ぼうぜんと呟つぶやく。

「恐らく、抗争だ。イシュタルと因縁のある派閥が……」

　リリの呟きに眉まゆを歪ゆがめる女神ヘスティアが、側にいる男神タケミカヅチを見上げると、彼も硬い顔で頷うなずいた。

　来る途中で目撃した襲撃者達の武装、それに刻まれた徽章きしょうを思い出し彼女は告げる。

「フレイヤが、動いた……！」




　宮殿内を斬撃音と血飛沫が舞う音が支配する。

「た、助けっ……!?」

　味方を失い孤立する戦闘娼婦バーベラの懇願ごと、黒剣が彼女を斬り捨てた。命乞いをする者達の声の一切いっさいに耳を貸さない黒妖精ダーク・エルフの戦士は、粛々と血溜まりを広げていく。

　ヘグニ、殺すな、と白妖精エルフの声が響く中、彼もまた一方的な蹂躙じゅうりんを行った。悲鳴を上げる女戦士アマゾネス達に容赦ない超短文型魔法を撃ち、通路もろとも迅雷で焼きつくし宮殿に風穴を空ける。

「ブ、【炎金の四戦士ブリンガル】……!?」

　別階、驚愕きょうがくした直後アマゾネスの全身に四本の投槍ジャベリンが打ち込まれた。

　一瞬で四つの石突きを突き立てられたＬｖ．３の戦闘娼婦バーベラは床に倒れ込む。彼女の脇を兜や鎧で武装した四人の小人族パルゥムが疾走し、救援に駆け付ける敵団員は刹那に駆逐されていった。

　外に繫つながる階段を発見した瞬間、不釣り合いな巨大な戦鎚を持つ一人が轟音とともにそれを爆砕する。

「二十階までの裏手の階段は全すべて潰つぶした」

「後は団員をやれ。神イシュタルを外に運ばせるな」

　淡々と言葉を交わす四つ子の小人族パルゥムは、その場から矢のごとき速度で四散した。

　広大な宮殿に残っている戦闘娼婦バーベラが、女神イシュタルの精鋭達が、なす術なく絶叫を打ち上げていく。

「──おい、大男!?　この道で合ってるのか!?」

「知らん！　全て階段が壊されていただろうが!?」

　更に別階、大刀と斧を担ぐヴェルフと桜花オウカは通路を疾走していた。

　襲撃される歓楽街と宮殿の惨状を目まの当あたりにし、ベル達の身を危ぶんだ彼等は女神ヘスティア達から先行したのだ。謎なぞの襲撃者達はヴェルフ達を見向きもしないことが幸いし、二人は周囲の混乱に乗じて娼館しょうかん街から一気に宮殿内まで走破していた。

「っ!?」

「戦闘娼婦バーベラ!?」

　何とか敵と遭遇することなくやって来たヴェルフと桜花オウカの前に、一人の悍婦かんぷが現れる。

　血と裂傷まみれの彼女は呼吸を乱しながら左手で棍棒こんぼうを持ち、右手で脇腹を押さえていた。

「うっ、うぁああああああああああああああああああっ!?」

　彼女は血走った目で、まるで恐慌を来たしたように襲いかかってくる。

　振り回される棍棒を咄嗟とっさに防いだ桜花オウカの巨体が揺らぎ、大きく後退させられた。

「大男!?」

「こいつっ、Ｌｖ．３だ!?」

　痺しびれた両手から斧を取り落としかける桜花オウカとともに、ヴェルフは相手に圧倒される。

　戦争遊戯ウォーゲーム直後で鍛冶場の環境が整わず『魔剣』は一振りも所持していない。手負いの敵でありながら押される有り様に、くそったれ、ふざけろ、とＬｖ．の差に対し盛大な悪態をぶちまけたヴェルフだったが──突如、通路の壁が粉砕した。

「!?」

　桜花オウカと敵ともども驚愕するヴェルフの眼前に、大穴が空く。

　無数の瓦礫と一緒に通路に転がったのは、ぼろぼろになった一人のアマゾネスだった。

「手間をかけさせんじゃねえ、娼婦が」

　瀕死と化した彼女に続いて、一人の猫人キャットピープルの青年が砕いた大穴から現れる。

　血に濡ぬれた長槍を持つ小柄な冒険者は、手負いの戦闘娼婦バーベラに冷酷な眼差まなざしを向けた。

「ひっ、ひいいいいいいいいいいいいっ!?」

　棍棒を捨て逃げ出そうとする彼女に対し、青年の動きは一瞬だった。

　ヴェルフ達が知覚できない速度で敵の背後より長槍を振るい、その柄えを肩に叩たたき込む。真横から殴打された女は激突した壁面を粉砕し、先程の光景を再現するかのように大穴を作った。

　自分達が苦戦した相手の文字通りの瞬殺に、ヴェルフと桜花オウカが立ちつくしていると。

　猫人キャットピープルの青年は一瞥いちべつを投げてくる。

「なんだ、てめえらは」

　鋭い視線の切っ先に対し口を開けない中、青年はヴェルフの纏まとう空気が職人のものであることを見抜いたのか、彼を唾棄だきする。

「鍛冶師スミスごときが……大人しく鉄遊びでもしてろ、三下」

「なっ……て、てめえっ!?」

　鍛冶師スミスの矜持きょうじを傷付けられ吠ほえるヴェルフだったが、青年はもう見向きもせず移動する。

　軽い足音とともに大穴の奥へ消えたその姿に、慄然りつぜんとしていた桜花オウカが呟いた。

「Ｌｖ．６、【女神の戦車ヴァナ・フレイア】……アレン・フローメル」

　第一級冒険者たるアレンの二つ名をこぼした後、【フレイヤ・ファミリア】、と続ける。

　息を呑む桜花オウカの側で、屈辱と無力感を叩きつけられたヴェルフは、ドンッと壁を殴った。
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「ま、まさか……ありえん」

　自失呆然としバルコニーからしばし動けなかった女神イシュタルは、焦あせった足取りで宮殿に戻る。

　動揺する周囲の団員達に向かって叫び声を飛ばした。

「フリュネ達は!?　『殺生石せっしょうせき』はどうなったぁ!?」

「そ、それが連絡がつきません!?　伝達の人間が一人も戻っておらず……!?」

　側の団員達の声に舌打ちする。苛立いらだちと動揺に犯されながら彼女は思考を必死に働かせた。

　そもそもフレイヤは何故なぜ、どうして今いま攻めてきた？

　例え運び屋ヘルメスが『殺生石』の存在をフレイヤに漏もらしたとしても、春姫ハルヒメの『妖術』──階位昇華レベル・ブーストの効果と正体は露見していない筈はず。身の危機を察知して攻め入る理由にはならない。

「……ベル・クラネル、なのか」

　あの銀髪の美神は、そこまで執着しているというのか。

　イシュタルに少年を奪われることなど絶対に許さないと、戦争を仕掛けてくるほどに。

「本当に、ガキ一人のためにあの女は……!?」

　──常軌じょうきを逸いっしている!!　冗談じゃない!?

　激しい動悸どうきを抱えながらイシュタルは心の中で叫んだ。ただの意趣返しに過ぎなかった自分の行為は女神の逆鱗げきりんに触れたのだと、遅まきながら彼女は理解する。

　どうする、どうする、と己おのれに自問する。先に『殺生石』を、春姫ハルヒメを確保しフリュネ達と合流するのか、あるいは攻め込まれている本拠ホームから、いやこの都市オラリオからもはや脱出してしまうのか──とその場で立ちつくし判断に迷っていたイシュタルは。

　自分の周囲から、喧騒けんそうが途絶えていることに気が付いた。

「お、おいっ、どうした!?」

　この現況に周囲で浮き足立っていた団員達の声が、戦闘娼婦バーベラの声が聞こえない。

　三一階、大階段前。奇しくもベルと二度目の邂逅かいこうを果たした三十階広間を眼下に置くイシュタルは、手すりから身を乗り出し階下に呼びかけた。

　鉢形装飾の大柱が並ぶ広間が薄気味悪いほど沈黙を貫く中。

　やがて、こつ、こつ、と。

　細い靴音を鳴らして、一柱の女神が通路から姿を現した。

「なっ……!?」

　紫水晶アメジストの瞳ひとみを限界まで見張るイシュタルの視線の先で、女神、フレイヤは微笑ほほえむ。

　イシュタルのことを真まっ直すぐ見上げながら、銀の長髪を耳にかけた。

「神会デナトゥス以来ね、イシュタル？　元気にしていた？」

「フ、フレッ………!?」

「早速だけれど、話があるの。いえ──お別れの挨拶あいさつかしら？」

　喉がつかえるイシュタルに、フレイヤは笑みを崩さず凄然せいぜんと告げる。

　護衛もつけず単身でやってきた女神を、イシュタルは髪を振り乱しながら声を張った。

「そっ、その女神おんなを取り押さえろおッ、お前達!?」

　側にいた男女の団員に命令を下す。

　それまでうろたえていた二人は主神の号令に従い、大階段を飛び降りた。

　広間の中央でたたずむフレイヤに突撃し──近付く寸前で、目に見えて減速する。

「!?」

　最初は男の団員だった。女神の銀の瞳に見つめられた彼は痙攣けいれんし、床に膝ひざをつく。

　次に薄く微笑まれた女性団員がまるで酩酊感に襲われたようにふらついた。そして自ら近寄ってきたフレイヤに耳もとで何かを囁ささやかれたと思うと、その場にへたり込む。

　必死に立ち上がろうとしていた男性団員は、女神の手に頰ほおを撫なでられ、崩れ落ちた。

「わ、私の子を……!?」

　──『魅了』しやがった、とイシュタルは呻吟しんぎんを漏らす。

　ここに来るまで同じ光景を繰り返してきたのか、立ち塞ふさがる者もの全員『魅了』してきたのか。

　あまりにも鮮やかな手並みで、フレイヤは男女関係なく団員達の心身を溶かした。

「可愛かわいい子達ね、イシュタル？」

「ひっ……!?」

　再起不能になった二名の団員を背後に置き、大階段を上ってくる銀髪の美神。

　もはやその姿に恐れを隠せない女神イシュタルは、細い悲鳴を上げ、一人宮殿の上階へと逃げ出した。
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「歓楽街が……」

　空中庭園から見渡す戦場の景色に、アマゾネスの少女が力なく呟いた。

　聞こえてきた最初の爆発からまだいくらも経たっていない。戦闘が至る場所で勃発していた第三区画一帯からは煙が上がり、既に包囲され、宮殿ホームまで攻め込まれている。

　味方が総崩れを起こしている自分達の領域テリトリーに、庭園に残っている戦闘娼婦バーベラ達は動転する。

「ど、どうしよう、アイシャ……」

　長い髪を結わえたアマゾネスの少女から、アイシャは泣きそうな声をかけられる。

「イシュタル様にも連絡がつかない……向かう途中でみんなやられているらしい」

「【フレイヤ・ファミリア】が……主神フレイヤ自身も、宮殿に侵入してるって」

　他の者達も震えながら悲報を口にする中、アイシャは目を瞑つむった。

　庭園の隅に固まって歓楽街を見守っていたアマゾネス達は、彼女が口を開くのを待つ。

「……もう【イシュタル・ファミリア】は終わりだよ。レナ、あんた達は逃げな」

　フレイヤ達に先に攻め込まれた以上、自分達の負け。

　悟り切ってそのように告げるアイシャに戦闘娼婦バーベラ達が項垂うなだれる。

「私達は、って……アイシャはどうするの!?」

　レナ、と呼ばれた先程の少女は、結わえた長髪を揺らしながら詰め寄ってきた。

「私は、待つよ」

　少女から視線を離し、アイシャは祭壇の側に目を向けた。

　石板の上に寝かされ、意識を失っている春姫ハルヒメを見つめる。

「けじめをつけなきゃいけない相手がいるんだ」

　そして、激しい剣戟けんげきの音が鳴り響いてくる、宮殿の屋上へと視線を馳せた。
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　蒼あおい夜天と月に向かって、銀塊のぶつかり合う音が打ち上がっていく。

　屋根を、外壁を、足場を壊しながら移動する二つの影は得物を掲げ何度も交差した。

　振り下ろされ、振り上げられる大戦斧と大剣が獰猛どうもうな火花を散らす。

「ぐぅっ!?」

「ぬらあッ！」

　女主の神娼殿ベーレト・バビリ最上階、歓楽街で最も空に近い宮殿の屋上でベルとフリュネは交戦していた。

　植栽と人工の泉が備わった建物最上部は神の庭と言うに相応ふさわしい景色が広がっている。闘技場コロシアムにも匹敵ひってきする広い屋上を一杯に使い、そして破壊しながら、櫓やぐらのように立つ女神イシュタルの自室の周りを何度も行き交っていく。

　迫りくる大戦斧をベルは敢然と斬り払い、身を襲う多大な衝撃に負けまいと四肢に力を込め、反撃となる回転切りを見舞った。

　フリュネはそれを一瞬で打ち落とし、更なる攻撃を重ね、ベルもそれを防ぎ切る。

「ゲゲゲゲゲゲゲェッ!?　やるじゃないかァ!?」

　頰に走った傷ごと顔を歪めながら、フリュネは血走った目玉をぎょろぎょろと蠢うごめかす。

　未いまだ治まることのない憤激に染まる両眼は、殺意と愉悦をもってベルを射抜いてきた。


「どうだァ、素晴らしいだろおおォ～～～～!!　その春姫ハルヒメの妖術ちからは!?」



　魔法【ウチデノコヅチ】により、ベルはフリュネと曲がりなりにも渡り合っている。彼女が歓呼する通り春姫ハルヒメの階位昇華レベル・ブーストの効果は凄すさまじい。

　しかし力そのものは完璧かんぺきに及ばず、限りなく肉薄した速度もまた相手の方が一段上。

　反則級の恩恵をもってしてなお、第一級冒険者の高みは超えられない。

　激上した能力ステイタスに感覚がついていかず必死に御する中、都市オラリオの一線級の実力を持つフリュネにベルは奥歯を嚙かみ締める。

「その力さえあれば、Ｌｖ．６だろうと関係なァいッ!!　【剣姫けんき】とかいう小娘もねェ!?」

「！」

　足を最大限に活かし防戦するベルに向かって、巨女は激しく攻めかかった。

　怒りが高ぶるまま、強撃とともにとある少女に向かって怨嗟えんさを放つ。

「あんな人形女が最強で、美しいだってェ!?　冗談じゃないよォ!!」

「……ッ！」

「つくづく腹が立つよォ、お前の戦い方はァ!?　あの女の姿が一々ちらついて見えやがるぅ!!」

　美神フレイヤを妬む主神イシュタルのように、彼女もまた最強の一角と謳われる女剣士に敵愾心てきがいしんを抱いていた。

　女神のごとき金髪金眼の美貌、そして己を追い抜きＬｖ．６に至った少女の実力に憎悪の炎を燃やしている。そのアイズに師事したベルの動きに彼女の面影を見出しているのか、フリュネは怒りの心を剝むき出しにした。

「その力さえあれば、あんな不細工どうってことないんだよおおおおおおおおおォ!!」

　ベルの中に見えるアイズを叩き潰すように、フリュネは大縦断の一撃を放った。

　屋上の一部を丸ごと破砕してのけた大戦斧を横っ飛びで躱かわしたベルは、眦まなじりを吊り上げる。

　憧憬しょうけいの存在を貶められたことが心をかき回し、激昂するまま相手に斬りかかった。

「うあああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

「ぬっっ!?」

　怒涛どとうの猛攻ラッシュを敢行したベルにフリュネが初めてまともな防御を行った。

　付与された夥おびただしい光粒を引き連れ放たれる連続切りに、軋きしみを上げる大戦斧。多角度から打ち込まれる無数の斬撃にその巨体が揺らいだ。

　お返しとばかりに繰り出された渾身こんしんの縦斬りが、回避したフリュネの足場を破砕する。

「──つけ上がるんじゃないよォ!?」

「っ!?」

　攻勢に出たベルの大剣を弾はじき返し、フリュネの巨軀きょくが翻ひるがえる。

　武器ごと上体が後ろに反り返った少年の胴体に、痛烈な前蹴げりを打ち込んだ。

「がっっ!?」

　咄嗟に膝で防御するも、ベルは蹴り飛ばされ屋上の鉄栅を破壊する。

　緩く速い放物線を描いて飛んだ彼の体は宮殿最上部から下へと落下した。

「ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲッ!?」

　蛙かえるの哄笑こうしょうを上げながら追撃を試みるフリュネ。

　だがそこで、彼女を呼ぶ声が飛んでくる。

「フ、フリュネ!?　イシュタル様がやばい、助けろ!?」

「……あぁん？」

　彼女を呼び止めたのは、階段を駆け上がり屋上に現れた二人の戦闘娼婦バーベラだった。

　息を絶え絶えにする彼女達は焦りながら近付いてくる。鼻を鳴らし彼女達を無視しようとしたフリュネだったが、屋上から見える光景に動きを止めた。

「何だい、こりゃあ……」

　何とか鎮まりつつある怒りが、幾筋もの煙を上げている歓楽街に目を向けさせる。

　ホーム周辺が異常な事態に晒さらされていることに、彼女はようやく気が付いた。

「やっと見つけた、何をやってるんだお前は!?」

「アタイに指図するんじゃないよォ、不細工ども。それで、何が起きてるんだい？」

「ホ、ホームが、歓楽街が攻め込まれてっ……!?」

　駆け寄ってきた二人のアマゾネスに事情を問いただすフリュネは。

　そこで、また何者かが屋上に上ってきたことを察知した。

「……？」

　戦闘娼婦バーベラ達が上ってきた西の階段口とは逆、後方の東の階段から何者かが姿を現す。

　月明かりが雲に遮さえぎられ、その人物に黒い影を纏わせた。

「──ここで最後か」

　低い男の声音を落とす影は、巨大だった。

　二Ｍメドルを超すフリュネより更に身の丈が高い。遠目からでもたくましく屈強な体軀を持ち、破壊されつくした屋上を静かに歩んでくる。

　その影の輪郭を見るからに……獣人だ。

「く、くそっ、ちくしょうっ……!?」

「う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　訝いぶかしそうな目を向けるフリュネの隣で、二名の戦闘娼婦バーベラは自暴自棄になったかのように駆け出した。果たして身に流れる女戦士アマゾネスの血がそうさせたのか、この屋上までやって来た侵入者に襲いかかる。

　武器を抜いて迫りくる彼女達に、影を纏う人物は、[image: 拳]こぶしを横に振った。


「────」



　爆音が弾ける。

　腕の動きだけで放たれた裏[image: 拳]のごとき右[image: 拳]みぎこぶしは、最初に接敵した戦闘娼婦バーベラを粉砕した。

　決河の勢いで真横に吹き飛び屋上の泉に着弾する。フリュネの目をもってしても追い切れない速度で[image: 拳]を薙いだ巨漢は、驚愕と恐怖で動きを鈍らせたもう一人の戦闘娼婦バーベラの顔面を、突き出した左手で摑つかんだ。

　頭部を鷲わし摑みにし、まるで剣つるぎを掲げるかのように軽々と持ち上げ、地に叩きつける。


「────かっっ」



　屋上を陥没させる一撃に、頭部が石畳にめり込んだ戦闘娼婦バーベラは苦鳴の破片を散らし、四肢を力なく投げ出した。やがてアマゾネスの着弾で舞い上がっていた泉の水飛沫が降りそそぎ、ぴちゃぴちゃと周囲を濡らす。

　立ちつくしていたフリュネの視線の先、雲が千切れ、再び月明かりが差し込む。

　彼女の眼球に飛び込んできたのは、猪人ボアズの武人だった。

「オ──オッタル!?」

　錆さび色の短髪に猪の耳。

　巌いわおか、あるいは鋼のような筋骨を有する巨身。

　その精悍せいかんな顔立ちから一切の表情を落としている猪人ボアズは、静かにこちらへつま先を向ける。

「フリュネ・ジャミール……残るはお前だけか」

　厳然たる声音と威圧感をもってオッタルは向かってくる。

　フリュネの指先は震えていた。気圧けおされていたと、怯おびえていたと言っていい。

「なっ、何でお前がここにぃ!?」

　悲鳴のように声を上げながら、フリュネは本拠ホームを取り囲む現状を速やかに悟った。

　自派閥イシュタル・ファミリアが攻め入るのを待たず、敵派閥フレイヤ・ファミリアが攻め込んできたのだと。

　その巨顔から冷や汗を滴らせ、彼女は喉のどを鳴らす。

　そもそも──抗争を仕掛けるにあたってオッタルの対処だけは入念な対策が取られていた。

『殺生石』でフリュネ等らを強化するのは勿論もちろん、異常魔法アンチ・ステイタスや呪詛カースを重ねがけして限界まで弱体化させる。それだけのことをしなければ、この男だけは攻略できないのだ。

【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタインを目の敵かたきにすることができても。

　視線の先の男にだけは、反抗の意志は貫けない。

　防具も、武器も何も装備していないにもかかわらず、重圧を撒まき散らすあの武人は。

【フレイヤ・ファミリア】の首領。

　都市最強の冒険者。

　オラリオにおいてただ一人──唯一のＬｖ．７。

『頂天』。

【猛者おうじゃ】オッタル。

「ぐ、ぐっ……ぐ、ぎっ……!?」

　徐々に接近するその双眼に射竦いすくめられ、大戦斧の柄をぎしぎしと握り締める。

『深層』の階層主かいそうぬしを前にした時と、同じ感覚。

　怯え、臆おくし、背を見せたその瞬間に、惨殺ざんさつされる。

　Ｌｖ．５フリュネ・ジャミールの選択肢は、前進のみしか存在しなかった。

「ぐっっ、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　全身を咆哮ほうこうさせ、フリュネは自ら疾駆する。

　右手に持つ大戦斧を高々と振り上げ、弩砲どほうのごとき袈裟斬けさぎりを繰り出した。

「……」

　二つ名【男殺しアンドロクトノス】の通り、数々の冒険者を葬ってきたフリュネ渾身のその一撃に対し。

　オッタルは無言のまま、左手を伸ばした。

「!?」

　斧の柄を握るフリュネの右手を──左手が受け止める。

　完全防御。銀の大刃は肌に届きすらせず、その岩のような掌で[image: 拳]を摑み取られた。

　物凄まじい衝撃に体が僅わずかに沈んだオッタルの反応は、それで終わりだった。

　鋭い錆色の双眼を細め、掌で受け止めたフリュネの右[image: 拳]を、握り潰す。

「ぎっっ──ギヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?」

　骨ごと斧の柄を圧砕する音が、オッタルの手の中から放たれる。

　右[image: 拳]を砕かれたフリュネはしゃがれた絶叫を上げ、あらん限りに仰のけ反ぞった。

　柄の折れた大戦斧が足もとに落ちる中、オッタルは喚わめき続けるフリュネの巨体を半回転して後方に投擲とうてきする。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　握り潰したフリュネの右手を摑みながら腕一本で投げつけた。石畳を滑空してすぐにごろごろと音を立て転がる彼女の体は、人工の泉に飛び込んだことでようやく停止する。

　激痛にのたうち回るフリュネだったが、その瞳に水面に反射する自身の顔が映った。

　地面を削って裂傷まみれになった褐色の肌。

　世界で最も美しいとフリュネが称する巨顔には、血の滲にじむ傷がいくつも刻まれていた。


「アッ、アタイのっ、アタイの美しい顔ガあァ～～～～～～～～～～～～ッ!?」



　空に向かって咆哮するフリュネの眼球が真まっ赤かに充血する。濡れた黒髪を肌に張り付かせ猛り狂う巨女は、理性を失いながらオッタルに向かって驀進ばくしんした。

「コノ猪いのしし野郎ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?」

　砕けた右手も振り上げながらフリュネは両手で摑みかかろうとする。

　踏み付ける石畳を爆砕しながら突進してくる女戦士アマゾネスに、オッタルは左手を握り締めた。

「五月蝿うるさい」

　そして、剛[image: 拳]をその巨顔へと叩き込む。

「げへえっ!?」

　顔面中央にめり込んだ猪人ボアズの[image: 拳]は、フリュネを彼方へと殴り飛ばした。

　豪風の勢いで広大な屋上を過ぎ去った巨体は、そのまま宮殿から落下する。

　耳を塞ぎたくなるような風切り音を奏でながら、遥か下の地面へと墜落した。

「ぎひぃぃ……!?」

　何とか受身を取ったフリュネは宮殿正面、前庭の中心で悶もだえ苦しむ。

　宮殿四十階以上の高さからの墜落にもかかわらず、並みの怪物モンスターより遥かに頑丈なＬｖ．５の耐久力で一命を取りとめた。見事に叩き折られた鼻柱から大量の鼻血が溢れ、彼女の狩猟着を真っ赤に染める。

　フリュネは涙を流しながら手で顔面を押さえた。

「う、うひィ!?」

　猪人ボアズの武人は追ってきた。

　宮殿屋上から飛び降り外壁を蹴りつけ、強[image: 靭]な二脚で石畳を打ち砕き、着地する。

　尻餅しりもちをつきながら必死に後退しようとするが──現れるのは彼だけにとどまらない。

　背後に、真横に、四方に。

　都合七つの着地音を鳴らし、猫人キャットピープル、白妖精エルフと黒妖精ダーク・エルフ、そして四名の小人族パルゥムが出現した。

　己を取り囲む冒険者達の顔を認め、フリュネは今度こそ全身から血の気が引く。

「【女神の戦車ヴァナ・フレイア】に、Ｌｖ．６ヘグニとヘディン、【炎金の四戦士ブリンガル】ガリバー兄弟まで……!?」

　都市最大派閥フレイヤ・ファミリアの最強戦力に囲まれ、フリュネの戦意は跡形もなく喪失する。

　宮殿内にいた全ての敵団員を無力化させた第一級冒険者達は、最後に残った【イシュタル・ファミリア】首領のもとに集結したのだ。

　真正面から近付くオッタルが包囲の輪に加わる中、とうとう彼女の心の均衡はへし折れる。

「ヒッ、ヒイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!?　ゆっ、許しておくれよォ!?」

　顔を片手で押さえながら、フリュネはなりふり構わず命乞いを始めた。

「そもそもアタイが何をしたっていうんだァ!?　こんなことをされる謂いわれはないよォ!?」

　てめーの息が続いていることが害悪だ、と毒舌な猫人キャットピープルが吐くが泣き叫ぶ彼女には届かない。

「な、何でもするっ、何でもするから助けてくれェ!?　そ、そうだっ、体、体で払うよっ、アタイと寝させてやるから見逃しなよォ!?」

　びきっっ、と第一級冒険者達から殺意の募る音が鳴る。

「アタイ以外に素晴らしい女なんていないよォ!?　この体にこの美貌、女神も裸足はだしで逃げ出すってモンさぁ！　こんなアタイを好き勝手にできるんだ、ほぅら、そそるだろォ!?」

　計八対の瞳から発せられる甚大な殺気に、媚こびを売るのに夢中なフリュネは気付かない。

　誰だれもが無表情になる中、真正面に立っているオッタルは顎あごを引き、うつむく。

　そして──フリュネは止めとばかりに、醜怪な笑みを浮かべた。

「あんた達の主神フレイヤなんて目じゃないさァ!!」

　瞬間。

　うつむいていた猪人ボアズは、顔を振り上げた。




「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」




　オッタルが、切きれた。

「ヒッッ!?」

「貴様は我等の崇高なる女神を汚けがしたァ!!」

　比[image: 喩]抜きで両目から真っ赤な眼光を放ちながら、怒りの大咆哮を上げる。

　周囲のアレン達もオッタルと全く同じ状態と化し、憤激を爆散させた。

「貴様の辿る末路はただ一つ!!」

『死刑、死刑、死刑!!』

　オッタルの大音声の後に死の斉唱が続く。

　顔面蒼白になるフリュネに迫り、狭まっていく凶戦士達の輪。

　制止の言葉など一切耳を貸さず、八つの黒い影は巨女の体を覆った。

「う、うぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああ!?」
















　歓楽街上空に、凄まじい断末魔が打ち上がった。





[image: ]






「……追ってこない？」

　屋上から落下し、宮殿裏手側、高階の屋根に着地したベルは頭上を仰あおぎながら呟く。

　全身を光粒で発光させながら身構えていたが上空には何の動きもない。追撃が来ないことを不審に思いつつも、彼は構えていた大剣を下ろした。

　周囲を見回せば、歓楽街からは無数の煙が上がっていた。第一級冒険者との戦いに集中せざるをえなかったベルは、火の粉や電流を始めとした魔法の残滓が満ちるその光景に息を呑む。

　敵対勢力の強襲に遭っている──フリュネもその対応に駆り出された？

　そう考えたベルは、それならばと屋根から駆け出した。

　この混乱に乗じて春姫ハルヒメを、と別館の空中庭園を再び目指す。

　擬似Ｌｖ．４の脚力を存分に発揮し、高い跳躍の連続で屋根から屋根に飛び移り、四十階から伸びる空中廊下を経由する。周囲からの襲撃に細心の注意を払いつつ、全力で庭園に向かった。

　そして辿り着いた空中庭園は、すっかり人気がなくなっていた。

　死屍累々ししるいるいと転がっていた多くの戦闘娼婦バーベラ達も運び出され、今や夜の静寂に包まれている。月嘆石ルナティック・ライトの石板は散々破壊されつくした影響か、あるいは上空の満月が欠け始めているのか、青い光をうっすらと灯していた。

　凄まじい爆発の跡や戦闘の爪痕を残す打ち壊された儀式の場に、足を踏み入れると。

　人の気配のなくなった庭園の中央、祭壇に、彼女はいた。

「……来たね」

　石壇から腰を上げ、長髪の女傑じょけつ、アイシャは立ち上がる。

　彼女のすぐ側には春姫ハルヒメもいた。意識を失っており祭壇前の石板の上に寝かされている。

　まるで自分が来ることを確信していたかのようなアイシャの呟きに、ベルは黙って足を進めた。傷付いた大剣を携えながら、アイシャの、春姫ハルヒメの前まで赴く。

　地面に大朴刀だいぼくとうを突き立てている悍婦かんぷと、間合いを残して正対し、ベルは告げた。

「春姫ハルヒメさんを、連れていきます」

　はっきりと言葉にするベルの顔をまじまじと見つめ、アイシャは目を細めた。

「……いい顔になったじゃないか」

　信念を貫こうとする雄の顔──決然とした英雄おすの表情を浮かべるベルに。

　アイシャは、嬉うれしげな声をこぼす。

「けどね、ハイそーですか、と応じるわけにはいかない」

　そのくびれた腰に片手を当て、彼女は不敵な笑みを纏った。

　長い黒髪と紫紺の衣装を揺らしながら、じゃりっと素足で石板を鳴らす。

「【ファミリア】は血の掟おきて、離反するには代償が伴う……わかるだろ？」

「……」

　神血イコルで『恩恵』を刻まれた眷族けんぞくは容易たやすく神のもとから抜け出せない。

　例え派閥に苦痛を感じていたとしても、他派閥の者が連れ出そうとしても易々とまかり通るものではない、とアイシャは告げる。

　既知の事実に、ベルは押し黙った。

「そういえば、聞いていなかったね。何でまたお前はこいつをそうまで助けようとする？　惚ほれたのかい？」

　一転して面白おもしろそうに尋ねてくるアイシャに、一度言葉に詰まる。

　うろたえながらも、口を開いた。

「……春姫ハルヒメさんは、娼婦の仕事にとても苦しんでいます。だから、助けます」

「……何を勘違いしているか知らないが、それは男を全く知らない生娘きむすめだよ」

「えっ」

　貞操は守られているという発言に、ベルは目を点にする。

「いつも本番をやる前に、男の裸を見てブッ倒れるのさ、その馬鹿ばかは」

「……」

「一昨日おとといだって、客の胸板むないたを見て泡を吹いた。ドン引きされて返品されたよ」

　強烈に思い当たる節ふしがあるベル。

　初見の際も、春姫ハルヒメは自分の鎖骨を見ただけで気を失ったような……。

「で、でもっ、春姫ハルヒメさんは何度も……その、男の人を相手にしたって」

「気を失った後、卑猥ひわいな夢でも見ているんじゃないか、そのエロ狐は」

　呆あきれたように告げるアイシャに、ベルは気絶している春姫ハルヒメへ何とも言えない視線を飛ばす。

「……あるいは、現実と夢の区別がつかなくなるほど、追い込まれていたってことかもしれないね」

「！」

　家を追い出され、故郷から無理矢理むりやり連れてこられ。

　誰も知らない、何も知らない土地に放り込まれ、売られた春姫ハルヒメの人生は波乱の連続だった。

　娼婦の振る舞いも仕込まれ、時には肌を晒して、触れられ。

　抑圧されてきた筈だ。世界が一瞬で暗転した春姫ハルヒメは苦痛に呑み込まれていた筈だ。

　そんな彼女が悪夢にうなされていたとしたら。

　現実と妄想の境で絶えず自分を見失っていたとしたら。

　やはり、彼女は連れ出さなくてはならない。

　あの座敷牢ざしきろうの奥から羨望の眼差しで見つめていた、この外の世界に。

「──だが娼婦としては失格でも、この娘むすめには価値がある」

　ベルが己の決意を再認識する中、アイシャもまた纏う雰囲気を変える。

「この派閥ファミリアから逃げ出そうが、どうせ他の奴やつが春姫ハルヒメの力を聞きつけ、今日みたいなことを引き起こす。よりクソッタレな連中に囲われるくらいなら、ここにいた方がマシさ。……主神イシュタル様の呪のろいも言ってるよ、そいつを渡すな、ってね」

　かた、と微細に震える右手を晒し、アイシャは唇から言葉を連ねる。

　そしてその鋭い瞳は──お前に春姫ハルヒメが守れるのか、と問いただしていた。

　彼女は石板に突き立てていた大朴刀だいぼくとうを右手で引き抜き、銀光を放つ切っ先をベルに向ける。

「構えな。男が女を連れ去っていく時は、力ずくと決まっているのさ」

　笑みを浮かべるアイシャに、ベルもやるしかないと腹を固める。

　彼女の意志に応こたえるように携えていた大剣を両手で構えた。

　周囲、未だ歓楽街から遠い戦闘の音が届いてくる中、ベルとアイシャは見据え合う。

「一分」

　不意に、アイシャが口にした。

「春姫ハルヒメとは面倒を見ていただけじゃなく、連携パーティも組んでいたからね。その『魔法』の効果はあと一分だ」

　ベルに付与される無数の光粒を見つめ、魔法ウチデノコヅチの制限時間に言及する。

　何度も春姫ハルヒメと連携コンビを組み魔法効果を熟知している彼女は、少女がベルのために全ての精神力マインドをつぎ込んだこの階位昇華レベル・ブーストが、光粒の量や発光具合からあと一分で解除されると打ち明けた。

　己の全身を包み込む温かな光を、ベルはちらと見下ろす。

「今のアンタなら楽に私をねじ伏せて、この娘こをさらっていけるよ」

　側にいる春姫ハルヒメのことを一瞥し、アイシャはそう告げてきた。

　双眸そうぼうを吊り上げるベルは、静かに大剣を引き、構えだけを維持する。

　時間の経過に身を委ゆだねた。

「馬鹿だねぇ……」

　そんなベルに呆れたように、かつ愉快そうにアイシャは瞳を細める。

　見つめ合う二人、弦のように引き絞られていく空気、ベルの体から薄まっていく光。

　そして次の瞬間、光粒が完全に消失し、同時に罅割ひびわれた祭壇の石柱が崩れ落ちる。

　瓦礫の音が合図だったかのように、両者は一気に飛び出した。

「だが、嫌いじゃないよ!!」

　大剣と大朴刀だいぼくとうを衝突させ、アイシャは唇を吊り上げる。

　交差した刃の奥で笑う女傑に、ベルは瞳に意志の光を灯す。

　快音を上げ得物を弾き合う少年と悍婦かんぷは、更なる加速をもって激しく斬り結んだ。

「はははははははははははははははははははははははっ!?」

　互いの体を行き交わせ、錯綜さくそうし、縦横無尽に刃を走らせながら、アイシャは大笑した。

　とどまることを知らない激突音と火花を散らせ、腹の底から歓呼する。

「そうさ、これだから雄おすと交まじわるのは止やめられないんだ!!」

　剣と刀をぶつけ合うベルの顔を見据え、女傑は獰猛に笑う。

「傲慢で、荒々しくて、強い……！」

　ベルの体を、ベルの視線を、ベルの力をその全身で受け止めながら。

　アイシャは迸ほとばしる喜悦に打ち震えた。

「女わたし達の血を騒がせるのは、いつだって男おまえ達なんだよ!!」

　歓喜の声を上げ大朴刀だいぼくとうを振り下ろす。

　石板を粉砕し叩き斬る刀撃に、ベルもまた雄叫おたけびを上げながら大剣を見舞い返した。

　空中庭園を高速で移動し合い、一撃と一撃を衝突させ高らかな戦場の歌を響かせながら、一進一退の攻防が続く。

　やがて、女戦士アマゾネスの性さがに全身を焦こがされるアイシャは。

「──【来きたれ、蛮勇の覇者】！」

　詠唱を、開始した。




　息を切らしながら最上階の階段を駆け上がる。

　火照った全身を包み込む夜気は月の光に濡れていた。

　激しい戦闘を物語る破壊されつくした屋上には、赤く染まる歓楽街の光景が広がっていた。

「どこまで行くの、イシュタル？」

「フ、フレイヤァ……!?」

　自分の後に続いて東の階段から現れたフレイヤに、イシュタルは顔を怖気おぞけに歪める。

　暴君のごとく超然と微笑み己を追い詰めていく銀髪の女神に、イシュタルは敵愾心を忘れ恐怖のみに縛られていた。

　己の領域テリトリーを踏み潰し、眷族ファミリアを蹴散らして、イシュタルの全てを蹂躙しながら迫りくる並ならぬ神意を放つ彼女から、まだ逃げ惑う。斧と大剣の斬撃によって見る影もない神おのれの庭を横断し、櫓やぐらのように立つ自室へ駆け込もうとした。

「な……!?」

　しかし目論見は脆もろくも崩れ去る。

　泉と林を迂回して自室へ回り込む道、その宮殿屋上の一角が、まるで断崖のようにごっそり抉えぐれていた。この崩落の跡が眷族フリュネの大縦断の一撃によるものだと女神イシュタルは知るよしもない。

　立ちつくす彼女のもとに、こつ、こつ、と靴の音を鳴らしフレイヤがとうとう追いつく。

「追いかけっこは終わりね。私、もう疲れちゃったわ」

「ひっ……!?」

　慌あわてて振り向き、悲鳴を押し殺す。

　微笑むフレイヤの後方には、イシュタルが背にしている崩落と似たような崩れた跡がある。こちらはベルの縦斬りが破断したものだ。

　十歩分の距離も介在しない間合いで、イシュタルとフレイヤは対峙たいじする。

「で……出来心だったんだ、フレイヤ？　アンタがあの坊やにそこまでこだわっていたなんて知らなくて……も、もうしないよ、許してくれ」

　宮殿内に己の団員はいない。全てオッタル達に排除された。

　駒を失ったイシュタルは引きつった笑みを浮かべ、許しを請う。

　夜風にその美しい銀髪を揺らされるフレイヤは、微笑んだ。

「イシュタル？　貴方のする悪戯いたずらは今まで笑って済ませてあげたけど……今度だけは駄目。許さないわ」

　ちっとも笑っていない瞳で、微笑んだ。

「あの子は絶対に、私のモノにする」

　秘めたる激情の片鱗を窺うかがわせながら、微笑んだ。

「私のモノに手を出す女神おんなは、絶対に許しておけない」

　横暴なまでの独占欲とベルへの執着を晒すフレイヤに、イシュタルは言葉を失う。

　まるで合わせ鏡のようだった。フレイヤに嫉妬したイシュタルが瞳に黒い炎を宿したように、フレイヤもまたその銀の瞳に執心という名の黒い炎を帯びている。

　静かな怒りを放つフレイヤは、瞳を細めたまま唇を動かす。

「貴方──潰すわ」

　女神の死刑宣告に、イシュタルは青ざめた。




（──『並行詠唱』!?）

　戦闘を繰り広げながら響き渡った歌声に、ベルは驚愕をあらわにする。

「【雄々しき戦士よ、たくましき豪傑ごうけつよ、欲深き非道の英傑えいけつよ】！」

　その唇から高速で紡つむがれる呪文じゅもんの音は力強い。

　大朴刀だいぼくとうを振り回し、こちらの攻撃と打ち合っては、淀よどみなく戦闘と詠唱を両立するアイシャにその胆力と技術を見せつけられる。

　攻撃、移動、回避、防御を依然いぜん遜色なく実行──まるで歌いながら踊るアイシャはまさしく【麗傑アンティアネイラ】の名に相応しかった。『並行詠唱』を極めたこの悍婦かんぷはやはりあの第二級冒険者ヒュアキントスより強い。

「【女帝おうの帝帯おびが欲しくば証明せよ】！」

　──不味まずい、とベルの心が焦燥に燃える。

　何度も弾かれる剣撃はその長髪の先端を切断するものの、アイシャ自身に決して届かない。守りに入るどころか長脚を織り交ぜて倒しにかかってくる相手を攻め切れず、更に宮殿内での度重なる戦闘の傷と疲労に体が喘あえいでいる。

「【我わが身を満たし我わが身を貫き、我わが身を殺し証明せよ】！」

　このままじゃあ……!?

　刻一刻と進む詠唱にベルの額から汗が落ちた。

　このままでは『魔法』を撃ち込まれる。心が逸はやり堪たまらず大剣を振りかぶって突撃するが、そこに長脚による痛烈な蹴撃カウンターを頂戴した。

「ぐっっ!?」

　顔面を蹴り飛ばされ、石板の上を転がっていくベル。

「【飢える我わが刃なはヒッポリュテー】!!」

　そして大きく距離が開く少年に対し、詠唱を完成へと至らせるアイシャ。

　吹き荒れる『魔力』の規模、かつ初見の『魔法』に緊急回避をしようとするベルだったが──彼我の位置関係を理解してはっと踏みとどまった。

　空中庭園の中央、祭壇正面、己の背後には気絶した春姫ハルヒメがいる。

　前方にいるアイシャの砲撃を回避すれば、少女が巻き添えを食らってしまう。

　本当に撃つつもりなのか、と愕然がくぜんとするベルは、しかしアイシャの瞳を見て息を止めた。

『守ってみせろ』

　その鋭い眼差しはそう言っていた。

　奪っていくならそれくらいやってみせろ、と。

　アイシャのその真意を前に──ベルは眦を決した。

「ッッッ!!」

【英雄願望アルゴノゥト】。

　回避してはいけない一撃だと蓄力チャージを開始する。

　アイシャの全力を受け止めるため、ベルは大剣に純白の光粒を収斂しゅうれんさせた。




「ま、待ってくれ!?」

　フレイヤの正面に立ちつくしていたイシュタルは、それを見つけ、叫んでいた。

　女神の背後、ベルの斬撃によって抉れた屋上の断崖。

　そこへガシッと手が石畳を摑み、次には褐色の美青年がぬうっと顔を出す。

　タンムズだ。血反吐ちへどを付着させぼろぼろに傷付いている彼は、オッタル達にやられてもなお主神の危機に駆け付けてきたのだ。

　内心で歓喜しながらイシュタルは必死に時間稼ぎをする。

「フレイヤ、面白いことを教えてやる!?」

　崩れた屋上の崖からタンムズは上半身まで引き上げる。

「あの子供には、ベル・クラネルには美神わたしたちの『魅了』が効かない！　秘密を知りたくないか!?」

　ぴくり、とフレイヤが細い片眉を動かす中、タンムズは完璧に姿を現した。

「もしそれが本当なら、益々ますます素敵ね。何が何でもモノにしたくなる」

　笑うフレイヤの背後で、タンムズは息を殺し、音もなく忍び寄る。

「だけど、それを貴方の口から聞く必要はないわ」

　そう言ってフレイヤが歩み出そうとした瞬間、タンムズは一気に飛びかかった。

　馬鹿がっ！　とイシュタルは禍々まがまがしい嘲笑を送り付ける。

　そしてタンムズが摑みかかる寸前──フレイヤは最初からわかっていたように振り向いた。

　眼前に現れた女神の美貌に、目を見張るタンムズは、ぴたりと完璧に動きを止める。

　イシュタルが硬直する中、フレイヤはタンムズに近寄り、頰を撫で、微笑んだ。

「あ、あぁ……！」

　瞬間、タンムズの腰が砕ける。

　上気した頰に半開きの口、恍惚こうこつに彩いろどられる瞳。

　イシュタルの寵愛ちょうあいを受けてきた青年従者は、あっという間にフレイヤに『魅了』された。

「あっちへ行っていて？」

　フレイヤの声に何度も頷き、タンムズは砕けた腰を引きずってこの場を去っていく。

　イシュタルはその光景に時を止めていた。

　自分の男を奪われたことに、立ちつくしていた。

　女神の『美』に惹ひかれて忠誠を誓う青年従者は、その寵愛を一身に受け彼女に心酔していた。既にイシュタルが『魅了』し完璧な僕しもべとなっていた。外部から『魅了』を受け付ける余地はない。

　にもかかわらず、フレイヤは彼を従えた。

　まさかの『魅了』の上書き。

　それはつまり、フレイヤの『美』がイシュタルの『美』を上回っていることと同義である。

　イシュタルの中から、矜持の砕け散る音が響き渡った。


「…………して、だ」



　呟き、わなわなと震え出す。

　歯を割れんばかりに嚙み締め、両手をあらん限りに握り締め。

　その褐色の肌も、豊満な体も、美貌も怒りに染め上げる。

「どうしてだっ!!」

　全身を真っ赤にし、イシュタルは叫んだ。

　周囲の名声も、その『美』を称える男の数も自分よりフレイヤの方が上。

　己の寵児ちょうじまでも『魅了』を上書きされ、彼女に奪われた。

　同じ『美の神』である筈なのに、何故こうまで違う。

　目の前でたたずむフレイヤに、イシュタルは怒鳴り散らした。

「私とお前、何が違うっていうんだっ!?」




「品性」




　断言。


「──────」



　固まるイシュタルに、フレイヤは小馬鹿にするように微笑んだ。

「それ以外、ありえないでしょう？」

　空白は一瞬。

　瞬く間に凄まじき激憤が女神の体を焼きつくす。

「うっ──うぁああああああああああああああああああああああァッ!?」

　獣のような怒声を上げ、イシュタルはフレイヤに襲いかかった。




【英雄願望スキル】の引鉄トリガー、思い浮かべる憧憬しょうけいの存在は、『一千童子いっせんどうじ』。

　小さき身でありながら、たった一人の娘むすめを守るため千の鬼オウガを討った極東の武士もののふ。

　春姫ハルヒメが愛した英雄に力を求め、ベルは大剣を肩に振りかぶる。

「はああああああああああああああっ!!」

　そして前方、アイシャが裂帛れっぱくの咆哮とともに大朴刀だいぼくとうを地に振り下ろす。

　女傑渾身の『魔法』が発動した。

「【ヘル・カイオス】!!」

　石板に叩きつけられた大朴刀だいぼくとうから放たれた、斬撃波。

　水面を切る鮫さめの背びれのごとく、紅色に染まった斬撃の衝撃波が地面を驀進する。

　己より遥かに巨大な紅の斬撃波に対し、ベルは白光の大剣を握り締めた。

　五秒分の蓄力チャージ。

　鳴り響く鐘チャイムの音とともに、ベルは銀の剣を振り下ろす。

「ぐっっ、ううううううううううううううううううううううううううううッ!?」

　紅の斬撃波と白光の大斬撃がぶつかり合った。

　光と光の拮抗が発生し、空中庭園に閃光の飛沫が舞い上がる。

　──蓄力チャージが足りていない。

　圧倒的な出力不足。巨大な紅の斬撃波の前にベルの白光の大剣が押されていく。

　その魔法の猛威に肌を焼かれる中、ビキッ、と剣身に亀裂が走り抜けた。

　深紅ルベライトの瞳をあらん限りに見開くベルは──背後にいる春姫ハルヒメの気配を感じ取り、ぐっっと歯を食い縛る。

　命ミコトから託された願いがある。貫かなければいけない想おもいがある。笑ってほしい少女がいる。

　四肢に力を込め、心を奮い立たせ、背中ステイタスを燃焼させ。

　ベルは、渾身をもって大剣を振り抜いた。

「ああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　轟音を立てて、爆砕。

　紅の斬撃波と白の斬光が相殺した。

「消し飛ばしやがった……!?」

　己の魔法を見事粉砕したベルにアイシャは憎々しそうな笑みを浮かべる。

　弾け飛んだ斬撃波ヘル・カイオスは大斬撃アルゴノゥトを道連れにし、無数の紅と純白の粒子となって拡散した。魔力を含んだ爆風が巻き起こる中──白髪の少年は、発生した大煙を突き破って疾走してくる。


「────ッッ!!」



　蓄力チャージ攻撃の反動で剣身が砕け散った大剣を捨て、一直線にアイシャのもとへ。

　素手のまま突っ込んでくるベルに、アイシャもまた猛々しい笑みを浮かべ、大朴刀だいぼくとうを放り捨て突撃した。

（──遅い!!）

【英雄願望アルゴノゥト】の反動。

　体力と精神力マインドを削ぎ取る『スキル』の代償により、少年の体はあまりにも重く遅い。

　大粒の汗を飛ばすベルの姿に勝機を見い出し、アイシャはその長脚を放った。

　激突する。

「ぎっっ──」

　長大な射程リーチを誇る女戦士アマゾネスの右上段蹴りが、少年の接近を許さず、側頭部に叩き込まれる。

　頭部を打ち抜いた手応え。直撃した足刀にアイシャは会心の笑みを浮かべ──凍りついた。

　少年の前進が、止まらない。

　蹴りを頭部に叩き込まれてもなお、一歩、アイシャの懐ふところに踏み込む。

　防御を放り投げた捨て身の一撃。

【英雄願望スキル】によって失われた力を、残されたなけなしの力を、攻撃だけにそそぎ込む。

　驚愕するアイシャの眼前で、ベルは右[image: 拳]を握り締める。

　深紅ルベライトの瞳を吊り上げ、[image: 拳]弾を繰り出した。

「うああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　白兎の牙ヴォーパル・ファング。

「ぐうぅッ!?」

　腹部に炸裂さくれつした一撃にアイシャの体が折れ曲がる。

　足を地から浮かせる凄まじい衝撃に、しかし彼女が歯を嚙み締め耐え抜いた、その時。

　ベルは、そこからなお、砲声した。



















「ファイアボルトォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」




　零距離。

「があぁっ!?」

　叩き込まれた[image: 拳]弾から放たれる接射砲撃。

　腹部で爆砕した炎雷に今度こそアイシャの体が宙を舞う。

　全精神力マインドを傾けたベルの最大火力。超至近距離の爆発に彼自身も飛ばされながら、地面を足で削っていく。

　少年の右腕は手首から上が黒焦げとなり、煙を立ち上らせた。

　己の腹部を焼かれたアイシャは、見開かれた瞳を前髪で隠し、ゆっくりと笑みを浮かべる。

　やがて宙を舞っていた彼女の体はどさっと背中から落ち、沈黙した。

　撃破。




「うぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

『美の神』が吠声を上げる。

　風が吹き荒れる神の庭の中で、美神に似つかわしくない形相で摑みかかろうとするイシュタルに対し、フレイヤは。

　彼女が目の前に迫った瞬間、くるり、と回転した。

「!?」

　銀の長髪と自分の背を晒し、イシュタルの突撃を受け流すように躱してしまう。

　フレイヤの背後に広がっていた屋上の崖に突き進むイシュタルは、瞠目どうもくし、蹈鞴たたらを踏みながら何とか停止した。

　が、こつ、こつ、と。

「ひっ──」

　細い靴音が背後より迫り、イシュタルが慌てて振り返った瞬間、どんっと胸を押される。

　右手でイシュタルを突き飛ばしたフレイヤは、もう一度、右手で突き飛ばす。

　後退する体。崖の際に迫る足。もう後はない。

　宮殿の下に広がる黒い地上が、イシュタルを呑み込もうと顎あぎとを開く。

「待まっ──」

　待ってくれ、フレイヤ。

　その言葉は鳴り響く乾いた音によって遮られた。

　ぱんっ、と。

　フレイヤの左手が、イシュタルの頰を叩はたく。

「──ぁ」

　無慈悲に顔を張られ、ぐらりと傾いたイシュタルの体は、落下した。

　宮殿最上階から遥か下方の地面に落ち、見る見る内に小さくなっていく。

　呆然とこちらを見上げる『美の神』に、フレイヤはにっこりと微笑んだ。

　ややあって、ぐしゃっ、と。

　神の体が潰れた音が地上から鳴る。

　そして、すかさず致命傷を与えられた神の肉体が死ぬまいと『神の力アルカナム』を発動させた。

　この下界で何物よりも美しい光の輝きが発生する中──この時点でイシュタルは下界の規則ルールに抵触した。

　その光景を見届け、『神の力アルカナム』の波動を感知したフレイヤは、引導を渡すように指をパチンと鳴らす。

　次の瞬間、イシュタルの落下地点から光の玉が無数に浮かび上がり──ドンッ!!　と凄まじい轟音とともに巨大な光の柱が夜空に立ち昇った。

　逆行する大瀑布だいばくふのように、天空に突き刺さる光柱。

『天界』へと送還される一柱の神。

　下界という名の遊戯盤ゲームに敗北した神々は、二度と下界には戻ってこれない。

　この下界から去った女神の末路に、フレイヤは残酷な表情で笑みを漏らす。

「これに懲りたらもう悪戯はしないことね、イシュタル。もう遅いかもしれないけれど」

　クスリ、と一笑し、銀髪の女神は光の柱に背を向けた。

　決着。





[image: ]






　アイシャを撃破し、ふらつく体で春姫ハルヒメの体を抱き起こしたベルは。

　その天に立ち昇る光の柱を目撃した。

「あれ、は……」

　まさか──と瞳を揺らしながら、その神々しい光景にベルは確信してしまう。

　神が天界に送還されたのだ。

　まだ短い生涯の中で一度も目にしたことがない光の大柱。凄まじい力の波動と幻想的な光景に、きっと多くの者がそうであるように、目を奪われてしまう。

　英雄譚やお伽噺とぎばなしに綴つづられる『精霊』達の聖歌か、あるいは地をも揺るがす怪物モンスターの咆哮か。恐らくはそれらに類する光の壮観がベルの心に焼き付けられる。

　雲を突き破り、空を超える神の柱に喉を鳴らすことも忘れていると、やがて世界を照らす光輝こうきは収まった。地震にも似た天鳴も止み、下界には静寂が戻ってくる。

　春姫ハルヒメを抱えたまま、両膝を石板についてしばらく呆然としていると。

　ベルの視界に、その神物じんぶつは現れた。

「……女神様？」

　宮殿屋上。

　裏手別館に位置するこの空中庭園からも見える位置に、ベルは一柱の女神を視認する。

　遠目からでもわかる抜群の体の調和プロポーション。行き過ぎた美貌はあのイシュタルとは異なり、そう、今も背にしているあの月のような静謐せいひつな『美』だ。そこにあるだけで見上げ続けてしまうような、そんな魔性。風に銀の長髪がさらと流され、銀砂のように輝く。

　時を忘れ固まっているベルに向かって、その銀髪の女神は、確かに微笑んだ。

　同時に、ぞくっっ、と。

　ベルの身を悪寒が襲う。

　身に覚えがある、これまで何度も感じてきた、全身を舐なめるような──無遠慮な銀の視線。

　言葉を失うベルにまるで囁くように、彼女はその唇をゆっくり動かした。

『愛してる』

　声は聞こえずとも、唇の動きがベルにその愛の囁きを告げてきた。

　──あの人だ。

　これまで、自分をずっと観察していた視線はあの女神のものであると、ベルは確信した。

　どくどくという心臓の音が耳にへばりつき、放心していると……彼女はいつの間にか姿を消していた。まるで夢を見ていたかのような気分に襲われるベルは、震えている呼吸を苦心して鎮めていく。

「んっ……」

　やがて、腕の中にいる春姫ハルヒメの瞼まぶたが震えた。

　うっすらと翠みどりの瞳を開けた少女は、ぼんやりとベルの顔を見上げてくる。

「クラネル、様……？」

　少女の双眸と、ベルは視線を交わし合う。

　段々と意識がはっきりしていく春姫ハルヒメを見下ろしていると、ふと気付いたことがあったのでその金の髪に手を添えた。びくっと硬直する彼女に構わず頭の後ろに手を回し、抱き締めるように自分の胸へ顔をもたれさせる。

　狐の耳と尻尾しっぽがびぃんと跳ね、少女の横顔が薄紅色に染まった。

　ベルは春姫ハルヒメの体を胸に預けたことで空いた両手を使い、その細い首に触れる。

　はめられている黒い首輪を、ぐっと引っ張って、ばきっと割った。

「ぁ……」

　何をされたのか気付いた春姫ハルヒメは、呆然と自分の首を指で撫でる。

　何年も少女を戒めてきた黒い呪縛は今、全て取り払われた。

　優しく見下ろしてくる傷だらけのベルに、全てを理解した春姫ハルヒメの瞳が潤うるみ始める。

（こういう時、なんて言うんだっけ……）

　抱き起こした姿勢で春姫ハルヒメを両手で支えながら、ベルはぼんやりと考えた。

　彼女が好きそうな英雄譚を思い出しながら参考にする。

　そして……結局。

　最もありきたりで、最も単純な言葉を口にした。

「貴方を、助けにきました」

　見開かれた春姫ハルヒメの瞳が涙をこぼし、次には、一杯の笑みを咲かせる。

　儚はかなさが消えた少女の本当の笑顔に、ベルもまたくしゃっと思い切り破顔した。

「ありが、とうっ……英雄様」

　その言葉に頰を染めたベルは、子供のような、屈託くったくのない笑みを返す。

　泣きながら笑う狐人ルナールの少女とともに、喜びと嬉しさを分かち合った。

「ベールくーんっ！」

「ベル様ぁー！」

　少年の家族が迎えに来るその時まで。

　月夜に見下ろされる二人は、互いの温もりに身を委ねるのだった。
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【フレイヤ・ファミリア】と【イシュタル・ファミリア】の抗争から二日後。

　都市からは未いまだに衝撃が抜け切れていない。歓楽街を支配していた大派閥イシュタル・ファミリアの文字通り完全消滅はあらゆる者に多大なる影響を及ぼしている。

　冒険者、【ファミリア】、商人、ギルド、神々と例を挙げれば枚挙に暇いとまがない。


『『『『『何やってんすかフレイヤ様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!?』』』』』



　中でも歓楽街にいつもお世話になっている男神達の魂の痛哭つうこくは痛々しかった。

　至る店が全損あるいは半壊した第三区画の前で、四つん這ばいになって地面に[image: 拳]こぶしを叩たたきつける彼等の姿は市民達の記憶に残ることになる。羞恥しゅうちと怒りで顔を真まっ赤かにした眷族けんぞく達に連れて行かれる男神達は、初めて銀髪の美神のことを恨んだと言う。

　死者こそ出なかったものの、歓楽街の抗争の爪痕つめあとは深い。淫都の主が消えたことで商人達が運営するにせよ無所属フリーの娼婦しょうふ達が店を興おこすにせよ、第三区画一帯の復旧には時間がかかる。

　都市最強派閥と言えど責任は追及され、罰金はもとより膨大な罰則ペナルティが【フレイヤ・ファミリア】に科せられることとなったが、ギルドに召喚された主神は、

「そう」

　とだけ返して終わりだったと言う。

　女神イシュタルを下界から葬った神フレイヤと、その眷族達には、人も神も関係なくこれまで以上の畏怖と恐怖が募ることとなった。応こたえた素振りを見せない美の女神は白亜の巨塔の最上階へと戻り、今日もまた迷宮都市の頂上に君臨している。

　そして、主神を失った【イシュタル・ファミリア】の団員達は。

　早くも、多くの者達がそれぞれの道を歩み始めようとしている。




「春姫ハルヒメ、本当にいいのか？」

　うららかで、とても眩まぶしく、涙が出てしまうほど暖かな太陽の光を浴びながら。

　春姫ハルヒメは向き合っているタケミカヅチから語りかけられる。

「お前が望むなら極東にも帰してやれるぞ。まぁ屋敷には戻れんだろうが……俺おれ達の社やしろに行けば、女神ツクヨミ達が泣いて喜んで迎えてくれる筈はずだ」

　両腕を組みながらこちらを見下ろしてくる武神の瞳ひとみには、何年経たっても変わらない、子を思いやる神の慈しみが宿っていた。同時にちっとも変わっていないその角髪みずらと少々貧乏臭い雰囲気も相まって、再会した春姫ハルヒメは笑いたくなってしまうほど喜ばしい気持ちになってしまう。

「ありがとうございます、タケミカヅチ様。ですが、私わたくしは大丈夫です」

　胸に両手を添え花のように微笑ほほえむと、タケミカヅチはぼりぼりと頭をかいた後、うむと笑みとともに頷うなずいた。

「わかった。ならこれからはまた、いわゆるご近所の関係だ。いつでも遊びに来いよ」

　はいっ、と頷くと、彼の後ろに控えていた千草チグサや桜花オウカ達が側に寄ってくる。

「あのね、春姫ハルヒメちゃん。いっぱい、いっぱい話したいことが溜まってるの。だ、だから……」

「はい、千草チグサ様。必ずお伺うかがい致します」

「……すまなかった、春姫ハルヒメ。お前が苦しんでいることも知らず、俺達は……」

「いえ、桜花オウカ様。私わたくしは、春姫ハルヒメは皆様にまた会えてとても幸せです」

　前髪の奥で涙ぐみながら笑う千草チグサに笑い返し、生真面目きまじめな桜花オウカには首を横に振る。

　他ほかの面々とも喜びの言葉を交わした春姫ハルヒメは、必ず会いにいく約束を交わし、タケミカヅチ達の前から走り出した。

　正門前から前庭の奥に向かえば、新築同然の館の前には幼い女神とその眷族達、そしてアイシャが話を交わしている。

「ベル・クラネル、それじゃあしっかりやんなよ。あそこまで見栄を切ったんだ、あのヘッポコにもしものことがあったらタダじゃおかないからね」

「は、はいっ……!?」

「まぁ、本当はあんたもいるんだし……私もこの【ファミリア】に入りたかったんだけどねぇ」

「きっ、君だけは絶対に駄目だーっ!?」

　白髪の少年の顎あごを撫なでようとするアイシャに、幼い女神が両手を広げて通せんぼする。

　ベル君が食べられる!!　と涙目の女神に「つれないねぇ」と笑みをこぼすアイシャは、そこで駆け寄ってきた春姫ハルヒメに気付いた。

「もう、いいのかい？」

「あ、春姫ハルヒメさん！」

　笑いかけてくるアイシャ、そして嬉うれしそうな顔をする少年、ベルに春姫ハルヒメも微笑み返す。

「はい、タケミカヅチ様達とのお話は済みました。……あのアイシャさん、今まで本当に」

「辛気臭い話は止めな、そういうのは嫌いなんだ。それに私はやりたいようにやってただけさ、お前に感謝される筋合いなんてないよ」

　これまでのことに礼を言おうとする春姫ハルヒメを遮さえぎって、アイシャは鼻で笑い飛ばす。

　おろおろと困る春姫ハルヒメに、彼女はそこで真剣な顔付きになった。

「幹部や戦闘娼婦バーベラの連中には口止めした。私達しか知らないし、お前の魔法ことは簡単には明るみにならない筈だ。もし使うことがあっても……くれぐれも人目は忍ぶんだよ」

「アイシャさん……」

「あ、あのー？　そういえば、結局フリュネさんはどうなったんですか……？」

「ああ、あのヒキガエルは前庭でボコボコになっててね。一層いっそう酷ひどい面つらになってたよ」

　アイシャの説明にベルがおずおずとフリュネのことを尋ねると、フレイヤの連中に手酷くやられたようだと彼女はけらけらとおかしそうに語った。外を出歩けなくなるほど酷い目に遭ったらしく、宿屋でブルブルと震えて引きこもってしまっているらしい。

「さて、私もとっとと仲間に入れてくれそうな【ファミリア】を探すよ。能力ステイタスを封印されたままじゃ、誰だれに襲われるかわかったものじゃないからね」

　イシュタルが天界に送還され、『魅了』の呪縛も消えたアイシャはどこか清々しい表情を浮かべ、晴れ渡った青空を見上げる。

　春姫ハルヒメには、今の気持ちがわからない。

　自分にとって女神イシュタルはとても恐ろしい存在だった。だが彼女に拾われなければ今頃いまごろどうなっていたかもわからない。彼女が築き上げた牢は逃げられないほどとても堅牢で、同時に春姫ハルヒメを守っていたのだから。

　安堵あんど、悲しみ、虚むなしさ、どれにも当てはまらない感情を抱きながら、春姫ハルヒメも上空を仰あおいだ。

「……まぁ何かあったらおいで。相談くらいには乗ってあげるよ」

「……ありがとうございます、アイシャさん！　今まで、ありがとうございました！」

　背を向けて歩いていくアイシャは、春姫ハルヒメの言葉に振り返ることはせず、手だけを振って館の敷地から去っていった。

　その後ろ姿が消えた後もしばらく眺めていた春姫ハルヒメは、ゆっくりとベル達のもとに振り返る。

「そ、それでは……私わたくし、サンジョウノ・春姫ハルヒメと申します。こっ、この度はヘスティア様の【ファミリア】に入団させて頂いてっ……」

「あー、堅苦しいことはいい。俺もまだ入団して日が浅いが、よろしく頼む。ヴェルフ・クロッゾだ。下の家名では呼ばないでくれ」

「こちらこそよろしくお願いします、春姫ハルヒメ様。リリルカ・アーデです」

　赤髪のヒューマンと栗色の髪の小人族パルゥムは自己紹介をしてくれる。

　知らない人達と名前を交換する、それだけの行為がとても嬉しくて、春姫ハルヒメは「はい！」と笑って頷いた。

「おっほん……じゃあ最後にボクが。昨日いろいろあったし知っていると思うけど、ボクがヘスティアさ。君を眷族として歓迎するよ、よろしくね」

　春姫ハルヒメより小さな女神はその大きな胸を張って、言葉通り【ファミリア】の一員として迎えてくれる。

　よろしくお願いしますとぺこぺこ頭を下げていると、彼女はずずいと寄ってきた。

「それで、春姫ハルヒメ君。君はどうやらベル君に危険な感情を抱いているようだが……ベル君はボクが育てた、決して血迷った行為はしてはダメだぜっ！」

「は、はえ？」

「馬鹿ばかなこと言わないでくださいっ、誰がベル様を育てたんですか!?　ヘスティア様なんて借金だらけでベル様に養ってもらっていただけじゃないですか!!」

「こ、こらーっ!?　新入団員の前で神の威厳を損なうことを言うんじゃなーい！」

「ああ、もう聞き流していいぞ」

　主神ヘスティアとリリが言い争い、ヴェルフが空笑いして手を振ってくる。ベルは二人のやり取りにぎょっとして汗を流していた。

　ああ、何だか上手うまくやっていけそうだ。

　とても仲良く微笑ましい彼女達の姿を見て、春姫ハルヒメはそう思えてしまった。

　──と、そこでガチャリと玄関の扉が開く音が鳴る。

「み、命ミコトさん!?」

「おいおい、動いて大丈夫なのか？」

「だ、大丈夫ですっ、もう精神疲弊マインドダウンの反動しか残っていないので……じ、自分も春姫ハルヒメ殿の新たな門出を祝って……！」

　ベルとヴェルフに心配されるのはふらついた足取りの命ミコトだ。

　宮殿の戦いで何者かに治療された跡のあった彼女は、精神疲弊マインドダウン特有の倦怠けんたい感──昨日一日寝込むほどの──に襲われているのみで、快方に向かっていた。

　春姫ハルヒメも啞然あぜんとしていると、向かってくる途中命ミコトは玄関の階段で「ふわっ!?」と転んでこちらに倒れ込み、慌あわてて自分の体で受け止めた。

「も、申し訳ありませんっ、春姫ハルヒメ殿」

「い、いえ……」

　驚くベル達に見守られながら、命ミコトと抱き合う姿勢となる。

　しばらく目の前で見つめ合っていた二人の沈黙は、春姫ハルヒメが口を開くことで破かれた。

「申し訳ありません、命ミコト様……私わたくしのせいで、沢山のご迷惑と、沢山のお怪我けがを……」

「は、春姫ハルヒメ殿……」

　体を離した命ミコトは、その謝罪におろおろと右往左往する。

　目を伏せていた春姫ハルヒメは、ややあって。

　ぐっと勇気を出し、尻尾しっぽを緊張させながら、命ミコトの顔を見つめた。

「助けてくれて……ありがとう、命ミコトちゃん」

　瞳を潤うるませながら、か細い声で感謝を告げる春姫ハルヒメの姿に。

　目を見張っていた命ミコトは、唇を綻ほころばせ、おもむろに声をかけた。

「春姫ハルヒメ殿、笑ってください」

「え……？」

「自分は……昔の頃のように、貴方と心の底から笑い合いたい」

　驚いたのは、僅わずかな間だけだった。

　命ミコトの滲にじみかけようとしている青紫の瞳を見て、とうとう己おのれの翠みどりの双眸そうぼうから涙をこぼしながら、春姫ハルヒメは破顔する。命ミコトもまた涙滴を流して満面の笑みを湛たたえた。

　生まれ故郷で多くの思い出をともにしたあの頃のように、少女達は子供のような笑みを交わし合う。

「……ベル様、本当にありがとうございます」

　最後に白髪の少年と向かい合い、春姫ハルヒメはお礼を口にする。

　くすぐったそうに、照れたように頰ほおをかいたベルは、あの屈託くったくのない笑みを浮かべた。

「今日から、僕達は家族ファミリアです。よろしくお願いします」

　春姫ハルヒメは瞼まぶたを閉じ、もう一度涙を流す。

　背中に刻まれている女神の『恩恵』の温かさを感じ、そして優しい世界に包まれながら、溢あふれ出そうになる万感をぐっと胸に仕舞った。

「こちらこそ……ベル様、どうか末永くよろしくお願いいたします」

　深々と下げた頭を戻し、春姫ハルヒメは、桜のように笑みを咲かせるのだった。




「ちょっと待つんだ春姫ハルヒメ君っ、いま変な言い回しをしなかったか!?」

「そうです、今いま何かがおかしかったです!!」

「そ、そうでございますか？」

「ま、まぁまぁ。ヘスティア様、リリ殿」

「そんなことよりも……新しい入団者だ、今日は羽目を外していいんじゃないか？」

「おっ！　話がわかるじゃないかヴェルフ君、よしっ、今日は春姫ハルヒメ君の歓迎パーティーだ！」

「や・め・て・く・だ・さ・い!?　これ以上の散財癖がついたら派閥ファミリアは……！」

「だから固いことを言うなって！　ベル君もパーティーを開くべきだと思うだろ!?」

「そう、ですね。春姫ハルヒメさんのために、やっぱり」

「ベル様ぁー!?」

「よ、よろしいのでしょうか？」

「いいのです、春姫ハルヒメ殿！　こうなったらタケミカヅチ様達もお呼びしましょう！」




　紅の着物を着た少女を中心に喧騒けんそうと笑い声が広がっていく。

　狐人ルナールである彼女もまた涙を堪えながら、儚はかなさなどは忘れ、心から笑った。

　空は快晴。澄んだ蒼穹そうきゅうに神と眷族達は見守られる。

　新しい仲間を歓迎するかのように、館に飾られたエンブレムが、日差しを浴びて輝いた。
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あとがき







「今回のお話は何だか劇場版みたいですね」

　この第七巻のプロット（物語のあらすじ）を提出した際、担当編集様にそう言われました。

　なに言ってはるんですか、と当初こそは思っていたのですが、そうなのかもしれない、と執筆していくにつれ思うようになりました。本巻に出てくる世界観を執筆する上で、迷宮都市という物語の舞台こそ変わっていませんが、今回は他の街、他の世界を書くつもりで街の描写びょうしゃに取り組みました。恐らく既刊以上に毛色が異ことなるかと思います。

　歓楽街、そして娼婦、娼館という単語が本巻には頻繁ひんぱんに出てきます。ダンジョンダンジョンを一度放り出してまで彼女達を物語に組み込もうと思ったのは、冒険者というならず者達が跋[image: 扈]ばっこする都市の中に、本当にこれらの施設や職種の人間達は存在しないのだろうか、と疑問を持ったことが始まりでした。そして最後まで考えた結果、避けられない道だと結論し、この物語の世界のほの暗い部分が見えてしまうことを承知の上で、おっかなびっくり作品初期の段階から構想していました。

　娼館や娼婦達の存在は恐らく異世界ファンタジーには付きものだと、作者は勝手に思っております。本編では深く描写し切れませんでしたが、娼婦達の中には明日あすを生きるためのお金を得るため、愛する伴侶はんりょの夢や生活を支えるためなど、様々な理由で時には苦痛を伴ともなう一夜の夢を売っている人達がいると思います。あるいは客との間で生まれてしまう悲愛も含め、彼女達の生き様はどうしても心を打たれるものがあり、また非常にやるせなくなってしまう時もあります。座布団ざぶとんの上で膝ひざを抱えながら見ていた時代劇、その劇中に登場していた遊郭ゆうかく、吉原よしわらにも多大な影響を受けているかと思っております。

　話は変わりますが、本巻は話の内容的にいわゆるサービスシーンを頑張ってこれでもかと詰め込ました。既刊と比べて当社比三倍です。書いていく内にサービスシーンもといラブコメは奥が深い、と悟さとりを得る境地まで至ったような気がします。本巻は『生む苦しみ』も含めてとても身になったような気がしました。はい、最後までシリアスが続かなくてすいません。

　それでは謝辞に、といつもなら移るのですが、一点ご報告です。

　２０１５年四月より本作品のアニメが放映されることが決まりました。

　最初に聞いた時は飛び上がり、[image: 拳]をぐっと握り、今は興奮や緊張でそわそわしております。これも今まで『ダンジョンに出会いを～（略）』という作品を応援してくださった全ての方々のおかげです。皆様、本当にありがとうございます。この喜びを色々な人達と分かち合いたい、という気持ちは我慢して、この想おもいを一層作品に込めて皆様に恩返しをできていけたらと思います。アニメが放映されている横で、これからも原作小説執筆に取り込んで参ります。

　それでは今度こそ謝辞に移らせて頂きます。

　担当編集の小瀧様、本巻も美しい絵で飾って頂いたヤスダスズヒト先生、「書きたいことが多すぎて頁ページ数がぁ」とうじうじ悩んでいた作者に「もういいから思い切り書きなさい」と背中せなかを押してくださった北村編集長、関係者の皆様、お力を貸して頂いてありがとうございました。

　また七巻限定版に付属されるドラマＣＤではスタッフ、キャストの皆様に大変お世話になりました。深く御礼おんれいを申し上げます。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者様に最大級の感謝を。

　本編五、六、七巻と怒涛どとうの展開が続いたかと個人的に思っていますので（カロリーを消費し過ぎて体重が減ったので）、次巻である第八巻は少々まったりとした日常編にする予定です。楽しんで頂けるよう鋭意努力していきます。

　ここまで読んで頂いて本当にありがとうございました。

　それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　オリエント、某幻想楽団、遊郭、吉原、そして日本昔話……この七巻を執筆するにあたって色々な資料に触れてみました。その上で思ったのがファンタジーはやっぱり面白いな、ということでした。

　綺麗な物語ばかりである筈はないけれど、それでも物語に触れた人達は何かに憧れ、何かを諦め、そして何かに近付けるようあがき続けるのだと思います。




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏～ヨザクラカルテット～（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト http://www.suzuhito.com/











ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=6365

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか７


大森藤ノ
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